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源
信
の
三
心
釈

序

　

浄
土
教
者
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
煩
悩
具
足
の
愚
者
と
し
て
の
自

己
が
ど
の
よ
う
に
し
て
浄
ら
か
な
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。
イ
ン
ド
の
世
親
は
そ
の
方
法

と
し
て
、
浄
土
教
史
上
は
じ
め
て
の
五
念
門
と
い
う
実
践
体
系
を
創
案
し
た
。
こ
れ

を
受
け
た
中
国
の
善
導
は
、
世
親
の
五
念
門
を
実
践
す
る
往
生
者
の
心
の
あ
り
か
た

を
と
り
あ
け
、
そ
の
前
に
安
心
と
し
て
の
三
心
を
位
置
づ
け
た
。
こ
れ
は
『
観
無
量

寿
経
』
所
説
に
も
と
づ
い
て
往
生
を
求
め
る
も
の
の
心
が
け
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
五
念
門
の
後
ろ
に
、
念
仏
の
修
し
か
た
で
あ
る
作
業
と
し
て
四
修
を
位
置
づ

け
た
。
す
な
わ
ち
こ
こ
に
三
心
、
五
念
門
、
四
修
の
三
つ
を
示
し
、
新
し
い
実
践
体

系
を
築
い
た
。
世
親
の
五
念
門
、
善
導
の
三
心
、
四
修
を
伴
な
う
五
念
門
の
実
践
体

系
は
、
そ
の
後
の
中
国
や
日
本
の
仏
教
徒
に
広
く
受
け
と
め
ら
れ
た
。
日
本
浄
土
教

に
お
い
て
そ
の
夜
明
け
を
告
げ
た
書
と
い
わ
れ
る
源
信
の
『
往
生
要
集
』
も
例
外
で

は
な
く
、
ま
た
『
往
生
要
集
』
の
影
響
を
受
け
て
そ
の
後
も
五
念
門
の
実
践
体
系
の

日
本
的
展
開
が
な
さ
れ
て
い
く
。

　

本
稿
で
は
、
源
信
の
『
往
生
要
集
』
に
示
さ
れ
る
世
親
の
五
念
門
の
実
践
は
十
門

組
織
の
第
四
正
修
念
仏
門
に
、
さ
ら
に
第
五
助
念
方
法
門
に
念
仏
を
助
け
る
七
種
の

方
法
の
第
二
修
行
相
貌
に
四
修
と
三
心
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
四
修
と
三
心
の
説
明

に
は
善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
を
引
用
し
て
説
か
れ
る
。
と
こ
ろ
が
三
心
釈
に
善
導
の

釈
が
引
か
れ
る
も
の
の
善
導
の
示
し
た
逼
迫
し
た
状
況
の
中
で
一
心
に
道
を
求
め
る

二
河
白
道
の
譬
喩
は
用
い
ら
れ
ず
、
同
じ
逼
迫
し
た
状
況
の
道
綽
の
一
河
の
譬
喩
を

引
用
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
善
導
の
釈
を
引
用
し
な
が
ら
こ
の
部
分
だ
け
は
善
導
の

二
河
白
道
に
よ
ら
ず
道
綽
の
一
河
の
譬
喩
を
引
用
す
る
の
は
何
に
も
と
づ
く
の
か
、

本
稿
で
は
こ
の
問
題
に
検
討
を
加
え
た
い

（
（
（

。

（
一
）

　

源
信
が
道
綽
の
一
河
の
譬
喩
を
引
用
し
、
善
導
の
二
河
白
道
の
譬
喩
を
引
用
し
な

い
の
は
、
も
と
も
と
『
往
生
要
集
』
に
善
導
の
『
観
経
疏
』「
玄
義
分
」
の
引
用
は

あ
っ
て
も
二
河
白
道
の
譬
喩
の
説
か
れ
る
『
同
』「
散
善
義
」
が
叡
山
に
な
く
、
源

信
は
見
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
事
情
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
源
信

　
源
信
の
三
心
釈　

―
と
く
に
道
綽
の
譬
喩
の
引
用
を
め
ぐ
っ
て

―　

�

福
　
原
　
隆
　
善　
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が
「
散
善
義
」
を
見
て
い
な
い
と
主
張
し
た
の
は
良
忠
の
『
往
生
要
集
義
記
』
が
最

初
と
い
わ
れ
る

（
（
（

。
良
忠
は
明
禅
の
『
往
生
要
集
』『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
善
導
の

『
観
経
疏
』
の
引
用
は
「
玄
義
分
」
の
み
と
す
る
説
に
よ
っ
て
い
る
。
し
か
し
良
忠

自
ら
『
往
生
要
集
』
に
善
導
の
三
心
釈
を
引
い
た
あ
と
、
割
註
と
し
て

略
㆓
抄
之
㆒。
経
文
雖
㆑
在
㆓
上
品
上
生
㆒。
如
㆓
禅
師
釈
㆒
者
。
理
通
㆓
九
品
㆒。
余
師

釈
不
レ
能
レ
具

（
（
（

。

と
あ
る
「
理
通
二
九
品
一
」
に
つ
い
て
は
「
散
善
義
」
の
第
十
一
門
義
に
み
ら
れ
る

三
心
が
九
品
に
通
ず
る
と
述
べ
た
も
の
か
ら
で
は
な
く
『
往
生
礼
讃
』
の
「
若
少
㆓

一
心
㆒
即
不
㆑
得
㆑
生
」
を
「
理
通
㆓
九
品
㆒
」
と
い
っ
た
の
で
あ
っ
て
、「
散
善
義
」

か
ら
で
は
な
い
と
強
調
す
る
。
し
か
し
法
然
は
「
往
生
大
要
鈔
」
に

さ
れ
ば
善
導
の
観
経
の
疏
に
、
九
品
の
文
を
釈
す
る
し
た
に
、
一
々
の
品
ご
と

に
、
弁
㆓
定
三
心
㆒
以
為
㆓
正
因
㆒
と
さ
だ
め
て
、
こ
の
三
心
は
九
品
に
通
ず
ぺ

し
と
釈
し
給
へ
り
。
恵
心
も
こ
れ
を
ひ
き
て
、
禅
師
の
釈
の
ご
と
き
は
理
九
品

に
通
ず
ぺ
し
と
こ
そ
は
し
る
さ
れ
た
れ

（
（
（

。

と
述
べ
、
先
き
の
源
信
の
割
註
は
「
散
善
義
」
を
見
て
述
べ
て
い
る
見
解
を
示
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
良
忠
が
、
源
信
が
「
散
善
義
」
を
見
て
い
な
い
と
す
る
の
は
、

善
導
の
「
散
善
義
」
に
よ
る
称
名
念
仏
の
唱
導
は
法
然
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
意
義

づ
け
す
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
期
に
は
源
信

が
『
観
経
疏
』
の
す
べ
て
を
見
て
い
た
と
す
る
説
が
多
く
輩
出
し
、
近
年
も
源
信
所

覧
説
が
多
く
唱
導
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。
本
稿
で
は
、
源
信
が
『
観
経
疏
』
を
披
見
し
た
立

場
で
検
討
を
加
え
た
い
と
思
う
。

（
二
）
源
信
の
三
心
釈

　

源
信
に
お
け
る
往
生
浄
土
の
実
践
は
、『
往
生
要
集
』
正
修
念
仏
門
に
お
い
て
五

念
門
が
説
か
れ
る
。
と
く
に
そ
の
中
の
第
四
観
察
門
に
は
龍
樹
の
『
十
住
毘
婆
沙

論
』
の
勧
め
に
よ
り
色
相
観
の
念
仏
が
示
さ
れ
る

（
（
（

。
色
相
、
す
な
わ
ち
仏
の
三
十
二

相
八
十
随
形
好
を
観
念
す
る
別
相
観
、
総
相
観
、
雑
略
観
の
三
種
の
観
法
が
設
け
ら

れ
る
。
続
い
て
簡
略
な
白
毫
観
の
極
略
観
が
あ
り
、
さ
ら
に
観
念
に
堪
え
ら
れ
な
い

も
の
の
た
め
に
、
帰
命
想
、
引
接
想
、
往
生
想
の
三
想
に
よ
る
一
心
の
称
念
で
も
よ

い
と
し
、
称
名
念
仏
を
加
え
た
念
仏
が
説
か
れ
る
。
源
信
は
、
世
親
の
『
往
生
論
』

所
説
の
五
念
門
に
よ
る
こ
と
に
な
る
が
、
さ
ら
に
新
た
に
実
践
体
系
を
構
築
し
た
中

国
の
善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
所
説
の
心
の
あ
り
か
た
（
安
心
）
で
あ
る
三
心
と
修
し

方
（
作
業
）
で
あ
る
四
修
を
五
念
門
の
前
後
に
配
す
る
実
践
体
系
を
受
け
て

（
（
（

、『
往

生
要
集
』
大
文
第
五
助
念
方
法
門
に
七
種
の
念
仏
を
助
け
る
行
法
を
加
え
、
と
く
に

そ
の
第
二
に
修
行
の
相
貌
と
し
て
四
修
と
三
心
を
配
し
て
い
る
。
四
修
に
つ
い
て
は
、

古
く
イ
ン
ド
の
『
摂
大
乗
論
』
や
『
倶
舎
論
』
に
も
説
か
れ
る
が

（
（
（

、
四
修
の
内
容
や

順
序
等
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
る
。
善
導
の
場
合
は
、
ま
ず

三
心
が
あ
っ
て
五
念
門
、
そ
し
て
四
修
の
順
に
説
明
さ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
。
そ
こ
で
ま
ず
『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
四
修
に
つ
い
て
、

第
二
修
行
相
貌
者
。
依
㆓
攝
論
等
㆒
用
㆓
四
修
相
㆒。
一
者
長
時
修
。
要
決
云
。
從
㆓

初
發
心
㆒
乃
至
菩
提
恒
作
㆓
淨
因
㆒
終
無
㆓
退
轉
㆒。
善
導
師
云
。
畢
命
爲
㆑
期
誓

不
㆓
中
止
㆒。
二
者
慇
重
修
。
謂
於
㆓
極
樂
佛
法
僧
寶
㆒
心
常
憶
念
專
生
㆓
尊
重
㆒。

要
決
云
。
行
住
坐
臥
不
㆑
背
㆓
西
方
㆒。

唾
便
痢
不
㆑
向
㆓
西
方
㆒。
導
禪
師
云
。

面
向
㆓
西
方
㆒
者
最
勝
。
如
㆓
樹
先
傾
倒
必
隨
㆒㆑

曲
。
必
有
㆓
事
礙
㆒
不
㆑
及
㆑
向
㆑

西
者
。
但
作
㆓
向
㆑
西
想
㆒
亦
得
。
三
者
無
間
修
。
要
決
云
。
謂
常
念
佛
作
㆓
徃
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生
心
㆒。
於
㆓
一
切
時
㆒
心
恒
想
巧
。
譬
若
㆘
有
㆑
人
被
㆓
他
抄
掠
㆒
身
爲
㆓
下
賤
㆒
備

受
㆓
艱
辛
㆒
忽
思
㆓
父
母
㆒
欲
㆓
走
歸
㆒㆑

國
行
裝
未
㆑
辨
由
在
㆓
他
鄕
㆒
日
夜
思
惟
苦

不
㆑
堪
㆑
忍
無
㆓
時
暫
捨
不
㆒㆑

念
㆓
爺
孃
㆒
爲
㆑
計
既
成
便
歸
得
㆑
逹
親
㆓
近
父
母
㆒
縱

任
娛
㆖
。
行
者
亦
爾
。
徃
因
㆓
煩
惱
㆒
壞
亂
善
心
㆒。
福
智
珍
財
並
皆
散
失
。
久

沈
㆓
生
死
㆒
制
不
㆓
自
由
㆒。
恒
與
㆓
魔
王
㆒
而
作
㆓
僕
使
㆒。
驅
㆓
馳
六
衜
㆒
苦
㆓
切
身

心
㆒。
今
遇
㆓
善
緣
㆒。
忽
聞
㆘
彌
陀
慈
父
不
㆑
違
㆓
弘
願
㆒
濟
㆗
拔
群
生
㆖。
日
夜
驚
忙

發
心
願
㆑
徃
。
所
以
精
勤
不
㆑
倦
。
當
㆘
念
㆓
佛
恩
㆒
報
盡
爲
㆑
期
心
恒
計
念
㆖。
導

師
云
。
心
心
相
續
。
不
㆘
以
㆓
餘
業
㆒
間
㆖。

不
㆘
以
㆓
貪
嗔
等
㆒
間
㆖。
隨
犯
隨
懴

不
㆑
令
㆓
隔
㆑
念
。
隔
㆑
時
隔
㆒㆑

日
常
令
㆓
淸
淨
㆒。
私
云
畫
夜
六
時
或
三
時
二
時
要

具
㆓
方
法
㆒
精
勤
修
習
。
其
餘
時
處
不
㆑
求
㆓
威
儀
㆒。
不
㆑
論
㆓
方
法
㆒。
心
口
無
㆑

廢
。
常
應
㆑
念
㆑
佛
。
四
者
無
餘
修
。
要
決
云
。
專
求
㆓
極
樂
㆒
禮
㆓
念
彌
陀
㆒。
但

諸
餘
業
行
不
㆑
令
㆓
雑
起
㆒。
所
作
之
業
日
別
。
須
㆘
修
㆓
念
佛
讀
經
㆒
不
㆖
㆑

留
㆓
餘

課
㆒
耳
。
導
師
云
。
專
稱
㆓
彼
佛
名
㆒。
專
㆓
念
專
㆔
想
專
四
禮
專
五
讚
。
彼
佛
及
一

切
垩
眾
等
㆒
不
㆑
雑
㆓
餘
業
㆒。已上

（
（
（

と
あ
る
。
四
修
の
一
々
に
つ
い
て
窺
基
作
と
伝
え
る
『
西
方
要
決
』
と
善
導
の
『
往

生
礼
讃
』
か
ら
の
説
明
が
な
さ
れ
、
四
修
の
す
べ
て
に
付
記
さ
れ
て
い
る
。

　

四
修
に
続
い
て
修
行
の
用
心
と
し
て
『
観
経
』
所
説
の
三
心
に
つ
い
て
説
か
れ
る
。

問
。
既
知
。
修
行
總
有
㆓
四
相
㆒。
其
修
行
時
用
心
云
何
。
答
。
觀
經
云
。
若
有
㆓

眾
生
㆒
願
㆑
生
㆓
彼
國
㆒
者
。
發
㆓
三
種
心
㆒
即
便
徃
生
。
一
至
誠
心
。
二
深
心
。

三
回
向
發
願
心
。
善
導
禪
師
云
。
一
至
誠
心
。
謂
禮
拜
讚
歎
念
觀
。
三
業
必
須
㆓

眞
實
㆒
故
。
二
深
心
。
謂
信
㆘
知
自
身
是
具
㆓
足
煩
惱
㆒
凡
夫
善
根
薄
少
流
㆓
轉
三

界
㆒
未
㆖
㆑

出
㆓
火
宅
㆒。
今
信
㆘
知
彌
陀
本
弘
誓
願
及
丙
稱
㆓
名
號
㆒
下
至
乙
十
聲
一
聲

等
甲
定
得
㆗
徃
生
㆖。
乃
至
一
念
無
㆑
有
㆓
疑
心
㆒。
三
回
向
發
願
心
。
謂
所
作
一
切

善
根
悉
皆
回
向
願
㆓
往
生
㆒
故
。
具
㆓
此
三
心
㆒
必
得
㆓
徃
生
㆒。
若
少
㆓
一
心
㆒
即

不
㆑
得
㆑
生
。
略
抄
㆑
之
經
文
雖
㆑
在
㆓
上
品
上
生
㆒
如
㆓
禪

師
釋
㆒
者
理
通
㆓
九
品
㆒
餘
師
釋
不
㆑
能
㆑
具

（
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と
あ
り
、
こ
こ
で
は
『
西
方
要
決
』
の
引
用
は
な
く
、
た
だ
善
導
の
み
を
引
用
し
て

説
明
し
て
い
る
。
善
導
の
引
文
の
あ
と
『
鼓
音
声
経
』
に
、
深
く
信
じ
て
疑
い
の
な

い
人
は
必
ず
阿
弥
陀
仏
国
に
往
生
で
き
る
こ
と
、『
涅
槃
経
』
に
最
高
の
菩
提
を
得

る
た
め
の
要
因
は
数
多
い
が
、
信
心
に
よ
れ
ば
す
べ
て
が
摂
め
つ
く
さ
れ
る
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
道
を
修
め
る
時
に
は
信
を
初
め
と
す
る
こ
と
に
な
る
と
説
く
。
つ
い
で

善
導
を
引
い
て
。

善
導
和
尚
云
。
若
入
觀
及
睡
時
應
㆑
發
㆓
此
願
㆒。
若
坐
若
立
一
心
合
掌
。
正

面
向
㆑
西
十
聲
稱
㆓
阿
彌
陀
佛
觀
音
勢
至
諸
菩
薩
淸
淨
大
海
衆
㆒
竟
而
發
㆘
見
㆓
佛

菩
薩
及
極
樂
界
相
㆒
之
願
㆖。
即
隨
㆑
意
入
觀
及
睡
得
㆑
見
。
除
㆑
不
㆓
至
心

（
（1
（

㆒。

と
い
い
、
観
念
す
る
時
や
睡
眠
に
入
る
時
に
は
、
も
し
く
は
坐
る
か
立
つ
か
し
て
一

心
に
合
掌
し
て
十
声
の
念
仏
を
称
え
、
阿
弥
陀
仏
や
聖
衆
を
見
る
願
い
を
お
こ
せ
ば
、

観
念
し
た
り
睡
眠
の
時
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
続
い
て
念
仏
の
人
が
常
に

往
生
を
願
う
の
は
ど
う
い
う
す
が
た
に
似
て
い
る
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、『
西

方
要
決
』
の
文
を
引
き
、
ち
よ
う
ど
郷
里
へ
帰
り
た
い
と
思
う
譬
喩
が
そ
れ
に
あ
た

る
と
い
い
、
さ
ら
に
道
綽
の
『
安
楽
集
』
の
文
を
引
い
て
い
る
。
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佛

　
教

　
文

　
化

　
研

　
究

『
安
楽
集
』

『
往
生
要
集
』

問
曰
。
今
欲
㆔
依
㆑
勸
行
㆓
念
佛
三
昧
㆒。
未
㆑
知
。
計
念
相
狀
何
似
。
答
曰
。
譬
如
㆘

有
㆑
人
於
㆓
空
曠
逈
處
㆒
値
㆓
遇
怨
賊
拔
㆑
刀
奮
㆑
勇
直
來
欲
㆒㆑

殺
。
此
人
徑
走
視
㆑
渡
㆓

一
河
㆒。
未
㆑
及
㆑
到
㆑
河
即
作
㆓
此
念
㆒
我
至
㆓
河
岸
㆒
爲
㆓
脫
㆑
衣
渡
㆒。
爲
㆓
著
㆑
衣
浮
㆒。

若
脫
㆑
衣
渡
唯
恐
無
㆑
暇
。
若
著
㆑
衣
浮
復
畏
首
領
難
㆑
全
。
爾
時
但
有
㆔
一
心
作
㆓

渡
河
方
便
㆒
無
㆗
餘
心
想
間
雜
㆖。
行
者
亦
爾
。
念
㆓
阿
彌
陀
佛
㆒
時
。
亦
如
㆔
彼
人
念
㆑

渡
念
念
相
次
無
㆓
餘
心
想
間
雜
㆒。
或
念
㆓
佛
法
身
㆒。
或
念
㆓
佛
神
力
㆒。
或
念
㆓
佛
智

慧
㆒。
或
念
㆓
佛
豪
相
㆒。
或
念
㆓
佛
相
好
㆒。
或
念
㆓
佛
本
願
㆒。
稱
名
亦
爾
。
但
能
專
至

相
續
不
㆑
斷
。
定
生
㆓
佛
歬
㆒。
今
勸
㆓
後
代
學
者
㆒。
若
欲
㆑
會
㆓
其
二
諦
㆒。
但
知
㆓
念

念
不
可
得
㆒。
即
是
智
慧
門
。
而
能
繫
念
相
續
不
㆑
斷
。
即
是
功
德
門
。
是
故
經
云
。

菩
薩
摩
訶
薩
恆
以
㆓
功
德
智
慧
㆒
以
修
㆓
其
心
㆒。
若
始
學
者
未
㆑
能
㆑
破
㆑
相
。
但
能

依
㆑
相
專
至
無
㆑
不
㆓
往
生
㆒。
不
㆑
須
㆑
疑
也

（
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。

問
。
行
者
常
途
計
㆓
念
往
生
㆒。
其
相
似
㆑
何
。
答
。
歬
所
㆑
引
要
決
。
欲
㆑
歸
㆓
本
國
㆒

之
譬
是
其
相
也
。

安
樂
集
云
。
譬
如
丙
有
㆑
人
於
㆓
空
曠
逈
處
㆒
値
㆓
遇
怨
賊
㆒。
拔
㆑

劍
奮
㆑
勇
。
直
來
欲
㆑
殺
㆓
此
人
㆒。
徑
走
觀
㆑
渡
㆓
一
河
㆒。
未
㆑
及
㆑
到
㆑
河
即
作
㆓
此

念
㆒。
我
至
㆓
河
岸
㆒
爲
㆓
脫
㆑
衣
渡
㆒。
爲
㆓
著
㆑
衣
浮
㆒。
若
脫
㆑
衣
渡
唯
恐
無
㆑
暇
。
若

著
㆑
衣
浮
復
畏
㆓
首
領
難
㆒
㆑

全
。
爾
時
但
有
㆔
一
心
作
㆓
渡
㆑
河
方
便
㆒。
無
乙
餘
心
想
間

雜
甲。
行
者
亦
爾
。
念
㆓
阿
彌
陀
佛
㆒
時
。
亦
如
㆓
彼
人
念
㆒㆑

渡
。
念
念
相
次
無
㆓
餘
心

想
間
雜
㆒。
或
念
㆓
佛
法
身
㆒。
或
念
㆓
佛
神
力
㆒。
或
念
㆓
佛
智
慧
㆒。
或
念
㆓
佛
毫
相
㆒。

或
念
㆓
佛
相
好
㆒。
或
念
㆓
佛
本
願
㆒。
稱
名
亦
爾
。
但
能
專
至
相
續
不
㆑
斷
定
生
㆓
佛

歬
㆒。
已上  

元
曉
師
同
㆑
之
。
問
。
念
佛
三
昧
爲
㆓
唯
心
念
㆒
爲
㆓
亦
口
唱
㆒。
答
。
如
㆓
止

觀
第
二
云
㆒。
或
唱
念
俱
運
。
或
先
念
後
唱
。
或
先
唱
後
念
。
唱
念
相
繼
無
㆓
休
息

時
㆒。
聲
聲
念
念
唯
在
㆓
阿
彌
陀
㆒。

感
禪
師
云
。
觀
經
言
。
是
人
苦
逼
不
㆑
遑
㆓
念

佛
㆒。
善
友
敎
令
可
㆑
稱
㆓
阿
彌
陀
佛
㆒。
如
㆑
是
至
心
令
㆓
聲
不
㆒
㆑ 

絕
。
豈
非
㆘
苦
惱
所
㆑

逼
念
想
難
㆑
成
令
㆓
聲
不
㆒㆑ 

絕
至
心
便
得
㆖。
今
此
出
㆑
聲
學
㆓
念
佛
定
㆒
亦
復
如
㆑
是
。

令
㆓
聲
不
㆒㆑ 

絕
遂
得
㆓
三
昧
㆒。
見
㆔
佛
垩
衆
皎
㆓
然
目
歬
㆒。
故
大
集
日
藏
分
言
。
大
念

見
㆓
大
佛
㆒。
小
念
見
㆓
小
佛
㆒。
大
念
者
大
聲
稱
㆑
佛
也
。
小
念
者
小
聲
稱
㆑
佛
也
。

斯
㆑
即
垩
敎
。
有
㆓
何
惑
㆒
哉
。
現
見
即
今
諸
集
學
者
唯
須
㆓
勵
㆑
聲
念
佛
三
昧
易
㆒
㆑

成
。
小
聲
稱
㆑
佛
遂
多
㆓
馳
散
㆒。
此
乃
學
者
所
㆑
知
非
㆓
外
人
之
曉
㆒
矣
。
已上 

彼
經
但
云

欲
㆑
多
見
㆑

多
欲
㆑
小
見
㆑
小
等
云
云
然
感
師
既
得
㆓
三
昧
㆒
彼
所
釋
應
㆓
仰
信

受
㆒
更
勘
㆓
諸
本
㆒
小
念
見
㆑
小
大
念
見
㆑
大
文
出
㆓
日
藏
分
第
九

（
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㆒　

上
に
『
安
楽
集
』
の
原
文
を
、
下
に
『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
引
文
を
示
し
た
。
あ

る
人
が
種
々
の
群
賊
や
怨
み
を
も
つ
も
の
が
剣
を
抜
き
勇
み
奮
い
た
っ
て
こ
の
人
を

殺
そ
う
と
ま
っ
し
ぐ
ら
に
や
っ
て
き
た
こ
と
に
遭
遇
し
た
と
す
る
。
こ
の
人
は
す
ぐ

走
り
逃
げ
る
が
、
一
つ
の
河
に
到
り
、
服
を
脱
い
で
渡
る
か
、
着
た
ま
ま
ま
泳
ご
う



五

　
　
　
　
源
信
の
三
心
釈

か
迷
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
逃
げ
る
の
が
困
難
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
り
す
る
。

し
か
し
こ
の
人
は
た
だ
一
心
に
河
を
渡
る
方
法
に
思
い
を
め
ぐ
ら
す
だ
け
で
、
他
の

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
念
仏
者
も
た
だ
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
こ
と
だ

け
に
一
心
に
な
り
、
他
の
こ
と
に
思
い
を
寄
せ
る
こ
と
が
な
く
、
た
だ
仏
の
法
身
や

神
力
、
智
慧
、
毫
相
、
相
好
、
本
願
を
念
ず
る
の
み
で
あ
り
、
称
名
に
つ
い
て
も
同

じ
で
あ
っ
て
、
専
ら
よ
く
相
続
す
れ
ば
仏
前
に
生
ず
る
こ
と
が
得
ら
れ
る
と
い
う
譬

喩
で
あ
る
。
こ
の
譬
喩
は
、
善
導
の
二
河
白
道
の
譬
喩
と
よ
く
似
て
い
る
が
、
四
修

や
三
心
の
説
明
に
は
一
貫
し
て
善
導
を
引
用
す
る
の
に
、
こ
こ
は
な
ぜ
道
綽
の
譬
喩

を
用
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
三
）
譬
喩
の
比
較

　

善
導
の
『
観
経
疏
』
三
心
釈
の
回
向
発
願
心
釈
に
み
ら
れ
る
二
河
白
道
の
譬
喩
と

道
綽
の
『
安
楽
集
』
大
門
第
二
の
問
答
を
釈
す
の
中
の
第
四
問
答
に
み
ら
れ
る
一
河

を
渡
る
譬
喩
を
比
較
し
、
譬
喩
の
特
色
を
検
討
し
、
源
信
が
道
綽
の
譬
喩
を
引
用
し

た
背
景
を
探
っ
て
み
た
い
。
ま
ず
善
導
の
二
河
白
道
の
譬
喩
は
、
三
心
を
釈
す
る
中

の
回
向
発
願
心
釈
に
出
る
。
回
向
発
願
心
は
決
定
真
実
深
信
の
心
中
に
往
生
浄
土
へ

の
願
い
を
強
く
し
、
一
切
の
異
見
異
学
、
別
解
別
行
の
人
等
に
動
乱
し
な
い
心
を
も

つ
こ
と
に
あ
る
。
た
だ
一
心
に
浄
土
を
求
め
、
怯
弱
を
生
ず
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

す
る
心
で
あ
り
、
こ
の
願
生
心
を
確
立
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
示
す
た
め
の
譬
喩
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
解
行
不
動
邪
雑
の
人
が
あ
っ
て
心
を
乱
し
、
種
々
の
疑
難
を
説
き
、

往
生
は
得
ら
れ
な
い
と
導
く
。
ま
た
曠
劫
よ
り
こ
の
か
た
身
口
意
業
に
お
い
て
、
十

悪
五
逆
等
の
罪
を
犯
し
、
三
界
の
悪
道
に
繋
属
し
て
い
る
も
の
が
、
い
か
に
無
漏
無

生
の
国
へ
入
り
、
不
退
の
位
を
証
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、

答
曰
。
�
佛
敎
行
數
越
�
塵
沙
�。
稟
識
機
�
隨
情
非
�
一
。
譬
如
�
世
間
人
眼

可
�
見
可
��

信
�
。
如
�
明
能
破
�
闇
�
能
含
�
�
地
能
載
�
水
能
生
潤
火
能
�

�
�。
如
�
此
等
事
悉
名
�
待
對
之
法
�。
即
�
目
可
�
見
千
差
萬
別
。
何
況
佛
法
不

思
議
之
力
。
豈
無
�
種
種
�
�
也
。
隨
出
�
一
門
�
�
。
即
出
�
一
煩
惱
門
�
也
。

隨
入
�
一
門
�
�
。
即
入
�
一
解
�
智
慧
門
�
也
。
爲
�
此
隨
�
�
�
�
行
各
求
�
解

�
�。
汝
何
以
乃
將
�
非
�
��

�
之
�
行
�
障
�
惑
�
我
�。
然
我
之
�
�
愛
即
是
我

��

之
行
。
即
非
�
汝
�
��

求
。
汝
之
�
�
愛
即
是
汝
��

之
行
。
亦
非
�
我
�
��

求
。
是
故
各
隨
�
�
�
樂
而
�
�
其
行
�
�
。
必
疾
得
�
解
�
�
也
。
行
�
當
�

知
。
若
欲
�
學
�
解
從
�
凡
至
�
�
乃
至
佛
果
。
一
切
無
礙
皆
得
�
學
也
。
若
欲
�

學
�
行
�
。
必
籍
�
��

之
法
�。
少
用
�
功
勞
�
多
得
�
�
也

（
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。

と
い
っ
て
い
る
。
諸
仏
の
教
行
は
塵
沙
の
如
く
無
数
に
あ
る
。
世
間
の
人
の
眼
も
千

差
万
別
で
あ
る
か
ら
仏
法
の
不
思
議
の
力
に
よ
っ
て
種
々
の
益
を
得
る
こ
と
に
な
る
。

一
門
に
は
一
解
脱
智
慧
門
が
あ
り
、
各
々
縁
に
随
っ
て
行
を
起
こ
し
解
脱
を
求
め
る

こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
わ
が
有
縁
の
行
は
必
ず
し
も
他
の
有
縁
の
行
と
は
な
ら

ず
、
他
の
人
の
有
縁
の
行
が
わ
が
有
縁
の
行
と
は
な
ら
な
い
。
も
し
わ
が
有
縁
の
行

に
よ
れ
ば
必
ず
速
く
し
か
も
労
少
な
く
し
て
解
脱
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
て

い
る
。

　

善
導
は
さ
ら
に
続
け
て
、
一
切
の
往
生
人
等
の
た
め
と
し
て
一
つ
の
譬
喩
を
設
け

て
い
る
。
そ
れ
が
二
河
白
道
の
譬
喩
で
あ
る
。
長
文
で
は
あ
る
が
引
用
す
る
と
、

白
�
一
切
�
生
人
等
�。
�
�
爲
�
行
�
�
�
�
一
譬
喩
�。
守
�
護
信
心
�
以
防
�

外
�
異
見
之
難
�。
何
�
是
也
。
譬
如
�
�
�
人
欲
�
向
�
西
行
�
百
千
之
里
�。
忽
然

中
路
二
見
�
�
�
二
河
�。
一
是
火
河
在
�
南
。
二
是
水
河
在
�
北
。
二
河
各
闊
百

歩
各
深
無
�
底
南
北
無
�
邊
。
正
�
水
火
中
間
�
�
�
一
白
�
�。
可
�
闊
四
五
寸
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許
�。
此
�
從
�
東
岸
�
至
�
西
岸
�
亦
長
百
歩
。
其
水
波
浪
交
�
�
�
�
。
其
火

燄
亦
來
燒
�
�
。
水
火
相
交
常
無
�
休
息
�。
此
人
�
至
�
�
曠
�
處
�
�
無
�
人

物
�。
多
�
�
羣
�
�
獸
�。
見
�
此
人
單
獨
�
競
來
欲
�
殺
。
此
人
怖
�
死
直
走
向
�

西
。
忽
然
見
�
此
大
河
�。
即
自
念
言
此
河
南
北
不
�
見
�
邊
畔
�。
中
間
見
�
一
白

�
�
極
是
狹
小
。
二
岸
相
去
雖
�
�
何
由
可
�
行
。
�
日
定
死
不
�
疑
。
正
欲
�
到

廻
�
羣
�惡

獸
漸
漸
來
�
。
正
欲
�
南
北
�
走
�
惡
獸
毒
蟲
競
來
向
�
我
。
正
欲
�

向
�
西
�
�
�
而
去
�。
復
恐
墮
�
此
水
火
二
河
�。
當
時
惶
怖
不
�
復
可
��

言
。
即
自

思
念
。
我
�
迥
亦
死
。
�
亦
死
去
亦
死
。
一
種
不
�
勉
�
死
�
。
我
�
�
�
此

�
�
向
�
�
而
去
。
��

�
此
�
�
必
應
�
可
度
�。
作
�
此
念
�
時
。
東
岸
忽
聞
�
人

勸
聲
�。
仁
�
但
決
定
�
�
此
�
�
行
。
必
無
�
死
難
�。
若
住
即
死
。

西
岸
上

�
�
人
喚
言
。
汝
一
心
正
念
直
來
。
我
能
護
�
汝
。
�
不
�
畏
�
墮
�
�
水
火
之

難
�。
此
人
�
聞
�
此
遣
彼
喚
�。
即
自
正
�
當
身
心
�。
決
定
�
�
�
直
�
不
�
生
�
疑

怯
�
心
�。
或
行
一
分
二
分
。
東
岸
羣
�
等
喚
言
。
仁
�
迥
來
。
此
�
嶮
惡
不
�

得
�
�
必
死
不
�
疑
。
我
等
�
無
�
惡
心
相
向
�。
此
人
雖
�
聞
�
喚
聲
�
亦
不
�
迥

顧
�。
一
心
直
�
念
�
�
而
行
。
須
臾
即
到
�
西
岸
�
永
離
�
�
難
�。
善
友
相
見
慶

樂
無
�
已
。
此
是
喩
也
。
�
合
�
喩
�
。
言
�
東
岸
�
�
。
卽
喩
�
此
娑
婆
之
火

宅
�
也
。
言
�
西
岸
�
�
。
即
喩
�
極
樂
寶
國
�
也
。
言
�
羣
�惡

獸
詐
親
�
�
。

即
喩
�
�
生
六
根
六
識
六
塵
五
陰
四
大
�
也
。
言
�
無
�
人
��

澤
�
�
。
即
喩
�

常
隨
�
惡
友
�
不
�
�
�
眞
善
知
識
�
也
。
言
�
水
火
二
河
�
�
。
即
喩
�
�
生
貪
愛

如
�
水
瞋
�
如
��

火
也
。
言
�
中
間
白
�
四
五
寸
�
�
。
即
喩
�
�
貪
嗔
煩
惱
中
能

生
�
�
淨
願
�
生
心
�
也
。
乃
由
�
貪
瞋
�
�
故
即
喩
如
�
水
火
�。
善
心
�
故
喩

如
�
白
�
�。

水
波
常
�
��

。
即
喩
�
愛
心
常
�
能
染
�
汚
善
心
�
也
。

火

燄
常
燒
�
��

。
即
喩
�
瞋
�
之
心
能
燒
�
功
德
之
法
財
�
也
。
言
�
人
行
�
�

上
�
直
向
��


西
�
。
即
喩
�
迥
�
�
行
業
�
直
向
�
西
方
�
也
。
言
�
東
岸
聞
�
人
聲

勸
�
�
�
�
�
直
西
�
�
�
。
即
喩
�
釋
迦
已
滅
後
人
不
�
見
由
�
�
敎
法
可
��

�
即

喩
�
之
如
�
聲
也
。
言
�
或
行
一
分
二
分
羣
�
等
喚
迥
�
�
。
即
喩
�
別
解
別
行
惡

見
人
等
�
�
�
見
解
�
�
相
惑
亂
�
自
�
�
罪
�
失
�
也
。
言
�
西
岸
上
�
�
人

喚
�
�
。
即
喩
�
彌
陀
願
意
�
也
。
言
�
須
臾
到
�
西
岸
�
善
友
相
見
喜
�
�
。
即

喩
�
�
生
久
沈
�
生
死
�
曠
劫
淪
迥
�
倒
自
纏
無
�
由
�
解
�
�。
仰
蒙
�
釋
迦
發
遣

指
�
向
西
方
�。

籍
�
彌
陀
悲
心
招
喚
�。
�
信
�
順
二
�
之
意
�
不
�
顧
�
水
火
二

河
�。
念
念
無
�
遣
乘
�
彼
願
力
之
�
�
�
�
命
已
後
得
�
生
�
彼
國
�
與
�
佛
相
見
慶

喜
何
極
�
也
。

一
切
行
�
行
�
坐
臥
三
業
�
�
�
。
無
�
問
�
畫
夜
時
�
�。
常

作
�
此
解
�
常
作
�
此
想
�。
故
名
�
回
向
發
願
心

（
（1
（

�。

と
あ
る
。
あ
る
旅
人
が
群
賊
に
追
わ
れ
逃
げ
た
が
、
前
方
北
に
水
の
う
ね
る
河
、
南

に
燃
え
盛
る
火
の
河
が
行
く
手
を
妨
げ
た
。
進
め
ば
二
河
の
い
ず
れ
か
に
落
ち
、
と

ど
ま
れ
ば
群
賊
に
殺
さ
れ
る
と
い
う
逼
迫
し
た
状
態
に
な
っ
た
時
、
二
河
の
間
に
白

い
道
を
み
つ
け
た
。
旅
人
は
い
ず
れ
の
道
に
進
ん
で
も
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
が
、

危
険
は
あ
っ
て
も
二
河
の
間
の
白
道
を
進
む
し
か
な
い
と
意
を
決
し
た
時
、
東
岸
か

ら
そ
の
道
を
進
め
と
声
が
し
、
ま
た
西
か
ら
も
そ
の
道
を
渡
っ
て
こ
い
と
い
う
声
が

あ
っ
て
、
決
然
と
し
て
道
を
渡
っ
て
い
っ
た
。
す
る
と
追
っ
て
き
た
群
賊
が
東
岸
か

ら
そ
の
道
は
危
険
だ
か
ら
戻
れ
と
誘
う
。
し
か
し
誘
惑
を
ふ
り
き
り
白
道
を
渡
り
西

岸
に
着
い
て
難
を
逃
れ
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
譬
喩
は
、
東
岸
は
娑
婆
世
界
、

西
岸
は
極
楽
世
界
、
東
岸
の
声
は
釈
尊
の
発
遣
、
西
岸
の
声
は
弥
陀
の
招
喚
の
声
、

群
賊
は
衆
生
の
陰
入
界
、
四
大
、
南
北
の
水
火
は
貪
愛
と
瞋
憎
の
煩
惱
、
白
道
は
願

往
生
心
に
そ
れ
ぞ
れ
譬
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
異
見
異
学
、
別
解
別
行
の
者
に
よ

っ
て
誘
引
さ
れ
て
も
動
乱
す
る
こ
と
な
く
、
一
心
に
往
生
浄
土
を
信
じ
て
自
ら
の
有
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。

　

こ
れ
に
対
し
て
先
き
に
示
し
た
道
綽
の
一
河
を
渡
る
譬
喩
は
、『
安
楽
集
』
第
二

大
門
の
発
菩
提
心
を
明
か
し
、
異
見
邪
執
を
破
し
、
広
く
問
答
を
施
こ
し
て
疑
情
を

去
ら
し
め
る
中
に
説
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
問
答
に
よ
っ
て
疑
情
を
除
去
す
る
十
一
問

答
の
う
ち
の
第
四
問
答
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
問
い
と
し
て
先
き
の
引
文

の
よ
う
に
「
今
勧
め
に
よ
っ
て
念
仏
三
昧
を
行
ぜ
ん
と
欲
す
、
未
だ
知
ら
ず
。
計
念

の
相
状
い
か
ん
が
似
た
る
や
」
に
対
す
る
応
答
と
し
て
先
き
に
引
用
の
一
河
の
譬
喩

が
あ
る
。
比
較
表
の
よ
う
に
、『
安
楽
集
』
で
は
念
仏
三
昧
の
計
念
の
相
状
が
ど
の

よ
う
で
あ
る
か
と
い
う
問
で
あ
る
の
に
、『
往
生
要
集
』
に
は
念
仏
三
昧
の
こ
と
ば

が
な
い
。
し
か
し
こ
れ
に
つ
い
て
は
源
信
は
念
仏
三
昧
の
相
状
の
た
め
に
引
用
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
譬
喩
で
は
あ
る
人
が
怨
賊
に
追
わ
れ
命
を
ね
ら
わ
れ
て
い
る
の

に
遭
遇
し
、
危
機
状
況
に
陥
っ
た
時
、
思
い
は
乱
れ
て
も
た
だ
一
心
に
河
を
渡
る
方

法
を
考
え
る
の
み
に
な
り
、
他
の
一
切
の
思
い
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
念
仏
も
同

じ
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
時
、
念
仏
を
相
続
し
て
他
の
こ
と
を
考
え
な
い
よ

う
に
す
る
。
あ
る
い
は
仏
の
法
身
を
念
じ
、
あ
る
い
は
仏
の
神
力
を
念
じ
、
あ
る
い

は
仏
の
智
慧
、
仏
の
毫
相
、
仏
の
相
好
、
仏
の
本
願
を
念
ず
る
こ
と
に
な
る
。
称
名

も
ま
た
同
じ
で
あ
り
、
た
だ
よ
く
心
を
一
つ
に
し
て
相
続
し
て
断
ず
る
こ
と
が
な
け

れ
ば
定
ん
で
仏
の
前
に
生
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
と
「
元
暁

師
も
こ
れ
に
同
じ

（
（1
（

」
と
し
て
い
る
。
続
い
て
念
仏
三
昧
は
た
だ
心
念
の
み
か
口
称
と

す
る
の
か
と
い
う
問
い
を
設
け
、『
摩
訶
止
観
』
の
常
行
三
昧
の
「
あ
る
い
は
唱
念

と
も
に
運
び
、
あ
る
い
は
先
き
に
念
じ
後
ち
に
唱
え
、
あ
る
い
は
先
き
に
唱
え
後
ち

に
念
ず
。
唱
念
相
い
継
い
で
休
息
す
る
時
な
く
、
歩
歩
声
声
念
念
た
だ
阿
弥
陀
仏
に

在
り

（
（1
（

」
の
文
を
引
い
て
い
る
。
ま
た
懐
感
の
念
仏
に
遑
な
く
て
も
至
心
に
声
を
絶
え

ざ
ら
し
め
て
念
仏
す
れ
ば
、
念
仏
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
、
大
念
は
大
仏
を
小
念

は
小
仏
を
み
る
と
す
る
『
大
集
経
』
日
蔵
分
の
文
を
引
き
、
声
を
励
ま
せ
ば
三
昧
は

成
じ
易
い
と
い
っ
て
い
る

（
（1
（

。

　

二
河
白
道
と
一
河
の
譬
喩
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
二
河
白
道
は
、
日
ご
ろ
諸
事

に
追
わ
れ
煩
惱
の
強
い
身
で
は
あ
っ
て
も
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
現
実
の
苦
の
世
界
か

ら
逃
が
れ
、
い
か
に
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
を
め
ざ
す
か
と
い
う
願
往
生
心
の
確
か
さ
を

求
め
る
譬
喩
と
な
っ
て
い
る
。
仏
道
に
種
々
の
方
法
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
異
見
異

学
の
誘
惑
に
向
く
こ
と
な
く
、
た
だ
一
心
に
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
を
め
ざ
す
こ
と
の
必

要
性
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
安
楽
集
』
の
一
河
の
譬
喩
は
、
往

生
を
願
う
す
が
た
は
ど
う
い
う
こ
と
に
似
て
い
る
か
と
い
う
質
問
を
受
け
て
、
念
仏

以
外
の
こ
と
に
気
を
と
ら
れ
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
河
を
渡

る
こ
と
の
み
を
思
い
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
を
考
え
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
と
す
る
。

『
往
生
要
集
』
に
引
用
し
た
場
合
は
、『
安
楽
集
』
に
あ
る
念
仏
三
昧
の
こ
と
ば
が
省

略
さ
れ
て
い
る
が
、
念
仏
三
昧
を
成
就
す
る
た
め
の
方
法
に
集
中
す
る
こ
と
を
述
べ

た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
二
河
白
道
は
仏
の
浄
土
を
め
ざ
す
と
い
う
目
的
の
た
め

の
一
心
で
あ
り
、
一
河
の
譬
喩
は
め
ざ
す
と
こ
ろ
に
対
す
る
一
心
よ
り
も
渡
る
こ
と

そ
の
こ
と
に
一
心
に
な
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
、
す
な
わ
ち
念
仏
三
昧
を
成
就
す

る
こ
と
に
一
心
に
な
る
こ
と
を
譬
え
た
も
の
で
あ
る
。
二
つ
の
譬
喩
は
逼
迫
す
る
状

況
の
中
で
の
対
応
に
つ
い
て
譬
え
ら
れ
、
同
じ
よ
う
に
み
ら
れ
る
譬
喩
で
は
あ
る
が
、

め
ざ
す
対
象
の
異
な
り
が
あ
る
。
さ
ら
に
善
導
の
二
河
白
道
の
譬
喩
は
三
心
の
中
の

回
向
発
願
心
を
釈
す
る
中
の
願
往
生
心
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
道
綽
の
一
河
の

譬
喩
は
三
心
の
説
明
の
あ
と
に
あ
っ
て
、
三
心
の
心
を
受
け
て
、
念
仏
三
昧
成
就
に

用
い
ら
れ
た
譬
喩
で
あ
っ
て
、
譬
喩
の
あ
り
か
た
も
異
な
る
の
で
あ
る
。
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（
四
）
源
信
の
念
仏
実
践
体
系

　

前
頃
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
源
信
の
念
仏
の
基
本
的
立
場
を
確
認
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
源
信
は
『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
念
仏
実
践
を
説
く
に
当
た
っ
て

世
親
の
『
往
生
論
』
所
説
の
五
念
門
に
依
る
と
し
て
、

大
�
第
四
正
�
念
佛
�
。
此
亦
�
�
五
。
如
�
世
親
菩
��

生
論
云
�。
�
�
五
念

門
行
�
�
就
。
畢
竟
得
�
生
�
安
�
國
土
�
見
�
彼
阿
彌
陀
佛
�。
一
禮
拜
門
。
二
�

歎
門
。
三
作
願
門
。
四
觀
察
門
。
五
廻
向
門
云
云
。
此
中
作
願
廻
向
二
門
。

�
�
�
行
業
�
應
�
�
�
用
之

（
（1
（

�。

と
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
源
信
に
先
き
だ
つ
中
国
の
善
導
も
『
往
生
礼
讃
』
に
世

親
の
五
念
門
に
よ
っ
て
実
践
体
系
を
構
築
し
て
い
る
。
善
導
は
世
親
の
五
念
門
を
た

だ
単
純
に
受
け
た
の
で
は
な
く
、
五
念
門
の
前
に
念
仏
を
修
す
る
に
当
た
っ
て
の
心

の
あ
り
か
た
を
示
し
た
安
心
、
す
な
わ
ち
三
心
を
配
し
、
五
念
門
の
後
ろ
に
念
仏
の

修
し
方
で
あ
る
作
業
、
す
な
わ
ち
四
修
を
配
し
て
い
る
。
ま
た
五
念
門
の
中
も
、
世

親
の
礼
拝
門
、
讃
嘆
門
、
作
願
門
、
観
察
門
、
回
向
門
の
五
念
門
の
体
系
を
、
作
願

門
と
観
察
門
の
前
後
を
逆
に
し
た
五
念
門
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
称
名
念
仏
の
立

場
か
ら
止
観
の
体
系
を
く
ず
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
善
導
は
世
親
の
五
念
門
を
受

け
な
が
ら
も
、
独
自
の
実
践
体
系
を
示
し
て
い
る
。『
往
生
礼
讃
』
に
は
、
三
心
、

五
念
門
、
四
修
が
配
列
さ
れ
、
こ
の
三
つ
の
実
践
は
説
明
の
上
で
前
後
が
あ
っ
て
も

実
際
の
実
践
の
上
に
は
前
後
が
あ
る
の
で
は
な
く
、

問
曰
。
�
欲
�
勸
�
人
�
生
�
�
未
�
知
。
若
爲
安
心
�
行
作
業
定
得
�

�
�
生
彼
國
土
�
也
。

答
曰
。
必
欲
�
生
�
彼
國
土
�
�
。

如
�
觀
經
�
�
�
。
�
�
三
心
�
必
得
�
�
生
�。（
中
略
）

�
�
此
三
心
�
必
得
�
生
也
。
若
少
�
一
心
�。
即
不
�
得
�
生
。
如
�

觀
經
�
�
�。
應
�
知
。

如
�
天
親
淨
土
論
云
�。
若
�
�
願
�
生
�
彼
國
�
�
。
勸
�
�
五

念
門
�。
五
門
若
�
定
得
�
�
生
�。（
中
略
）

五
門
��

定
得
�
�
生
�。
一
一
門
與
�
上
三
心
�
合
。
隨
�
�
業

行
�
不
�
問
�
多
少
�。
皆
名
�
眞
實
業
�
也
。
應
�
知
。

勸
行
�
四
�
法
�。
用
策
�
三
心
五
念
之
行
�
�
得
�
�
生

（
（2
（

�。

と
あ
る
よ
う
に
、
三
心
、
五
念
門
、
四
修
は
、
実
際
の
念
仏
の
五
念
門
と
三
心
と
合

し
て
実
践
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
実
践
に
当
た
っ
て
は
順
序
次
第
が
あ
る
の
で
は
な

く
、
同
時
進
行
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
源
信
は
『
往
生
要
集
』
十
門
組
織
の
第
四
正
修
念
仏
門
に
お
い
て
念
仏
を

述
べ
る
に
当
た
り
、
前
述
の
如
く
世
親
の
五
念
門
に
よ
っ
て
い
る
。
五
念
門
の
中
も

善
導
の
よ
う
に
作
願
門
と
観
察
門
を
逆
に
し
な
い
で
そ
の
ま
ま
受
け
て
い
る
。
源
信

に
と
っ
て
は
天
台
の
中
心
的
な
実
践
で
あ
る
止
観
の
体
系
を
く
ず
す
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
善
導
の
三
心
や
四
修
を
受
け
、
こ
れ
ら
を

『
往
生
要
集
』
第
五
助
念
方
法
門
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

大
�
第
五
助
念
方
法
�
。
一
目
之
羅
不
�
能
�
得
�
鳥
。
萬
術
助
�
觀
念
�
�
�
�

生
大
事
�。
�
以
�
七
事
�
略
示
�
方
法
�。
一
方
處
供
�
。
二
�
行
相
貌
。
三
對
�

治
懈
怠
�。
四
止
�
惡
�
�
善
。
五
懺
�
悔
�
罪
�。
六
對
�
治
�
事
�。
七
總
結
�
行

�
（
（2
（

�。

と
あ
っ
て
、
助
念
方
法
に
七
種
あ
げ
て
お
り
、
そ
の
第
二
修
行
相
貌
と
し
て

第
二
�
行
相
貌
�
。
依
�
攝
論
等
�
用
�
四
�
相
�。（
中
略
）



九

　
　
　
　
源
信
の
三
心
釈

問
。
�
知
�
行
總
�
�
四
相
�。
其
�
行
時
用
心
云
何
。
答
。
觀
經
云
。
若
�
�

�
生
�
願
�
生
�
彼
國
�
�
。
發
�
三
種
心
�
即
��

生

（
（2
（

。

と
あ
る
。
前
述
の
如
く
、
源
信
は
修
行
の
相
貌
と
し
て
善
導
を
引
い
て
修
行
を
助
け

る
方
法
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
善
導
の
場
合
は
三
心
、
五
念
門
、
四
修

の
三
に
は
前
後
や
正
助
の
関
係
は
な
く
、
同
時
進
行
の
実
践
と
な
る
が
、
源
信
の
場

合
は
正
修
と
し
て
五
念
門
、
助
念
と
し
て
四
修
、
三
心
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
四
修

が
先
き
に
あ
り
三
心
は
あ
と
に
な
っ
て
い
る
。
源
信
に
と
っ
て
は
四
修
、
三
心
は
五

念
門
の
補
助
的
立
場
の
も
の
で
あ
り
、
第
五
助
念
方
法
門
に
示
さ
れ
る
持
戒
や
懺
悔

等
と
同
様
に
念
仏
の
助
け
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
る

（
（2
（

。
こ
こ
に
は
正
修
念

仏
に
つ
い
で
助
念
方
法
を
説
く
に
当
た
っ
て
「
一
目
の
羅
は
鳥
を
得
る
こ
と
あ
た
わ

ず
。
万
術
を
も
て
観
念
を
助
け
、
往
生
の
大
事
を
成
ぜ
よ

（
（2
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
源
信

に
と
っ
て
は
観
念
成
就
が
最
大
の
目
標
で
あ
り
、
そ
れ
が
往
生
を
可
能
に
す
る
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
で
は
観
念
を
成
就
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
五
）
源
信
に
お
け
る
観
念
成
就

　

天
台
の
実
践
の
基
本
は
、
智
顗
が
示
す
よ
う
に
止
観
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
止
観

は
心
を
一
所
に
集
中
さ
せ
て
そ
の
対
象
の
真
実
の
相
、
諸
法
実
相
を
観
得
す
る
こ
と

に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
智
顗
は
そ
の
一
所
に
つ
い
て
『
華
厳
経
』
の
「
心
仏
及
衆

生
是
三
無
差
別
」
に
よ
っ
て
、
仏
法
は
太
だ
高
く
、
衆
生
法
は
太
だ
広
く
て
凡
夫
に

は
困
難
な
対
象
と
な
る
の
で
心
を
対
象
と
す
る
と
い
う

（
（2
（

。
こ
こ
に
い
う
心
は
、
と
ぎ

す
ま
さ
れ
た
浄
心
と
い
う
よ
り
、
自
己
の
あ
り
の
ま
ま
の
現
前
の
心
の
こ
と
を
い
っ

て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
識
陰
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
自
己
自
身
の
あ
り

の
ま
ま
の
心
で
あ
っ
て
自
身
が
も
っ
と
も
よ
く
知
る
対
象
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
心

に
真
実
の
す
べ
て
が
具
足
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
結
局
こ
の
こ

と
に
よ
り
止
観
は
観
心
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
己
の
心
の
あ
り
の
ま

ま
に
真
実
の
あ
り
か
た
を
観
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
四
種
三
昧
の

形
を
と
っ
て
実
践
す
る
こ
と
に
な
る
。
四
種
三
昧
は
、
常
坐
三
昧
、
常
行
三
昧
、
半

行
半
坐
三
昧
、
非
行
非
坐
三
昧
で
あ
り

（
（2
（

、
す
べ
て
三
昧
の
語
が
付
け
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
三
昧
を
成
就
す
る
こ
と
が
止
観
を
成
就
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て

『
往
生
要
集
』
に
い
う
観
念
成
就
は
、
三
昧
を
成
就
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。

　

源
信
は
念
仏
三
昧
を
重
視
し
た
。『
往
生
要
集
』
の
第
四
正
修
念
仏
門
に
お
い
て
、

龍
樹
の
導
き
に
よ
っ
て
初
心
の
観
行
は
色
相
観
に
よ
る
べ
し
と
し
て
、
仏
の
三
十
二

相
八
十
随
形
好
の
別
相
観
、
総
相
観
、
雑
略
観
に
よ
る
三
種
の
観
法
を
設
け
た

（
（2
（

。
別

相
に
よ
る
観
は
、
仏
の
三
十
二
相
八
十
随
形
好
を
ま
と
め
て
四
十
二
相
を
あ
げ
、

相
好
間
�
以
爲
�
觀
法
�。
亦
是
觀
佛
經
之
例
也
。
順
觀
�
第
大
途
如
�
是
。
�

觀
反
�
之
從
�
足
至
�
頂
。
觀
佛
三
昧
經
云
。
閉
�
眼
得
�
見
以
�
心
想
力
�。
了
了

分
明
如
�
佛
在
世
�。
雖
�
觀
�
是
相
�
不
�
得
�
�
多
�。
從
�
一
事
�
�
復
想
�
一

事
�。
一
事
想
巳
復
想
�
一
事
�。
�
順
反
覆
經
�
十
六
反
�。
如
�
是
心
想
極
令
�
明

利
�。
然
後
�
�
心
�
�
念
一
處
�。
如
�
是
漸
漸
舉
�
舌
向
�
腭
。
令
�
舌
正
�
�
經
�

二
七
日
�。
然
後
身
心
可
�
得
�
安
穩
�。
�
和
�
云
。
十
六
�
後
。
�
�
心
觀
�
白

毫
相
�
不
�
得
�
雜
亂

（
（2
（

�。

と
い
い
、
主
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
よ
っ
て
、
一
相
一
好
を
開
目
閉
目
に
よ
っ
て

順
観
逆
観
を
十
六
遍
く
り
か
え
し
て
己
心
に
観
得
し
て
い
く
。
続
い
て
善
導
の
『
観

念
法
門
』
を
引
用
し
、
雑
乱
す
る
心
を
な
く
し
、
三
昧
の
状
況
を
求
め
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
総
相
観
は
、
相
好
全
体
を
観
念
す
る
方
法
で
、
仏
を
念
ず
れ
ば
八
万
四
千



一
〇

　
　
　
　
佛

　
教

　
文

　
化

　
研

　
究

の
相
好
に
八
万
四
千
の
光
明
が
あ
っ
て
、
念
仏
の
衆
生
を
照
ら
し
摂
取
さ
れ
る

（
（2
（

。
念

仏
者
の
眼
に
は
法
報
応
三
身
一
体
の
阿
弥
陀
仏
の
相
好
光
明
の
み
が
溢
れ
る
だ
け
で

あ
る
。
そ
れ
は
三
身
即
一
の
相
好
光
明
で
あ
り
、
諸
仏
同
体
の
相
好
光
明
で
あ
り
、

万
徳
円
満
の
相
好
光
明
で
あ
り
、
わ
が
所
有
の
三
悪
道
と
す
べ
て
本
来
空
寂
で
あ
っ

て
一
体
無
礙
で
あ
る
と
の
観
を
な
す
の
で
あ
る
。

　

雑
略
観
は
眉
間
の
白
毫
の
み
を
対
象
と
す
る
観
法
で
あ
る

（
（3
（

。
五
須
弥
山
の
如
し
と

い
わ
れ
る
白
毫
を
対
象
と
し
て
仏
の
世
界
を
観
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
『
観

無
量
寿
経
』
の
「
見
�
眉
間
白
毫
�
者
八
万
四
千
相
好
自
然
当
�
現

（
（3
（

」
や
『
観
仏
三
昧

海
経
』
の
「
如
�
是
種
種
百
千
億
種
。
観
諸
光
明
微
妙
境
界
不
�
可
�
悉
説
�。
念
�
白

毫
�
時
自
然
当
�
生

（
（3
（

」
の
所
説
に
よ
り
、
白
毫
の
み
に
も
壮
大
な
仏
の
世
界
を
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る

（
（3
（

。
観
法
の
内
容
と
し
て
は
総
相
観
と
同
様
で
あ
る
。

以
上
の
三
種
の
観
法
に
続
い
て
極
め
て
簡
略
な
白
毫
観
で
あ
る
極
略
観
が
説
か
れ
、

そ
し
て
観
念
に
堪
え
ら
れ
な
い
者
の
た
め
に
と
し
て
、
帰
命
想
、
引
接
想
、
往
生
想

の
三
想
に
よ
る
一
心
の
称
念
に
よ
っ
て
も
観
念
は
成
就
し
、
往
生
は
得
ら
れ
る
と
説

く
（
（3
（

。
白
毫
一
相
で
も
三
昧
を
得
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、『
観
仏
三
昧
海

経
』
第
九
に
心
を
つ
な
い
で
一
の
毛
孔
を
観
ぜ
ば
念
仏
定
を
行
ず
と
な
す
と
い
っ
て

い
る

（
（3
（

。
た
だ
し
以
上
の
観
法
を
成
就
す
る
た
め
に
は
行
住
坐
臥
に
間
断
す
る
こ
と
な

く
、
仏
へ
の
想
い
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
一
つ
の
問
答
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
凡
夫
の
心
力
は
仏
の
真
身
に
及
ば
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
い
に
対

し
、
凡
夫
の
心
力
は
及
ば
な
く
て
も
、
如
来
の
宿
願
力
に
よ
っ
て
必
ず
初
心
も
真
身

を
観
得
で
き
る
か
ら
、
た
だ
観
察
す
れ
ば
よ
い
と
い
っ
て
い
る

（
（3
（

。

　

三
種
の
観
法
や
極
略
観
、
三
想
に
よ
る
一
心
の
称
念
は
、
す
べ
て
念
仏
定
に
入
る

た
め
の
方
法
で
あ
り
、「
一
行
三
昧
に
入
る
者
は
こ
と
ご
と
く
恒
沙
の
諸
仏
の
法
界

無
差
別
の
相
を
知
る

（
（3
（

」
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
念
仏
に
よ
る
三
昧
の
状
況
を
求
め
て

い
る
。
源
信
は
こ
の
念
仏
定
を
得
る
た
め
の
助
け
と
し
て
、『
往
生
要
集
』
第
五
助

念
方
法
門
の
第
二
修
行
相
貌
に
お
い
て
四
修
と
三
心
を
説
く
の
も
観
念
を
成
就
し
て

往
生
を
得
る
た
め
で
あ
る
。
三
心
の
う
ち
一
心
も
欠
け
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
後
、

行
者
が
常
に
往
生
浄
土
を
求
め
る
心
に
つ
い
て
『
安
楽
集
』
の
一
河
を
渡
る
譬
喩
を

引
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
譬
喩
は
、
浄
土
を
一
心
に
め
ざ
す
と
い
う
よ
り
は
、
一
心

を
成
就
し
三
昧
の
確
立
を
め
ざ
す
譬
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
六
）
源
信
と
念
仏
三
昧

　

源
信
は
念
仏
三
昧
を
得
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
が
、
そ
の
論
拠
を
善

導
よ
り
も
道
綽
に
求
め
て
い
る
。
善
導
も
念
仏
三
昧
を
唱
導
す
る
が
、
そ
の
師
・
道

綽
も
念
仏
三
昧
成
就
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
道
綽
は
、『
観
無
量
寿
経
』
は

「
観
仏
三
昧
を
宗
と
な
す
」
と
い
っ
て

第
四
�
辨
�
�
經
宗
旨
不
同
�
�
。
若
依
�
涅
槃
經
�
佛
性
爲
�
宗
。
若
依
�
維
摩

經
�
不
可
思
議
解
�
爲
�
宗
。
若
依
�
般
若
經
�
�
慧
爲
�
宗
。
若
依
�
大
集
經
�

陀
羅
尼
爲
宗
。
�
此
觀
經
以
�
觀
佛
三
昧
�
爲
�
宗
。
若
論
�
�
觀
�
不
�
�
�
依

正
二
報
�。
如
�
下
依
�
�
觀
�
�
㆖
�

辨
。
若
依
�
觀
佛
三
昧
經
云
�。
佛
�
�
�
王
�。

�
佛
出
世
�
�
三
種
�
�。
一
�
口
�
�
十
二
部
經
�
法
施
利
�
。
能
除
�
�
生
無

明
暗
�
�。
開
�
智
慧
眼
�
生
�
�
佛
�
�。
早
得
�
無
上
菩
提
�。
二
��

佛
如
來
�
�

身
相
光
明
無
量
�
好
�。
若
�
�
�
生
�
稱
念
觀
察
。
若
總
相
若
別
相
無
�
問
�
佛

身
現
在
�
去
�
皆
能
除
�
滅
�
生
四
重
五
�
�。
永
背
�
三
�
�
隨
�
意
�
��

樂
。
常

生
�
淨
土
�。
乃
至
�
�
佛
�。
三
�
勸
�
�
王
�
令
�
行
�
念
佛
三
昧
�。
�
王
白
�

佛
。
佛
地
果
德
眞
如
實
相
第
一
義
�
何
因
不
�
遣
�
弟
子
行
��

之
。
佛
�
�
�



一
一

　
　
　
　
源
信
の
三
心
釈

王
�。
�
佛
果
德
�
�
無
量
深
�
境
界
��

解
�
�。
非
�
是
凡
夫
�
行
境
界
�。
故

勸
�
�
王
�
行
�
念
佛
三
昧
�。
�
王
白
�
佛
。
念
佛
之
功
其
�
云
何
。
佛
�
�
�

王
�。
如
㆘
伊
蘭
林
方
四
十
由
旬
�
�
一
科
牛
頭
栴
檀
�。
雖
�
�
�
根
牙
�
�
未
�

出
�
土
。
其
伊
蘭
林
唯
臭
無
�
香
。
若
�
�
�
�
其
�
菓
�
發
�
狂
而
死
。
後
時
栴

檀
根
牙
漸
漸
生
長
纔
欲
�
�
�
樹
。
香
氣
昌
盛
�
能
改
�
變
此
林
�
普
皆
香
美
。

�
生
見
�
皆
生
�
希
�
心
�。
佛
�
�
�
王
�。
一
切
�
生
在
�
生
死
中
�。
念
佛
之
心

亦
復
如
�
是
。
但
能
�
�
念
不
�
止
定
生
�
佛
�
�。
一
得
�
�
生
�
即
能
改
�
變
一

切
�惡

�
�
�
大
慈
悲
�。
如
�
彼
香
樹
改
�
伊
蘭
林
�。
�
�
言
伊
蘭
林
�
。
喩
�
�

生
身
内
三
毒
三
障
無
邊
重
罪
�。
言
�
栴
檀
�
�
。
喩
�
�
生
念
佛
之
心
�。
纔
欲
�

�
�
樹
�
。
謂
一
切
�
生
但
能
積
�
念
不
�
斷
業
��

辨
也
。
問
曰
。
計
�
一
切
�

�
生
念
佛
之
功
亦
應
�
一
切
�
可
�
知
。
何
因
一
念
之
力
能
斷
�
一
切
�
障
�。
如
�

一
香
樹
改
�
四
十
由
旬
伊
蘭
林
�
悉
�
�
香
美
�
也
。
答
曰
。
依
�
�
部
大
乘
�。

顯
�
念
佛
三
昧
功
能
不
可
思
議
�
也
。
何
�
如
�
華
巖
經
云
�。
譬
如
�
�
�
人
用
�

師
子
筋
�
以
爲
�
琴
絃
�
�
聲
一
奏
一
切
餘
絃
悉
皆
斷
壞
�。
若
人
菩
提
心
中
行
�

念
佛
三
昧
�
�
。
一
切
煩
惱
一
切
�
�
悉
皆
斷
滅
。
亦
如
�
�
�
人
搆
�
取
牛
羊

驢
馬
一
切
�
�
�
置
�
一
器
中
�。
若
持
�
師
子
�
一
渧
�
投
�
之
直
�
無
�
難
。
一

切
ノ
�
�
悉
皆
破
壞
變
爲
�
�
水
�。
若
人
但
能
菩
提
心
中
行
�
念
佛
三
昧
�
�
。

一
切
惡
�
�
�
直
�
無
�
難
。

彼
經
云
。
譬
如
�
�
�
人
持
�
翳
身
藥
�
處
處
�

行
。
一
切
餘
人
不
�
見
�
是
人
�。
若
能
菩
提
心
中
行
�
念
佛
三
昧
�
�
�。
一
切
惡

�
一
切
�
�
不
�
見
�
是
人
�。
隨
�
�
�
詣
處
�
無
�
能
�
障
�
也
。
何
故
能
爾
。

此
念
佛
三
昧
即
是
一
切
三
昧
中
王
故
也

（
（3
（

。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
仏
の
総
相
、
別
相
の
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
が
、
源
信
は
仏

の
色
相
観
に
お
い
て
総
相
と
別
相
を
あ
げ
た
の
は
こ
こ
に
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
も
と
も
と
源
信
は
『
大
乗
対
倶
舎
抄
』
十
四
巻
と
い
う
大
書
を
著
わ
す
ほ
ど
性

相
学
に
詳
し
い
。
性
相
学
で
は
「
�
�
�
相
別
相
�
名
�
阿
毘
雲

（
（3
（

�
」
と
あ
り
、
ま
た

『
阿
毘
雲
毘
婆
沙
論
』
に

��

�
三
種
�。
�
謂
別
相
�
。
總
相
�
。
虛
相
�
。
別
相
��

、
�
色
是
色
相

乃
至
�
識
是
識
相
。
�
地
是
堅
相
。
乃
至
�
風
是
動
相
。
是
名
�
別
相
�
�。
總

相
��

。
十
六
�
行
�
是
名
總
相
�
。
虛
相
��

。
不
�
安
般
無
量
除
入
解
�

一
切
�
。
是
名
�
虚
相
�

（
（4
（

�。

と
か
、『
大
智
度
論
』
に

總
相
別
相
�
。
一
切
法
中
各
各
�
�
總
相
別
相
�。
如
�
馬
是
總
相
白
是
別
相
。

若
失
�
一
耳
�
則
是
相
。
如
�
是
各
各
展
�
皆
�
�
總
相
別
相
�。
是
�
�
總
相
別

相
（
（4
（

�。

と
あ
り
、
ま
た
『
大
�
対
�
舎
抄
』
に

唯
識
第
五
云
。
�
依
�
心
�
。
与
�
心
相
�
。
�
�
属
�
心
�
故
名
�
心
�
�。
如
�

属
�
我
無
立
�
我
�
名
。
心
�
�
��

�
唯
取
�
總
相
�。
心
��

�
彼
亦
取
�
別

相
�。
助
�
�
心
事
�。
得
�
心
�
名
�
。
如
�
�
師
資
作
�
模
填
��

綵
。
故
瑜
伽
�
。

識
能
了
�
別
事
之
總
相
�。
作
意
了
�
此
�
未
了
相
�。
即
�
心
��

取
別
相

（
（4
（

。

と
あ
っ
て
、
総
相
、
別
相
に
つ
い
て
は
十
分
認
識
は
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、『
安

楽
集
』
か
ら
の
影
響
も
受
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
念
仏
三
昧
の
功
能
は
不
可
思
議
で
あ
り
、
菩
提
心
の
中
に
念
仏
三
昧
を
行

ず
れ
ば
一
切
の
悪
を
滅
し
何
も
遮
障
す
る
も
の
が
な
く
な
る
か
ら
、
念
仏
三
昧
は
一

切
三
昧
の
王
で
あ
る
と
も
い
っ
て
い
る

（
（4
（

。
道
綽
は
、
念
仏
三
昧
の
も
つ
一
念
の
力
が

よ
く
一
切
の
障
を
断
ず
る
不
思
議
力
に
つ
い
て
さ
ら
に
「
こ
の
経
の
宗
お
よ
び
余
の

大
乗
諸
部
に
凡
聖
の
修
入
に
多
く
念
仏
三
昧
を
明
か
し
て
も
っ
て
要
門
と
す
る
に
拠



一
二

　
　
　
　
佛

　
教

　
文

　
化

　
研

　
究

る
（
（4
（

」
と
い
い
、
ま
た
『
華
厳
経
』
を
引
用
し
て
、

依
�
華
巖
�
云
�。
�
�
�
無
量
劫
�
�
受
�
一
切
苦
�。
�
不
�
�
�
如
來
�
不
�
覩
�

自
在
力
�。

云
。
念
佛
三
昧
必
見
�
佛
。
命
�
之
後
生
�
佛
�
�。
見
�
彼
臨
�
�

�
�
念
佛
�。

示
�
�
像
�
令
�
瞻
敬
�。

善
財
童
子
求
�
善
知
識
�。
詣
�
功
德
雲

比
丘
�
�
白
言
。
大
師
云
何
�
�
菩
��

�
歸
�
普
賢
行
�
也
。
是
時
比
丘
�
�
善

財
�
曰
。
我
�
�
世
�
智
慧
�
中
�
唯
知
�
一
法
�。
謂
念
佛
三
昧
門
。
何
��

�
此

三
昧
門
中
�。
悉
能
覩
�
見
一
切
�
佛
�
其
眷
屬
嚴
淨
佛
刹
能
令
��


�
生
�
�
離
�

倒
�。
念
佛
三
昧
門
�
。
�
�
�
細
境
界
中
�。
見
�
一
切
佛
自
在
境
界
�。
得
�
�
劫

不
�
倒
�。
念
佛
三
昧
門
�
。
能
�
�
一
切
佛
刹
�。
無
�
能
壞
�
�。
普
見
�
�
佛
�

得
�
三
世
不
�
倒
�。
時
功
德
雲
比
丘
�
�
善
財
�
言
。
佛
法
深
�
廣
大
無
邊
。
我

�
�
知
�
唯
得
�
此
一
念
佛
三
昧
門
�。
餘
�
境
界
出
�
�
數
量
�。
我
�
�
未
�
知

也
（
（4
（

。

と
い
い
、
念
仏
三
昧
は
三
昧
の
要
門
で
あ
り
、
必
ず
仏
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
道
綽
の
『
安
楽
集
』
の
影
響
に
よ
り
三
昧
を
成
就
す
る
こ
と
が
ま
さ

し
く
観
念
を
成
就
す
る
と
受
け
と
め
た
源
信
は
、
念
仏
三
昧
成
就
を
求
め
る
た
め
善

導
の
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
一
心
に
求
め
る
願
往
生
心
の
二
河
白
道

の
譬
喩
よ
り
も
、
道
綽
の
念
仏
三
昧
を
成
就
す
る
こ
と
を
求
め
る
一
心
の
一
河
の
譬

喩
を
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
後
世
永
観
も
三
昧
発
得
を
得
る
こ
と
を
求
め
、
道

綽
の
一
河
の
譬
喩
を
引
用
し
て
い
る

（
（4
（

。

　

今
一
つ
、
念
仏
（
見
仏
）
と
往
生
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
浄
土
教
者
に
と
っ
て
念

仏
（
見
仏
）
と
往
生
と
に
お
い
て
、
ど
ち
ら
が
手
段
で
ど
ち
ら
が
目
的
か
と
い
う
問

題
が
提
起
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

（
（4
（

。
浄
土
教
の
展
開
か
ら
み
て
念
仏
が
手
段
で
往
生
が

目
的
と
と
ら
え
る
傾
向
が
強
く
み
ら
れ
る
が
、
も
と
も
と
浄
土
経
典
に
は
往
生
思
想

よ
り
も
念
仏
見
仏
を
目
的
と
す
る
記
述
が
強
く
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
指
摘
で
あ
る
。
世
親
の
『
往
生
論
』
に
は
「
安
楽
国
に
生
ぜ
ん
こ
と
を
得
て
か
の

国
の
阿
弥
陀
仏
を
見
る

（
（4
（

」
と
い
う
表
現
に
も
あ
る
よ
う
に
、
往
生
し
て
仏
に
出
会
う

こ
と
を
求
め
て
い
る
記
述
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
中
国
の
曇
鸞
は
、
阿
弥

陀
仏
や
浄
土
の
相
に
よ
り
畢
竟
平
等
、
法
性
無
生
の
理
を
観
ず
る
こ
と
に
あ
る
の
で
、

明
確
な
形
で
往
生
が
目
的
か
念
仏
見
仏
が
目
的
か
は
決
し
が
た
い
。
続
く
道
綽
や
善

導
は
、
仏
の
身
土
を
報
身
報
土
と
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
凡
夫
救
済
の
道
を
開
き
、
念

仏
に
よ
る
往
生
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
念
仏
が
手
段
で
往
生
が
目
的
と
な
る

（
（4
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
源
信
は
『
往
生
要
集
』
と
い
う
書
を
著
わ
し
た
の
で
、
名
称
か
ら

い
っ
て
も
往
生
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。『
同
集
』
第
五
助
念
方
法
門
に
は
「
万
術

を
も
て
観
を
助
け
往
生
の
大
事
を
成
ぜ
よ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
往
生
が
目
的
の
如

く
み
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
往
生
と
は
三
昧
に
よ
る
観
念
成
就
を
も
っ
て
な
さ
れ
る

も
の
で
、
往
生
と
観
念
成
就
と
は
同
義
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
単
に

往
生
を
目
的
と
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

結

　

以
上
、
源
信
の
『
往
生
要
集
』
所
説
の
三
心
釈
に
お
い
て
、
善
導
の
回
向
発
願
心

釈
に
み
ら
れ
る
二
河
白
道
の
譬
喩
を
用
い
ず
、
四
修
や
三
心
の
説
明
に
多
く
善
導
を

用
い
な
が
ら
、
道
綽
の
一
河
の
譬
喩
を
用
い
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。

源
信
が
『
往
生
要
集
』
を
撰
述
し
た
目
的
は
末
代
の
罪
濁
の
凡
夫
は
顕
密
の
立
派
な

教
行
に
堪
え
ら
れ
な
い
の
で
、
往
生
浄
土
を
求
め
る
要
文
を
集
め
て
念
仏
を
第
一
義

と
す
る
教
え
を
説
い
た
。
往
生
を
求
め
る
者
は
三
心
を
具
足
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ



一
三

　
　
　
　
源
信
の
三
心
釈

る
こ
と
は
す
で
に
『
観
無
量
寿
経
』
の
説
く
所
で
あ
り
、
以
後
の
浄
土
教
者
は
当
然

の
こ
と
と
受
け
と
め
て
自
己
の
教
え
の
中
に
と
り
い
れ
て
い
る
。

　

善
導
に
み
ら
れ
る
二
河
白
道
の
譬
喩
は
、
娑
婆
世
界
を
捨
て
、
ど
の
よ
う
な
誘
惑

が
あ
っ
た
と
し
て
も
た
だ
一
心
に
西
方
浄
土
だ
け
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

道
綽
の
一
河
の
譬
喩
は
、
河
を
渡
っ
て
先
き
に
あ
る
目
的
地
を
め
ざ
す
と
い
う
こ
と

よ
り
、
河
を
渡
る
と
い
う
そ
の
方
法
に
一
心
に
な
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
目

的
は
仏
身
で
あ
り
、
神
力
で
あ
り
、
智
慧
で
あ
り
、
毫
相
で
あ
り
、
相
好
で
あ
り
、

本
願
で
あ
る
の
で
あ
り
、
総
じ
て
仏
を
一
心
に
念
ず
る
念
仏
三
昧
を
成
就
す
る
こ
と

に
あ
る
。
源
信
は
『
往
生
要
集
』
に
示
す
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
用
い
て
観
念

を
成
就
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
往
生
が
可
能
で
あ
る
と
み
て
い
る
の
で
、
浄
土
を
め
ざ

す
と
い
う
よ
り
、
念
仏
三
昧
の
成
就
を
求
め
て
い
た
。
こ
の
故
に
善
導
の
二
河
白
道

の
譬
喩
よ
り
も
、
道
綽
の
一
河
の
譬
喩
の
方
が
相
応
し
い
の
で
道
綽
の
譬
喩
に
依
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　
　

註
（
1
）　

源
信
の
三
心
釈
と
道
綽
、
善
導
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
た
諸
研
究
に
次
の
も
の
が

あ
る
。
参
考
に
し
た
も
の
に
つ
い
て
あ
げ
て
お
き
た
い
。
藤
堂
恭
俊
稿
「
往
生
要
集
に

み
ら
れ
る
五
念
門
の
独
自
性
」（
往
生
要
集
研
究
会
『
往
生
要
集
研
究
』）、
小
林
尚
英
稿

「『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
善
導
教
学
の
受
容
と
展
開
」（
往
生
要
集
研
究
会
『
往
生
要
集

研
究
』）、
普
賢
晃
寿
稿
「
安
楽
集
と
往
生
要
集
の
立
場
―
念
仏
思
想
を
中
心
と
し
て

―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
一
一
の
一
）、
大
田
利
生
稿
「『
安
楽
集
』
と
『
往
生
要

集
』
―
念
仏
思
想
を
中
心
と
し
て
―
」（『
真
宗
学
』
九
九
・
一
〇
〇
合
併
号
）、
小
林
尚

英
稿
「『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
道
綽
・
善
導
教
学
の
受
容
と
展
開
―
特
に
念
仏
論
を
中

心
と
し
て
―
」、
拙
稿
「『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
道
綽
禅
師
」（
藤
吉
慈
海
喜
寿
記
念

『
仏
教
学
・
浄
土
学
論
集
』）
等

（
2
）『
恵
心
僧
都
全
集
』（
以
下
『
恵
全
』）
一
・
一
二
〇

如
禪
師
釋
�
。
理
�
九
品
�
。
問
。
禪
師
釋
ト
�
。
指
�
散
善
義
�
耶
。
答
。
不
�
然
。

毗
云
。
�
集
�
後
�
�
階
位
�
中
載
�
玄
義
�
外
無
�
引
�
彼
疏
�。
疑
序
分
義
已
下
三
卷

當
初
未
�
廣
流
�
傳
于
吾
�
�
歟
。
�
流
布
��

須
。
釋
多
何
不
�
引
用
�。
或
上
人
語

云
。
傳
聞
宋
�
多
�
�
闕
卷
�。
一
部
四
卷
流
布
甚
希
云
云
。
末
法
之
�
。
邊
地
之
境
。

�
開
�
四
卷
疏
�。
粗
伺
�
一
宗
趣
�。
非
�
宿
殖
�
淨
土
因
�。
何
得
�
�
�
�
學
�。
幸
哉

幸
哉
已
上
。
�
云
。
唐
土
人
人
師
僅
見
�
玄
義
一
卷
�。
不
�
知
�
餘
卷
�。
�
式
元
照

等
是
也
。
慧
心
亦
同
見
�
玄
義
分
�
不
�
見
�
餘
卷
�
云
云
。
難
云
。
理
�
九
品
之
釋
。

正
當
�
散
善
義
�
矣
。
答
。
不
�
然
。
妙
云
。
西
山
宮
云
。
�
�
引
�
。
云
�
若
少
一

心
即
不
得
生
�。
可
�
�
�
九
品
�。
何
局
�
上
上
�。
已
上
先
師
同
�
之

近
年
で
は
八
木
昊
恵
著
『
恵
心
教
学
の
基
礎
的
研
究
』
同
稿
「
往
生
要
集
に
於
け
る
安

楽
集
の
諸
存
在
」（『
宗
学
院
論
輯
』
三
一
）
同
稿
「
往
生
要
集
に
偲
ぶ
本
具
両
疏
の

俤
」（『
宗
学
院
論
輯
』
三
二
、
三
四
）
な
ど
が
あ
る
。

（
3
）『
浄
土
宗
全
書
』（
以
下
『
浄
全
』）
一
五
・
八
九
下

（
4
）『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
五
二
、
こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
小
林
尚
英

稿
「『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
善
導
教
学
の
受
容
と
展
開
」（
往
生
要
集
研
究
会
『
往
生

要
集
研
究
』）
に
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
源
信
が
善
導
の
『
観
経
疏
』
を
見
た
と
す
る
の
は
花
山
信
勝
著
『
原
本
校
註
漢
和
対

照
往
生
要
集
』、
坪
井
俊
映
著
『
法
然
浄
土
教
の
研
究
』、
大
谷
旭
雄
稿
「
善
導
『
観
経

疏
』
流
伝
考
」（
小
澤
教
授
頌
寿
記
念
『
善
導
大
師
の
思
想
と
そ
の
影
響
』）
等
が
あ
る
。

（
6
）『
浄
全
』
一
五
・
七
九
上

（
7
）『
浄
全
』
四
・
三
五
四
下

（
8
）『
大
正
新
修
大
蔵
経
』（
以
下
『
大
正
蔵
』）
三
一
・
二
〇
九
上
、『
同
』
二
九
・
一
四

一
中

（
9
）『
浄
全
』
一
五
・
八
八
下

－

八
九
上

（
10
）『
浄
全
』
一
五
・
八
九
下

（
11
）『
浄
全
』
一
五
・
八
九
下

（
12
）『
浄
全
』
一
・
六
八
七
下

－

六
八
六
上

（
13
）『
浄
全
』
一
五
・
八
九
下

－

九
〇
上
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（
14
）『
浄
全
』
二
・
五
九
上

－

下

（
15
）『
浄
全
』
二
・
五
九
下

－

六
〇
上

（
16
）『
大
正
蔵
』
四
七
・
一
一
五
上

（
17
）『
大
正
蔵
』
四
六
・
一
二
中

（
18
）『
群
疑
論
』（『
大
正
蔵
』
四
七
・
七
六
中

－

下
）、『
大
集
経
』
日
蔵
分
（『
大
正
蔵
』

一
三
・
二
八
五
下
）

（
19
）『
浄
全
』
一
五
・
六
八
上

（
20
）『
浄
全
』
四
・
三
五
四
下

－

三
五
五
上

（
21
）『
浄
全
』
一
五
・
八
八
上

（
22
）『
浄
全
』
一
五
・
八
九
下

（
23
）
拙
稿
「
源
信
の
浄
業
論
―
特
に
善
導
と
の
関
係
に
お
い
て
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研

究
』
三
〇

－

一
）

（
24
）『
浄
全
』
一
五
・
八
八
上

（
25
）『
法
華
玄
義
』（『
大
正
蔵
』
三
三
・
六
九
六
上
）

（
26
）『
摩
訶
止
観
』（『
大
正
蔵
』
四
六
・
一
一
上
）

（
27
）『
浄
全
』
一
五
・
七
九
上
以
下

（
28
）『
浄
全
』
一
五
・
八
三
下

－

八
四
上
、『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
所
説
（『
大
正
蔵
』
一

五
・
六
四
九
上
）
に
よ
る

（
29
）『
浄
全
』
一
五
・
八
四
下

（
30
）『
浄
全
』
一
五
・
八
五
上

（
31
）『
浄
全
』
一
・
四
四

（
32
）『
大
正
蔵
』
一
五
・
六
五
五
中

（
33
）
源
信
は
『
往
生
要
集
』
に
先
き
だ
っ
て
『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
を
著
わ
し
、
白
毫
の

み
を
観
ず
る
こ
と
に
よ
る
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
の
観
法
を
述
べ
て
い
る
。

（
34
）『
浄
全
』
一
五
・
八
五
下

（
35
）『
浄
全
』
一
五
・
八
六
下

（
36
）『
浄
全
』
一
五
・
八
五
下

（
37
）『
浄
全
』
一
五
・
八
六
上

（
38
）『
浄
全
』
一
・
六
七
五
上

（
39
）『
大
正
蔵
』
二
八
・
二
上

（
40
）『
大
正
蔵
』
二
八
・
四
〇
上

（
41
）『
大
正
蔵
』
二
五
・
二
九
四
上

（
42
）『
恵
全
』
四
・
八
二
以
下

（
43
）『
浄
全
』
一
・
六
七
六
上

（
44
）『
浄
全
』
一
・
六
九
四
下

（
45
）『
浄
全
』
一
・
六
九
六
下

－

六
九
七
上

（
46
）『
浄
全
』
一
五
・
三
八
五
上

（
47
）
田
村
芳
朗
稿
「
来
世
浄
土
と
阿
弥
陀
仏
―
浄
土
念
仏
の
二
要
素
」（『
日
本
印
度
学
仏

教
学
研
究
』
二
九
）

（
48
）『
浄
全
』
一
・
一
九
三

（
49
）
拙
稿
「
源
信
の
浄
土
念
仏
」（
竹
中
信
常
博
士
頌
寿
記
念
論
文
集
『
宗
教
文
化
の
諸

相
』。　
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　『
往
生
要
集
』
の
受
容
と
法
然
浄
土
教

一
、
問
題
の
所
在

　
『
楞
厳
院
二
十
五
三
昧
結
衆
過
去
帳
』
に
よ
る
と
、
比
叡
山
で
修
学
を
積
ん
だ
源

信
は
、
遁
世
修
道
を
願
う
母
の
言
葉
に
従
っ
て
横
川
へ
隠
居
し
、
浄
土
の
業
を
修
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

（
（
（

。
ま
た
修
学
の
内
容
も
、
現
存
す
る
著
述
か
ら
、
天
台
の
論

議
関
係
の
も
の
が
中
心
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
四
月

に
完
成
し
た
『
往
生
要
集
』
が
、
後
世
、
あ
ま
り
に
も
有
名
に
な
り
す
ぎ
た
の
で
、

天
台
浄
土
教
と
い
え
ば
源
信
の
『
往
生
要
集
』
が
想
起
さ
れ
て
他
を
圧
倒
し
、
本
来
、

導
入
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た
地
獄
と
極
楽
の
様
相
は
、「
従
来
の
類
書
に
み
ら
れ
な
か

っ
た
整
然
た
る
記
述
、
迫
真
の
描
写
に
よ
っ
て
読
者
を
と
ら
え
、
源
信
の
当
初
の
意

図
を
離
れ
て
独
り
歩
き
を
始
め
、
念
仏
結
社
の
人
び
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
貴
族
か
ら

さ
ら
に
は
民
衆
ま
で
、
死
後
の
世
界
や
罪
業
に
つ
い
て
の
新
た
な
目
を
開
か
せ
、
広

く
日
本
人
の
来
世
観
の
基
盤
を
形
成

（
（
（

」
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

も
そ
の
影
響
は
、『
往
生
要
集
』
が
「
日
本
浄
土
教
の
夜
明
け

（
（
（

」
と
位
置
付
け
ら
れ
、

名
声
を
捨
て
て
横
川
に
隠
遁
し
た
理
想
の
遁
世
僧
と
い
う
、
そ
の
実
像
と
は
か
け
離

れ
た
源
信
に
対
す
る
評
価
が
高
め
ら
れ
る
に
伴
っ
て

（
（
（

、
浄
土
教
思
想
の
基
本
的
性
格

を
『
往
生
要
集
』
の
特
色
で
あ
る
「
厭
離
穢
土
・
欣
求
浄
土
」
に
求
め
、
そ
こ
か
ら

導
き
出
さ
れ
る
「
現
世
否
定
と
凡
夫
観
」
が
、
浄
土
信
仰
の
指
標
と
さ
れ
る
と
い
う

よ
う
に
、
浄
土
教
研
究
の
基
本
的
視
座
を
も
規
定
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い

え
よ
う
。

　

か
つ
て
私
は
、「
浄
土
教
の
思
想
的
基
調
は
現
世
を
否
定
し
来
世
を
欣
求
す
る
こ

と
に
あ
る
。
厭
離
穢
土
・
欣
求
浄
土
の
文
言
は
そ
の
最
も
適
切
な
表
現
と
言
え

る
（
（
（

。」
と
い
う
浄
土
教
思
想
自
体
の
捉
え
方
が
、『
往
生
要
集
』
の
影
響
を
受
け
た
見

解
で
し
か
な
く
、「
現
世
否
定
と
凡
夫
観

（
（
（

」
は
、
む
し
ろ
「
諸
行
無
常
」「
一
切
皆

苦
」
等
、
原
始
経
典
以
来
、
繰
り
返
し
説
き
示
さ
れ
て
き
た
仏
教
思
想
の
原
点
か
ら

導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
浄
土
教
固
有
の
特
色
と
は
い
え
な
い
こ
と
、

ま
た
浄
土
教
に
関
す
る
主
要
な
経
典
や
論
疏
は
、「
欣
求
浄
土
」
の
内
容
を
詳
述
し

て
は
い
る
も
の
の
、「
厭
離
穢
土
」
の
思
想
内
容
を
説
く
の
は
む
し
ろ
例
外
的
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
『
往
生
要
集
』
自
体
が
特
異
な
書
物
で
し
か
な
い
こ
と
な
ど
を
指

摘
し
、
鎌
倉
新
仏
教
（
浄
土
教
）
中
心
史
観
を
克
服
し
、
広
く
日
本
仏
教
の
思
想
的

展
開
の
な
か
に
浄
土
信
仰
の
特
色
を
見
出
し
て
い
く
べ
き
必
要
性
を
論
じ
た
こ
と
が

　『
往
生
要
集
』
の
受
容
と
法
然
浄
土
教　　
　

�

川　

内　

教　

彰　
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あ
る（

（
（

。

　

こ
の
論
考
に
関
し
て
、
高
田
文
英
氏
は
「
不
浄
・
苦
・
無
常
な
る
娑
婆
を
厭
離
せ

よ
と
説
く
こ
と
は
、
笹
田
氏
（
川
内
の
旧
姓

－

筆
者
注
）
の
指
摘
の
ご
と
く
「
仏
教

の
原
点
的
思
想
」
で
あ
っ
て
、
浄
土
教
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
。（
中
略
）『
往
生

要
集
』「
厭
離
穢
土
」
章
に
説
か
れ
る
内
容
が
原
始
仏
教
の
思
想
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る

（
（
（

。」
と
指
摘
さ
れ
る
一
方
、「『
往
生
要
集
』
と
厭
離

思
想
の
結
び
つ
き
は
、
単
な
る
偶
然
で
は
な
く
、
む
し
ろ
両
者
に
は
本
来
、
思
想
的

な
共
通
性
が
あ
る
と
見
る
べ
き
」
で
あ
り
、「
浄
土
教
の
厭
離
思
想
は
、
現
世
の
執

着
を
滅
し
て
い
く
原
始
仏
教
の
厳
し
い
現
世
否
定
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
徹

底
さ
せ
て
い
く
方
向
で
は
な
く
、
む
し
ろ
凡
夫
観
に
重
き
を
置
い
た
浄
土
教
独
自
の

厭
離
思
想
を
説
く
と
こ
ろ
に
帰
結
が
あ
る

（
（
（

。」
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。

　

高
田
氏
は
、
拙
稿
が
、
浄
土
教
に
現
世
否
定
的
な
要
素
が
希
薄
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
点
を
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、
私
の
論
点
は
、
教
学
的
な
中
心
思
想
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
点
に
あ
り

（
（1
（

、
拙
稿
に
お
い
て
も
「
稀
薄
」
と
い
う
言
葉
は
使
用
し
て
は
い

な
い
。
源
信
が
念
仏
に
相
応
し
い
と
し
て
列
挙
す
る
経
典
（
大
文
第
十
）
の
う
ち
、

「
厭
離
穢
土
」
章
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
『
摩
訶
止
観
』
と
『
観
仏
三
昧
経
』
の

み
で
あ
り

（
（1
（

、
高
田
氏
も
認
め
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、『
往
生
要
集
』「
厭
離
穢
土
」
章

に
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
原
始
仏
教
の
説
く
厭
離
思
想
と
な
ん
ら
変
わ
る
も
の
で
は

な
い
「
厳
し
い
執
着
の
否
定
」
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
高
田
氏
が
「
中
国
浄
土
教
で

も
、
道
綽
・
迦
才
・
善
導
・
法
照
な
ど
、
い
ず
れ
も
現
世
否
定
的
な
厭
離
思
想
を
説

い
て
い
る

（
（1
（

」
が
、
そ
れ
は
『
往
生
要
集
』「
厭
離
穢
土
」
章
の
厭
離
思
想
と
は
異
な

り
、
凡
夫
の
救
済
に
重
き
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
は
重
要
で

あ
る
。
原
始
仏
教
と
浄
土
教
で
は
、
現
世
的
な
価
値
に
執
着
す
る
自
己
の
惑
を
断
ず

る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
の
か
、
自
己
の
惑
を
断
ず
る
こ
と
の
困
難
な
こ
の
現
世
を
空

間
的
に
離
れ
る
こ
と
を
願
う
こ
と
を
主
眼
と
す
る
の
か
の
違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る

（
（1
（

。

　

一
方
、
末
木
文
美
士
氏
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
以
来
の
浄
土
教
は
、
般
舟
三
昧
や
観

仏
三
昧
の
系
統
と
『
無
量
寿
経
』
な
ど
の
他
力
救
済
的
色
彩
の
強
い
系
統
と
い
う
二

つ
の
流
れ
が
あ
り
、
源
信
は
前
者
、
法
然
や
親
鸞
は
後
者
に
立
つ
別
の
タ
イ
プ
の
浄

土
教
と
し
て
そ
の
特
性
を
見
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。『
往
生
要
集
』

撰
述
以
降
、
平
安
貴
族
社
会
に
浸
透
し
て
い
っ
た
浄
土
教
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

観
想
念
仏
を
実
践
の
中
心
と
し
つ
つ
、
実
は
「
厳
し
い
執
着
の
否
定
」
を
説
く
思
想

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
方
、
臨
終
に
善
知
識
の
勧
め
に
よ
っ
て
十

念
を
成
就
す
れ
ば
、
八
十
億
劫
の
生
死
の
罪
が
除
か
れ
、
西
方
極
楽
世
界
へ
往
生
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
『
観
無
量
寿
経
』「
下
品
下
生
」
段
も
早
く
か
ら
注
目
さ

れ
て
お
り
、
南
都
仏
教
を
中
心
に
善
導
教
学
の
研
究
が
進
み
、
永
観
が
新
た
な
念
仏

思
想
を
構
築
し
て
い
っ
た
よ
う
に
、
他
力
救
済
的
色
彩
の
強
い
浄
土
教
も
広
が
り
を

み
せ
は
じ
め
、
法
然
上
人
（
以
下
、
尊
称
を
略
す
。）
が
登
場
し
た
時
代
に
は
、「
弥

陀
の
誓
い
ぞ
頼
も
し
き
、
十
悪
五
逆
の
者
な
れ
ど
、
ひ
と
た
び
弥
陀
を
称
え
れ
ば
、

臨
終
来
迎
疑
い
な
し

（
（1
（

」
と
謡
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
に
、
都
市
住
民
に
広
く
浸
透
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
法
然
は
、『
往
生
要
集
』「
厭
離
穢
土
」
章
に
説
く
「
厳
し
い

執
着
の
否
定
」
が
広
く
受
容
さ
れ
て
い
た
と
同
時
に
、
弥
陀
の
本
願
力
を
重
視
す
る

善
導
流
の
浄
土
信
仰
も
台
頭
し
て
き
て
い
る
時
代
の
只
中
に
あ
っ
て
、「
選
択
本
願

念
仏
」
と
い
う
独
自
の
思
想
を
打
ち
立
て
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

た
だ
し
、
法
然
の
思
想
や
人
物
像
を
究
明
す
る
う
え
で
も
、「
現
世
否
定
」
や

「
凡
夫
観
」
を
そ
の
指
標
と
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
従



一
七

　
　
　
　『
往
生
要
集
』
の
受
容
と
法
然
浄
土
教

来
の
研
究
の
一
部
に
は
、
法
然
の
罪
業
観
や
凡
夫
観
に
つ
い
て
「
地
獄
一
定
」
を
自

認
す
る
親
鸞
と
比
較
し
て
「
親
鸞
程
に
徹
底
深
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た

（
（1
（

」
と

い
う
見
方
も
存
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
自
己
の
罪
業
観
や
凡
夫
観
の
浅
深
を
仏
教

者
と
し
て
の
評
価
の
基
準
と
す
る
の
は
、
従
来
の
浄
土
教
思
想
研
究
の
視
座
の
影
響

を
受
け
た
極
め
て
近
代
的
な
発
想
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
法
然
自
身
の
「
罪
悪
生
死

の
凡
夫
」
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と
、
法
然
在
世
当
時
の
門
弟
や
在
家
信
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
質
問
に
対
す
る
回
答
の
内
容
と
は
峻
別
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
法
然

が
門
弟
や
在
家
信
者
た
ち
に
対
し
て
、
こ
と
さ
ら
衆
生
の
罪
業
観
を
強
調
し
な
か
っ

た
と
す
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
、
そ
の
こ
と
の
意
味
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
原
始
仏
教
に
淵
源
を
求
め
る
こ
と
の
で
き
る
「
厭
離
の
思

想
」
の
受
容
を
中
心
に
、
日
本
仏
教
の
発
展
に
お
い
て
『
往
生
要
集
』
の
果
た
し
た

役
割
を
見
極
め
つ
つ
、
鎌
倉
時
代
の
信
心
の
世
界
を
中
心
に
、
法
然
浄
土
教
の
果
た

し
た
役
割
に
つ
い
て
、
今
一
度
、
考
え
て
み
た
い
。

二
、
業
報
輪
廻
思
想
と
源
信
浄
土
教

　

聖
徳
太
子
の
言
葉
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
「
世
間
虚
仮
・
唯
仏
是
真
」
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
基
本
的
に
仏
教
は
、
現
世
を
否
定
的
に
み
る
思
想
と
し
て
理
解
さ
れ
て

い
た
側
面
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
世
の

儚
さ
に
対
す
る
素
朴
な
心
情
や
、
自
ら
が
仏
道
修
行
に
お
い
て
劣
機
で
し
か
な
い
と

い
う
自
覚
（
凡
夫
観
）
は
、
必
ず
し
も
浄
土
教
の
発
達
と
は
関
係
な
く
、
仏
教
の
伝

来
以
降
、
諸
行
無
常
を
説
き
、
こ
の
世
を
苦
と
見
る
仏
教
の
原
点
と
も
い
う
べ
き

「
厭
離
の
思
想
」
が
、
一
部
の
知
識
人
を
中
心
に
徐
々
に
浸
透
し
て
い
っ
た
と
考
え

る
方
が
よ
り
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
こ
こ
で
い
う
「
厭
離
の
思
想
」
を
受
容
さ

せ
て
い
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
浄
土
教
思
想
を
含
め
て
日
本
に
お
け
る
仏
教
思
想
受

容
の
指
標
と
な
る
の
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
思
想
で
あ
る
の
か
。
私
は
「
業
報
輪
廻

思
想
」
が
最
も
相
応
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
、
中
国
や
日
本
の
仏
教
信
仰
は
、
業
報
輪
廻
思
想

（
三
世
因
果
応
報
思
想
・
六
道
輪
廻
思
想
）
を
基
軸
に
、
悪
業
を
慎
み
、
善
業
を
勧

め
る
教
え
（
諸
悪
莫
作
・
衆
善
奉
行
）
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
側
面
が
著
し
い

（
（1
（

。

六
道
は
苦
に
満
ち
溢
れ
た
迷
い
の
世
界
で
し
か
な
く
、
そ
の
中
で
生
き
る
我
々
が
、

仏
道
に
帰
依
し
て
生
死
輪
廻
の
世
界
を
脱
し
、
悟
り
の
境
地
を
獲
得
す
る
の
は
容
易

な
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
業
報
輪
廻
思
想
の
受
容
が
、
六
道
の
一
つ
で
し
か
な
い

人
界
は
迷
い
の
世
界
で
あ
る
と
い
う
「
現
世
否
定
」
的
な
認
識
や
、
自
身
が
「
凡

夫
」
で
し
か
な
い
と
い
う
自
覚
を
醸
成
さ
せ
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
天

台
浄
土
教
が
興
隆
す
る
以
前
に
著
さ
れ
た
『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
』（
以
下

『
日
本
霊
異
記
』
と
略
す
）
に
お
い
て
撰
者
で
あ
る
薬
師
寺
景
戒
は
、
上
巻
の
序
文

に
お
い
て
「
然
れ
ど
も
景
戒
、
性
を
稟
く
る
こ
と
儒
し
く
あ
ら
ず
。
濁
れ
る
意
澄
す

こ
と
難
し
。
坎
井
の
識
久
し
く
大
方
に
迷
ふ

（
（1
（

。」
と
述
べ
、
ま
た
中
巻
の
序
文
で
は
、

死
に
て
三
界
を
還
る
こ
と
車
の
輪
の
如
し
。
生
れ
て
六
道
を
廻
る
こ
と
蓱
の
移

く
が
似
し
。
此
に
死
に
彼
に
生
れ
、
具
に
万
の
苦
を
受
く
。（
中
略
）
然
れ
ど

も
景
戒
、
性
を
稟
く
る
こ
と
聡
く
あ
ら
ず
。
口
に
談
る
こ
と
利
く
あ
ら
ず
。
神

の
遅
鈍
き
こ
と

の
刀
に
同
じ
く
し
て
、
字
を
連
居
け
ど
も
華
し
く
あ
ら
ず

（
（1
（

。

と
語
り
、
さ
ら
に
下
巻
の
序
文
に
お
い
て
も
、

此
の
生
空
し
く
過
ぐ
さ
ば
、
後
に
悔
ゆ
と
も
益
無
し
。
暫
爾
の
身
詎
に
ぞ
眉
に

存
た
む
。
泛
爾
な
る
命
孰
れ
か
常
に
恃
ま
む
。
既
に
末
劫
に
入
る
。
何
ぞ
仂
め

ざ
ら
む
。
噫
矜
言
れ
惻
ぶ
。
那
で
劫
の
災
を
免
れ
む
。（
中
略
）
羊
僧
景
戒
、
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学
ぶ
る
所
は
い
ま
だ
天
台
智
者
の
問
術
を
得
ず
。
悟
る
所
は
い
ま
だ
神
人
弁
者

の
答
術
を
得
ず

（
（2
（

。

と
述
べ
、
同
じ
く
下
巻
第
三
十
八
話
で
は
、「
等
流
果
に
引
か
れ
て
愛
綱
を
結
ぶ
。

業
煩
悩
に
纏
れ
て
生
死
を
継
ぐ

（
（2
（

。」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

因
果
応
報
の
理
（
諸
悪
莫
作
・
衆
善
奉
行
の
意
義
）
を
説
話
と
い
う
具
体
的
事
例

を
通
し
て
説
き
示
さ
ん
と
す
る
『
日
本
霊
異
記
』
に
お
い
て
、
撰
者
で
あ
る
景
戒
は
、

自
ら
が
「
業
煩
悩
」
に
よ
っ
て
六
道
と
い
う
迷
い
の
世
界
を
生
死
流
転
す
る
愚
か
な

存
在
で
あ
る
こ
と
を
吐
露
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
生
命
の
儚
さ
を
自
覚
し
つ
つ
も
、

無
為
に
こ
の
世
を
過
ご
せ
ば
悪
道
に
堕
ち
る
故
、
積
極
的
に
善
因
（
善
業
）
を
行
う

必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、「
庶
は
く
は
地
を
掃
き
て
共
に
西
の
方
の
極
楽
に
生
れ
、

巣
を
傾
け
て
同
じ
く
天
上
の
宝
堂
に
住
ま
む
と
ね
が
ふ

（
（2
（

。」
と
、
作
善
に
よ
る
現
報

と
と
も
に
、
西
方
極
楽
世
界
へ
の
往
生
や
兜
率
天
へ
の
上
生
と
い
う
生
報
と
し
て
の

楽
果
を
も
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
有
名
な
最
澄
の
願
文
に
も
「
悠
々
た
る
三
界
は
純
ら
苦
に
し
て
安
き
こ
と
な

く
、
擾
々
た
る
四
生
は
た
だ
患
に
し
て
楽
し
か
ら
ず
。（
中
略
）
因
な
く
し
て
果
を

得
る
は
こ
の
処
（
こ
と
わ
り
）
あ
る
こ
と
な
く
、
善
な
く
し
て
苦
を
免
る
る
は
こ
の

処
あ
る
こ
と
な
し

（
（2
（

。」
と
記
し
て
「
愚
が
中
の
極
愚
、
狂
が
中
の
極
狂
、
塵
禿
の
有

情
、
底
下
の
最
澄

（
（2
（

」
と
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
業
報
輪
廻
思
想
に
基
づ
き
、
迷
い

の
世
界
を
転
生
す
る
自
身
の
劣
機
性
が
表
明
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
さ
ら
に
六
道
の
苦
相
を
説
く
『
往
生
要
集
』
を
指
南
の
書
と
し
て
実
践
さ
れ

て
い
っ
た
二
十
五
三
昧
会
の
結
衆
た
ち
も
、
そ
の
「
発
願
文
」
に
、

三
界
は
み
な
苦
な
り
、
五
蘊
は
無
常
な
り
。
苦
と
無
常
を
た
れ
か
厭
わ
ざ
ら
ん

や
。
し
か
る
に
我
ら
無
始
よ
り
こ
の
か
た
、
い
た
ず
ら
に
生
ま
れ
、
い
た
ず
ら

に
死
し
て
、
な
お
い
ま
だ
道
心
を
発
さ
ず
。
ま
た
悪
趣
を
免
れ
ず
。
悲
し
い
か

な
、
い
ず
れ
の
時
か
、
ま
さ
に
解
脱
分
の
善
根
を
植
え
ん

（
（2
（

。

と
記
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
同
じ
く
業
報
輪
廻
思
想
を
基
軸
に
、
こ
の
世
は
苦
で

あ
り
、
無
常
で
あ
る
こ
と
が
自
覚
さ
れ
、
悪
趣
へ
の
転
生
（
苦
果
）
を
避
け
る
た
め

に
往
生
業
実
践
の
意
義
が
説
き
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
二
十
五
三
昧
会
の
活
動
を

支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
仏
教
は
業
報
輪
廻
思
想
の
受
容
を
基
軸
に
発
展
し
て
い
っ

た
の
で
あ
り
、
浄
土
教
興
隆
以
前
、
善
因
（
善
業
）
を
為
す
こ
と
は
こ
の
世
で
の

「
現
報
」
と
し
て
の
治
病
・
延
命
・
蘇
生
な
ど
の
利
益
（
楽
果
）
を
期
待
す
る
こ
と

が
主
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
天
台
浄
土
教
が
興
隆
し
て
く
る
と
、

こ
の
世
で
功
徳
を
積
む
こ
と
が
、
現
世
の
利
益
と
と
も
に
、
来
世
で
の
「
生
報
」
と

し
て
の
極
楽
往
生
や
兜
率
上
生
に
結
び
つ
く
作
善
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、『
往
生
要

集
』
に
説
く
正
修
念
仏
が
実
践
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
、
業
報
輪
廻
思
想
は
、「
現
世
安
穏
・
後
世
善
処
」
と
い
う
、
現
当
二
世
安
楽
信

仰
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う

（
（2
（

。

　

平
安
時
代
後
半
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
各
種
の
往
生
伝
が
作
ら
れ
て
い
く
が
、

往
生
人
の
中
に
は
、
ま
さ
に
現
当
二
世
の
安
楽
を
獲
得
し
た
人
物
が
含
ま
れ
て
い
る

一
方
で

（
（2
（

、
天
台
の
僧
侶
を
中
心
に
、
世
の
無
常
を
観
じ
、
自
身
の
執
着
を
き
っ
ぱ
り

と
断
ち
切
っ
て
、
往
生
業
に
専
念
し
て
い
っ
た
人
物
も
描
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば

『
今
昔
物
語
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
往
生
譚
の
う
ち
、
源
信
は
「
道
心
深
キ
ガ
故

ニ
偏
ニ
名
聞
ヲ
離
レ
テ
、
官
職
ヲ
辞
シ
テ
遂
ニ
横
川
ニ
籠
居
ヌ

（
（2
（

。」
と
記
さ
れ
、
源

信
の
母
が
理
想
の
僧
侶
と
仰
い
で
い
た
増
賀
は
「
道
心
堅
固
ニ
発
ニ
ケ
レ
バ
、
現
世

ノ
名
聞
・
利
養
ヲ
永
ク
棄
テ
、
偏
ニ
後
世
菩
提
ノ
事
ヲ
ノ
ミ
思

（
（2
（

」
い
、
ま
た
信
誓
阿



一
九

　
　
　
　『
往
生
要
集
』
の
受
容
と
法
然
浄
土
教

闍
梨
は
「
堅
固
ニ
道
心
発
ケ
レ
バ
、
永
ク
現
世
ノ
名
聞
・
利
養
ヲ
棄
テ
ゝ
、
偏
ニ
後

世
ノ
仏
果
・
菩
提
ヲ
願

（
（3
（

」
い
、
無
空
律
師
も
「
僧
綱
ノ
位
マ
デ
成
ニ
ケ
レ
ド
モ
、
遂

ニ
現
世
ノ
栄
花
・
名
聞
ヲ
永
ク
棄
テ
ゝ
、
後
世
ノ
菩
提
ヲ
偏
ニ
願

（
（3
（

」
い
、
さ
ら
に
醍

醐
の
観
幸
入
寺
も
「
堅
ク
道
心
発
ニ
ケ
レ
バ
、
本
寺
ヲ
去
テ
忽
ニ
土
佐
国
ニ
行
テ
、

偏
ニ
名
聞
・
利
養
ヲ
棄
テ

（
（3
（

」
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
往
生
伝
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
背
景
に
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
『
往
生

要
集
』「
厭
離
穢
土
」
章
に
お
い
て
、「
厳
し
い
執
着
の
否
定
」
の
意
義
が
詳
述
さ
れ

て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
本
章
の
冒
頭
に
「
そ
れ
三
界
は
安
き
こ
と
な
し
、

最
も
厭
離
す
べ
し

（
（3
（

。」
と
あ
る
よ
う
に
、
地
獄
の
凄
惨
な
あ
り
さ
ま
を
始
め
と
す
る

六
道
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
（
苦
相
）
を
直
視
し
、
そ
れ
を
厭
い
離
れ
る
こ
と
の
意
義

を
示
す
こ
と
が
本
章
の
趣
旨
で
あ
り
、
と
く
に
第
七
項
の
「
総
結
厭
相
」
で
は
、

一
篋
は
偏
に
苦
な
り
、
耽
荒
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。（
中
略
）
し
か
る
に
も
ろ
も

ろ
の
衆
生
は
貪
愛
を
以
て
自
ら
蔽
ひ
、
深
く
五
欲
に
著
す
。
常
に
あ
ら
ざ
る
を

常
を
謂
ひ
、
楽
に
あ
ら
ざ
る
を
楽
と
謂
ふ
。（
中
略
）
な
ほ
な
ん
ぞ
厭
は
ざ
ら

ん
（
（3
（

。

と
述
べ
、
上
来
、
具
に
述
べ
き
た
っ
た
迷
い
の
世
界
た
る
六
道
を
厭
い
離
れ
る
た
め
、

わ
が
身
は
不
浄
・
苦
・
無
常
な
る
こ
と
を
観
じ
、「
応
当
に
貪
・
瞋
・
痴
等
の
惑
業

を
離
る
る
こ
と
、
獅
子
の
、
人
を
追
う
が
如
く
す
べ
し

（
（3
（

。」
と
、
五
欲
・
三
毒
等
の

惑
業
を
断
除
し
「
疾
く
厭
離
の
心
を
生
じ
て
、
速
か
に
出
要
の
路
に
随

（
（3
（

」
う
べ
き
こ

と
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
厳
し
い
執
着
の
否
定
」
と
は
、
ま
さ
に

五
欲
・
三
毒
の
惑
業
を
否
定
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
『
往
生
要

集
』「
厭
離
穢
土
」
章
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
「
厳
し
い
執
着
の
否
定
」
は
、
具
体
的

に
は
、
こ
の
世
で
の
「
名
聞
・
利
養
」
へ
の
執
着
を
断
ち
切
る
こ
と
と
し
て
説
き
示

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

五
欲
・
三
毒
の
惑
業
を
否
定
す
る
こ
と
が
、「
名
聞
・
利
養
」
に
執
着
す
る
こ
と

へ
の
厳
し
い
批
判
と
し
て
結
実
し
て
い
っ
た
要
因
の
一
つ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
天

台
教
団
の
世
俗
化
に
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
名
利
へ
の
執
着
に
関

し
て
は
、
源
信
自
身
も
『
往
生
要
集
』
の
中
で
、
何
度
か
こ
れ
を
指
摘
し
て
い
る
が

（
（3
（

、

最
も
注
目
す
べ
き
は
、
大
文
第
九
「
往
生
諸
行
」
に
お
い
て
、「
今
、
私
に
云
く
」

と
し
て
、
諸
経
に
説
く
行
業
を
総
括
す
れ
ば
、『
梵
網
経
』
の
大
乗
戒
を
出
ず
、
別

し
て
言
え
ば
六
波
羅
蜜
行
に
収
斂
さ
れ
る
も
の
の
、
詳
し
く
述
べ
る
と
つ
ぎ
の
十
三

に
な
る
と
し
て
、
そ
の
第
十
三
番
目
に
「
利
養
に
染
ま
ざ
る
」
事
を
あ
げ
て
つ
ぎ
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

大
集
月
蔵
分
の
偈
に
云
く
、（
中
略
）
も
し
比
丘
あ
り
て
供
養
を
得　

利
養
を

楽
ひ
求
め
て
堅
く
著
せ
ば　

世
に
於
て
更
に
か
く
の
如
き
の
悪
な
し　

故
に
解

脱
の
道
を
ば
得
ざ
ら
し
む　

か
く
の
如
く
利
養
を
貪
求
す
る
者
は　

既
に
道
を

得
已
ら
ん
も　

ま
た
ま
た
失
は
ん
と
。
ま
た
仏
蔵
経
に
、
迦
葉
仏
の
記
し
て
云

く
、
釈
迦
牟
尼
仏
は
多
く
供
養
を
受
く
る
が
故
に
、
法
は
当
に
疾
く
滅
す
べ
し
。

と
云
々
。
如
来
に
し
て
な
ほ
し
か
り
。
い
か
に
い
は
ん
や
凡
夫
を
や
。
大
象
の

窓
を
出
づ
る
に
、
遂
に
一
尾
の
為
に
碍
へ
ら
れ
、
行
人
の
家
を
出
づ
る
に
、
遂

に
名
利
の
為
に
縛
ら
る
と
。
則
ち
知
ん
ぬ
。
出
離
の
最
後
の
怨
は
、
名
利
よ
り

大
な
る
も
の
な
き
こ
と
を

（
（3
（

。

　

つ
ま
り
、
源
信
が
、
仏
道
修
行
を
妨
げ
る
最
大
の
要
因
で
あ
る
と
痛
感
し
、
危
惧

し
て
い
た
の
が
、
名
利
へ
の
執
着
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
世
俗
の
名
利
に
執
着
す
る
こ
と
へ
の
批
判
は
、
世
俗
社
会
の
栄
耀

栄
華
を
否
定
的
に
み
る
無
常
観
を
浸
透
さ
せ
て
い
き
、
鎌
倉
時
代
に
は
、
名
利
に
対
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教

　
文

　
化
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究

す
る
執
着
を
き
っ
ぱ
り
と
断
ち
切
る
こ
と
こ
そ
が
、
往
生
を
遂
げ
る
た
め
の
最
も
重

要
な
修
行
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
を
ま
さ
に
実
践
し
て
見
事
に
往
生
を
遂

げ
て
い
っ
た
玄
賓
・
増
賀
・
源
信
な
ど
の
発
心
遁
世
譚
が
繰
り
返
し
説
き
示
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
鴨
長
明
の
『
発
心
集
』
で
は
そ
の
序
文

に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

仏
の
教
へ
給
へ
る
事
あ
り
。
心
の
師
と
は
成
る
と
も
、
心
を
師
と
す
る
事
な
か

れ
と
。
実
な
る
か
な
此
の
言
。
人
一
期
過
ぐ
る
間
に
、
思
ひ
と
思
ふ
わ
ざ
悪
業

に
非
ず
と
云
ふ
事
な
し
。（
中
略
）
何
に
況
や
、
因
果
の
理
を
知
ら
ず
、
名
利

の
謬
に
し
づ
め
る
を
や
。
空
し
く
五
欲
の
き
づ
な
に
引
か
れ
て
、
終
に
奈
落
の

底
に
入
り
な
ん
と
す
。
心
有
ら
ん
人
、
誰
か
此
の
事
を
恐
れ
ざ
ら
ん
や
。
か
か

れ
ば
、
事
に
ふ
れ
て
、
我
が
心
の
は
か
な
く
愚
な
る
事
を
顧
み
て
、
彼
の
仏
の

教
の
ま
ま
に
、
心
を
許
さ
ず
し
て
、
此
の
度
生
死
を
離
れ
て
、
と
く
浄
土
に
生

れ
ん
事
、
喩
へ
ば
牧
士
の
荒
た
る
駒
を
随
へ
て
遠
き
境
に
至
る
が
如
し

（
（3
（

。

　

周
知
の
よ
う
に
『
発
心
集
』
で
は
、
そ
の
冒
頭
に
玄
賓
の
遁
世
譚
が
二
話
連
続
し

て
配
置
さ
れ
、「
今
も
昔
も
、
実
に
心
を
発
せ
る
人
は
、
か
や
う
に
故
郷
を
離
れ
、

み
ず
知
ら
ぬ
処
に
て
、
い
さ
ぎ
よ
く
名
利
を
ば
捨
て
て
、
失
す
る
な
り

（
（4
（

。」
と
語
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
慶
政
の
『
閑
居
友
』
に
お
い
て
も
、「
こ
の
僧
都
（
玄

賓

－

筆
者
注
）
は
、
そ
の
か
み
よ
り
名
を
の
が
る
ゝ
心
の
ふ
か
く
お
は
し
け
る
な
め

り
（
（4
（

。」
と
記
し
て
お
り
、
一
方
『
撰
集
抄
』
第
一
「
増
賀
上
人
事
」
で
は
、
そ
の
遁

世
を
記
し
た
あ
と
に
、「
げ
に
も
う
た
て
し
き
は
名
利
の
二
な
り
。
ま
さ
し
く
貪
瞋

癡
の
三
毒
よ
り
事
お
こ
り
て
、
身
を
ま
こ
と
あ
る
物
と
お
も
ひ
て
、
是
を
た
す
け
ん

た
め
、
そ
こ
ば
く
の
偽
を
か
ま
ふ
る
に
や

（
（4
（

。」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
鎌
倉
時
代
の
隠
者
文
学
（
仏
教
説
話
）
の
世
界
で
は
、
五
欲
・
三
毒
に
絆
さ
れ

た
名
利
へ
の
執
着
を
断
ち
切
る
こ
と
こ
そ
が
、
実
の
道
心
者
で
あ
り
、
往
生
を
遂
げ

る
こ
と
の
で
き
る
理
想
の
僧
侶
の
姿
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る

（
（4
（

。

　

ま
た
『
往
生
要
集
』「
厭
離
穢
土
」
章
で
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
無
常
・

苦
・
空
等
の
観
を
な
す
こ
と
の
利
益
を
説
く
な
か
で
、「
も
し
常
に
か
く
の
如
く
心

を
調
伏
す
れ
ば
五
欲
微
薄
と
な
り
、
乃
至
、
臨
終
に
は
正
念
に
し
て
乱
れ
ず
、
悪
処

に
堕
ち
ざ
る
な
り

（
（4
（

。」
と
説
き
、『
大
荘
厳
論
』
の
「
勧
進
懸
念
の
偈
」
を
引
い
て
、

智
者
は
応
に
観
察
し
て　

五
欲
の
想
を
断
除
す
べ
し　

精
勤
し
て
心
を
習
ふ
も

の
は　

終
る
時
も
悔
恨
な
し　

心
意
既
に
専
至
な
れ
ば　

錯
乱
の
念
あ
る
こ
と

な
し　

智
者
は
勤
め
て
心
を
捉
ふ
れ
ば　

臨
終
に
は
意
散
ら
ず　

心
を
習
ふ
こ

と
専
至
な
ら
ざ
れ
ば　

臨
終
に
は
必
ず
散
乱
す

（
（4
（

と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
五
欲
の
想
」
を
断
除
す
る
こ
と
が
、
臨
終
正

念
を
獲
得
す
る
方
法
で
あ
る
と
説
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
中
世
初
頭
の
浄
土
信
仰
に
お
い
て
は
、
臨

終
正
念
が
こ
と
さ
ら
重
視
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
じ
く
『
往
生
要

集
』
大
文
第
六
「
臨
終
の
観
念
」
に
「
臨
終
の
一
念
は
百
年
の
業
に
勝
る

（
（4
（

」
と
説
か

れ
、「
二
十
五
三
昧
会
八
箇
条
起
請
」
に
「
夫
れ
善
悪
の
二
道
に
趣
く
は
、
唯
だ
臨

終
の
一
念
に
在
り
、
善
知
識
の
縁
専
は
ら
此
の
時
の
為
也

（
（4
（

」
な
ど
と
説
か
れ
て
い
た

か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
天
台
浄
土
教
の
発
展
は
、『
往
生
要
集
』
大
文

第
六
に
詳
述
さ
れ
、
二
十
五
三
昧
会
で
実
践
さ
れ
て
い
っ
た
「
臨
終
行
儀
」
を
中
心

に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
側
面
が
顕
著
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
も
、
平
安
末
期
以
降
に
お
け
る
臨
終
正
念
へ
の
偏
重
と
も
い
え
る
こ
だ
わ
り

は
、
往
生
を
妨
げ
る
臨
終
の
妄
執
・
妄
念
が
極
端
に
忌
避
さ
れ
、
平
生
か
ら
こ
の
世

で
の
栄
耀
栄
華
を
求
め
、
名
聞
・
利
養
に
執
着
し
て
い
る
よ
う
で
は
、
臨
終
の
正
念



二
一

　
　
　
　『
往
生
要
集
』
の
受
容
と
法
然
浄
土
教

な
ど
到
底
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
認
識
を
生
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
『
沙
石
集
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

末
世
に
は
、
妻
持
た
ぬ
聖
は
次
第
に
少
く
、
後
白
河
の
院
は
、
隠
す
は
聖
人
、

せ
ぬ
は
仏
と
仰
せ
ら
れ
け
る
と
か
や
。（
中
略
）
今
の
世
に
は
、
隠
す
聖
な
ほ

少
な
し
。
せ
ぬ
仏
、
い
よ
い
よ
希
な
り
。
生
死
の
業
、
流
転
の
因
、
た
だ
こ
の

事
な
り
。
首
楞
厳
経
に
は
淫
心
断
た
ざ
れ
ば
生
死
を
出
づ
べ
か
ら
ず
。
淫
心
断

た
ず
し
て
生
死
を
解
脱
せ
ん
と
思
ふ
は
、
砂
を
蒸
し
て
飯
と
せ
ん
が
如
し
。
劫

を
経
と
も
成
る
べ
か
ら
ず
と
説
け
り
。
欲
界
煩
悩
の
根
本
に
て
、
諸
の
苦
の
所

因
、
貪
欲
本
と
為
す
と
説
き
、
愛
是
れ
諸
の
煩
悩
の
足
と
も
云
ひ
て
、
三
界
の

獄
に
人
を
つ
な
ぐ
鎖
は
淫
欲
な
り
と
云
へ
り
。
生
死
の
苦
の
絶
え
ず
、
会
離
の

悲
し
み
尽
き
せ
ぬ
事
、
偏
に
愛
欲
の
因
縁
な
り
。（
中
略
）
宝
を
貪
る
貪
欲
の

深
き
も
、
多
く
は
妻
子
を
養
ふ
因
縁
な
れ
ば
、
源
は
色
欲
よ
り
発
れ
り
。
経
に

云
は
く
、
欲
に
近
付
き
馴
る
れ
ば
、
諸
の
罪
と
し
て
作
ら
ず
と
云
ふ
事
な
き
故

に
、
彼
の
果
を
受
く
る
時
、
苦
と
し
て
受
け
ず
と
云
ふ
事
な
し
と
云
へ
り
。
た

だ
今
生
に
心
を
煩
は
し
、
身
を
苦
し
む
る
の
み
に
非
ず
、
臨
終
も
妄
念
息
み
難

く
、
愛
執
忘
れ
ざ
る
ま
ま
に
、
出
離
の
障
り
と
成
れ
ば
、
悪
趣
に
入
り
て
苦
を

受
く
る
事
久
し

（
（4
（

。　

　

こ
の
よ
う
に
、
己
の
欲
望
の
ま
ま
に
こ
の
世
を
過
ご
す
こ
と
は
、
こ
の
世
で
の
苦

果
を
招
く
と
同
時
に
、
臨
終
の
正
念
を
乱
し
、
結
局
、
悪
道
に
堕
し
て
さ
ら
な
る
苦

を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
平
生
か
ら
欲

望
を
立
ち
切
る
こ
と
こ
そ
が
、
臨
終
の
正
念
を
成
就
さ
せ
る
こ
と
に
通
じ
る
こ
と
に

な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
法
然
が
登
場
し
た
時
代
の
浄
土

信
仰
と
は
、
天
台
宗
の
世
俗
化
に
対
す
る
批
判
や
臨
終
正
念
重
視
の
風
潮
な
ど
を
契

機
と
し
て
、『
往
生
要
集
』「
厭
離
穢
土
」
章
に
説
か
れ
る
「
厳
し
い
執
着
の
否
定
」

と
大
文
第
六
「
臨
終
行
儀
」
を
根
拠
と
す
る
「
臨
終
正
念
」
を
こ
と
さ
ら
重
視
す
る

と
い
う
特
色
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

三
、
法
然
浄
土
教
思
想
の
意
義

　

あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
、
法
然
の
思
想
の
特
色
は
、「
厳
し
い
執
着
の
否

定
」
を
特
徴
と
す
る
浄
土
信
仰
に
対
し
て
、
悪
業
の
想
い
は
一
切
の
凡
夫
の
「
く

せ
」
で
あ
り
、
散
心
も
、
人
界
に
生
を
う
け
た
者
に
目
鼻
が
あ
る
よ
う
な
も
で
あ
る

と
説
き
、
ま
た
、
臨
終
に
悶
絶
し
て
も
平
生
の
念
仏
で
往
生
は
可
能
と
い
う
よ
う
に
、

こ
れ
ら
自
力
修
道
の
立
場
を
悉
く
否
定
す
る
革
新
的
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う

（
（4
（

。
た
だ
し
「
学
問
を
こ
の
ま
ん
と
お
も
は
ん
よ
り
は　

た
ゝ
一
向
念
佛
し

て
往
生
を
と
く
へ
し

（
（5
（

」
と
い
う
非
常
に
簡
潔
な
教
え
で
あ
っ
た
た
め
、
返
っ
て
そ
の

真
意
が
理
解
さ
れ
難
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
や
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、

門
弟
の
言
動
が
批
判
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

（
（5
（

。

　

法
然
の
法
語
類
に
は
問
答
が
多
く
み
ら
れ
、
ま
た
消
息
類
も
基
本
的
に
は
、
信
者

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
答
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
法
然
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
の
な
か
で
も
注
目

す
べ
き
は
、
確
か
な
信
心
を
な
か
な
か
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
対
す
る
不
安

や
嘆
き
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
『
十
二
箇
条
の
問
答
』
の
第
三
問
答
に
、

問
て
い
は
く　

世
を
そ
む
き
た
る
人
は　

ひ
と
す
ち
に
念
佛
す
れ
は
往
生
も
え

や
す
き
事
也　

か
や
う
の
身
に
は　

あ
し
た
に
も
ゆ
ふ
へ
に
も
い
と
な
む
事
は

名
聞　

昨
日
も
今
日
も
お
も
ふ
事
は
利
養
也　

か
や
う
の
身
に
て
申
さ
ん
念
佛

は　

い
か
ゝ
佛
の
御
心
に
も
か
な
ひ
候
へ
き
や

（
（5
（



二
二

　
　
　
　
佛

　
教

　
文

　
化

　
研

　
究

と
の
質
問
に
対
し
て
、
法
然
は
「
浄
摩
尼
珠
」
の
譬
え
を
持
ち
出
し
て
「（
前
略
）

往
生
を
う
る
事
は
念
佛
の
ち
か
ら
也　

わ
か
心
を
し
つ
め　

こ
の
さ
わ
り
を
の
そ
き

て
の
ち　

念
佛
せ
よ
と
に
は
あ
ら
す　

た
ゝ
つ
ね
に
念
佛
し
て　

そ
の
つ
み
を
滅
す

へ
し
（
下
略

（
（5
（

）」
と
、
自
力
の
立
場
を
明
確
に
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
玄
賓
・
増
賀
・
源
信
な
ど
、
世
を
厭
い
名
利
へ
の
執
着
を
み
ご
と
に

断
ち
切
っ
て
往
生
を
遂
げ
た
遁
世
者
の
物
語
が
様
々
に
語
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

そ
の
よ
う
な
「
世
を
そ
む
き
た
る
人
」
は
、
あ
く
ま
で
も
理
想
の
姿
に
過
ぎ
ず
、
現

実
の
世
界
に
お
い
て
名
聞
・
利
養
へ
の
執
着
を
断
ち
切
る
こ
と
は
容
易
に
実
践
で
き

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
法
然
は
「
衆
生
の
心
は
つ
ね
に
名
利
に
そ
み
て

に
こ
れ
る

（
（5
（

」
こ
と
を
容
認
し
つ
つ
、
口
称
念
仏
の
「
ち
か
ら
」
を
強
調
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
く
第
六
問
答
に
、

問
て
い
は
く　

こ
れ
程
に
や
す
く
往
生
せ
は　

念
佛
す
る
ほ
と
の
人
は
み
な
往

生
す
へ
き
に　

ね
か
ふ
物
も
お
ほ
く　

念
す
る
物
も
お
ほ
き
中
に　

往
生
す
る

物
の
ま
れ
な
る
は　

な
に
の
ゆ
へ
と
か
思
ひ
候
へ
き

（
（5
（

と
の
問
い
に
対
し
て
、「
こ
の
心
（
三
心
）
を
具
せ
さ
る
か
ゆ
へ
に　

念
佛
す
れ
と

も
往
生
を
え
さ
る
也

（
（5
（

」
と
答
え
て
、
三
心
具
足
の
必
要
性
を
詳
述
し
て
い
る
の
で
あ

る
（
（5
（

。
た
と
え
十
悪
五
逆
の
者
で
あ
っ
て
も
、
ひ
と
た
び
弥
陀
を
称
え
た
な
ら
ば
、
臨

終
来
迎
は
疑
い
な
く
往
生
で
き
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な

「
他
力
救
済
的
色
彩
の
強
い
」
浄
土
教
は
広
が
り
を
見
せ
る
ど
こ
ろ
か
、
で
は
な
ぜ

実
際
に
往
生
し
た
人
が
少
な
い
の
か
と
い
う
懐
疑
の
念
を
生
じ
さ
せ
、
往
生
に
対
す

る
不
信
や
疑
問
が
さ
ま
ざ
ま
に
渦
巻
く
状
況
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
弥
陀
本
願

の
念
仏
を
実
践
し
て
も
往
生
は
稀
で
あ
り
、
ま
た
確
固
た
る
信
心
も
起
こ
っ
て
こ
な

い
と
い
う
、
信
心
の
脆
弱
性
に
対
す
る
苦
悩
は
、
同
じ
く
口
称
念
仏
一
行
に
よ
る
往

生
を
説
く
法
然
へ
の
質
問
と
し
て
も
寄
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
こ
の
よ
う
な
口
称
念
仏
に
よ
る
往
生
の
得
否
に
関
す
る
疑
問
は
、
す
で
に

説
話
の
題
材
と
も
な
っ
て
巷
間
に
流
布
し
て
い
た
の
で
あ
る

（
（5
（

。
た
と
え
ば
異
本
『
発

心
集
』「
上
東
門
院
ノ
女
房
深
山
ニ
住
タ
ル
事
」
は
、「
菩
提
心
ヲ
起
シ
テ
世
ヲ
遁
レ

身
ヲ
捨
テ（

（5
（

」
た
あ
る
聖
が
、
北
丹
波
の
人
跡
も
絶
え
た
深
山
で
修
行
す
る
女
性
の
出

家
者
二
人
に
出
会
う
設
定
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
女
性
た
ち
は
、
二
十
歳
ご
ろ
上
東

門
院
に
仕
え
て
い
た
も
の
の
、「
色
深
キ
心
共
ニ
テ
事
ニ
触
レ
ツ
ゝ
身
ニ
苦
ク
罪
ヲ

積
ラ
ン
事
モ
恐
ロ
シ
ク

（
（6
（

」
出
奔
し
て
彼
処
を
転
々
と
し
つ
つ
、
北
丹
波
の
地
に
「
跡

ヲ
留
メ
テ
」、
す
で
に
四
十
年
余
り
念
仏
行
に
励
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
聖
は
「
一

仏
浄
土
ノ
契
リ
ヲ
結
テ
」
別
れ
る
が
、
そ
の
後
再
び
訪
れ
た
と
こ
ろ
、「
庵
ノ
跡
計

リ
残
テ
行
キ
方
モ
不
㆑
知

（
（6
（

」
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
『
発
心
集
』
冒
頭
の
玄
賓
説
話
を
彷
彿
と
さ
せ
る
内
容
で
あ
り
、
本
説
話
は
そ
の

女
性
版
と
も
い
え
る
が
、
撰
者
も
「
汚
ワ
シ
ク
危
ナ
ル
身
ヲ
山
林
ノ
間
ニ
ヤ
ト
シ　

命
ヲ
仏
ニ
任
セ
奉
テ
只
不
退
ノ
身
ヲ
得
ン
事
ハ　

ゲ
ニ
心
賢
カ
ル
ヘ
キ
行
ヒ
也

（
（6
（

。」

と
、
こ
れ
ら
の
女
性
た
ち
の
遁
世
を
高
く
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
「
愚
カ
ナ
ル
我
等
カ
身
ニ
ハ
成
リ
カ
タ
シ
。」
と
の
反
省
か
ら
「
所
詮
何
ナ
ル
行

ヲ
シ
何
レ
ノ
所
ヲ
願
フ
ベ
キ

（
（6
（

」
と
自
問
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
前
略
）
自
励
ム
ニ
堅
ク
成
リ
カ
タ
ケ
レ
ハ　

仏
ノ
不
思
議
ノ
弥
陀
願
力
ニ
乗

ス
ル
カ
故
ニ　

速
ニ
至
ル
事
ヲ
得
ル
也
。（
中
略
）
何
ニ
況
ヤ
我
等　

宿
善
已

ニ
発
シ
テ
遇
ヒ
難
キ
仏
法
ニ
遇
ヘ
リ
。
有
縁
ノ
悲
願
ヲ
聞
ニ　

亦
機
縁
ノ
至
ル

事
ヲ
知
ヌ
。
罪
ミ
深
カ
ケ
レ
共
イ
マ
タ
五
逆
ヲ
ハ
不
㆑
作
。
信
ハ
浅
ケ
レ
共
誰

カ
ワ
十
念
ヲ
唱
ザ
ラ
ン
。
時
既
ニ
是
弥
陀
ノ
利
物
盛
リ
ナ
リ
。
所
ハ
又
大
乗
流



二
三

　
　
　
　『
往
生
要
集
』
の
受
容
と
法
然
浄
土
教

布
ノ
国
也
。
賢
キ
愚
カ
ヲ
モ
不
㆑
分
。
道
俗
男
女
ヲ
モ
不
㆑
選
。
賤
宝
ヲ
施
セ

ト
モ
不
㆑
説
。
身
命
ヲ
投
ヨ
ト
モ
宣
ヘ
玉
ハ
ス
。
只
タ
一
筋
ニ
弥
陀
ノ
誓
ヲ
憑

ミ
奉
テ
口
ニ
名
号
ヲ
唱
ヘ
心
ニ
往
生
ヲ
願
フ
事
深
ク
ハ　

十
人
ハ
十
人
ナ
カ
ラ

百
人
ハ
百
人
ナ
カ
ラ　

千
人
ハ
千
人
ナ
カ
ラ　

必
極
楽
ニ
生
ル
ヘ
キ
也
。
夫
レ

諸
ノ
法
ハ
道
理
ヲ
守
リ
テ
是
非
ス
レ
ト
モ　

有
縁
ノ
我
等
カ
為
ニ
起
シ
給
ヘ
ル

大
悲
ノ
願
ナ
レ
ハ　

法
ノ
相
ニ
モ
違
ヒ　

因
果
ノ
理
ヲ
モ
背
ケ
リ
。
思
ノ
外
ノ

説
也
。
仰
テ
信
ス
ベ
シ

（
（6
（

。

　

こ
こ
に
は
善
導
の
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」
か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
、
阿
弥
陀
仏

の
大
悲
の
願
に
乗
じ
て
一
筋
に
口
称
念
仏
一
行
に
て
往
生
す
べ
き
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
都
市
住
民
を
中
心
に
広
く
浸
透
し
て
い
た
業
報
輪
廻
思
想
に
基
づ
く

自
ら
の
作
善
で
は
な
く
、「
大
悲
ノ
願
」
に
よ
る
救
い
は
「
法
の
相
」
に
も
違
い
、

「
因
果
の
理
」
に
も
背
く
「
思
ノ
外
」
の
教
説
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺

え
よ
う

（
（6
（

。
阿
弥
陀
仏
の
「
大
悲
ノ
願
」
は
自
業
自
得
を
原
則
と
す
る
業
報
輪
廻
思
想

と
は
異
な
る
仏
の
側
の
「
大
願
業
力
」
を
説
く
思
想
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
『
発
心
集
』
で
は
、
こ
の
よ
う
な
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
出
会
い
な

が
ら
も
、
凡
夫
の
習
い
と
し
て
こ
の
世
を
厭
う
心
も
な
く
、
弥
陀
如
来
の
誓
願
も

「
耳
ニ
モ
不
㆑
入
、
心
ニ
モ
不
㆑
染
。」
ず
、「
朝
ノ
夢
ノ
如
ク
打
過
テ　

空
ク
終
リ
ニ

臨
ソ
マ
ン
時
、
身
ヲ
ウ
ラ
ミ　

心
ヲ
カ
コ
チ
テ
モ
何
ン
ノ
甲
斐
カ
有
ラ
ン
。
此
故
ニ

極
楽
浄
土
ニ
ハ　

行
キ
易
シ
テ
行
ク
人
无
シ
」
と
述
べ
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
危
ナ
ル

残
リ
ノ
命
ヲ
憑
ス　

恩
愛
ノ
繫
ヲ
離
テ
此
度
ヒ
頭
ノ
火
ヲ
払
ハ
ン
ガ
如
ク
ニ　

浮
キ

世
ヲ
厭
ヒ　

渇
タ
ル
ニ
水
ヲ
求
テ
呑
ム
カ
如
ク
ニ
可
㆑
希

（
（6
（

。」
と
結
論
づ
け
て
、
説

話
冒
頭
で
紹
介
し
た
女
性
た
ち
の
よ
う
に
、
五
欲
・
三
毒
を
断
ち
切
っ
て
出
奔
す
る

と
い
う
「
ゲ
ニ
心
賢
カ
ル
ヘ
キ
行
ヒ
」、
つ
ま
り
「
厳
し
い
執
着
の
否
定
」
の
実
践

を
積
極
的
に
勧
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
「
他
力
救
済
的
色
彩
の
強
い
」

浄
土
教
の
広
が
り
が
、
逆
に
易
行
往
生
に
対
す
る
懐
疑
の
念
を
生
じ
さ
せ
、「
厳
し

い
執
着
の
否
定
」
と
い
う
難
行
の
意
義
を
再
認
識
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

先
に
引
用
し
た
『
十
二
箇
条
の
問
答
』
の
「
世
を
そ
む
き
た
る
人
は　

ひ
と
す
ち

に
念
佛
す
れ
は
往
生
も
え
や
す
き
事
也
」
と
は
、
ま
さ
に
こ
こ
で
の
主
人
公
た
ち
の

よ
う
な
生
き
様
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
「
心
賢
カ
ル
ヘ

キ
行
ヒ
」
を
実
践
で
き
な
い
凡
夫
に
は
、
口
称
念
仏
の
教
え
が
示
さ
れ
て
は
い
る
も

の
の
、「
極
楽
浄
土
ニ
ハ
行
キ
易
シ
テ
行
ク
人
无
シ
」
と
い
う
懐
疑
の
念
は
、「
ね
か

ふ
物
も
お
ほ
く　

念
す
る
物
も
お
ほ
き
中
に　

往
生
す
る
物
の
ま
れ
な
る
は　

な
に

の
ゆ
へ
と
か
思
ひ
候
へ
き
」
と
い
う
法
然
へ
の
質
問
に
も
端
的
に
表
わ
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
我
々
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
同
じ
く
『
十
二
箇
条
の
問

答
』
第
八
問
答
で
「
つ
ね
に
念
佛
の
行
者
い
か
や
う
に
か
お
も
ひ
候
へ
き
や

（
（6
（

」
と
の

問
い
に
対
し
て
、
法
然
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

あ
る
時
に
は
世
間
の
无
常
な
る
事
を
お
も
ひ
て　

こ
の
世
の
い
く
ほ
と
な
き
事

を
し
れ　

あ
る
時
に
は　

佛
の
本
願
を
お
も
ひ
て　

か
な
ら
す
む
か
へ
給
へ
と

申
せ　

あ
る
時
に
は　

人
身
の
う
け
か
た
き
こ
と
は
り
を
思
ひ
て　

こ
の
た
ひ

む
な
し
く
や
ま
ん
事
を
か
な
し
め
（
中
略
）
あ
る
時
は
あ
ひ
か
た
き
佛
法
に
あ

へ
り　

こ
の
た
ひ
出
離
の
業
を
う
ゑ
す
は　

い
つ
を
か
期
す
へ
き
と
お
も
ふ
へ

き
也
（
中
略
）
あ
る
時
に
は　

わ
か
身
の
宿
善
を
よ
ろ
こ
ふ
へ
し
（
中
略
）
か

や
う
の
事
を
お
り
に
し
た
か
ひ
事
に
よ
り
て
お
も
ふ
へ
き
な
り

（
（6
（

　

さ
ら
に
第
九
問
答
で
、
愚
痴
の
身
で
あ
る
者
が
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
信
心
が
催
し
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て
く
る
の
か
と
の
問
い
に
対
し
て
は
、

あ
る
い
は
人
の
苦
に
あ
ふ
を
み
て　

三
途
の
苦
を
お
も
ひ
や
れ　

あ
る
い
は
人

の
し
ぬ
る
を
み
て　

无
常
の
こ
と
わ
り
を
さ
と
れ　

あ
る
い
は
つ
ね
に
念
佛
し

て　

そ
の
心
を
は
け
ま
せ　

あ
る
い
は
つ
ね
に
よ
き
と
も
に
あ
ひ
て　

心
を
は

ち
し
し
め
ら
れ
よ　

人
の
心
は　

お
ほ
く
悪
縁
に
よ
り
て
あ
し
き
心
の
お
こ
る

也　

さ
れ
は
悪
縁
を
は
さ
り　

善
縁
に
は
ち
か
つ
け
と
い
へ
り　

こ
れ
ら
の
方

法
ひ
と
し
な
な
ら
す　

時
に
し
た
か
ひ
て
は
か
ら
ふ
へ
し

（
（6
（

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
弥
陀
の
本
願
に
よ
る
口
称
念
仏
に
よ
り
往
生
は
確
実
な

は
ず
で
あ
っ
た
も
の
の
、
出
家
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
在
家
信
者
に
と
っ
て
は
な

お
さ
ら
の
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
絶
対
的
な
信
心
を
獲
得
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か

っ
た
と
い
え
よ
う
。
法
然
は
、
業
報
輪
廻
思
想
が
深
く
浸
透
し
て
い
る
信
心
の
世
界

を
直
視
し
つ
つ
、
こ
の
世
は
無
常
で
苦
し
み
多
い
こ
と
を
思
念
せ
よ
と
勧
め
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
信
心
を
維
持
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法
を
さ
ま
ざ

ま
に
提
示
し
て
い
る
こ
と

（
（7
（

こ
そ
が
、
法
然
の
特
色
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
信
心
の
脆
弱
さ
に
対
す
る
不
安
や
悩
み
は
、
法
然
在
世
当
時
、「
か

な
り
の
人
た
ち
が
懐
い
て
い
た
悩
み

（
（7
（

」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、

念
仏
門
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
を
展
開
し
て
い
る
無
住
の
『
沙
石
集
』
に
は
、
以
下

の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

末
代
は
念
仏
門
の
人
は
、
心
地
の
修
行
を
疎
く
思
へ
り
。
こ
れ
は
智
慧
の
浅
き

故
に
や
。
弥
陀
思
惟
経
に
は
、
平
等
の
心
を
以
て
、
一
弾
指
の
間
座
禅
し
て
、

一
切
衆
生
の
為
に
阿
弥
陀
仏
を
念
ぜ
よ
と
云
へ
り
。（
中
略
）
さ
れ
ば
、
念
仏

門
の
人
も
、
心
地
の
修
行
を
疎
く
す
べ
か
ら
ず
、
禅
門
・
真
言
の
人
も
、
念
仏

の
行
を
軽
し
む
べ
か
ら
ず
。
法
身
の
体
、
応
身
の
用
、
互
ひ
に
軽
め
、
疎
く
す

べ
か
ら
ず
。
た
だ
、
そ
の
志
に
随
ひ
て
、
修
行
し
て
、
解
脱
を
得
べ
き
な
り

（
（7
（

。

　

つ
ま
り
、
無
住
に
と
っ
て
「
念
仏
門
」
の
教
え
は
心
の
鍛
錬
を
怠
っ
て
い
る
と
見

な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
世
間
の
无
常
な
る
事
」「
无
常
の
こ
と
わ

り
」
を
よ
く
よ
く
思
い
や
る
べ
き
で
あ
る
と
の
法
然
の
説
示
は
、
い
わ
ば
「
心
地
の

修
行
」
に
通
じ
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
で
は
「
只
一
向
に
念
仏
す
べ

し
」
と
い
う
行
中
心
の
法
然
思
想
の
ウ
イ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
を
補
う
よ
う
な
内
容
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
然
と
同
様
に
、
只
管
打
坐
と
い
う
行
中
心
の
立
場
を
貫
い

た
道
元
も
、
仏
道
へ
の
実
の
志
を
発
す
た
め
に
は
「
朝
に
生
じ
て
夕
に
死
し
、
昨
日

見
し
人
今
日
は
無
き
こ
と
、
眼
に
遮
り
、
耳
に
近
し
。」
と
述
べ
て
、「
眼
前
の
道

理
」
で
あ
る
「
世
間
の
無
常
を
思
ふ
べ
き

（
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（

」 

こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
然

に
と
っ
て
信
心
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
念
仏
を
称
え
続
け
て
い
く
こ
と
が
最

も
涵
養
な
こ
と
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
念
仏
を
称
え
る
心
を
起
さ
せ
る
た
め
、

い
ろ
い
ろ
と
苦
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、『
十
二
箇
条
の
問
答
』
で
注
目
す
べ
き
は
、
第
十
二
問
答
に
お
い
て
、

「
習
ひ
さ
き
よ
り
あ
ら
さ
れ
は　

臨
終
正
念
も
か
た
し　

つ
ね
に
臨
終
の
お
も
ひ
を

な
し
て　

臥
す
こ
と
に
十
念
を
と
な
ふ
へ
し　

さ
れ
は
ね
て
も
さ
め
て
も　

わ
す

る
ゝ
事
な
か
れ
と
い
へ
り
」
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
悪
心
を
恥
じ
る
こ

と
な
く
、
心
の
ま
ま
に
振
る
舞
っ
て
も
よ
い
の
か
と
い
う
質
問
に
対
す
る
回
答
の
な

か
で
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
悪
心
を
留
め
る
た
め
日
頃
か
ら
念
仏
を
相
続
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
中
で
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、「
常
々

よ
り
今
日
こ
そ
臨
終
だ
と
思
っ
て
、
寝
床
に
入
る
ご
と
に
十
念
を
と
な
え
よ

（
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（

」
と
い

う
説
示
は
興
味
深
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
と
ま
っ
た
く
同
様
の
見
解
が
思
想
的
な
立

場
を
異
に
す
る
無
住
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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先
に
述
べ
た
よ
う
に
無
住
は
、
臨
終
正
念
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
平
生
か
ら
妄

執
・
妄
念
を
断
つ
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
が
、
同
じ
く
臨
終
の
正
念
を

獲
得
す
る
た
め
に
、
平
生
か
ら
「
臨
終
の
馴
ら
し
」
を
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張

も
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

真
言
師
の
中
に
も
、
臨
終
念
仏
を
行
ず
る
も
あ
り
。
お
ろ
か
に
あ
ら
ね
ど
も
、

平
生
、
臨
終
、
異
る
風
情
、
何
も
心
得
ら
れ
ず
。
禅
門
に
、
涅
槃
堂
裏
の
禅
と

云
ふ
は
、
最
後
の
念
に
住
し
て
坐
禅
す
る
な
り
。
道
心
者
の
風
情
、
か
か
る
べ

し
。
念
仏
門
こ
そ
、
最
後
の
馴
ら
し
な
る
べ
き
に
、
そ
れ
も
名
僧
は
な
ほ
疎
く

や
。
真
言
の
道
心
者
の
念
仏
の
行
と
、
禅
門
の
修
行
、
ま
こ
と
の
臨
終
の
馴
ら

し
な
り

（
（7
（

。

　

こ
こ
に
い
う
「
最
後
の
馴
ら
し
」・「
臨
終
の
馴
ら
し
」
と
は
、
平
生
か
ら
「
臨
終

念
仏
（
臨
終
の
想
い
で
念
仏
す
る
こ
と
）」
に
心
掛
け
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
が
、

無
住
は
、
本
来
念
仏
宗
こ
そ
が
、「
臨
終
の
馴
ら
し
」
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
も
の
の
、
名
僧
す
ら
実
践
で
き
て
い
な
い
の
が
実
状
で
あ
り
、「
真
言
の
道
心
者

の
念
仏
の
行
」
と
、「
最
後
の
念
に
住
し
て
坐
禅
す
る
」「
涅
槃
堂
裏
の
禅
」
こ
そ
が
、

真
実
の
「
臨
終
の
馴
ら
し
」
に
な
る
と
高
く
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
無
住
の
考
え
方
は
、
臨
終
に
妄
念
を
起
さ
ず
、
正
念
の
う
ち
に
往
生
を
遂
げ
る

た
め
に
は
、
平
生
か
ら
名
聞
・
利
養
へ
の
執
着
を
厳
し
く
断
ち
切
り
、「
臨
終
の
馴

ら
し
」
に
心
掛
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
法
然
は
、
無
住
の
よ
う
な
「
厳

し
執
着
の
否
定
」
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
「
臨
終
の
馴
ら
し
」
を
推
奨
す
る
立
場
と

は
異
な
り
、
臨
終
正
念
に
関
す
る
基
本
的
な
立
場
は
「
来
迎
ゆ
え
に
臨
終
正
念
」
に

あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
第
十
二
問
答
で
は
、
ま
っ
た
く
逆
の
立
場
が
示
さ
れ
て
い

る
の
は
確
か
で
あ
る

（
（7
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
矛
盾
と
理
解
す
る
の
で
は
く
、
む

し
ろ
信
心
の
強
く
な
い
こ
と
に
悩
む
信
者
へ
の
配
慮
が
示
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
は
法
然
浄
土
教
思
想
の
基
本
的
な
立
場
か

ら
は
、
一
見
、
逸
脱
し
た
か
の
よ
う
な
内
容
の
問
答
に
こ
そ
、
信
心
の
世
界
を
見
据

え
た
法
然
の
懐
の
深
さ
と
も
い
う
べ
き
特
色
を
見
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る

の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
平
生
か
ら
「
臨
終
の
馴
ら
し
」
を
し
て
い
た
と
し
て
も
、
結
局
の
と
こ

ろ
往
生
人
の
心
の
内
は
誰
に
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
往
生
際

の
様
態
の
良
し
悪
し
が
往
生
の
得
否
を
判
断
す
る
基
準
と
な
り
、「
さ
れ
ば
臨
終
知

り
難
き
物
な
り

（
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」
と
い
う
想
い
も
強
め
ら
れ
て
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
臨
終

正
念
を
め
ぐ
る
往
生
の
問
題
は
、
破
戒
無
慚
の
悪
人
が
穏
や
か
な
死
を
迎
え
（
往
生

を
遂
げ
）、
長
年
修
行
を
積
ん
で
き
た
高
徳
の
聖
が
苦
痛
に
悶
絶
し
な
が
ら
死
を
迎

え
る
（
堕
悪
道
）
の
は
一
体
な
ぜ
な
の
か
と
い
う
深
刻
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
て
い
た

の
で
あ
る

（
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（

。
従
来
の
研
究
で
は
こ
の
時
期
の
浄
土
教
の
特
色
と
し
て
「
悪
人
往
生
」

に
注
目
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
が
、
実
は
「
善
人
不
往
生
」
に
こ
そ
注
目
す
べ
き
で

は
な
か
ろ
う
か
。
法
然
の
革
新
的
な
思
想
は
、「
他
力
救
済
的
色
彩
の
強
い
」
浄
土

教
の
発
展
と
し
て
登
場
し
て
き
た
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
そ
の
よ
う
な
信
仰
の
行
き

詰
ま
り
の
中
で
人
々
の
不
安
や
懐
疑
の
念
が
渦
巻
く
な
か
に
登
場
し
て
き
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

　
四
、
結
び
に
か
え
て

　

日
本
で
は
業
報
輪
廻
思
想
が
広
く
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
世
を

無
常
と
見
る
観
念
や
「
無
力
で
卑
小
な
自
己
の
認
識
（
凡
夫
観
）」
が
、
一
部
の
知

識
人
を
中
心
に
観
念
さ
れ
て
い
く
一
方
で
、
天
台
浄
土
教
の
発
展
に
よ
り
、
現
世
に



二
六

　
　
　
　
佛

　
教

　
文

　
化

　
研

　
究

お
け
る
作
善
は
二
世
に
わ
た
る
楽
果
を
得
る
信
仰
、
つ
ま
り
現
当
二
世
安
楽
信
仰
と

し
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
天
台
宗
の
世
俗
化
に
よ

り
「
名
聞
・
利
養
」
へ
の
執
着
を
厳
し
く
批
判
す
る
態
度
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が

『
往
生
要
集
』「
厭
離
穢
土
」
章
に
説
く
、
仏
教
の
原
点
的
思
想
と
し
て
の
「
厭
離
の

思
想
」、
つ
ま
り
「
厳
し
い
執
着
の
否
定
」
を
極
楽
往
生
の
要
件
と
し
て
説
き
示
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
平
安
時
代
後
半
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
「
臨

終
正
念
」
が
重
視
さ
れ
て
く
る
と
、
臨
終
の
妄
執
・
妄
念
を
断
ち
切
り
正
念
を
獲
得

す
る
た
め
に
は
、
平
生
か
ら
執
着
を
断
ち
切
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
観
念
が
ま
す
ま

す
強
め
ら
れ
、「
厳
し
い
執
着
の
否
定
」
は
、
見
事
に
往
生
を
遂
げ
た
遁
世
聖
の
物

語
と
し
て
巷
間
に
に
流
布
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
法
然
が
登

場
し
た
時
代
の
浄
土
信
仰
と
は
、『
往
生
要
集
』「
厭
離
穢
土
」
章
に
説
く
「
厳
し
い

執
着
の
否
定
」
を
特
色
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
一
方
で
、
平
安
時
代
末
期
に
は
、
天
台
本
覚
思
想
が
発
展
し
て
く
る
と

と
も
に
、
法
華
信
仰
や
念
仏
信
仰
な
ど
、
懺
悔
滅
罪
の
功
徳
を
説
く
仏
教
思
想
が
広

く
受
容
さ
れ
、
現
世
に
お
け
る
殺
生
（
肉
食
）・
飲
酒
・
邪
淫
な
ど
の
破
戒
行
為
は
、

成
仏
や
往
生
を
妨
げ
る
決
定
的
な
要
因
と
は
認
識
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

た
と
え
ば
『
拾
遺
往
生
伝
』
巻
上
第
二
十
八
話
の
浄
尊
法
師
や
同
書
巻
中
第
八
話
の

沙
弥
薬
延
な
ど
の
よ
う
に
、
餌
取
り
法
師
の
往
生
を
語
る
説
話
が
創
出
さ
れ
、
ま
た

『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
九
の
「
讃
岐
国
多
度
郡
五
位
、
聞
法
即
出
語
第
十
四
」
の

主
人
公
、
源
大
夫
は
「
日
夜
朝
暮
ニ
、
山
野
ニ
行
テ
鹿
・
鳥
ヲ
狩
リ
、
河
海
ニ
臨
テ

魚
ヲ
捕
ル
。
亦
、
人
ノ
頸
ヲ
切
リ
、
足
手
ヲ
不
折
ヌ
日
ハ
少
ク
ゾ
有
リ
ケ
ル
。
亦
、

因
果
ヲ
不
知
シ
テ
、
三
宝
ヲ
不
信
ズ

（
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」
と
い
う
、
ま
さ
に
悪
し
く
浅
ま
し
き
悪
人
で

あ
っ
た
も
の
の
、
見
事
に
往
生
を
遂
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
多
く
の
人
々
は
、
自
ら
が
五
逆
や
誹
謗
正
法
を
犯
す
罪

人
・
悪
人
で
あ
る
と
い
う
自
覚
は
必
ず
し
も
強
く
は
な
く
、
ま
た
阿
弥
陀
の
本
願
の

力
に
よ
っ
て
念
仏
す
れ
ば
極
楽
へ
往
生
す
る
と
は
説
か
れ
て
は
い
て
も
、
実
際
に
往

生
し
た
人
は
少
な
く
、
ま
た
自
身
も
源
大
夫
の
よ
う
な
熾
烈
な
信
仰
心
と
は
無
縁
で

あ
り
、
信
心
の
脆
弱
な
こ
と
を
思
い
悩
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
悪
人
往
生
よ

り
も
善
人
が
な
ぜ
往
生
で
き
な
い
の
か
と
い
う
、
ま
さ
に
「
善
人
不
往
生
」
に
対
す

る
懐
疑
の
念
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
法
然
は
こ
の
よ
う
な
時
代
に
登
場
し
、
同
時

代
の
人
々
の
信
心
の
内
実
を
深
く
理
解
し
て
、
自
ら
の
革
新
的
な
教
説
を
丁
寧
に
説

き
示
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
法
然
が
「
三
学
非
器
」
を

自
認
し
、「
十
悪
の
法
然
房
、
愚
痴
の
法
然
房

（
（8
（

」
と
語
っ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
お
り
、
法
然
が
自
ら
を
罪
業
深
い
存
在
で
あ
る
と
深
く
自
覚
し
て
い
た
の
は
確

か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
然
在
世
当
時
、
戒
律
遵
守
の
思
想
自
体
が
弛
緩
し
、

十
悪
・
五
逆
も
往
生
を
妨
げ
る
決
定
的
な
要
因
と
は
な
ら
ず
、
ま
た
僧
侶
の
破
戒
行

為
も
容
認
さ
れ
る
な
か
、
で
は
一
体
何
が
罪
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
い
ろ
い

ろ
と
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

（
（8
（

。
し
た
が
っ
て
問

答
や
消
息
類
に
お
い
て
、
法
然
自
身
が
罪
業
観
を
こ
と
さ
ら
強
調
し
な
い
の
は
、
そ

の
よ
う
な
認
識
が
一
般
の
人
々
に
は
希
薄
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
よ
く
理
解
し

て
い
た
た
め
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
末
法
の
世
に
生
ま
れ
た
我
々

は
、
確
か
に
出
離
の
縁
が
薄
い
存
在
で
は
あ
る
が
、『
十
二
問
答
』
の
第
十
問
答
に

「
か
の
三
寶
滅
盡
の
時
の
念
佛
者
と　

當
時
の
御
房
達
と
く
ら
ふ
れ
は　

當
時
の
御

房
達
は
佛
の
こ
と
し

（
（8
（

」
と
あ
り
、
末
法
万
年
の
衆
生
に
比
べ
る
と
、
我
々
は
ま
だ
仏

の
よ
う
な
善
人
で
あ
る
と
法
然
は
考
え
て
い
た
と
い
え
、
決
し
て
罪
悪
生
死
の
凡
夫

で
あ
る
こ
と
を
悲
観
的
に
は
見
て
い
な
い
の
で
あ
る

（
（8
（

。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
信
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　『
往
生
要
集
』
の
受
容
と
法
然
浄
土
教

心
の
強
く
な
い
信
者
に
対
し
て
、
少
し
で
も
信
心
が
増
す
よ
う
に
、
念
仏
を
勧
め
る

と
と
も
に
、
そ
の
心
の
持
ち
よ
う
を
懇
切
丁
寧
に
説
き
示
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
法
然
が
、
罪
業
観
を
こ
と
さ
ら
強
調
し
な
い
立
場
に
立
つ
に
至
っ
た
の
は
、

や
は
り
、
念
仏
に
対
す
る
絶
対
的
な
確
証
を
得
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の

意
味
で
善
導
と
の
夢
中
対
面
や
三
昧
発
得
の
意
義
を
、
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る

よ
う
に
思
う
の
で
あ
る

（
（8
（

。
法
然
が
罪
業
深
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
な

か
っ
た
の
は
、「
地
獄
一
定
」
と
い
う
想
い
が
深
化
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、

仏
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
宗
教
体
験
が
「
必
得
往
生
」
を
確
信
さ
せ
て
い
た
い

た
た
め
で
あ
ろ
う
。「
地
獄
一
定
」
と
い
う
想
い
を
深
め
る
の
は
、
結
局
、
そ
の
よ

う
な
確
証
を
え
る
よ
う
な
宗
教
体
験
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

従
来
、
法
然
の
思
想
に
対
し
て
は
「
内
専
修　

外
天
台
」
と
い
う
評
価
も
な
さ
れ
て

き
た
が
、
そ
の
「
外
天
台
（
顕
密
）」
に
こ
そ
、
信
心
の
世
界
を
見
据
え
た
法
然
思

想
の
真
骨
頂
を
見
出
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
一
法
語
内
の
矛
盾
や
齟
齬
に

つ
い
て
、
こ
れ
を
第
三
者
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
な
ど
と
見
な
し
て
、
非
法
然
的
と

排
除
す
る
の
は
容
易
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
も
含
め
た
全
体
と
し
て
法
然
の
意
図
や

法
然
思
想
の
特
色
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
、
法
然
像
は
大
き
く
修
正

す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

註（
1
）　

平
林
盛
得
氏
著
『
慶
滋
保
胤
と
浄
土
思
想
』（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
一
年
）
所
収
、

付
篇
二
の
翻
刻
文
参
照
。

（
2
）　

速
水
侑
氏
著
『
地
獄
と
極
楽　
『
往
生
要
集
』
と
貴
族
社
会
』（
吉
川
弘
文
館　

一
九

九
八
年
）「
地
獄
の
系
譜
と
『
往
生
要
集
』」

（
3
）　

石
田
瑞
麿
氏
『
往
生
要
集　

日
本
浄
土
教
の
夜
明
け
』（
東
洋
文
庫　

一
九
六
四
年
）

（
4
）　

久
保
田
實
氏
「
源
信
を
見
な
お
す

－

論
議
の
視
点
か
ら
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
研
究

紀
要
』
一
〇
一
号　
　

二
〇
一
七
年
）

（
5
）　

小
原
仁
氏
著
『
文
人
貴
族
の
系
譜
』（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
一
年
）「
序
論
」

（
6
）　

小
原
仁
氏
は
同
前
書
の
な
か
で
、「
浄
土
教
の
思
想
的
特
質
は
、
現
世
否
定
と
凡
夫

観
に
あ
る
と
思
う
。
現
世
内
的
諸
価
値
に
対
す
る
否
定
的
態
度
を
媒
介
と
し
て
、
浄
土

を
欣
求
す
る
信
仰
が
存
在
し
、
無
力
で
卑
小
な
自
己
の
認
識
（
凡
夫
観
）
を
前
提
と
し

て
、
絶
対
の
弥
陀
に
対
す
る
救
済
の
願
望
も
深
く
な
る
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
お
ら
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
小
原
氏
自
身
「
二
十
五
三
昧
会
」
の
活
動
を
指
導
し
『
日
本
往

生
極
楽
記
』
の
撰
者
で
も
あ
る
慶
滋
保
胤
自
身
に
現
世
否
定
的
な
意
識
は
希
薄
で
あ
り
、

朝
廷
に
出
仕
す
る
公
人
と
し
て
の
立
身
出
世
と
、
私
人
と
し
て
の
浄
土
信
仰
と
が
、
何

の
矛
盾
も
な
く
併
存
し
て
お
り
、
ま
た
往
生
人
の
配
列
に
も
世
俗
的
な
身
分
秩
序
を
重

視
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
小
原
仁
氏
前
掲
注（
5
）同
書
）。
そ
れ
は

「
念
仏
の
声
」
の
み
を
耳
に
し
て
臨
終
行
儀
の
う
ち
に
亡
く
な
っ
た
藤
原
道
長
や
大
宰
府

で
絶
命
し
た
菅
原
道
真
も
同
様
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
（
速
水
侑
氏
前
掲
注（
2
）同
書
）。

（
7
）　

拙
稿
「「
厭
離
穢
土
」
考

－

摂
関
期
浄
土
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（
伊
藤
唯
真
編
『
日

本
仏
教
の
形
成
と
展
開
』
法
蔵
館　

二
〇
〇
二
年
）。
従
来
の
研
究
の
多
く
は
、
浄
土
教

の
思
想
的
特
質
を
無
批
判
に
厭
離
穢
土
・
欣
求
浄
土
と
捉
え
、「
現
世
否
定
や
凡
夫
観
」

を
浄
土
教
受
容
の
指
標
と
し
て
い
た
た
め
に
、「
浄
土
教
が
現
世
否
定
的
で
あ
る
と
い
う

大
前
提
が
崩
壊
し
た
」（
平
雅
行
氏
「
井
上
光
貞
氏
の
浄
土
教
に
つ
い
て
の
覚
書
」『
新

し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
一
九
二
。
一
九
八
八
年
。
後
、
同
氏
著
『
日
本
中
世
の
社
会

と
仏
教
』
塙
書
房
、
一
九
九
二
年　

序
Ⅱ
「
浄
土
教
研
究
の
課
題
」
と
し
て
収
録
。）
と

い
う
痛
烈
な
批
判
を
浴
び
る
結
果
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
8
）・（
9
）　

高
田
文
英
氏
「「
厭
離
穢
土
」
に
つ
い
て

－

笹
田
教
彰
氏
の
論
考
を
う
け
て

－

」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
十
三
巻
第
二
号　

二
〇
〇
五
年
）
所
収
。

（
10
）　

た
と
え
ば
『
往
生
要
集
』
の
加
点
本
が
完
成
し
た
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
四
月
直

後
の
成
立
と
さ
れ
る
『
安
養
集
』
は
、『
往
生
要
集
』
で
は
直
接
引
用
さ
れ
な
か
っ
た
要

文
を
多
数
収
録
し
た
教
学
的
な
補
足
の
書
で
あ
り
、
浄
土
教
に
関
す
る
論
議
の
た
め
の

資
料
的
性
格
を
有
す
る
と
評
さ
れ
て
い
る
が
、
全
十
巻
七
大
門
九
十
五
項
目
を
た
て
る
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佛

　
教

　
文

　
化

　
研

　
究

な
か
で
「
厭
離
穢
土
」
に
関
し
て
は
述
べ
る
の
は
わ
ず
か
に
冒
頭
の
第
一
項
目
の
み
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
『
無
量
寿
経
』
巻
下
中
の
三
毒
段
、『
観
無
量
寿
経
』
序
文
の
王
舎
城

の
悲
劇
、
並
び
に
吉
蔵
の
『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
か
ら
同
個
所
の
注
釈
部
分
、
そ
し
て

迦
才
の
『
浄
土
論
』
巻
下
、
及
び
道
綽
の
『
安
楽
集
』
巻
下
厭
穢
釈
の
都
合
五
つ
の
引

文
か
ら
な
る
。「
厭
離
穢
土
」
は
、
確
か
に
『
安
養
集
』
に
あ
げ
る
七
大
門
の
一
つ
を
な

し
て
は
い
る
が
、
全
九
十
五
項
目
中
の
わ
ず
か
一
項
目
に
過
ぎ
ず
、
全
体
で
延
べ
七
百

七
十
五
文
の
引
用
が
見
ら
れ
る
う
ち
、「
厭
離
穢
土
」
項
は
五
引
文
の
み
で
あ
る
。
つ
ま

り
浄
土
教
の
経
典
・
論
疏
で
は
阿
弥
陀
仏
の
特
色
や
浄
土
の
荘
厳
、
往
生
の
た
め
の
実

践
な
ど
が
中
心
の
命
題
で
あ
っ
て
、
仏
教
の
原
点
的
思
想
で
あ
る
「
厭
離
の
思
想
」
の

内
容
は
ほ
と
ん
ど
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
（
前
掲
注（
7
）拙
稿
参
照
）。

（
11
）　
『
往
生
要
集
』
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
の
第
十
「
助
道
人
法
」
に
お
い
て
「
何
等

の
教
文
か
、
念
仏
に
相
応
す
る
や
」
と
の
問
い
を
立
て
、
源
信
み
ず
か
ら
「
其
余
は
多

し
と
雖
も
、
要
は
こ
れ
に
過
ぎ
ず
」
と
列
挙
し
て
い
る
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

『
観
無
量
寿
経
』・『
無
量
寿
経
』・『
観
仏
三
昧
経
』・『
般
舟
三
昧
経
』・『
念
仏
三
昧
経
』・

『
十
往
生
経
』・『
十
住
毘
婆
娑
論
』・『
阿
弥
陀
経
』・『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
』・

『
摩
訶
止
観
』・『
観
念
法
門
』・『
六
時
礼
賛
』・『
浄
土
十
疑
論
』・『
安
楽
集
』・『
西
方
要

決
』・『
釈
浄
土
群
疑
論
』・『
浄
土
論
』・『
瑞
応
伝
』

　

こ
れ
ら
の
経
典
や
論
疏
の
う
ち
、「
厭
離
穢
土
」
章
に
名
前
が
見
え
る
の
は
『
摩
訶
止

観
』
と
『
観
仏
三
昧
経
』
の
み
で
あ
る
。
ま
た
娑
婆
世
界
の
厭
相
を
説
く
と
言
う
意
味

で
「
厭
離
穢
土
」
に
関
し
て
言
及
し
て
い
る
の
は
、
迦
才
の
『
浄
土
論
』
と
道
綽
の

『
安
楽
集
』
の
み
で
あ
る
が
、
源
信
は
こ
れ
ら
の
箇
所
を
『
往
生
要
集
』
に
引
用
し
て
は

い
な
い
。
源
信
が
『
浄
土
論
』
に
注
目
し
た
の
は
、『
往
生
要
集
』「
問
答
料
簡
」
の
な

か
で
「
記
往
生
人
、
多
在
迦
才
師
『
浄
土
論
』
并
『
瑞
応
伝
』」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、

往
生
人
を
列
挙
す
る
第
六
章
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
（
前
掲
注（
7
）拙
稿
参
照
）。

（
12
）・（
13
）　

高
田
文
英
氏
前
掲
注（
8
）同
論
文
。

（
14
）　

末
木
文
美
士
著
『
日
本
仏
教
史
』

（
15
）　
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
七
十
三
『
梁
塵
秘
抄
』
三
八
六
頁
。

（
16
）　

矢
田
了
章
氏
「
法
然
に
お
け
る
業
の
思
想
」（『
真
宗
学
』
六
十
号　

一
九
七
九
年
）。

（
17
）　

拙
稿
「
日
本
の
業
思
想
」（『
業
を
見
す
え
て
』（
浄
土
宗
人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ
五　

二
〇
一
三
年
）
所
収
、
参
照
。

（
18
）　
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
三
十
『
日
本
霊
異
記
』
五
頁
。

（
19
）　

同
前
書　

五
八
頁
。

（
20
）　

同
前
書　

一
二
八
頁
。

（
21
）　

同
前
書　

一
九
〇
頁
。

（
22
）　

同
前
書　

一
二
九
頁
。

（
23
）　
『
日
本
思
想
大
系
』
四
「
最
澄
」
二
八
六
頁
。

（
24
）　

同
前
書　

二
八
七
頁
。

（
25
）　
『
恵
心
僧
都
全
集
』
第
一
巻

（
26
）　

平
雅
行
氏
は
、「
平
安
浄
土
教
は
、
実
際
に
は
「
現
世
安
穏
・
後
世
善
処
」
と
い
う

平
凡
な
二
世
安
楽
信
仰
と
し
て
登
場
し
て
き
た
。」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
同
氏
前
掲
注

（
7
）同
書
。

（
27
）　

た
と
え
ば
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
五
「
高
階
良
臣
、
依
病
出
家
往
生
語　

第
三
十

四
」
に
お
い
て
、
主
人
公
の
高
階
良
臣
は
、「
若
ク
盛
也
ケ
ル
時
ハ
、
公
ニ
仕
リ
テ
官
爵

思
ヒ
ノ
如
ク
也
ケ
リ
。
齢
漸
ク
傾
テ
後
ハ
、
深
ク
仏
法
ヲ
信
ジ
テ
、
現
世
ノ
名
聞
・
利

養
ヲ
棄
テ
、
後
世
ノ
往
生
極
楽
ノ
事
ヲ
心
懸
テ
、
昼
夜
寤
寐
ニ
法
華
経
ヲ
誦
シ
、
弥
陀

ノ
念
仏
ヲ
唱
ヘ
ケ
リ
。」（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
三
五
『
今
昔
物
語
集
』
三　

四
三

一
頁
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
現
当
二
世
の
安
楽
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
28
）　
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
三
五　
『
今
昔
物
語
集
』
三　

一
六
三
頁
。

（
29
）　

同
前
書　

一
六
七
頁
。

（
30
）　

同
前
書　

一
八
七
頁
。

（
31
）　

同
前
書　

二
八
二
頁
。

（
32
）　

同
前
書　

三
九
五
頁
。

（
33
）　
『
日
本
思
想
大
系
』
六
『
源
信
』　

十
一
頁
。

（
34
）　

同
前
書　

四
二
～
四
三
頁
。

（
35
）　

同
前
書　

四
八
頁
。

（
36
）　

同
前
書　

四
四
頁
。

（
37
）　

一
つ
は
、
大
文
第
一
「
厭
離
穢
土
」
章
の
第
二
「
餓
鬼
道
」
に
お
い
て
、
食
法
の
説

明
と
し
て
「
昔
、
名
利
に
貪
を
な
し
、
不
浄
説
法
の
者
此
法
を
受
く
」
と
あ
る
部
分
。



二
九

　
　
　
　『
往
生
要
集
』
の
受
容
と
法
然
浄
土
教

二
つ
は
、
大
文
第
四
「
正
修
念
仏
」
の
第
二
「
作
願
門
」
の
行
相
を
説
く
な
か
で
、
四

句
誓
願
を
称
え
る
者
は
、「
勝
他
名
利
等
を
な
さ
ざ
れ
」
と
説
く
部
分
、
三
つ
に
は
、
大

文
第
九
「
往
生
諸
行
」
の
第
一
「
諸
経
」
の
な
か
で
、
念
仏
以
外
の
往
生
行
を
述
べ
つ

つ
、
仏
を
念
ず
る
際
、
注
意
す
べ
き
こ
と
と
し
て
『
弥
勒
問
経
』
を
引
用
し
て
十
箇
条

述
べ
る
な
か
の
第
五
番
目
と
し
て
「
五
者
、
深
心
清
浄
に
し
て
、
利
養
に
染
ま
ざ
る
」

と
あ
る
部
分
、
四
つ
は
大
文
第
十
「
問
答
料
簡
」
の
第
九
「
助
道
資
縁
」
に
お
い
て
、

仏
勅
に
違
う
こ
と
を
説
明
す
る
な
か
で
『
涅
槃
経
』
を
引
用
し
て
「
若
し
比
丘
あ
り
て
、

禁
戒
を
持
す
と
い
え
ど
も
、
利
養
の
た
め
の
故
に
、
破
戒
の
者
と
坐
起
行
来
し
、
共
に

相
い
親
し
み
つ
き
て
、
そ
の
事
業
を
同
じ
く
す
。
是
れ
破
戒
と
名
づ
く
」
と
あ
る
部
分

で
あ
る
。

（
38
）　

前
掲
注（
33
）同
書　

二
五
九
～
二
六
〇
頁
。

（
39
）　
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
』『
発
心
集
』
四
三
～
四
四
頁
。

（
40
）　

同
前
書　

五
七
頁
。

（
41
）　

美
濃
部
重
克
氏
甲
校
注
『
閑
居
友
』（『
中
世
の
文
学
』
三
弥
井
書
店
）
七
二
頁
。

（
42
）　

岩
波
文
庫
本
『
撰
集
抄
』
二
九
頁
。

（
43
）　

拙
稿
「
中
世
隠
者
文
学
と
仏
教

－

玄
賓
説
話
形
成
の
意
味
す
る
も
の

－

」（
佛
教
大

学
『
仏
教
学
会
紀
要
』
第
三
号　

一
九
九
五
年
）
所
収
。

（
44
）　

前
掲
注（
33
）同
書　

五
一
頁

（
45
）　

同
前

（
46
）　

同
前
書　

二
一
四
頁
。

（
47
）　

前
掲
注（
25
）同
書

（
48
）　
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
五
十
二
『
沙
石
集
』
一
八
八
頁
～
一
八
九
頁
。

（
49
）　

拙
稿
「
法
然
と
信
心
の
世
界

－

消
息
類
を
中
心
に

－

」（
藤
本
浄
彦
先
生
古
稀
記
念

論
文
集
刊
行
会
編
『
法
然
仏
教
の
諸
相
』
法
蔵
館　

二
〇
一
四
年
）
所
収
。

（
50
）　
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
（
和
語
）』（『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
』
十
五　

同
朋
舎　

一
九
九

六
年
）
六
五
九
頁
。

（
51
）　

た
と
え
ば
『
沙
石
集
』
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
念
仏
宗
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

近
代
の
念
仏
宗
の
人
は
、
多
く
、
余
行
余
善
を
ば
、
雑
行
と
下
し
、
謗
り
て
嘲
り
、

世
間
の
名
利
名
聞
、
三
毒
十
悪
を
ば
憚
ら
ず
。
こ
れ
大
き
な
る
愚
痴
な
り
。
惣
じ

て
は
、
仏
教
の
大
意
に
違
ひ
、
別
し
て
は
、
祖
師
の
本
意
に
叶
は
ず
。
仏
教
の
大

意
は
、
諸
悪
莫
作
、
諸
善
奉
行
と
云
へ
り
。
悪
は
力
に
随
ひ
て
留
め
、
善
は
縁
に

あ
は
ば
な
す
べ
し
。
こ
れ
、
諸
仏
通
戒
な
り
。
善
導
の
御
意
は
、
余
教
を
謗
ず
ま

じ
き
事
は
、
序
に
あ
り
。
殊
に
一
行
を
勧
め
給
ふ
本
意
は
、
凡
夫
は
散
乱
し
て
、

専
ら
一
行
を
執
し
が
た
し
。
か
れ
こ
れ
広
く
行
ぜ
ば
、
行
業
成
じ
が
た
し
。
今
、

有
縁
の
一
行
の
本
願
に
す
が
り
て
、
往
生
の
心
に
住
し
て
、
余
行
余
業
を
交
へ
ず

し
て
、
一
心
に
専
念
す
べ
し
。
さ
れ
ば
礼
讃
に
は
、
貪
嗔
等
を
来
ら
し
交
ふ
る
事

な
か
れ
と
勧
め
て
、
余
行
余
業
、
諸
善
雑
行
を
留
む
る
本
意
は
、
一
心
の
為
な
り
。

法
を
誹
れ
と
に
は
あ
ら
ず
。
ま
た
、
余
行
往
生
せ
ぬ
と
に
も
あ
ら
ず
。
万
行
俱
に

廻
ら
し
て
皆
往
生
す
べ
き
と
釈
し
給
へ
る
故
に
、
十
六
観
は
何
も
往
生
の
業
な
れ

ど
も
、
若
し
地
観
を
す
る
人
の
、
水
観
を
交
ふ
れ
ば
、
邪
観
と
云
へ
る
、
こ
れ
行

体
の
邪
に
な
る
に
は
あ
ら
ず
。
行
者
の
用
心
乱
る
る
故
に
、
行
者
の
為
に
邪
な
り
。

（
前
掲
注（
48
）同
書　

三
二
九
～
三
三
〇
頁
。）

　

こ
の
よ
う
に
、
余
行
余
善
を
、
雑
行
と
退
け
る
こ
と
は
、
善
導
教
学
に
反
す
る
こ
と
と

し
て
批
判
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。『
沙
石
集
』
に
は
法
然
門
下
へ
の
批

判
が
再
三
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
概
ね
善
導
教
学
に
基
づ
い
て
い
る
。

（
52
）　

前
掲
注（
50
）　

同
書　

六
四
一
頁
。

（
53
）　

同
前

（
54
）　

同
前

（
55
）　

同
前
書　

六
四
二
頁
。

（
56
）　

同
前

（
57
）　

三
心
の
う
ち
一
心
で
も
欠
く
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
ば
往
生
は
で
き
な
い
と
い
う
の
が
、

法
然
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
（
安
達
俊
英
氏
「
御
法
語
の
背

景
七
十
四
『
十
二
箇
条
の
問
答
』
二　
『
浄
土
宗
報
』
二
〇
〇
七
年
五
月
号
」。
尚
、
安

達
氏
は
『
十
二
箇
条
の
問
答
』
の
質
問
者
は
在
家
の
女
性
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い

る
（
同
『
十
二
箇
条
の
問
答
』
一　
『
浄
土
宗
報
』
二
〇
〇
七
年
四
月
号
）。

（
58
）　

安
達
俊
英
氏
は
、『
十
二
箇
条
の
問
答
』
や
『
念
仏
往
生
義
』、『
歎
異
抄
』
の
記
述

か
ら
「
信
心
の
強
く
な
い
こ
と
に
関
す
る
悩
み
は
、
当
時
に
お
い
て
も
、
か
な
り
の
人

た
ち
が
懐
い
て
い
た
悩
み
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
」（
同
氏
前
掲
注（
57
）「
御
法
語
の
背



三
〇

　
　
　
　
佛

　
教

　
文

　
化

　
研

　
究

景
七
十
四
『
十
二
箇
条
の
問
答
』
二
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
首
肯
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。

（
59
）　

古
典
文
庫
本
『
発
心
集
』
異
本　

八
三
頁
。

（
60
）　

同
前
書　

八
四
頁
。

（
61
）　

同
前
書　

八
五
頁
。

（
62
）　

同
前
書　

八
六
頁
。

（
63
）　

同
前
書　

八
七
頁
。

（
64
）　

同
前
書　

八
九
～
九
〇
頁
。

（
65
）　

業
報
輪
廻
思
想
の
原
則
に
基
づ
け
ば
、
悪
人
が
往
生
す
る
な
ど
と
と
い
う
こ
と
は
起

こ
り
う
る
わ
け
が
な
く
、
ま
た
善
業
を
積
ん
だ
者
は
必
ず
極
楽
へ
往
生
で
き
る
は
ず
で

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
鎌
倉
時
代
に
は
往
生
に
失
敗
し
た
事
例
が
数
多
く
語
り
だ

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
か
で
、
た
と
え
ば
無
住
は
『
沙
石
集
』
の
な
か
で
つ
ぎ
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

悪
人
な
れ
ど
も
、
心
を
改
め
て
、
十
念
を
も
唱
へ
、
宿
善
開
発
し
て
、
誠
の
往
生
も

あ
る
べ
し
。
宿
善
な
く
、
正
念
に
も
住
せ
ず
、
誠
な
き
物
の
こ
と
ご
と
し
き
往
生
は
、

怪
し
む
べ
し
。
心
を
翻
し
て
往
生
せ
ん
は
、
教
門
の
許
す
所
な
り
。
悪
人
と
云
ふ
べ

か
ら
ず
。
善
人
も
妄
念
あ
り
て
、
臨
終
悪
し
き
こ
と
あ
る
べ
し
。
こ
れ
ま
た
、
善
の

由
な
き
に
あ
ら
ず
、
妄
念
の
強
き
な
り
。
こ
の
理
を
信
じ
て
、
因
果
を
乱
す
べ
か
ら

ず
。（
前
掲
注（
48
）同
書　

五
六
四
頁
。）

　

悪
人
が
往
生
を
遂
げ
、
善
人
が
往
生
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
「
悪
人
往
生
」

「
善
人
不
往
生
」
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
り
、
決
し
て
因
果
の
理
を
乱
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
の
が
無
住
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
66
）　

前
掲
注（
59
）　

同
書　

九
一
～
九
二
頁
。

（
67
）　

前
掲
注（
50
）　

同
書

（
68
）　

同
前
書

（
69
）　

同
前
書

（
70
）　

安
達
俊
英
氏　

前
掲
注（
57
）同
書
。

（
71
）　

同
前

（
72
）　

前
掲
注（
48
）同
書
。

（
73
）　
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
四
十
四
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
三
八
〇
頁
。

（
74
）　

安
達
俊
英
氏　

前
掲
注（
57
）「
御
法
語
の
背
景
七
十
四
『
十
二
箇
条
の
問
答
』
二
」

尚
、
安
達
氏
は
、
こ
れ
が
「
一
念
義
系
統
の
人
た
ち
の
主
張
で
あ
っ
た
可
能
性
」
を
示

唆
さ
れ
て
い
る
。

（
75
）　

前
掲
注（
48
）同
書

（
76
）　

安
達
俊
英
氏　

前
掲
注（
57
）同
書
の
（
註
5
）。
尚
、
法
然
の
「
つ
ね
に
臨
終
の
お

も
ひ
を
な
し
て　

臥
す
こ
と
に
十
念
を
と
な
ふ
へ
し
」
と
の
考
え
は
、
弁
長
の
「
念
死

念
仏
」
の
思
想
に
発
展
し
て
い
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
弁
長
以
降
、
近

世
の
浄
土
宗
の
僧
侶
た
ち
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
「
念
死
念
仏
」
の
思
想
に
つ
い
て
は
、

藤
堂
俊
英
氏
の
論
考
「
念
死
念
仏
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
第
二
十
七
号　

二
〇
〇
一

年
）
に
綿
密
な
考
証
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
発
想
自
体
に
つ
い

て
は
、
無
住
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
当
時
の
往
生
思
想
の
特
色
を
踏
ま
え
た
上
で
、
そ

の
意
味
を
検
討
す
べ
き
問
題
で
も
あ
ろ
う
。

（
77
）　

前
掲
注（
48
）同
書

（
78
）　

臨
終
の
一
念
が
注
視
さ
れ
、
臨
終
正
念
が
切
望
さ
れ
て
は
い
て
も
、
で
は
そ
の
正
念

を
獲
得
す
る
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
状
態
を
意
味
す
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
は
誰
が
判

断
で
き
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
実
は
確
か
な
こ
と
は
何
も
言
え
な
い
と

い
う
厳
し
い
現
実
が
法
然
在
世
中
に
顕
現
し
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
臨
終
間
際
に
ど

の
よ
う
な
状
態
の
陥
る
か
は
誰
に
も
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
平
安
時
代
末

期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
僧
侶
や
貴
族
の
間
で
臨
終
行
儀
が
浸
透
し
て
い
き
、
中

川
実
範
の
『
病
中
修
行
記
』、
覚
鑁
の
『
一
期
大
要
秘
密
集
』、
湛
秀
の
『
臨
終
行
儀
注

記
』、
貞
慶
の
『
臨
終
之
用
意
』、
良
忠
の
『
看
病
用
心
鈔
』
な
ど
、
能
家
の
た
め
の
臨

終
行
儀
の
テ
キ
ス
ト
類
が
作
成
さ
れ
て
い
く
一
方
で
、
名
利
へ
の
執
心
・
執
着
が
妄
執

と
し
て
、
ま
た
臨
終
時
の
病
苦
や
死
苦
等
の
肉
体
的
な
苦
痛
が
、
正
念
を
妨
げ
る
要
因

と
し
て
危
惧
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
臨
終
時
の
様
態
の
良
し
悪
し
に
関
心

が
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
藤
原
道
長
の
往
生
の
様
を
記
し
た
『
栄
花
物
語
』「
つ
る
の

は
や
し
」
に
「
臨
終
の
お
り
は
、
風
火
ま
づ
さ
る
。
か
る
が
ゆ
へ
に
、
ど
う
ね
ち
し
て

苦
お
ほ
か
り
。
善
根
の
人
は
地
水
ま
づ
さ
る
が
ゆ
へ
に
、
緩
慢
し
て
く
る
し
み
な
し
、

と
こ
そ
あ
ん
め
れ
。
さ
れ
ば
、
善
根
者
と
み
え
さ
せ
給
。（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』）



三
一

　
　
　
　『
往
生
要
集
』
の
受
容
と
法
然
浄
土
教

と
記
さ
れ
、
臨
終
の
様
が
、「
苦
お
ほ
か
り
」
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
「
く
る
し
み

な
し
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
、
そ
の
様
態
が
、「
善
根
者
」
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
を
判
断
す
る
基
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
よ
う
。
往
生
の
得
否
は
、

ま
さ
に
往
生
際
の
様
態
の
良
し
悪
し
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
尚
、
拙
稿
「
無
住
国
師
の
死
生
観
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
七
十
五　

二
〇

一
〇
年
）、
同
「
臨
命
終
時
考

－

十
二
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

－

」

（
佛
教
大
学
『
仏
教
学
部
論
集
』
九
十
八
号　

二
〇
一
四
年
）
な
ど
参
照
。

（
79
）　
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
三
十
六
『
今
昔
物
語
集
』
四　

一
五
三
頁
。

（
80
）　
「
つ
ね
に
仰
ら
れ
け
る
御
詞
」
前
掲
注（
50
）同
書　

四
九
三
頁
。

（
81
）　

拙
稿
「『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
の
「
罪
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
佛
教
大
学
『
仏
教
学

部
論
集
』
百
一
号　

二
〇
一
七
年
）
所
収
。

（
82
）　

前
掲
注（
50
）同
書　

六
三
九
頁
。

（
83
）　

矢
田
了
章
氏
「
法
然
に
お
け
る
罪
悪
の
問
題
」（『
真
宗
学
』
四
十
五
・
四
十
六
合
併

号　

一
九
七
二
年
）

（
84
）　

伊
藤
真
宏
氏
は
、
法
然
が
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
を
執
筆
し
た
の
は
、
三
昧
発
得
に

よ
っ
て
確
信
を
得
た
の
が
重
要
な
契
機
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
伊
藤
真
宏
氏

「
法
然
に
お
け
る
凡
夫
救
済
の
原
理
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
八
十
二
号　

二
〇
一
七

年
）





三
三

　
　
　
　
和
讃
の
意
義

一
、
は
じ
め

　

現
在
も
行
な
わ
れ
る
仏
教
歌
謡
の
代
表
格
が
和
讃
、
御
詠
歌
で
あ
ろ
う
。
和
讃
、

御
詠
歌
、
い
ず
れ
も
、
日
本
仏
教
の
信
仰
を
表
現
す
る
方
法
と
し
て
古
く
か
ら
行
な

わ
れ
、
ま
た
長
き
に
亘
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
現
代
の
住
宅
地
で
は
、
都
市
化
の

影
響
な
ど
で
、
実
に
少
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
今
で
も
、
通
夜
の
際
に
近
所
の

人
々
の
手
に
よ
っ
て
講
が
集
結
、
和
讃
や
御
詠
歌
が
唱
え
ら
れ
て
亡
き
人
を
偲
び
送

る
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

現
に
行
な
わ
れ
て
い
る
場
面
に
接
す
る
と
、
鉦
と
鈴
の
音
に
乗
せ
て
歌
わ
れ
る
哀

調
を
帯
び
た
旋
律
は
、
故
人
を
偲
ぶ
に
相
応
し
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
、
亡
き
人
を

思
い
出
さ
せ
て
涙
を
誘
い
、
唱
え
て
い
る
人
も
、
そ
れ
を
聞
く
人
も
、
共
に
仏
教
的

な
空
気
に
染
ま
っ
て
い
く
と
言
え
る
。

　

和
讃
の
歴
史
は
平
安
時
代
の
天
台
宗
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
鎌
倉
仏
教

の
祖
師
た
ち
に
継
承
さ
れ
、
定
着
し
た
。
鎌
倉
仏
教
が
庶
民
に
仏
教
理
解
を
促
し
た

と
す
れ
ば
、
和
讃
が
担
っ
た
役
割
は
大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

本
稿
は
、
そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
特
に
恵
心
僧
都
源
信
（
九
四

二
―
一
〇
一
七
）
は
和
讃
を
多
く
作
成
し
て
い
る
。
結
論
か
ら
申
せ
ば
、
源
信
が
和

讃
の
機
能
的
役
割
を
把
握
し
、
多
く
の
和
讃
を
作
成
。
そ
し
て
鎌
倉
仏
教
の
祖
師
た

ち
に
継
承
さ
れ
、
庶
民
が
仏
教
理
解
を
深
め
て
い
く
。
和
讃
が
鎌
倉
仏
教
の
広
ま
り

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
す
れ
ば
、
源
信
の
和
讃
作
成
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で

あ
ろ
う
。
源
信
の
和
讃
に
注
目
し
、
和
讃
の
意
義
を
論
じ
た
い
。

二
、
和
讃
に
つ
い
て

　

和
讃
と
は
、
和
語
に
よ
り
仏
菩
薩
や
祖
師
高
僧
を
讃
嘆
し
た
り
、
仏
教
の
思
想
内

容
を
述
べ
、
ま
た
は
教
え
に
帰
依
讃
仰
し
た
り
、
自
ら
の
懺
悔
や
仏
の
救
済
を
求
め

る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
、
七
五
調
四
句
一
章
以
上
不
定
数
の
句
か
ら
成
る
、

と
定
義
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
和
讃
と
目
さ
れ
る
も
の
を
、
多
屋
頼
俊
が
そ
の
著
『
和

讃
史
概
説
』
で
、
四
十
三
頁
を
費
や
し
て
導
き
出
し
た
定
義
で
あ
り
、
慎
重
か
つ
丁

寧
に
論
証
し
た
も
の
で
、
議
論
の
余
地
の
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
（
（
（

。

　

和
讃
と
名
の
つ
く
も
の
、
ま
た
は
、
名
に
和
讃
と
は
付
か
な
く
と
も
、
そ
れ
ら
の

形
式
に
即
し
た
も
の
を
調
査
し
、
定
義
に
合
致
す
る
最
古
の
和
讃
は
、
慈
恵
大
師
良

源
（
九
一
二
―
九
八
五
）
の
「
本
覚
讃
」、
千
観
阿
闍
梨
（
九
一
八
―
九
八
四
）
の

「
極
楽
国
弥
陀
和
讃
」、
恵
心
僧
都
源
信
の
「
極
楽
六
時
讃
」「
来
迎
和
讃
」「
天
台
大

師
和
讃
」、
こ
れ
ら
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
和
讃
は
天
台
宗
に
お
い
て
創
始

さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　和
讃
の
意
義

―
源
信
に
お
け
る

―

　
　
　
　

�

伊　

藤　

真　

宏　
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佛
　
教
　
文
　
化
　
研
　
究

　

そ
も
そ
も
和
讃
と
は
、「
仏
教
歌
謡
」
も
し
く
は
「
仏
教
賛
歌
」
と
表
現
さ
れ
る

も
の
の
一
つ
で
、
現
代
で
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。
仏
教
歌
謡
と
い
う
用
語
は
、「
歌

謡
」
の
一
ジ
ャ
ン
ル
を
占
め
、
仏
教
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
、
歌
謡
が
用
い
ら
れ
た

こ
と
を
意
味
す
る
。『
広
辞
苑
』（
第
六
版
）
に
よ
れ
ば
、
歌
謡
と
は
、「
①
韻
文
形

式
の
文
学
の
総
称
。
②
韻
文
形
式
の
作
品
中
、
特
に
音
楽
性
を
伴
う
口
唱
文
学
。
民

謡
・
童
謡
・
唱
歌
・
俗
謡
・
流
行
歌
・
俚
謡
な
ど
の
総
称
。
③
謡
い
物
や
音
楽
を
伴

う
語
り
物
。」
と
記
さ
れ
、
仏
教
で
も
様
々
な
歌
謡
が
用
い
ら
れ
た
。

　

仏
教
が
日
本
に
入
っ
て
き
た
事
情
は
、
仏
教
公
伝
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら

は
『
日
本
書
紀
』『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』『
元
興
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
材
帳
』
を

根
拠
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
漢
文
の
記
述
で
あ
り
、
ま
た
周
知
の
よ
う
に
経
典
は

漢
訳
の
も
の
が
そ
の
ま
ま
入
っ
て
き
て
お
り
、
厩
戸
皇
子
（
聖
徳
太
子
、
五
七
四
―

六
二
二
）
が
作
成
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
三
経
義
疏
」
も
漢
文
表
記
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
は
、
当
時
の
公
式
文
書
が
漢
文
で
作
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
天
皇
を

は
じ
め
と
す
る
政
治
指
導
者
や
仏
教
指
導
者
は
、
漢
文
に
堪
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
中
国
は
人
類
の
四
大
文
明
の
一
つ
、
黄
河
文
明
か
ら
長
い

歴
史
を
持
つ
国
家
で
あ
り
、
六
世
紀
半
ば
の
中
国
は
隋
、
唐
と
い
う
秩
序
の
整
っ
た

近
代
国
家
が
成
立
、
非
常
に
栄
え
て
い
た
。
そ
の
先
進
の
中
国
の
政
治
体
系
と
そ
の

背
景
に
あ
る
思
想
、
文
化
を
日
本
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
い
わ
ば
自
然
の
流
れ
で

も
あ
り
、
倭
の
指
導
者
が
中
国
語
に
堪
能
で
あ
る
こ
と
は
、
隣
国
と
友
好
関
係
を
結

び
、
ま
た
互
角
に
亘
り
合
っ
て
い
く
た
め
の
「
世
界
基
準
」
と
し
て
当
然
の
帰
結
と

言
え
る
。
そ
う
い
う
漢
文
の
仏
教
が
日
本
に
流
入
し
、
指
導
者
が
仏
教
を
信
奉
、
そ

れ
ら
を
漢
訳
の
ま
ま
理
解
し
信
仰
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
倭
国
が
、
世
界
基
準
に
達

し
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
を
維
持
し
続
け
る
こ
と
が
、
当
然
の
あ
り
よ
う
で
あ
っ

た
。

　

つ
ま
り
日
本
に
お
い
て
、
仏
教
が
長
く
漢
文
ベ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
は
、
時
代
の
あ

り
よ
う
と
し
て
、
こ
れ
も
当
然
の
こ
と
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ

の
こ
と
は
、
日
本
仏
教
に
特
殊
性
を
も
た
ら
せ
た
と
も
言
え
る
。

　

仏
教
が
大
乗
仏
教
へ
と
変
化
し
、
イ
ン
ド
を
出
て
世
界
宗
教
へ
と
発
展
し
て
い
く

過
程
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
言
語
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人
々
に
仏
教
思
想

を
理
解
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
ま
さ
に
仏
典
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
や
パ

ー
リ
語
の
漢
訳
作
業
で
あ
っ
た
し
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
歴
史
の
中

で
は
例
え
ば
西
夏
文
字
の
仏
典
の
存
在
な
ど
、
ア
ジ
ア
の
各
地
に
仏
教
が
広
ま
っ
た

足
跡
が
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
に
お
い
て
は
、
当
初
和
訳
さ
れ
る
こ
と
が
な

く
、
漢
訳
仏
典
を
そ
の
ま
ま
受
容
し
た
。
こ
れ
が
日
本
仏
教
の
特
殊
性
と
言
っ
て
よ

い
。
つ
ま
り
、
仏
教
指
導
者
だ
け
が
漢
訳
仏
典
を
理
解
し
、
歴
史
の
表
層
に
現
れ
た

一
部
の
人
々
に
よ
っ
て
日
本
仏
教
は
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
ご
く
わ
ず

か
な
人
々
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
、
人
口
の
大
多
数
を
占
め
る
、
中
国

語
を
理
解
し
な
い
人
々
に
と
っ
て
、
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
仏
教
は
、
本
来
の
意
味

で
悟
り
を
目
指
す
、
思
想
信
仰
を
展
開
す
る
仏
教
で
は
な
く
、
国
分
寺
な
ど
に
見
ら

れ
る
国
家
の
役
所
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
拠
点
や
、
行
基
（
六
六
八
―
七
四
九
）

に
代
表
さ
れ
る
土
木
や
土
地
整
備
、
あ
る
い
は
施
薬
院
な
ど
の
病
院
機
能
を
、
仏
教

者
が
担
う
と
い
っ
た
国
家
機
能
の
一
部
と
し
て
の
仏
教
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ

れ
は
「
鎮
護
国
家
」
と
し
て
の
仏
教
の
真
骨
頂
で
あ
り
、
推
古
天
皇
や
厩
戸
皇
子
の

目
論
ん
だ
こ
と
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

　

し
か
し
、
経
典
の
内
容
を
理
解
し
な
い
ま
ま
仏
教
が
広
ま
っ
た
、
と
い
う
点
で
、

あ
る
い
は
、
本
来
の
仏
教
で
な
い
形
で
広
ま
っ
た
、
と
い
う
点
で
、
日
本
仏
教
は
特
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五

　
　
　
　
和
讃
の
意
義

殊
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
長
く
続
き
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
鎌
倉
時
代
の
法
然
（
一
一
三
三
―
一
二

一
二
）
以
降
、
い
わ
ゆ
る
鎌
倉
仏
教
の
祖
師
た
ち
の
時
代
、
彼
ら
が
自
ら
の
教
え
を

自
分
の
言
葉
で
語
る
「
法
語
」
で
教
義
が
展
開
さ
れ
る
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

六
世
紀
半
ば
に
仏
教
伝
来
し
て
以
来
、
実
に
六
百
年
の
歳
月
を
要
し
た
と
言
え
よ
う
。

　

そ
う
い
う
歴
史
の
流
れ
の
中
で
、
天
台
宗
に
お
い
て
、
和
讃
が
作
成
さ
れ
た
事
実

は
、
注
目
に
値
す
る
。
そ
も
そ
も
仏
教
に
お
い
て
経
典
を
誦
す
る
場
合
、
特
に
偈
に

お
い
て
音
楽
的
な
要
素
を
持
っ
て
誦
さ
れ
た
と
見
ら
れ
、
そ
れ
は
イ
ン
ド
に
お
け
る

「
リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダ
」
よ
り
の
流
れ
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
人
類
は
古
来
、
ま
ず
は

歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
神
々
に
願
い
、
感
謝
を
捧
げ
、
楽
器
を
用
い
た
音
楽
を
編
み
出

し
た
と
考
え
ら
れ
、
歌
う
こ
と
は
古
く
て
新
し
い
自
己
表
現
の
一
形
態
で
あ
る
。
仏

教
が
音
楽
的
で
あ
る
こ
と
は
、
願
い
と
感
謝
を
捧
げ
る
宗
教
的
儀
式
執
行
の
形
と
し

て
は
、
あ
る
意
味
当
然
の
こ
と
と
言
え
る
。
日
本
仏
教
に
お
い
て
も
儀
式
や
法
会
で

音
楽
的
な
行
為
が
な
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
漢
讃
や
梵
讃
、
教
化
、
讃
嘆
、

伽
陀
な
ど
と
い
う
仏
教
歌
謡
が
存
在
す
る
こ
と
で
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
の
中
、
教
化
と
讃
嘆
と
訓
伽
陀
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
和
語
で
誦
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
が
、
今
日
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
法
要
で
誦
す
場
合
も
な
く
は
な

い
で
あ
ろ
う
が
、
和
讃
と
は
圧
倒
的
な
差
が
あ
る
。
和
讃
は
、
平
安
時
代
に
発
生
し
、

そ
の
後
非
常
に
多
く
の
和
讃
が
作
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
の
祖
師
に
強
い
影
響
を
与
え
、

そ
の
後
も
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
を
通
し
て
作
り
続
け
ら
れ
、
近
現
代
に
お
い
て

も
誦
さ
れ
、
な
お
現
在
で
も
各
宗
派
に
お
い
て
新
た
な
和
讃
が
作
成
さ
れ
、
誦
さ
れ

続
け
、
そ
れ
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
圧
倒
的
で
あ
る
。
和
讃
は
日

本
仏
教
の
庶
民
信
仰
と
い
う
点
で
、
多
大
な
る
影
響
を
持
つ
の
で
あ
る 

三
、
源
信
と
和
讃

　

最
古
の
和
讃
は
、
慈
恵
大
師
良
源
の
「
本
覚
讃
」、
千
観
阿
闍
梨
の
「
極
楽
国
弥

陀
和
讃
」、
源
信
の
「
極
楽
六
時
讃
」「
来
迎
和
讃
」「
天
台
大
師
和
讃
」
等
と
前
述

し
た
。
こ
れ
ら
は
、
和
讃
の
定
義
が
、
和
語
に
よ
り
仏
菩
薩
や
祖
師
高
僧
を
讃
嘆
し

た
り
、
仏
教
の
思
想
内
容
を
述
べ
、
ま
た
は
教
え
に
帰
依
讃
仰
し
た
り
、
自
ら
の
懺

悔
や
仏
の
救
済
を
求
め
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
、
七
五
調
四
句
一
章
以
上
不

定
数
の
句
か
ら
成
る
、
と
い
う
こ
と
に
当
て
は
る
仏
教
歌
謡
の
中
で
、
最
古
の
も
の

を
抽
出
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
に
当
た
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、
和
讃
の
研
究
で
問
題
と
な
る
の
は
、
資
料
的
観
点
で
あ
る
。
現
在
ま
で
に

伝
え
ら
れ
て
い
る
和
讃
は
、「
日
本
歌
謡
集
成
」「
釈
教
歌
詠
全
集
」「
仏
教
和
讃
御

詠
歌
全
集
」
な
ど
に
収
録
さ
れ
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
江
戸
時
代
以
来

の
巷
間
出
版
さ
れ
た
、
庶
民
向
け
の
和
讃
や
御
詠
歌
を
収
録
し
た
版
本
な
ど
を
も
と

に
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
一
大
集
成
で
あ
っ
て
、
一
つ
一
つ
の
和
讃

の
内
容
を
知
る
の
に
有
効
で
は
あ
る
が
、
根
拠
と
な
っ
た
資
料
の
存
在
な
ど
に
は
触

れ
て
い
な
い
。
和
讃
は
そ
の
性
質
上
、
口
承
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
み
ら
れ
、

資
料
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
無
理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。

　

良
源
、
千
観
、
源
信
の
和
讃
を
最
古
の
和
讃
と
い
っ
て
も
、
彼
ら
の
作
と
し
て
認

め
ら
れ
る
古
い
資
料
、
す
な
わ
ち
、
良
源
や
千
観
や
源
信
の
手
に
な
る
筆
写
本
や
、

そ
れ
に
近
し
い
転
写
本
が
存
在
し
な
い
。
ま
た
そ
れ
ら
写
本
な
ど
か
ら
作
成
さ
れ
た

で
あ
ろ
う
古
い
版
本
が
な
い
と
な
れ
ば
、
彼
ら
の
作
と
す
る
根
拠
が
脆
弱
と
言
わ
ざ

る
を
え
な
い
。
そ
う
い
っ
た
な
か
で
、
既
に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
千
観
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佛
　
教
　
文
　
化
　
研
　
究

の
「
極
楽
国
弥
陀
和
讃
」
に
つ
い
て
は
、
慶
滋
保
胤
（
九
三
三
―
一
〇
〇
二
、
一
説

九
九
八
）
の
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
千
観
の
項
に
、

延
暦
寺
の
阿
闍
梨
伝
燈
大
法
師
位
千
観
は
、
俗
姓
橘
氏
、
そ
の
母
、
子
な
か
り

き
。
竊
に
観
音
に
祈
り
て
、
夢
に
蓮
華
一
茎
を
得
た
り
。
後
に
終
に
娠
み
て
、

闍
梨
を
誕
め
り
。
闍
梨
心
に
慈
悲
あ
り
、
面
に
瞋
の
色
な
し
。
顕
密
を
兼
ね
学

び
て
、
博
く
渉
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
食
の
時
を
除
く
の
外
、
書
案
を
去
ら

ず
。
阿
弥
陀
の
倭
讃
廿
余
行
を
作
り
て
、
都
鄙
老
少
、
も
て
口
実
と
な
せ
り
。

極
楽
結
縁
の
者
、
往
々
に
し
て
多
し
（
（
（

。

と
あ
っ
て
、
千
観
が
阿
弥
陀
仏
の
和
讃
を
作
成
し
、
都
か
ら
田
舎
ま
で
若
き
か
ら
老

い
た
る
も
の
ま
で
、
和
讃
を
口
ず
さ
ん
で
い
た
様
子
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。「
二
十

余
行
」
と
い
う
記
述
は
、
現
在
伝
わ
る
「
極
楽
国
弥
陀
和
讃
」
の
六
十
八
句
と
数
字

上
齟
齬
が
あ
る
の
で
、
い
ず
れ
か
が
増
広
削
除
、
も
し
く
は
異
な
る
も
の
で
は
、
な

ど
と
問
題
視
さ
れ
る
が
、
三
句
一
行
で
書
写
す
れ
ば
二
十
二
行
と
二
句
で
あ
り
、

「
二
十
余
行
」
に
合
致
す
る
。
書
写
の
段
階
で
は
、
紙
の
幅
や
天
地
の
サ
イ
ズ
に
よ

っ
て
、
一
句
や
二
句
で
は
も
っ
た
い
な
く
、
四
句
で
は
詰
め
す
ぎ
と
な
れ
ば
、
三
句

で
行
を
送
っ
て
い
く
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
、
こ
の
記
述
の
「
阿
弥
陀
の
倭
讃
廿
余

行
」
と
は
「
極
楽
国
弥
陀
和
讃
」
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
慶
滋
保
胤

は
千
観
の
十
五
年
後
に
生
ま
れ
、
十
九
年
後
（
ま
た
は
十
五
年
後
）
に
亡
く
な
る
と

い
う
同
時
代
の
人
で
あ
り
、
千
観
の
業
績
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
そ
の
慶
滋
保
胤

が
記
述
す
る
千
観
の
事
績
は
信
頼
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

千
観
の
、
現
在
伝
わ
る
「
極
楽
国
弥
陀
和
讃
」
が
、
千
観
の
作
成
し
た
も
の
か
、

と
い
う
確
認
が
困
難
と
い
う
資
料
的
な
問
題
を
持
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
傍
証
に
よ

っ
て
、
千
観
が
和
讃
を
作
成
し
た
こ
と
、
そ
れ
が
人
々
に
歌
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
浄

土
教
信
仰
へ
の
結
縁
者
が
多
く
存
在
し
た
こ
と
、
こ
の
三
点
は
事
実
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
。

　

同
様
の
こ
と
は
源
信
の
和
讃
で
も
言
え
る
。
源
信
作
と
伝
わ
る
和
讃
は
前
述
の
如

き
「
極
楽
六
時
讃
」「
来
迎
和
讃
」「
天
台
大
師
和
讃
」
の
他
、「
二
十
五
菩
薩
和

讃
」「
十
楽
和
讃
」「
山
王
和
讃
」「
八
塔
和
讃
」「
伝
教
大
師
和
讃
」
な
ど
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
源
信
筆
写
本
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
連
な
る
よ
う
な
写
本

な
ど
は
一
切
な
く
、
同
時
代
の
文
献
や
、
和
讃
が
引
用
さ
れ
て
い
る
傍
証
か
ら
、
源

信
真
作
か
仮
託
を
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
先
行
研
究
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
こ
と

で
は
あ
る
が
、
和
讃
が
浄
土
教
思
想
を
広
め
る
有
効
な
手
段
と
し
て
、
源
信
が
そ
れ

を
認
め
て
い
る
と
す
れ
ば
、
重
要
で
あ
る
か
ら
、
源
信
和
讃
の
真
偽
を
検
証
し
て
お

き
た
い
。

　

ち
な
み
に
、
源
信
の
伝
記
や
、
著
作
の
序
文
跋
文
、
源
信
周
辺
の
歴
史
書
な
ど
を

参
考
に
作
成
さ
れ
た
年
譜
で
は
、
和
讃
作
成
の
記
述
は
一
切
な
い
（
（
（

。
源
信
の
伝
記
は

『
首
楞
厳
院
源
信
僧
都
伝
』『
恵
心
院
源
信
行
実
』『
恵
心
僧
都
絵
詞
伝
』
な
ど
が
基

本
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
源
信
が
和
讃
を
作
成
し
た
と
い
う
記
述
が
な

い
こ
と
は
、
何
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
本
当
に
源
信
が
こ
れ
ら
の
多
く
の
和

讃
を
作
成
し
て
い
た
な
ら
ば
、
今
日
的
に
は
特
筆
す
べ
き
行
状
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
「
極
楽
六
時
讃
」
は
、『
釈
教
歌
詠
全
集
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
も
の

で
は
、
八
七
〇
句
以
上
か
ら
成
る
一
大
叙
事
詩
で
あ
り
、
こ
れ
ほ
ど
の
大
部
の
和
讃

を
作
成
し
て
い
る
の
に
、
伝
記
な
ど
に
は
出
て
こ
な
い
こ
と
に
、
多
少
の
違
和
感
を

禁
じ
得
な
い
。
そ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
考
え
て
み
よ
う
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
そ
も
そ
も
そ
れ
ら
の
和
讃
が
、
源
信
の
和
讃
と
言
わ
れ
る
に
つ
い

て
、
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
は
『
天
台
霞
標
』
で
あ
ろ
う
。『
天
台
霞
標
』
は
、
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和
讃
の
意
義

最
澄
（
七
六
七
―
八
二
二
）
の
九
五
〇
回
忌
に
当
た
る
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
、

最
澄
、
義
真
、
円
仁
、
光
定
、
円
珍
等
二
十
五
師
に
つ
い
て
、
金
龍
敬
雄
が
初
編
三

巻
と
し
て
作
成
、
そ
の
後
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
ま
で
に
羅
渓
慈
本
が
七
編
二
十

八
巻
に
増
補
し
た
も
の
で
、
天
台
宗
に
ま
つ
わ
る
高
僧
一
五
六
名
の
著
作
な
ど
の
序

文
跋
文
や
讃
な
ど
の
遺
文
が
、
そ
の
人
ご
と
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。
そ
の
四
編
巻
之

三
に
源
信
作
と
し
て
「
天
台
大
師
和
讃
」「
来
迎
和
讃
」「
二
十
五
菩
薩
和
讃
」「
山

王
和
讃
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
『
天
台
霞
標
』
は
最
澄
の
九
五
〇
回
忌
と
い
う
後
世
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
こ
に
収
録
さ
れ
る
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
真
偽
問
題
を
顧
み
る
こ
と
な
く
、
そ
の
当

時
に
そ
れ
ら
の
人
々
の
著
作
や
讃
と
伝
承
さ
れ
る
も
の
を
収
録
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、

無
批
判
に
そ
れ
ら
を
鵜
呑
み
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
天
台
宗
史
上
の

重
要
な
人
物
の
著
作
な
ど
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
九
五
〇
回
忌
と
い
う
記
念
す

べ
き
時
に
、
金
龍
敬
雄
と
い
う
当
時
文
壇
で
名
を
馳
せ
た
人
物
の
手
に
よ
っ
て
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、『
天
台
霞
標
』
所
収
の
事
柄
に
つ
い
て
は
歴
史
的
事

実
と
受
け
止
め
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、
あ
る
い
は
仕
方
の
な
い
こ
と
と
も
言

え
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
仮
託
さ
れ
た
事
柄
で
あ
っ
て
も
、『
天
台
霞
標
』
に
採

録
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
当
時
伝
説
的
に
伝
承
さ
れ
た
こ
と
が
事
実
と
受
け
止
め
ら

れ
る
効
果
を
も
た
ら
せ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
す
で
に
、『
天
台
霞
標
』
に
あ
る

か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
が
必
ず
そ
う
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
、
先

学
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
源
信
の
和
讃
に
つ
い
て
申
せ
ば
、「
二
十
五
菩
薩
和

讃
」「
山
王
和
讃
」
は
資
料
的
に
も
内
容
的
に
も
源
信
作
と
は
言
い
難
い
こ
と
が
多

屋
に
よ
り
論
じ
ら
れ
た
（
（
（

。
和
讃
と
い
う
も
の
の
性
格
上
、
文
献
伝
承
よ
り
、
口
承
が

主
流
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
た
と
え
源
信
が
作
成
し
て
い
て
も
、
源
信
自
信
が
草

稿
と
、
推
敲
の
形
跡
と
、
清
書
し
た
完
成
正
本
と
い
う
、
書
き
留
め
る
と
い
う
行
為

が
あ
っ
て
初
め
て
、
源
信
真
作
の
和
讃
と
い
う
も
の
が
残
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ

れ
が
、
求
め
る
人
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
法
要
な
ど

の
場
で
唱
え
ら
れ
る
和
讃
は
、
誰
が
作
成
し
た
か
は
問
題
で
は
な
い
。
法
要
や
場
に

荘
厳
さ
を
加
え
、
そ
の
雰
囲
気
に
高
揚
感
を
与
え
、
宗
教
的
感
動
を
も
た
ら
せ
る
カ

タ
ル
シ
ス
の
場
に
な
り
、
そ
の
う
え
、
聞
く
も
の
を
し
て
理
解
せ
し
め
る
効
果
を
も

っ
た
和
讃
、
そ
の
機
能
的
部
分
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
作
者

の
こ
と
よ
り
、
和
讃
そ
の
も
の
が
口
承
に
よ
っ
て
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
先
行
し
て

い
く
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
と
す
れ
ば
、
内
容
や
題
目
が
先
に
人
口
に
膾
炙

す
る
の
で
あ
っ
て
、
後
々
に
文
字
化
さ
れ
た
も
の
に
異
同
が
あ
る
こ
と
も
当
然
の
事

と
と
ら
え
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
和
讃
の
文
献
的
課
題
の
克
服
は
、
そ
の
性
格
上
、
困
難
な
こ

と
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
傍
証
な
ど
に
よ
り
「
事
実
」
に
接
近
す
る
努

力
を
積
み
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
て
源
信
和
讃
の
第
一
に
確
認
す
べ
き
は
「
極
楽
六
時
讃
」
で
あ
る
。『
天
台
霞

標
』
に
は
出
て
こ
な
い
が
、
覚
明
房
長
西
（
一
一
八
四
―
一
二
六
六
）
が
作
成
し
た
、

『
浄
土
依
憑
経
論
章
疏
目
録
』（『
長
西
録
』）
に
、

六
八
弘
願
一
巻　
　
　
　
　
　

源
信

極
楽
六
時
讃
一
巻　
　
　
　
　

同

来
迎
讃
一
巻　
　
　
　
　
　
　

同

自
行
讃
一
巻　
　
　
　
　
　
　

同

弥
陀
迎
接
像
銘
一
巻　
　
　
　

同

極
楽
讃
一
巻　
　
　
　
　
　
　

千
観
（
（
（　
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と
明
記
さ
れ
る
。
源
信
作
と
謳
わ
れ
る
文
献
と
し
て
は
、
こ
の
『
長
西
録
』
が
現
在

ま
で
の
と
こ
ろ
最
古
の
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
長
西
の
頃
に
は
、「
極
楽
六
時

讃
」
が
源
信
作
で
あ
る
と
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
源
信
と
長

西
で
は
約
二
百
年
の
隔
た
り
が
あ
り
、
こ
れ
を
以
っ
て
「
源
信
作
」
と
即
断
す
る
こ

と
は
確
実
で
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、『
極
楽
六
時
讃
』
の
名
は
、
既
に
平
安
時
代
の
文
献
に
そ
の
名
が
出

て
く
る
。
先
学
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、『
栄
花
物
語
』『
長
秋
詠
藻
』『
梁
塵
秘

抄
』
こ
れ
ら
で
あ
る
。

　
『
栄
花
物
語
』
は
、
著
者
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
宇
多
天
皇
か
ら
堀
河
天
皇
の
寛

治
六
年
（
一
〇
九
二
）
ま
で
を
扱
っ
た
歴
史
書
で
、
四
十
巻
の
う
ち
の
正
編
三
十
巻

が
、
長
元
年
間
（
一
〇
二
八
―
一
〇
三
七
）
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。
寛

仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
に
示
寂
し
た
源
信
か
ら
ほ
ど
な
い
時
期
の
成
立
で
あ
る
こ
と

か
ら
、『
栄
花
物
語
』
に
記
載
さ
れ
る
浄
土
教
に
関
わ
る
事
柄
は
、
源
信
に
関
す
る

可
能
性
は
高
い
。
こ
の
第
十
七
巻
「
お
む
が
く
」
の
巻
に
、

か
の
六
時
の
さ
ん
に
い
ひ
た
る
や
う
に
。
よ
る
の
さ
か
ひ
し
づ
か
な
る
に
。
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
の
御
は
し
ら
ど
も
の
か
な
も
の
・
き
ら
め
き
た
る
さ
へ
。
め
で
た
く
御

覧
ぜ
ら
る
ゝ
に
。
け
ふ
は
十
四
日
な
れ
ば
。
三
昧
堂
に
は
普
賢
講
お
こ
な
は
せ
給
（
（
（

。

と
あ
り
、「
よ
る
の
さ
か
ひ
し
づ
か
な
る
」
が
、「
極
楽
六
時
讃
」
中
夜
讃
の
冒
頭
の

一
節
と
全
く
一
致
し
て
い
る
（
（
（

。
ま
た
同
じ
く
十
七
巻
に
、

迦
葉
尊
者
の
む
ろ
に
も
。
い
ま
だ
あ
ら
ざ
り
し
臥
具
を
し
き
。
賢
護
長
者
の
家
に

も
あ
る
事
ま
れ
な
る
飲
食
ど
も
な
り
（
（1
（

。

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
極
楽
六
時
讃
」
日
中
讃
の
一
節
に
（
（1
（

、
ま
た
、

や
う
や
う
ほ
と
け
を
み
た
て
ま
つ
ら
せ
給
へ
ば
。
中
臺
尊
た
か
く
い
か
め
し
く
ま

し
ま
し
て
。
大
日
如
来
お
は
し
ま
す
。
ひ
か
り
の
な
か
の
化
佛
無
數
億
に
し
て
。

無
量
莊
嚴
具
足
し
。
寳
鐸
寳
鈴
も
ろ
も
ろ
の
瓔
珞
。
上
下
四
方
種
々
光
明
て
ら
し

か
ゞ
や
け
り
。
中
央
㝡
上
地
の
う
へ
に
大
日
寳
蓮
華
の
座
あ
り
。
毗
楞
伽
臺
を
な

し
。
百
寳
色
相
は
に
ぐ
せ
り
。
八
万
四
千
葉
あ
り
て
。
無
量
妙
法
そ
な
へ
た
り
。

え
う
え
う
こ
と
に
百
億
の
大
寳
摩
尼
を
か
ざ
れ
り
（
（1
（

。

と
あ
る
の
は
、「
極
楽
六
時
讃
」
中
夜
讃
補
接
の
一
節
に
（
（1
（

、
さ
ら
に
、

香
山
大
樹
緊
那
羅
の
る
り
の
琴
に
な
ず
ら
へ
て
。
管
絃
哥
舞
の
曲
に
は
。
法
性
眞

如
の
理
を
し
ら
ぶ
と
き
こ
ゆ
（
（1
（

。

と
あ
る
の
は
、「
極
楽
六
時
讃
」
日
中
讃
補
接
の
一
節
に
（
（1
（

、
そ
れ
ぞ
れ
内
容
的
に
ほ

ぼ
一
致
す
る
。

　

つ
い
で
、
第
十
八
巻
「
た
ま
の
う
て
な
」
に
も
、

躰
相
威
儀
い
つ
く
し
く
。
紫
磨
金
の
尊
容
は
。
秋
の
月
の
く
も
り
な
く
、
無
數
の

光
明
あ
ら
た
に
て
。
國
界
あ
ま
ね
く
あ
き
ら
け
し
（
（1
（

。

と
あ
っ
て
、「
極
楽
六
時
讃
」
晨
朝
讃
補
接
の
一
節
に
全
く
一
致
す
る
（
（1
（

。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、『
栄
花
物
語
』
が
言
う
「
か
の
六
時
の
さ
ん
」
と
は
、「
極

楽
六
時
讃
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
こ
に
は
作
者
を
記
さ
な
い
け
れ

ど
も
、「
か
の
六
時
の
さ
ん
」
と
い
う
言
い
回
し
は
、
そ
れ
が
か
な
り
世
に
流
布
し

て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
よ
う
。『
栄
花
物
語
』
の
第
十
七
巻
は
、
藤
原
道
長
が
一

家
を
案
内
し
て
法
成
寺
本
堂
供
養
に
巡
覧
し
、
そ
の
絢
爛
な
様
子
を
経
典
が
説
く
極

楽
浄
土
や
仏
の
姿
に
な
ぞ
ら
え
て
記
載
す
る
も
の
で
、
そ
こ
に
「
か
の
六
時
の
さ

ん
」
と
引
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
か
な
り
有
名
な
和
讃
で
あ
り
、
か
つ
高
度
な

浄
土
教
思
想
の
専
門
的
知
識
を
持
つ
人
に
受
容
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
『
長
秋
詠
藻
』
は
藤
原
俊
成
（
一
一
一
四
―
一
二
〇
四
）
の
歌
集
で
、
成
立
過
程
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な
ど
の
詳
細
は
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
の
項
目
に
譲
る
が
、
そ
の
中
に
、

故
女
院
よ
り
、
極
楽
の
六
時
讃
の
繪
に
か
ゝ
れ
た
る
を
、
そ
の
こ
ゝ
ろ
ど
も
の
歌

を
か
ゝ
る
べ
き
に
、
う
た
な
き
所
ど
も
の
猶
お
ほ
か
る
よ
み
そ
へ
て
奉
れ
と
仰
せ

ら
れ
し
か
ば
、
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
し
所
所
の
う
た
（
（1
（　

と
あ
っ
て
、「
極
楽
の
六
時
讃
」
が
あ
り
、
そ
の
絵
が
存
在
し
、
そ
の
絵
の
場
面
に

ふ
さ
わ
し
い
短
歌
が
詠
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
に
出
さ
れ
る
「
極
楽
の

六
時
讃
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
和
讃
は
、
十
六
句
あ
る
が
、
や
は
り
現
存
の
「
極
楽

六
時
讃
」
に
す
べ
て
一
致
す
る
。

　
『
梁
塵
秘
抄
』
は
後
白
河
天
皇
（
一
一
二
七
―
一
一
九
二
）
の
撰
に
よ
る
今
様
の

集
成
で
、
治
承
（
一
一
七
七
―
一
一
八
一
）
あ
た
り
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
今
様
と
は
、
現
代
的
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
、
当
時
の
流
行
歌
と
さ
れ
る
。
形

式
は
七
五
調
の
四
句
で
一
章
を
形
成
す
る
。
こ
の
巻
二
「
佛
歌
」
に
あ
る

　

眉
の
間
の
白
毫
は
、
五
つ
の
須
弥
を
ぞ
集
め
た
る
、
眼
の
間
の
青
蓮
は
、
四
大
海

を
湛
へ
た
る
（
（1
（

、

と
、「
雑
法
文
歌
」
に
あ
る

夜
更
け
て
中
夜
に
至
る
程
、
洲
鶴
眠
り
て
春
の
水
、
娑
婆
の
故
き
郷
に
同
じ
、
塞

鴻
鳴
き
て
は
秋
の
風
、
閻
浮
の
昔
の
日
に
似
た
り
（
（2
（

、

が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
日
没
讃
補
接
と
中
夜
讃
の
一
節
に
完
全
に
一
致
す
る
（
（2
（

。

　

ま
た
法
然
が
重
要
視
し
た
人
物
の
一
人
、
遊
蓮
房
円
照
（
一
一
三
九
―
一
一
七

七
（
（2
（

）
は
、
常
に
「
極
楽
六
時
讃
」
を
唱
え
て
い
た
こ
と
が
、『
明
義
進
行
集
』
に
記

載
さ
れ
る
。

ソ
モ
ソ
モ
遊
蓮
房
ハ
身
ハ
ホ
ソ
ホ
ソ
ト
シ
テ
カ
ワ
ユ
キ
ホ
ト
ニ
甲
斐
ナ
ケ
ナ
ル
嬰

孩
第
一
ノ
人
ナ
リ
ケ
リ
シ
カ
レ
ト
モ
聊
ノ
ア
リ
キ
ニ
モ
一
幅
半
ナ
ル
極
楽
ノ
曼
陀

羅
ヲ
ト
モ
ニ
具
シ
タ
ル
小
法
師
ニ
ハ
モ
タ
セ
ス
シ
テ
ミ
ツ
カ
ラ
ク
ヒ
ニ
カ
ケ
テ
ヤ

ス
ミ
モ
シ
ト
マ
リ
モ
ス
ル
処
ニ
ハ
左
右
ナ
ク
ニ
シ
ニ
カ
ケ
テ
コ
レ
ヲ
ヲ
カ
ミ
極
楽

六
時
讃
ヲ
オ
ホ
エ
テ
時
ヲ
タ
カ
ヘ
ス
誦
シ
テ
念
仏
ヲ
申
サ
レ
ケ
リ
（
（2
（　

つ
ま
り
、
円
照
は
、「
極
楽
六
時
讃
」
を
暗
記
し
、
晨
朝
、
日
中
、
日
没
、
初
夜
、

中
夜
、
後
夜
の
六
時
に
き
ち
っ
と
そ
れ
を
唱
え
て
念
仏
し
て
い
た
。

　

以
上
の
こ
と
よ
り
、
長
西
に
至
っ
て
初
め
て
「
極
楽
六
時
讃
」
が
「
源
信
作
」
と

明
記
す
る
よ
う
に
な
る
も
の
の
、
貴
族
社
会
に
お
い
て
「
極
楽
六
時
讃
」
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
に
貴
族
に
絶
大
な
影
響
力
を
持
っ
た
浄
土
教

思
想
家
で
、
難
解
な
仏
教
語
を
駆
使
し
、
経
典
に
準
じ
た
極
楽
浄
土
の
様
相
を
七
五

調
と
い
う
形
式
に
は
め
て
格
調
高
く
詠
み
上
げ
る
文
学
的
素
養
を
具
備
す
る
人
物
と

い
え
ば
、
当
然
、
源
信
を
措
い
て
他
に
は
い
な
い
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四
、
和
讃
の
意
義

　

和
讃
が
天
台
宗
の
、
特
に
浄
土
教
思
想
家
中
心
に
創
始
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
す

で
に
指
摘
し
た
。
し
か
も
貴
族
に
受
容
さ
れ
、
今
様
に
影
響
を
与
え
、
念
仏
者
の
日

常
の
作
法
に
ま
で
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
拙
稿
で
は
源
信
の
「
極
楽

六
時
讃
」
に
限
定
し
て
論
じ
た
の
で
言
及
し
て
い
な
い
が
、
さ
ら
に
和
讃
は
広
が
り

を
持
つ
。
法
然
自
身
は
和
讃
を
作
成
し
た
形
跡
は
な
い
が
、
和
歌
を
詠
ん
だ
り
今
様

風
の
歌
も
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
法
然
が
和
讃
に
対
し
て
理
解
を
持
っ

て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
円
照
が
和
讃
を
唱
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
評
価
し
て

い
る
し
、
弟
子
の
空
阿
（
一
一
五
六
―
一
二
二
八
）
が
『
文
讃
』
と
い
う
和
讃
を
常

に
唱
え
て
い
た
こ
と
や
「
来
迎
和
讃
」
が
法
然
周
辺
で
よ
く
唱
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

に
つ
い
て
も
別
稿
に
て
明
か
し
た
（
（2
（

。
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そ
し
て
親
鸞
が
多
く
の
和
讃
を
作
成
し
、
時
宗
が
和
讃
を
取
り
入
れ
た
。
鎌
倉
時

代
以
降
、
浄
土
教
系
の
み
な
ら
ず
、
真
言
宗
や
禅
宗
、
日
蓮
宗
で
も
和
讃
が
作
成
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
ま
で
つ
な
が
っ
て
く
る
。

　
「
極
楽
六
時
讃
」
を
見
れ
ば
、
経
典
を
彷
彿
さ
せ
る
文
言
で
極
楽
の
荘
厳
が
描
か

れ
、
格
調
高
い
品
格
が
感
じ
ら
れ
る
。
七
五
調
の
リ
ズ
ム
が
唱
え
や
す
さ
を
与
え
て

い
る
が
、
用
語
は
必
ず
し
も
理
解
し
や
す
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
何
回
も
何

回
も
唱
え
る
こ
と
で
、
唱
え
る
声
が
自
分
の
耳
に
届
き
、
聞
く
声
が
ま
た
自
分
の
声

と
し
て
唱
え
ら
れ
、
記
憶
さ
れ
、
深
く
心
に
沁
み
て
い
き
、
難
解
な
用
語
が
身
に
付

い
て
い
く
。
や
が
て
そ
れ
は
内
容
の
理
解
に
進
ん
で
、
自
ず
と
我
が
も
の
と
な
る
。

そ
こ
で
あ
た
か
も
経
典
の
内
容
が
理
解
さ
れ
た
が
如
き
効
果
が
得
ら
れ
て
い
く
の
で

あ
ろ
う
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
釈
尊
の
教
説
は
、
個
々
の
弟
子
に
固
有
の
教
え
と
し
て
説
か
れ

た
が
、
釈
尊
亡
き
後
、
固
有
の
教
説
を
集
約
し
て
「
経
」
を
成
立
さ
せ
た
。
前
述
し

た
が
、
当
初
は
偈
文
と
し
て
記
憶
さ
れ
口
承
さ
れ
て
い
た
が
、
や
が
て
そ
れ
は
文
字

化
さ
れ
経
典
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
く
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
な
ど
で
表
記
さ
れ
た

経
典
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方
か
ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
て
中
国
へ
持
ち
込
ま
れ
、
漢
訳

さ
れ
、
中
国
仏
教
が
花
開
く
。
膨
大
な
経
典
が
中
国
の
訳
経
僧
に
よ
っ
て
国
家
事
業

と
し
て
中
国
に
運
ば
れ
、
漢
訳
さ
れ
た
こ
と
が
、
中
国
仏
教
を
発
展
さ
せ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
経
典
の
翻
訳
は
、
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
仏
教
が
、
時
代
と
地
域
の
違

い
を
乗
り
越
え
て
中
国
で
発
展
し
た
と
い
う
事
実
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
翻

訳
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
右
か
ら
左
へ
言
葉
を
置
き
換
え
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は

な
い
。
あ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
用
語
が
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
る
時
、
そ
れ
は
中
国

人
が
理
解
で
き
る
よ
う
な
言
葉
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
解
と
は
言
葉
の
持
つ

背
景
や
思
想
を
含
ん
で
の
理
解
で
あ
っ
て
、
単
な
る
言
葉
の
置
き
換
え
に
終
わ
ら
な

い
。

　

つ
ま
り
仏
教
経
典
の
中
国
語
へ
の
翻
訳
は
、
中
国
の
人
々
の
背
景
や
思
想
を
考
慮

し
た
と
上
で
理
解
で
き
る
用
語
を
使
用
し
た
も
の
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
の
翻
訳
、

と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
こ
そ
、
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
仏
教
が
時
空
を
超
え
て
「
中
国

仏
教
」、
そ
れ
は
中
国
人
に
理
解
さ
れ
る
仏
教
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
翻
訳
が
仏
教
の
本
質
の
変
容
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま

で
も
、
そ
の
地
域
の
人
々
に
理
解
さ
れ
る
た
め
に
、
そ
の
地
域
の
背
景
や
思
想
を
取

り
入
れ
て
の
相
応
し
い
言
語
へ
の
置
き
換
え
で
あ
っ
て
、
仏
教
の
本
質
が
変
容
し
て

い
な
い
こ
と
は
、
経
典
の
い
ち
い
ち
を
確
認
す
れ
ば
よ
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
経
典
は
翻
訳
を
通
し
て
そ
の
地
域
で
発
展
す
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
日
本
に
目
を
向
け
れ
ば
、
日
本
仏
教
は
、
百
済
の
聖
明
王
が
仏
像
や
経
論

を
欽
明
天
皇
に
も
た
ら
し
た
こ
と
を
仏
教
公
伝
と
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
以
前
に
、

既
に
渡
来
人
の
個
々
の
信
仰
に
よ
っ
て
仏
像
や
経
典
が
渡
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
も

考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
時
も
た
ら
さ
れ
た
経
典
は
も
ち
ろ
ん
漢
訳
経
典
で
あ
り
、

当
時
の
日
本
に
お
け
る
指
導
者
な
ど
知
識
人
は
漢
文
を
そ
の
ま
ま
理
解
で
き
た
と
見

ら
れ
、
漢
訳
経
典
の
ま
ま
で
よ
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
推
古
天
皇
の
時
に
は

仏
教
が
国
の
施
策
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
、
出
家
者
は
国
が
管
理
し
、
寺
の
建
立
も

官
寺
と
し
て
の
建
設
で
あ
り
、
国
家
仏
教
と
し
て
の
道
を
歩
む
。
そ
う
い
う
流
れ
と
、

仏
教
を
漢
訳
経
典
の
ま
ま
理
解
で
き
る
の
で
翻
訳
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
こ
と
と

重
な
っ
て
、
日
本
仏
教
は
そ
の
黎
明
期
、
本
来
の
仏
教
、
す
な
わ
ち
個
々
の
悟
り
を

目
指
す
と
か
、
在
家
信
者
が
仏
教
を
信
仰
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
僧
侶
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
鎮
護
国
家
で
あ
り
、
貴
族
な
ど
知
識
人
に



四
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和
讃
の
意
義

対
す
る
加
持
祈
祷
と
い
う
「
祈
り
」
の
仏
教
の
時
代
が
長
く
続
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、

行
基
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
鎮
護
国
家
を
担
い
つ
つ
も
本
来
の
仏
教
に
根
ざ
し
た
、

衆
生
に
「
救
い
」
を
垂
れ
る
僧
侶
は
、
存
在
す
る
こ
と
は
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
行
基

の
仏
教
者
と
し
て
の
活
動
と
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
、
仏
教
信
仰
を
広
め
よ
う
と
言

う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
平
安
時
代
、
比
叡
山
に
天
台
宗
が
開
創
さ
れ
、
円
仁
に
よ
り
念
仏
が
持
ち

込
ま
れ
、
末
法
思
想
の
隆
盛
と
藤
原
摂
関
政
治
の
斜
陽
に
よ
る
貴
族
の
浄
土
教
思
想

へ
の
傾
倒
、
経
典
な
ど
の
漢
文
に
返
り
点
や
フ
リ
ガ
ナ
を
付
し
て
和
語
に
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
、
ま
た
仮
名
文
字
の
発
明
発
展
、
そ
れ
と
並
行
す
る
形
で
万
葉
集
以
来

の
和
歌
の
発
達
、
様
々
な
歌
謡
の
発
生
と
仏
教
法
会
と
の
結
合
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が

一
大
潮
流
と
な
っ
て
、
和
讃
に
流
れ
着
く
道
筋
が
見
て
取
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
漢

訳
の
経
典
や
論
書
の
内
容
が
和
語
で
表
記
さ
れ
る
、
鎌
倉
仏
教
の
祖
師
の
法
語
に
よ

る
布
教
と
、
時
を
同
じ
く
し
て
和
讃
が
人
口
に
膾
炙
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
言
え
る

で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
日
本
仏
教
は
、
和
讃
と
法
語
に
よ
っ
て
真
の
「
日
本
仏

教
」
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
和
讃
は
、
真
の

「
日
本
仏
教
」
へ
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

和
讃
は
、
単
な
る
経
典
な
ど
の
和
訳
に
留
ま
ら
な
い
機
能
が
あ
る
。
難
解
な
用
語

で
も
仏
教
用
語
と
し
て
必
要
な
ら
ば
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
、
単
純
な
和
訳
と
は
一
線

を
画
し
、
し
か
し
難
解
で
あ
っ
て
も
、
七
五
調
の
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
唱
え

ら
れ
る
こ
と
で
記
憶
を
促
し
、
難
解
な
内
容
で
も
時
間
を
か
け
て
自
然
に
心
に
沁
み

て
い
き
理
解
で
き
て
い
く
。
こ
の
こ
と
を
源
信
は
把
握
し
た
か
ら
こ
そ
、
和
讃
を
作

成
し
、
ま
た
そ
の
意
義
を
理
解
し
た
人
々
に
受
容
さ
れ
伝
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
さ

に
和
讃
の
意
義
と
い
う
こ
と
で
き
よ
う
。

五
、
む
す
び

　

む
す
び
に
当
た
っ
て
、
拙
論
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
和
讃
の
発
生
は
天
台
宗
の
浄
土
教
思
想
家
に
よ
っ
て
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
千
観
と
源
信
の
和
讃
を
中
心
に
、
平
安
時
代
の
和
讃
の
広
が

り
を
見
、「
極
楽
六
時
讃
」
が
源
信
作
で
あ
る
こ
と
を
検
証
す
る
作
業
の
中
で
、
貴

族
社
会
に
お
い
て
「
極
楽
六
時
讃
」
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
が

今
様
に
影
響
を
与
え
、
念
仏
者
の
日
常
の
作
法
に
ま
で
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
。

法
然
以
降
の
仏
教
世
界
に
和
讃
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
も
垣
間
見
ら
れ
た
。
漢
訳
経

典
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
い
た
日
本
の
仏
教
は
、
単
な
る
和
訳
で
な
く
、
七
五
調

の
リ
ズ
ム
に
乗
せ
た
和
讃
と
い
う
形
で
、
経
典
の
内
容
を
自
然
に
理
解
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
真
の
「
日
本
仏
教
」
と
な
っ
た
、
と
主
張
し
た
。
そ
の
和
讃
の
機
能
を
理

解
し
て
い
た
源
信
の
功
績
は
多
大
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
た
い
。

　

拙
論
は
、
先
行
研
究
の
検
証
に
よ
っ
て
確
認
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
新
た
な
資
料

の
提
示
に
よ
り
主
張
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
日
本
仏
教
が
、
和
讃
に
よ
っ

て
真
の
「
日
本
仏
教
」
と
な
っ
て
い
く
役
割
を
演
じ
た
、
と
い
う
の
は
、
和
讃
の
機

能
的
役
割
の
再
評
価
と
い
う
意
味
で
重
要
視
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、「
極
楽

六
時
讃
」
の
み
に
よ
っ
て
論
じ
、
源
信
の
和
讃
に
つ
い
て
論
じ
き
れ
て
い
な
い
。
今

後
さ
ら
に
詳
細
に
源
信
の
和
讃
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
し
、
新
資
料
の
発
掘
に
意
を

注
い
で
い
き
た
い
。
諸
賢
の
ご
指
導
を
乞
う
。
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佛
　
教
　
文
　
化
　
研
　
究

　
註

（
1
）
多
屋
頼
俊
著
『
和
讃
史
概
説
』
昭
和
八
年
五
月
初
版
、
昭
和
四
十
三
年
五
月
再
版
、

平
成
四
年
三
月
「
多
屋
頼
俊
著
作
集
第
一
巻
」
刊
行
、
法
蔵
館
。

（
2
）
日
本
思
想
大
系
７
『
往
生
伝　

法
華
験
記
』（
昭
和
五
十
二
年
五
月
第
三
刷
刊
行
、
岩

波
書
店
）
二
九
頁

（
3
）『
往
生
要
集
研
究
』（
昭
和
六
十
二
年
八
月
、
永
田
文
昌
堂
刊
）
所
収
の
「
恵
心
僧
都

源
信
和
尚
年
譜
」
七
三
五
頁
参
照
。

（
4
）『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
の
「
天
台
霞
標
」
の
項
目
参
照
。『
天
台
霞
標
』
の
本
文
は

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
二
五
に
所
収
。
源
信
の
和
讃
の
箇
所
は
「
四
編
巻
之
三
」。
四

四
七
頁
か
ら
四
八
〇
頁
。

（
5
）「
二
十
五
菩
薩
和
讃
」
に
つ
い
て
は
『
和
讃
史
概
説
』
一
二
二
頁
か
ら
、「
山
王
和

讃
」
に
つ
い
て
は
一
三
七
頁
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
て
、
説
得
力
が

あ
る
。

（
6
）
宝
永
二
年
版
『
長
西
録
』
下
巻
五
丁
裏

（
7
）
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
（
岩
波
書
店
）「
栄
花
物
語
」
の
項
参
照
。

（
8
）『
國
史
大
系
』（
昭
和
三
十
九
年
九
月
、
吉
川
弘
文
館
刊
）
二
十
巻
三
九
九
頁
一
四
行
。

（
9
）『
釈
教
歌
詠
全
集
』（
昭
和
五
十
三
年
九
月
復
刻
第
一
版
、
東
方
出
版
刊
）
第
五
巻
三

五
九
頁
中
段
。

（
10
）『
國
史
大
系
』
二
十
巻
三
九
三
頁
二
行

（
11
）『
釈
教
歌
詠
全
集
』
第
五
巻
三
五
〇
頁
、
上
段
。

（
12
）『
國
史
体
系
』
二
十
巻
三
九
四
頁
十
二
行

（
13
）『
釈
教
歌
詠
全
集
』
第
五
巻
三
六
〇
頁
、
中
段
。

（
14
）『
國
史
大
系
』
二
十
巻
三
九
七
頁
七
行
。

（
15
）『
釈
教
歌
詠
全
集
』
第
五
巻
三
五
一
頁
、
下
段
。

（
16
）『
國
史
大
系
』
二
十
巻
四
〇
七
頁
十
三
行
。

（
17
）『
釈
教
歌
詠
全
集
』
第
五
巻
三
四
七
頁
中
段
。

（
18
）『
平
安
鎌
倉
私
家
集
』（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
80
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
第
九

刷
）
三
四
一
頁
。

（
19
）『
梁
塵
秘
抄
』（
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
56
、
平
成
五
年
六
月
第
一
刷
）
一
七
頁
。

歌
番
号
43
。

（
20
）『
梁
塵
秘
抄
』
六
六
頁
。
歌
番
号
227
．

（
21
」）「
日
没
讃
補
接
」『
釈
教
歌
詠
全
集
』
第
五
巻
三
五
七
頁
、
下
段
。「
中
夜
讃
」
第
五

巻
三
五
九
頁
、
中
段
。

（
22
）
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
三
男
、
藤
原
是
憲
。
出
家
し
て
善
導
の
念
仏
に
よ
っ
て
三
昧

発
得
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
を
聞
い
た
法
然
は
、
回
心
し
て
専
修
念
仏
に
帰
入
後
、

す
ぐ
に
出
会
い
に
行
っ
た
。
詳
細
は
、
伊
藤
真
徹
論
文
「
法
然
上
人
と
通
憲
一
族
の
帰

浄
」（
佛
教
大
学
学
報
二
十
六
）。
伊
藤
唯
真
論
文
「
遊
蓮
房
円
照
と
法
然
」（
香
月
乗
光

編
『
浄
土
宗
開
創
期
の
研
究
』）
参
照
。

（
23
）『
明
義
進
行
集
』（
平
成
十
三
年
三
月
、
法
蔵
館
刊
）
二
二
頁
（
七
丁
裏
）

（
24
）
拙
稿
「
法
然
教
団
に
お
け
る
和
讃
の
展
開
―
鎮
西
派
を
中
心
に
」（
平
成
十
八
年
十
一

月
『
関
山
喜
寿
記
念　

仏
教　

文
学　

芸
能
』
思
文
閣
出
版
刊
）
参
照
。

付
記

　

恵
心
僧
都
源
信
千
年
御
遠
忌
に
際
し
、
論
文
を
記
す
御
縁
を
得
た
。
源
信
に
つ
い
て
専
門

外
で
あ
る
筆
者
に
と
っ
て
、
荷
の
重
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
る
。
念
仏

門
徒
と
し
て
は
、
源
信
か
ら
法
然
の
念
仏
へ
と
導
び
か
れ
今
日
あ
る
こ
と
を
感
謝
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
記
し
て
報
い
た
い
。
南
無
阿
弥
陀
仏



四
三

　
　
　
　
源
信
撰
『
六
即
義
私
記
』
の
思
想
と
源
信
の
思
弁

一　
『
六
即
義
私
記
』
に
つ
い
て

　

日
本
天
台
で
は
古
来
教
行
一
致
を
標
榜
し
、
教
理
研
究
が
論
義
な
ど
を
通
し
て
行

わ
れ
、
そ
の
手
控
え
書
と
も
い
う
べ
き
義
科
書
も
数
多
く
作
ら
れ
て
き
た
。
源
信
の

師
で
あ
る
良
源
の
時
代
に
は
広
学
竪
義
を
も
っ
て
叡
山
の
学
問
に
対
す
る
気
風
が
一

新
さ
れ
た
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
良
源
自
ら
も
『
被
接
義
私
記
』
な
ど
の
義
科
書

を
作
成
し
教
理
研
究
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
彼
に
導
か
れ
て
こ
の
時
代

の
学
匠
は
挙
っ
て
教
理
研
究
に
邁
進
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
多

く
の
義
科
書
が
著
さ
れ
た
こ
と
は
目
録
類
か
ら
確
認
で
き
る
。
し
か
し
今
日
に
伝
わ

る
も
の
は
僅
か
で
あ
る
。

　

源
信
真
撰
と
し
て
認
め
ら
れ
る
義
科
書
の
一
つ
に
青
蓮
院
蔵
鎌
倉
古
鈔
本
の
『
六

即
義
私
記
』
未
再
治
本
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
佐
藤
哲
英
氏
の
詳
細
な
研
究
が

あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
今
日
『
六
即
詮
要
記
』
と
し
て
大
日
本
仏
教
全
書
な
ら
び
に
恵

心
僧
都
全
集
に
所
収
さ
れ
た
も
の
は
覚
超
に
よ
る
再
治
本
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

ま
た
、
再
治
本
と
未
再
治
本
の
問
答
の
異
同
に
つ
い
て
も
詳
細
な
論
考
が
な
さ
れ
て

い
る

（
（
（

。
本
稿
で
は
未
再
治
本
を
源
信
真
撰
と
し
て
検
討
し
て
ゆ
く
。

　

未
再
治
本
が
完
全
な
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
本
書
で
の
言
及
が
六
即
の
内
、
分
真

即
で
終
わ
っ
て
い
て
究
竟
即
に
関
す
る
論
考
が
無
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
論
究
に
関
し
て
も
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
佐
藤
氏
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
こ
の
こ
と
は
源
信
も
自
覚
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
次
の
一
文
か
ら
も

読
み
取
れ
る
。

年
少
時
以
㆑
有
㆓
事
縁
㆒
草
㆑
之
。
今
長
徳
巻マ

マ

申
歳
夏
五
月
略
見
㆑
之
、
文
義
謬
訛

不
㆑
可
㆓
称
計
㆒。
注
予
放
㆓
火
中
㆒。
而
依
㆑
有
㆘
引
㆓
一
両
要
文
㆒
并
載
㆗
先
徳
之
所

言
㆖、
蹔
留
㆑
之
。
伏
以
見
者
捜
㆓
取
其
要
文
㆒
之
後
、
早
可
㆓
破
却
㆒
矣

（
（
（

。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
未
再
治
本
は
源
信
初
期
の
著
作
の
一
つ
で
あ
り
、
誤
り
も
多
い

の
で
あ
る
が
、
要
文
を
収
載
し
先
徳
の
言
葉
を
残
し
て
い
る
の
で
、
し
ば
ら
く
留
め

置
く
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
要
文
を
取
り
終
え
た
後
に
は
速
や
か
に
破
却
す
る
よ

う
述
べ
て
い
る
。
先
に
も
触
れ
た
通
り
、
今
日
現
存
し
て
い
る
義
科
書
は
僅
か
で
あ

り
、
源
信
が
い
う
よ
う
に
、
本
書
に
先
徳
の
言
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
源
信
以
前
の
議
論
の
展
開
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。
ま
た
、

同
時
に
本
書
に
は
「
私
云
」
等
と
し
て
源
信
の
言
葉
が
数
多
く
残
さ
れ
、
先
徳
義
に

　
源
信
撰
『
六
即
義
私
記
』
の
思
想
と
源
信
の
思
弁　　
　

�

柳　

澤　
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志　
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対
す
る
源
信
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
源
信
の
思
想
形
成
を
知
る
上
で

も
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
源
信
の
天
台
教
学
と
浄
土
教
と
の
観
点
か
ら
相
似
即
で
の
六
根
外
境
の

問
題
を
取
り
上
げ
、
ま
た
、
先
徳
義
に
つ
い
て
源
信
の
見
解
が
ど
の
よ
う
に
示
さ
れ

た
か
に
つ
い
て
は
分
真
即
で
の
六
輪
義
の
議
論
を
中
心
に
論
じ
て
ゆ
く
。

二　

六
根
外
境
に
つ
い
て

　（
一
）　
問
題
の
所
在

　

六
根
外
境
と
は
、
相
似
即
に
関
す
る
後
世
宗
要
の
算
題
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
算

で
は
六
根
清
浄
位
（
相
似
即
・
十
信
位
）
に
入
っ
た
者
が
界
外
を
縁
ず
る
こ
と
が
で

き
る
か
が
問
題
と
な
る
。
界
外
を
縁
ず
る
こ
と
を
よ
り
端
的
に
表
す
と
、
見
仏
聞
法

に
な
ろ
う
。
源
信
は
『
往
生
要
集
』「
大
文
第
二
・
欣
求
浄
土
」
で
十
楽
を
説
く
中
、

第
八
の
「
見
仏
聞
法
楽
」
で
は
、
見
仏
聞
法
が
現
世
に
お
い
て
は
い
か
に
難
し
い
こ

と
か
を
盲
亀
浮
木
の
喩
え
な
ど
に
よ
っ
て
論
じ
、
極
楽
に
お
い
て
は
そ
れ
が
叶
う
こ

と
を
説
い
て
い
る

（
（
（

。
ま
た
、「
大
文
第
七
・
明
㆓
念
仏
利
益
㆒
」
の
第
三
に
は
現
身
見

仏
を
挙
げ
る

（
（
（

。
見
仏
聞
法
は
、
源
信
に
と
っ
て
極
楽
往
生
を
志
す
大
き
な
要
因
で
あ

り
、
且
つ
現
世
に
お
い
て
も
希
求
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
相
似
即
の
記
述
は
、
未
再
治
本
と
再
治
本
で
は
、
そ
の
内
容
を
大
き
く
異

に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
再
治
本
の
覚
超
の
立
場
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
更
に
は
後

世
で
の
未
再
治
本
の
流
伝
に
つ
い
て
も
考
え
て
ゆ
く
。

　（
二
）　
相
似
即
と
断
惑
に
つ
い
て

　

佐
藤
哲
英
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に

（
（
（

、
本
書
に
お
け
る
源
信
の
断
惑
論
は
天
台

の
基
本
説
で
あ
る
三
惑
同
時
断
で
は
な
い
。
源
信
は
相
似
即
（
十
信
位
）
で
の
断
惑

に
つ
い
て
、
相
似
即
二
四
番
問
答
で
「
問
。
此
相
似
人
断
㆓
何
或マ

マ
㆒
耶
。
答
。
断
㆓
界

内
見
思
或マ

マ
㆒
也

（
（
（

。」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
見
惑
と
思
惑
の
断
を
論
じ
て
い
る
が
、

塵
沙
惑
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
佐
藤
氏
は
源
信
は

『
要
法
文
』
に
お
い
て
後
三
信
に
塵
沙
惑
を
断
じ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、

相
似
即
で
塵
沙
惑
を
断
ず
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
た
と
指
摘
す
る

（
（
（

。
し
か
し
、
一
七

番
問
答
に
は
「
相
似
雖
㆑
未
㆑
断
㆓
無
明
㆒
而
本
来
学
㆓
円
教
㆒。
況
後
三
信
全
断
㆓
界
外

塵
沙

（
（
（

一。」
と
あ
り
、
塵
沙
惑
は
十
信
中
、
八
信
以
降
で
断
ず
る
と
論
じ
て
い
る
。
こ

れ
は
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
六
之
一
に
「
次
円
位
中
、
但
云
㆘
八
信
至
㆓
第
十
信
㆒

断
㆑
習
尽
㆖
者
、
習
通
㆓
界
外
塵
沙
無
明

（
（
（

一。」
と
あ
る
の
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
源
信
は
『
要
法
文
』
と
同
様
の
説
を
『
六
即
義
私
記
』
で
既
に
説
い
て
い

る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
六
即
義
私
記
』
に
お
い
て
、
相
似
即
で
見
・
思
・
塵

沙
の
三
惑
が
異
時
に
断
ぜ
ら
れ
る
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
覚
超
の
再
治
で
は

「
問
。
此
相
似
人
、
断
㆓
何
惑
㆒
耶
。
答
。
断
㆓
見
思
塵
沙

（
（1
（

一
」
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
源
信
自
身
に
も
相
似
即
で
三
惑
を
断
ず
る
と
い
う
認
識
は
あ
っ
た
こ
と
は

確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。

　（
三
）　
六
根
外
境
と
断
惑
論
　

　

さ
て
、
算
題
と
も
な
っ
て
い
る
六
根
外
境
で
問
題
と
な
る
の
は
、
内
凡
で
あ
る
相

似
即
に
お
い
て
、
界
外
の
境
界
を
縁
ず
る
こ
と
が
可
能
か
否
か
と
い
う
点
に
あ
る
。

相
似
即
三
一
番
問
答
～
三
三
番
問
答
で
は
、
界
外
を
縁
ず
る
か
否
か
に
つ
い
て
議
論

す
る
。問

。
清
浄
六
根
縁
㆓
三
千
界
外
㆒
乎
。
答
。
如
㆓
経
文
㆒
者
、
唯
謂
㆓
三
千
界
内
㆒。

問
。
若
爾
、
何
故
経
云
、
見
㆓
於
三
千
大
千
世
界
内
外
所
有
㆒。
メ
答
。
又
縁
㆓
三

千
界
外
㆒
義
、
可
㆑
有
耳
。
或
復
於
㆓
一
三
千
界
所
有
㆒
分
㆓
内
外
㆒
也
。
如
㆓
有

情
名
㆑
内
、
非
情
名
㆒㆑

外
也
。
故
耳
根
中
云
㆓
三
千
大
千
世
界
中
一
切
内
外
所
有
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諸
声
㆒
云
々
。

問
。
旦
就
㆓
初
義
㆒
二
乗
断
㆓
三
界
或マ

マ
㆒、
但
見
㆓
三
千
界
内
㆒。
如
何
六
根
浄
人
縁
㆓

界
外
㆒。
断
㆑
或マ

マ

既
斉
。
所
㆑
縁
豈
異
乎
。
答
。有
㆓
与
奪
二
義
㆒。
相
似
人
未
㆑
断
㆓

欲
界
修
或マ

マ
㆒、
尚
猶
応
㆑
縁
㆓
大
千
界
㆒。
是
故
大
乗
為
㆑
勝
顕
然
也
。
経
云
㆑
縁
㆓
大

千
㆒
者
、
是
出
㆓
最
下
劣
初
二
信
等
㆒
耳
。
縁
㆓
大
千
外
㆒
者
是
出
㆓
後
々
信
位
㆒

耳
。
況
其
所
㆑
断
斉
㆓
二
乗
㆒
功
徳
有
㆓
勝
劣
㆒
有
㆓
何
失
㆒。
大
乗
経
力
、
如
㆑
是

耳
。
云
大
乗
初
心
勝
㆓
小
乗
極
位
㆒
等
即
其
義
耳
与也

。
又
既
断
㆓
塵
沙
㆒。
何
云
㆓

所
断
斉
㆒
乎
奪也

。（
（1
（

　

ま
ず
三
一
番
問
答
で
は
、
六
根
清
浄
位
に
お
い
て
界
外
を
縁
ず
る
か
否
か
に
つ
い

て
、
一
旦
、
縁
ず
る
の
は
界
内
の
み
と
す
る
。
こ
こ
だ
け
見
る
と
源
信
の
立
場
は
界

外
不
縁
で
あ
る
。
三
二
番
問
答
で
は
、
界
外
を
縁
ず
る
義
に
つ
い
て
、『
法
華
経
』

法
師
功
徳
品
の
「
三
千
大
千
世
界
中
一
切
内
外
」
に
内
外
と
あ
る
こ
と
を
典
拠
と
し

て
界
外
を
縁
ず
る
と
論
じ
る
が
、
内
を
有
情
、
外
を
非
情
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、

未
だ
界
内
の
み
縁
ず
る
と
論
じ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
一
方
で
、
三
三
番
問
答
で

は
、
与
奪
の
二
義
を
論
ず
る
。
与
義
で
は
、「
縁
大
千
」
つ
ま
り
界
内
の
み
を
縁
ず

る
立
場
を
初
信
や
二
信
に
配
当
し
、「
縁
大
千
外
」、
界
外
を
縁
ず
る
立
場
を
後
々
信

に
配
す
る
。
ま
た
、
奪
義
で
は
塵
沙
惑
を
断
ず
る
の
で
、
二
乗
の
断
惑
と
は
異
な
る

と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
の
断
惑
論
と
連
関
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
後
々
信
は

八
信
で
あ
る
と
理
解
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
源
信
は
初
信
か
ら
七
信
ま
で
は
不
縁
、

八
信
以
上
で
は
界
外
塵
沙
惑
を
断
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
界
外
を
縁
ず
る
と
解
釈
し

た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
断
惑
論
を
基
に
論
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
十
信
位
を
一
括

り
に
し
て
不
縁
と
説
い
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

　
　
（
四
）　

天
眼
の
問
題

　

さ
て
、
界
外
を
縁
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、
界
外
を
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ

か
ら
、
六
根
の
働
き
が
界
外
に
及
ぶ
か
否
か
が
次
の
問
題
と
な
る
。
つ
ま
り
、
現
身

見
仏
の
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
源
信
が
中
心
的
に
論
じ
た
天
眼
に
つ
い
て
み
て
ゆ

き
た
い
。

　

ま
ず
は
、
議
論
の
基
点
と
な
る
『
法
華
文
句
』（
以
下
『
文
句
』）
巻
十
上
、
法
師

功
徳
品
の
天
眼
と
肉
眼
に
関
す
る
註
釈
を
確
認
す
る
。

能
見
㆓
大
千
内
外
㆒
応
㆓
是
天
眼
㆒。
那
名
㆓
肉
眼
㆒。
此
是
円
教
似
位
。
因
㆓
経
之

力
㆒
有
㆓
勝
根
用
㆒。
既
未
㆑
発
㆑
真
不
㆑
得
㆑
称
㆓
天
眼
㆒。
猶
名
㆓
肉
眼
㆒。
例
如
㆘
小

乗
方
便
未
㆑
得
㆓
神
通
㆒
則
不
㆖
㆑

称
㆓
天
眼
㆒
耳
。
猶
是
分
段
之
身
。
故
称
㆓
父
母

所
生
㆒。
雖
㆑
称
㆓
肉
眼
㆒
具
㆓
五
眼
用
㆒。
見
㆓
大
千
内
外
㆒
天
眼
用

（
（1
（

。

　
『
文
句
』
で
は
界
外
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
天
眼
と
す
る
。
一
方
、
円
教
の

相
似
位
の
行
者
の
眼
は
、
分
段
身
の
ま
ま
で
あ
る
か
ら
肉
眼
で
あ
る
と
す
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
相
似
即
の
行
者
が
界
外
を
縁
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、『
法
華
経
』

の
力
に
よ
っ
て
肉
眼
で
あ
っ
て
も
五
眼
の
働
き
を
具
え
る
か
ら
で
あ
り
、
故
に
天
眼

の
働
き
を
有
す
る
と
し
て
い
る
。

　

天
眼
と
肉
眼
に
つ
い
て
は
、
最
澄
の
『
法
華
秀
句
』
巻
下
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ

て
い
る
。

又
云
、
善
男
子
、
善
女
人
。
父
母
所
生
清
浄
肉
眼
、
見
㆓
於
三
千
大
千
世
界
内

外
、
所
有
山
林
河
海
㆒、
乃
至
広
説
。
明
知
、
父
母
所
生
、
即
身
異
名
。
又
偈
云
、

雖
㆑
未
㆑
得
㆓
天
眼
㆒、
肉
眼
力
如
㆑
是
。
已
上

偈
文
当
㆑
知
、
実
経
力
用
、
肉
眼
令
㆑
浄
。

他
宗
所
依
経
、
都
無
㆓
此
眼
用
㆒。
天
台
法
華
宗
、
具
有
㆓
此
眼
用
㆒。（

（1
（

　

最
澄
は
六
根
清
浄
位
で
は
ま
だ
肉
眼
の
ま
ま
で
あ
る
が
、『
法
華
経
』
の
力
に
よ
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っ
て
天
眼
の
働
き
を
得
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ど
の
時
点
で
天
眼
の
働
き
が
得

ら
れ
る
か
に
つ
い
て
の
議
論
は
見
ら
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
最
澄
は
『
法
華

経
』
の
力
に
よ
る
働
き
を
得
て
、
肉
眼
で
も
界
外
を
縁
ず
る
こ
と
が
で
き
る
点
が
、

天
台
宗
の
他
宗
に
勝
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
源
信
の
見
解
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。
三
八
番

問
答
で
は
『
普
賢
観
経
』
に
依
拠
し
て
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。

問
。
若
依
㆓
普
賢
観
力
一
見
㆓
無
数
仏
一
者
既
有
㆓
此
不
思
議
徳
一。
如
何
不
㆑
見
㆓

大
千
外
一
乎
。
答
。
不
㆑
見
㆓
大
千
外
一
依
㆓
肉
眼
分
斉
一。
見
㆓
無
数
仏
一
依
㆓
円
観

力
一
耳

（
（1
（

。

　

こ
こ
で
は
、
普
賢
観
力
に
よ
っ
て
無
数
の
仏
を
見
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
界

外
を
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
円
教
の
観
力
に
よ
る
か
ら
で
あ
り
、
行
者
の
眼
は
肉
眼
で
あ
る
か
ら
、
本
来

は
見
ら
れ
な
い
と
す
る
。
こ
れ
に
続
く
四
一
番
問
答
で
は
、
界
外
を
縁
ず
る
こ
と
に

つ
い
て
論
じ
て
ゆ
く
。

問
。
以
㆑
何
知
㆑
縁
㆓
三
千
外
一
乎
。
答
。
文
句
云
見
㆓
内
外
一。
メ 
又
、
法
師
功
徳

記
云
、
六
根
所
対
対
㆓
三
千
塵
一。
此
塵
之
外
見
㆓
聞
四
聖
一。
故
知
、
経
力
助
㆓
内

観
解
一。
メ 

既
三
千
塵
外
見
㆓
四
聖
一。
故
知
、
見
㆓
三
千
外
一
也
。
又
文
句
云
、
大

羅
漢
見
㆓
大
千
一、
辟
支
仏
見
㆓
百
仏
世
界
一
云
々
。
以
㆑
之
思
㆑
之
、
彼
依
㆓
辺

教
一
断
㆓
通
或マ

マ
一
尚
如
㆑
此
。
況
相
似
人
学
㆓
円
経
一
断
㆓
通
或マ

マ

、
或
塵
沙
一。
如
何

但
縁
㆓
大
千
内
一
乎
。
然
経
多
但
挙
㆓
三
千
内
一
者
、
先
説
㆓
十
信
中
下
劣
位
一
耳

（
（1
（

。

　

源
信
は
、
二
つ
の
こ
と
を
根
拠
に
論
を
展
開
す
る
。
一
つ
に
は
『
文
句
』
で
は
内

外
を
見
る
と
い
い
、『
法
華
文
句
記

（
（1
（

』（
以
下
『
文
句
記
』）
で
は
三
千
塵
の
外
に
四

聖
を
見
聞
す
る
と
あ
る
こ
と
を
界
外
を
縁
ず
る
論
拠
と
し
、
一
つ
に
は
断
惑
論
に
基

づ
い
た
説
明
を
す
る
。
後
者
の
解
釈
で
は
、『
文
句
』
に
辟
支
仏
が
百
仏
世
界
を
見

る
と
い
う
言
説
が
あ
る
の
を
受
け
て
、
二
乗
の
教
え
で
通
惑
（
見
思
惑
）
を
断
じ
て

も
仏
界
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
に
対
し
、
相
似
即
の
行
者
は
こ
の
通
惑
に
加

え
て
界
外
塵
沙
惑
を
も
断
じ
て
い
る
の
だ
か
ら
界
外
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

そ
し
て
、
三
千
の
内
の
み
を
言
う
の
は
、
十
信
位
の
下
位
の
者
に
つ
い
て
の
み
説
い

て
い
る
か
ら
と
解
釈
す
る
。
こ
れ
は
塵
沙
惑
を
断
じ
た
八
信
以
上
に
進
め
ば
界
外
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
と
源
信
が
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

　

源
信
は
、
界
外
を
見
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
天
眼
を
得
た
こ
と
に
因
る
と
は
考

え
て
は
い
な
か
っ
た
。
四
一
番
問
答
の
『
文
句
記
』
の
引
用
に
は
「
経
力
助
㆓
内
観

解
一
」
と
あ
り
、
界
外
を
見
る
の
は
経
力
の
助
け
に
よ
る
と
し
た
考
え
を
踏
襲
し
て

い
る
。
天
眼
の
得
不
得
と
、
経
力
の
関
係
に
つ
い
て
は
五
一
番
問
答
の
答
え
で
次
の

よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

答
。
初
信
等
未
㆑
離
㆓
欲
思
或マ

マ
㆒
之
人
、
定
不
㆑
応
㆑
得
㆓
天
眼
等
㆒。
後
々
信
位
已

離
㆓
欲
思
㆒
之
人
、
応
㆑
有
㆓
二
義
㆒。
一
云
、
此
人
得
㆓
天
眼
等
㆒。
然
此
天
眼
等
遥

過
㆓
二
乗
㆒
有
㆓
寛
広
互
用
自
在
勝
功
㆒。
良
隣
㆓
真
位
真
天
眼
等
徳
㆒。
故
云
㆘
依
㆓

経
功
能
㆒
不
㆗
唐
捐
㆖。
然
未
㆑
得
㆓
真
位
㆒
故
亦
称
㆓
肉
眼
等
一
耳
。
二
云
、
此
人

雖
㆑
離
㆓
欲
惑
一、
然
不
㆑
修
㆓
通
加
行
㆒
故
不
㆑
得
㆓
神
通
㆒。
但
依
㆓
経
力
㆒
故
自
在

力
用
如
㆑
此
耳

（
（1
（

。

　

天
眼
の
得
・
不
得
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
断
惑
の
段
階
で
分
け
て
考
え
て
い
る
。

源
信
は
七
信
以
前
は
不
得
、
八
信
以
降
は
二
義
を
も
っ
て
解
釈
し
て
い
る
。
第
一
で

は
天
眼
を
得
て
い
る
が
、
未
だ
真
を
発
し
て
い
な
い
の
で
「
真
位
真
天
眼
等
の
徳
に

隣
る
」
の
で
あ
り
、
そ
の
働
き
に
は
経
の
功
能
を
要
す
る
。
そ
れ
故
、
肉
眼
と
称
す

る
と
す
る
。
第
二
は
欲
惑
は
断
じ
た
が
神
通
を
得
て
い
な
い
、
つ
ま
り
は
天
眼
を
得
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源
信
撰
『
六
即
義
私
記
』
の
思
想
と
源
信
の
思
弁

て
い
な
い
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
力
に
よ
っ
て
自
在
の
働
き
を
得
る
と
す
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
真
を
発
し
て
い
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
五

五
番
問
答
で
は
生
身
得
忍
菩
薩
の
天
眼
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
の
答
え
に
「
彼

雖
㆓
分
段
身
一
未
㆑
捨
而
已
。
発
㆑
真
故
名
㆓
天
眼
一
耳

（
（1
（

。」
と
あ
り
、
真
を
発
す
こ
と
が

天
眼
を
得
る
条
件
で
あ
る
と
源
信
は
看
做
し
て
し
て
い
た
。
ま
た
、
分
段
身
の
捨
・

不
捨
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
一
、
分
段
身
已
発
㆑
真
。
如
㆓
生
身
得
忍
一。
二
、
変

易
身
未
㆑
発
㆑
真
。
如
㆓
意
生
身
初
前
一
也
。
三
、
分
段
身
未
㆑
発
㆑
真
。
如
㆓
今
経
一。

四
、
変
易
身
已
発
㆑
真
。
如
㆓
住
上
意
生
身
一
也

（
（1
（

。」
と
四
句
に
よ
っ
て
分
別
す
る
中
、

第
三
の
分
段
未
発
が
『
法
華
経
』
の
立
場
で
あ
る
と
す
る
。
こ
う
し
た
言
説
か
ら
、

源
信
は
十
信
に
お
い
て
は
分
段
身
未
発
真
で
あ
る
が
故
に
肉
眼
の
ま
ま
で
は
あ
る
が
、

『
法
華
経
』
の
力
に
よ
っ
て
天
眼
同
様
の
働
き
を
得
る
こ
と
は
で
き
る
と
理
解
し
て

い
た
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
は
五
九
番
問
答
で
「
問
。
初
信
等
如
何
令
㆔
肉
眼
等

有
㆓
此
勝
徳
一。
答
。
円
経
力
如
㆑
此
也

（
（2
（

。」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

『
法
華
経
』
の
力
に
依
拠
す
る
説
は
、
湛
然
説
、
最
澄
説
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な

い
。
こ
の
従
来
説
に
加
え
て
、
分
段
未
発
真
の
観
点
か
ら
論
じ
た
と
こ
ろ
に
源
信
の

独
自
性
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
源
信
は
六
根
外
境
説
を
独
自
の
視
点
を
交
え
て
論
じ
て
い
る
。
特
に

断
惑
論
と
関
連
し
な
が
ら
、
初
信
か
ら
七
信
は
不
縁
、
八
信
以
降
は
縁
ず
る
と
解
釈

し
て
い
た
と
こ
ろ
は
大
き
な
特
徴
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　（
五
）　
後
世
に
お
け
る
源
信
説
の
流
伝
に
つ
い
て

　

六
根
外
境
に
つ
い
て
の
源
信
の
言
説
は
後
の
論
義
の
起
点
と
な
り
、
特
に
後
世
宗

要
の
中
で
諸
処
に
触
れ
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
に
は
、
源
信
の
立
場
に
つ

い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
。
恵
鎮
談
『
宗
要　

白

光
』
で
は
「
仰
云
、
先
初
信
二
信
事
、
恵
心
御
釈
初
信
二
信
不
㆑
可
㆑
縁
云

云
。（

（2
（

」
と

あ
り
、『
宗
要　

光
聚
坊
』
に
は
「
尋
云
、
縁
㆓
三
千
界
外
一
事
、
十
信
始
中
終
共

縁
㆑
之
歟
。
ハ
タ
如
何
。
答
。
始
中
終
共
縁
也
。
但
、
恵
心
先
徳
、
初
・
二
信
不
㆑

縁
云

云
。（

（2
（

」
と
あ
る
。
以
上
の
文
献
で
は
、
初
・
二
信
の
不
縁
の
み
を
取
り
上
げ
て

い
る
。
ま
た
、『
宗
要
柏
原
案
立
』
で
は
「
次
十
信
初
信
浄
㆓
六
根
一
縁
㆑
之
歟
事
。

楞
厳
先
徳
初
心
不
㆑
縁
㆑
之
。
後
心
縁
㆑
之
。（

（2
（

」
と
あ
り
、
同
様
に
、『
台
宗
二
百
題
』

で
は
「
準
㆓
中
古
哲
匠
記
一、
八
信
已
上
得
㆓
天
眼
一
可
㆑
見
㆓
無
辺
一
也
。
楞
厳
先
徳
亦
、

釈
㆓
初
心
不
㆑
縁
㆑
之
、
後
心
縁
一㆑
之
。（

（2
（

」
と
あ
る
。
中
古
の
哲
匠
と
は
証
真
の
こ
と
で

あ
り
、
楞
厳
先
徳
は
い
う
ま
で
も
な
く
源
信
の
こ
と
で
あ
る
。
初
心
は
不
縁
、
後
心

は
縁
ず
と
い
う
説
は
、
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
た
通
り
、
源
信
の
解
釈
を
正
確
に
述
べ

た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
信
俊
類
聚
『
宗
要
上
三
川
』
で
は
「
精
云
、
三
千
界
外
境

事
。
檀
那
縁
、
恵
心
并
摂
州
先
徳
不
縁
被
成
㆑
也
。（

（2
（

」
と
源
信
と
千
観
は
不
縁
、
覚

運
は
縁
の
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
に
見
た
三
一
番
問

答
に
依
拠
す
る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
室
町
時
代
成
立
の
『
三
百

條
』
で
は
「
又
恵
心
六
即
義
私
記
云
、
相
似
人
学
㆓
円
経
一
断
㆓
通
惑
塵
沙
一。
如
何
但

縁
㆓
大
千
内
一
耶
。
然
経
当
但
挙
㆓
三
千
界
一
者
、
先
従
㆓
十
信
中
下
劣
初
二
信
等
一
耳
。

文
」（

（2
（

と
あ
る
。
こ
れ
は
四
一
番
問
答
を
ほ
ぼ
正
確
に
引
用
し
て
い
る
。『
三
百
條
』

で
は
覚
超
再
治
本
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
六
根
清
浄
の
功
徳
に
関
す
る
議
論
の
箇
所

に
は
「
都
卒
六
即
義
私
記
云
、
問
。
六
根
各
一
千
義
。
以
㆓
正
法
華
一
為
㆑
証
。
若
爾

彼
経
正
文
云
何
。
答
。
彼
経
無
㆓
此
説
一。
問
。
若
爾
玄
文
云
何
会
㆑
之
。
疏
意
云
何
。

答
。
此
亦
難
㆑
思
。
文
」（

（2
（

と
あ
る
。
こ
の
文
は
再
治
本
相
似
即
か
ら
の
引
用
文
で
あ

る
（
（2
（

。
す
な
わ
ち
、
室
町
時
代
頃
ま
で
は
源
信
撰
『
六
即
義
私
記
』（
未
再
治
本
）
と

覚
超
撰
『
六
即
義
私
記
』（
再
治
本
）
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
認
識
さ
れ
流
布
し
て
い
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た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
覚
超
の
再
治
本
で
は
、
六
根
外
境
に
つ
い
て
の
言
及
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

僅
か
に
、「
又
凡
此
位
功
徳
、
応
㆑
有
㆓
初
中
後
心
差
別
一
」（

（2
（

と
、
十
信
の
中
で
も
界

外
の
縁
不
縁
の
問
題
が
あ
る
こ
と
に
触
れ
る
程
度
で
あ
り
、
源
信
の
細
か
い
議
論
は

全
く
引
き
継
が
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
天
眼
に
つ
い
て
も
、「
問
。
若
爾
今
経
六
根

清
浄
、
亦
可
㆑
不
㆑
名
㆓
相
似
天
眼
等
一。
答
。
此
非
㆑
例
也
。
此
経
六
根
、
生
身
根
上

有
㆓
如
㆑
此
勝
用
一。
故
名
㆓
肉
眼
等
一。」（

（3
（

等
と
言
及
す
る
程
度
で
あ
る
。
こ
う
し
た
覚

超
再
治
の
姿
勢
を
鑑
み
る
に
、
未
再
治
本
『
六
即
義
私
記
』
が
源
信
説
と
し
て
後
世

の
論
義
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
闡
明
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
と
考
え
る
の
で
あ

る
。

三　

湛
然
の
六
輪
説
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　（
一
）
問
題
の
所
在

　

湛
然
は
三
大
部
の
註
釈
に
お
い
て
独
自
の
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の

註
釈
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
か
が
後
世
の
日
本
天
台
で
は
し
ば
し
ば
問
題
と
な

っ
た
。
こ
の
分
真
即
に
お
け
る
行
位
論
は
ま
さ
に
そ
れ
に
該
当
す
る
。
最
初
に
触
れ

た
よ
う
に
、
多
く
の
義
科
書
が
失
わ
れ
て
い
る
中
、
本
書
に
残
さ
れ
た
先
徳
義
は
そ

の
議
論
の
過
程
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
資
料
と
い
え
、
こ
こ
で
の
湛
然
説
を
め
ぐ
る

問
答
か
ら
は
当
時
の
日
本
天
台
の
解
釈
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
源
信
の
理
解
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

さ
て
、
湛
然
は
六
輪
説
で
も
っ
て
行
位
を
説
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
『
菩
薩
瓔
珞

本
業
経
』（
以
下
『
瓔
珞
経
』）
に
起
因
す
る
。
日
本
天
台
で
は
こ
の
六
輪
説
と
行
位

を
ど
の
よ
う
に
配
当
す
る
か
を
問
題
と
し
た
こ
と
が
先
徳
義
と
源
信
の
解
釈
か
ら
判

る
。
以
下
、『
六
即
義
私
記
』
未
再
治
本
分
真
即
の
議
論
を
中
心
に
検
討
し
て
ゆ
く
。

尚
、
未
再
治
本
の
引
文
中
、
□
は
虫
食
い
部
、
■
は
判
読
不
能
文
字
、［　

］
は
挿

入
を
表
す
。

　（
二
）『
瓔
珞
経
』
六
輪
説
の
行
位
配
当
に
つ
い
て

　

天
台
独
特
の
行
位
論
と
し
て
六
即
（
理
即
・
名
字
即
・
観
行
即
・
相
似
即
・
分
真

即
・
究
竟
即
）
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
外
凡
位
（
理
即
・
名
字
即
・
観
行
即
）、
内
凡

位
（
相
似
即
）、
聖
位
（
分
真
即
・
究
竟
即
）
と
し
、
ま
た
五
十
二
位
と
の
相
対
関

係
で
い
え
ば
、
十
信
＝
相
似
即
、
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
・
十
地
・
等
覚
＝
分
真
即
、

妙
覚
＝
究
竟
即
と
配
当
さ
れ
る
。

　

分
真
即
は
十
住
か
ら
等
覚
に
配
当
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
湛
然
は

『
瓔
珞
経
』
に
基
づ
い
て
六
輪
説
を
も
っ
て
論
じ
て
い
る
。
先
ず
『
瓔
珞
経
』
の
論

拠
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

復
名
㆓
六
観
㆒。
住
観
・
行
観
・
向
観
・
地
観
・
無
相
観
・
一
切
種
智
観
。
仏
子
、

一
切
菩
薩
及
仏
、
無
㆘
不
㆑
入
㆓
此
六
種
明
観
㆒
決
定
了
㆗
義
実
相
法
門
㆖
。
仏
子
、

汝
先
言
㆓
名
字
㆒
者
、
所
謂
銅
宝
瓔
珞
、
菩
薩
字
者
、
所
謂
習
性
種
中
有
㆓
十

人
㆒。
其
名
㆓
発
心
住
菩
薩
…
…
灌
頂
菩
薩
㆒。
仏
子
、
銀
宝
瓔
珞
、
菩
薩
字
者
、

性
種
性
中
有
㆓
十
人
㆒。
其
名
歓
喜
菩
薩
…
…
真
実
菩
薩
。
仏
子
、
金
宝
瓔
珞
、

菩
薩
字
者
、
道
種
性
中
有
㆓
十
人
㆒。
其
名
㆓
救
護
一
切
衆
生
離
衆
生
相
菩
薩
・

不
壊
菩
薩
…
…
法
界
無
量
菩
薩
㆒。
仏
子
、
琉
璃
宝
瓔
珞
、
菩
薩
字
者
、
聖
種
性

中
有
㆓
十
人
㆒。
其
名
㆓
歓
喜
菩
薩
・
離
垢
菩
薩
…
…
法
雲
菩
薩
㆒。
仏
子
、
如
㆑
是

百
万
阿
僧
祇
功
徳
瓔
珞
、
厳
㆓
持
菩
薩
二
種
法
身
㆒。
是
四
十
人
名
為
㆓
学
行
㆒。

入
㆓
法
流
水
中
㆒
以
㆑
自
灌
注
。
仏
子
、
摩
尼
宝
瓔
珞
、
菩
薩
字
者
、
等
覚
性
中

一
人
。
其
名
㆓
金
剛
慧
幢
菩
薩
㆒。
…
…
仏
子
、
水
精
瓔
珞
内
外
明
徹
、
妙
覚
常

性
湛
然
明
浄
。
名
㆓
一
切
智
地
㆒。（
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四
九

　
　
　
　
源
信
撰
『
六
即
義
私
記
』
の
思
想
と
源
信
の
思
弁

　

こ
こ
で
は
六
観
と
し
て
銅
・
銀
・
金
・
琉
璃
・
摩
尼
・
水
精
の
宝
瓔
珞
が
説
か
れ
、

銅
宝
瓔
珞
は
十
住
、
銀
宝
瓔
珞
は
十
行
、
金
宝
瓔
珞
は
十
廻
向
、
琉
璃
宝
瓔
珞
は
十

地
、
摩
尼
宝
瓔
珞
は
等
覚
、
水
精
宝
瓔
珞
は
妙
覚
と
配
当
さ
れ
て
い
る
。『
瓔
珞

経
』
で
は
六
宝
瓔
珞
と
あ
り
、
六
輪
で
は
な
い
。

　（
三
）
湛
然
の
六
輪
説
と
そ
の
問
題
点

　

湛
然
は
『
止
觀
輔
行
伝
弘
決
』
巻
一
之
五
で
分
真
即
を
説
く
中
、『
瓔
珞
経
』
の

所
説
を
承
け
た
六
輪
説
を
次
の
よ
う
に
説
く
。

分
真
即
下
釈
㆓
分
真
即
㆒。
入
㆓
銅
輪
㆒
者
、
本
業
瓔
珞
上
巻
経
意
、
以
㆓
六
因
位
㆒、

而
譬
㆓
六
輪
乃
至
六
性
・
六
堅
・
六
忍
・
六
定
・
六
観
等
㆒。
皆
作
㆓
瓔
珞
名
㆒
者
、

以
㆓
其
此
位
㆒
荘
㆓
厳
法
身
㆒。
言
㆓
六
輪
㆒
者
、
謂
鉄
輪
十
信
、
銅
輪
十
住
、
銀
輪

十
行
、
金
輪
十
向
、
瑠
璃
輪
十
地
、
摩
尼
輪
等
覚
。
輪
是
碾
惑
・
催
伏
等
義
。

初
破
㆓
一
品
㆒
見
㆓
三
仏
性
㆒、
開
㆓
三
徳
蔵
㆒
顕
㆓
一
分
理
㆒。
乃
至
等
覚
漸
深
漸
著
。

是
円
家
漸

（
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。

　

こ
こ
に
見
る
よ
う
に
、
湛
然
は
六
輪
を
鉄
輪
十
信
を
加
え
、
以
下
銅
輪
・
銀
輪
・

金
輪
・
瑠
璃
輪
・
摩
尼
輪
と
し
て
、
妙
覚
の
水
精
輪
を
除
い
て
い
る
の
で
あ
り
、

『
瓔
珞
経
』
の
所
説
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
十
信
を
鉄
輪
と
す
る
の
は
『
仁
王
経
』

で
十
信
を
鉄
輪
、
十
住
を
銅
輪
、
十
行
を
銀
輪
、
十
廻
向
を
金
輪
と
す
る
四
輪
説
の

影
響
と
考
え
ら
れ
、『
瓔
珞
経
』
の
六
輪
説
と
の
関
係
は
後
代
議
論
の
対
象
と
な
る

（
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。

　

こ
こ
で
源
信
の
分
真
即
の
問
答
の
流
れ
を
最
初
に
触
れ
て
お
く
が
、
こ
れ
は
『
止

観
輔
行
伝
弘
決
』
に
展
開
さ
れ
る
分
真
即
解
釈
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
六
輪

説
は
智
顗
に
は
見
ら
れ
な
い
湛
然
独
自
の
解
釈
で
あ
る
か
ら
必
然
的
に
そ
う
な
ろ
う

が
、
湛
然
説
全
体
に
対
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
当
時
、
分
真
即
に
関

す
る
議
論
は
湛
然
説
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

日
本
天
台
で
問
題
と
な
る
の
は
、
主
に
次
の
二
点
で
あ
る
。
一
つ
は
『
瓔
珞
経
』

の
六
宝
瓔
珞
説
に
は
な
い
鉄
輪
十
信
を
六
輪
説
に
入
れ
、
妙
覚
を
除
い
た
こ
と
。
一

つ
は
摩
尼
輪
を
等
覚
、
水
精
を
妙
覚
と
配
し
た
錯
誤
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

　（
四
）
湛
然
説
に
対
す
る
疑
義
と
先
徳
釈
、
源
信
釈

　

さ
て
、
源
信
は
湛
然
の
六
輪
説
に
つ
い
て
、
六
輪
か
ら
妙
覚
が
除
外
さ
れ
た
こ
と

を
問
題
と
し
て
議
論
す
る
。

問
。
若
妙
覚
不
㆑
立
㆑
輪
者
、
如
何
四
教
義
以
㆓
摩
尼
輪
㆒、
彼
経
以
㆓
水
精
輪
㆒

対
㆓
妙
覚
㆒
耶
。
答
。
有
人
云
、
妙
覚
雖
㆑
無
㆓
輪
義
㆒、
是
輪
果
故
立
㆑
輪
。
又

以
㆓
六
輪
勝
劣
㆒
為
㆑
顕
㆓
六
位
［
勝
劣
㆒
］
於
㆓
妙
覚
㆒
立
㆑
輪
云

々
。
私
云
、
以
㆘

破
㆓
彼
彼
位
惑
㆒
為
㆗
彼
彼
位
輪
㆖
故
、
於
㆓
十
地
後
心
㆒
立
㆓
等
・
妙
覚
㆒、
分
㆓
輪

於
等
覚
位
㆒。
立
㆓
妙
覚
㆒
分
㆑
輪
依
㆓
此
義
㆒。
故
四
教
義
及
彼
経
心
於
㆓
妙
覚
位
㆒

亦
立
㆑
輪
也
。
然
妙
覚
当
位
無
㆑
破
㆑
惑
。
故
亦
大
心
不
㆑
立
㆓
妙
覚
輪
㆒
耳
。

従
㆑
浅
至
㆑
深
義
、
准
㆑
之
可
㆑
知
也
。
又
云
、
輪
可
㆑
有
㆓
自
他
輪
義
㆒。
妙
覚

立
㆓

有
教
化
他
之
輪
義
㆒。
又
云
、
経
正
文
名
為
㆓

六
宝
瓔
珞
説
荘
厳
義
㆒、

不
㆑
説
㆓
碾
惑
義
㆒、
又
不
㆑
名
㆑
輪
故
、
以
㆓
水
精
㆒
対
㆓
妙
覚
㆒
亦
文
反
㆑
之

（
（3
（

。　

　

湛
然
は
六
輪
を
立
て
る
時
に
妙
覚
位
を
外
し
た
の
で
あ
る
が
、
妙
覚
位
に
つ
い
て

は
四
教
義
で
は
摩
尼
輪
、『
瓔
珞
経
』
で
は
水
精
輪
を
立
て
て
い
る
と
批
判
す
る
。

こ
の
湛
然
説
批
判
に
対
し
て
、「
有
云
」
と
し
て
、
妙
覚
に
は
輪
義
が
な
い
が
輪
の

果
は
あ
る
と
し
て
摩
尼
輪
乃
至
水
精
輪
を
立
て
た
と
解
釈
す
る
。
そ
し
て
「
私
云
」

と
し
て
こ
の
説
を
三
義
を
以
て
補
足
す
る
。
先
ず
、
湛
然
の
「
輪
是
碾
惑
・
催
伏
等

義
」
に
依
拠
し
て
、
行
位
の
各
段
階
で
惑
を
破
す
る
こ
と
を
輪
と
す
る
の
で
あ
り
、

十
地
の
次
位
で
あ
る
等
覚
・
妙
覚
の
内
、
煩
悩
を
破
す
る
の
は
等
覚
で
あ
る
か
ら
、

輪
義
を
等
覚
に
配
当
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
輪
に
は
自
他
輪
義
が
あ
る
と
し
て
、
妙



五
〇

　
　
　
　
佛

　
教

　
文

　
化

　
研

　
究

覚
は
有
教
化
他
の
輪
義
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
は
鉄
輪
か
ら
摩
尼
輪
ま
で
は
自
行

の
輪
義
と
解
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
三
義
と
し
て
、『
瓔
珞
経
』
の
経
文
が
顕

す
の
は
六
宝
瓔
珞
説
荘
厳
義
で
あ
り
、
湛
然
の
い
う
碾
惑
義
で
は
な
い
の
で
あ
る
か

ら
経
文
で
は
輪
と
い
う
言
葉
は
使
用
せ
ず
妙
覚
に
水
精
を
配
し
た
と
す
る
。
ま
た
、

こ
の
湛
然
の
配
釈
に
は
他
に
も
議
論
す
る
点
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
次
の
分
真
即

一
〇
番
問
答
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

問
。
如
㆑
此
相
配
者
如
何
。
決
九
云
、
謂
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
・
十
地
・
等

覚
・
妙
覚
、
如
㆔
次
対
㆓
於
鉄
・
銅
・
銀
・
金
・
瑠
璃
・
摩
尼
・
水
精
輪
㆒。
メ  

此
文
有
㆓
多
疑
㆒。
一
者
位
六
・
輪
七
失
、
二
、
金
前
銀
後
失
。
三
、
摩
尼
前
水

精
後
失
。
此
等
如
何
可
㆑
会
乎
。
答
。
先
遮
㆓
初
失
㆒
云
、
先
徳
云
、
此
文
［
兼

㆓
］
三
義
㆒。
順
㆓
経
正
文
㆒
故
不
㆑
立
㆓
十
信
㆒。
今
為
㆑
顕
㆓
亦
可
㆒㆑

取
㆓
因
位
之
義
㆒

故
、
先
立
㆓
鉄
輪
㆒
後
加
釈
㆓
十
信
㆒。
所
以
決
次
下
云
、
今
明
㆓
因
位
㆒
退
加
㆓
十

信
㆒、
以
為
㆓
六
輪
㆒
不
㆑
取配

歟㆓
妙
覚
㆒
云
々
。（
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湛
然
は
十
住
か
ら
妙
覚
の
六
位
に
対
し
て
鉄
・
銅
・
銀
・
金
・
瑠
璃
・
摩
尼
・
水

精
輪
を
配
す
る
。
こ
の
六
輪
配
釈
に
関
し
て
、
三
つ
の
点
か
ら
疑
義
が
呈
さ
れ
て
い

る
。
第
一
に
行
位
が
六
に
対
し
て
、
輪
が
七
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
金
と
銀
の
並
び

に
つ
い
て
、
金
を
前
に
し
銀
を
後
に
配
し
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
摩
尼
が
前
で
水
精

が
後
で
あ
る
配
当
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
内
、
第
一
の
疑
問
に
対
し
て
先
徳
の

義
が
答
え
と
し
て
引
用
さ
れ
る
。
こ
こ
に
見
る
よ
う
に
先
徳
義
は
湛
然
説
の
肯
定
で

あ
り
、
先
に
鉄
輪
を
立
て
後
に
十
信
位
を
加
え
た
の
は
輪
の
因
位
の
義
を
顕
か
に
す

る
た
め
と
す
る
。
こ
れ
は
湛
然
説
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。
一
一
・
一
二
番
問
答
の
内

容
は
、
初
義
に
対
す
る
先
徳
の
解
釈
に
つ
い
て
の
問
答
が
展
開
さ
れ
る
。
一
一
番
問

答
に
は
次
の
よ
う
に
先
徳
の
言
葉
の
矛
盾
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

問
。
今
決
云
、
本
業
瓔
珞
上
不卷

歟
経
意
、
以
㆓
六
因
位
㆒、
而
譬
㆓
六
輪
一乃至
言
㆓
六

輪
㆒
者
、
謂
㆓
鉄
輪
十
信
等
㆒
云
々
。
明
知
、
彼
経
正
可
㆘
立
㆓
十
信
㆒
為
㆗
六
因

位
㆖。
如
何
可
㆑
云
㆘
順
㆓
経
正
文
㆒
故
不
㆖
㆑

立
㆓
十
信
㆒
乎
。
加
之
、
若
如
㆑
此
会
釈

者
、
此
文
相
甚
難
。
既
■
十
住
等
耳
。
次
云
、
如
㆑
此
対
㆓
於
鉄
銅
等
㆒
如
㆓
何

此
㆒。
如
㆓
此
言
中
㆒、
除
㆑
鉄
不
㆑
対
㆓
十
住
㆒
而
従
㆓
銅
輪
㆒
対
㆓
十
住
等
㆒
乎
。
此

文
准
㆑
招
㆑
過
而
非
㆓
顕
㆑
理
之
便
㆒
也
。
答
。
先
徳
云
、
見
㆓
彼
経
正
文
㆒
以
㆓
銅

輪
乃
至
水
精
輪
㆒
如
㆑
此
対
㆓
十
住
乃
至
妙
覚
㆒
也
。
而
亦
決
云
、
経
意
以
㆓
六
因

位
㆒
而
譬
㆓
六
輪
㆒
乃
謂
㆓
鉄
輪
十
信
等
㆒
者
、
宗
師
随
㆑
義
転
㆓
用
経
文
㆒。
例
如
㆜

玄
義
五
云
㆛
仁
王
明
㆓
十
四
忍
㆒、
三
十
心
為
㆓
三
般
若
㆒、
十
地
為
㆓
十
般
若
㆒、
等

覚
為
㆚
一
般
若
㆙。
彼
仁
王
経
雖
㆑
不
㆑
立
㆓
等
覚
㆒
而
玄
文
心
既
云
㆑
如
㆑
此
。
以
㆑

之
例
准
㆓
瓔
珞
経
㆒、
雖
㆑
不
㆑
立
㆓
分
輪
㆒
而
自
在
転
㆓
用
経
心
㆒
也
。
言
㆓
決
九

文
㆒
者
猶
云
㆓
為
㆑
顕
㆑
義
㆒
如
㆑
此
存
㆒。
説
有
㆓
何
失
㆒
乎

（
（3
（

。

　

問
い
で
は
先
の
問
答
の
先
徳
の
「
順
㆓
経
正
文
㆒
故
不
㆑
立
㆓
十
信
㆒
」
と
い
う
説
に

対
し
、『
止
觀
輔
行
伝
弘
決
』
で
は
経
意
と
し
て
『
瓔
珞
経
』
で
は
六
因
位
を
も
っ

て
鉄
輪
か
ら
始
ま
る
六
輪
を
説
い
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
経
に
十
信
を
立

て
な
い
と
い
う
先
徳
義
は
誤
り
で
あ
る
と
、
逆
に
湛
然
の
言
葉
を
用
い
て
反
論
を
す

る
。
ま
た
、『
止
觀
輔
行
伝
弘
決
』
に
は
鉄
・
銅
…
…
水
精
と
七
輪
を
上
げ
る
が
、

先
徳
の
言
う
よ
う
に
十
信
を
立
て
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
鉄
輪
を
除
く
こ
と
に
な
り
、

銅
輪
十
住
か
ら
始
ま
る
と
い
う
失
が
生
じ
る
と
断
ず
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
先
徳
の
答

え
は
、『
瓔
珞
経
』
の
経
文
で
は
銅
輪
・
十
住
か
ら
妙
覚
・
水
精
輪
を
説
き
、『
止
觀

輔
行
伝
弘
決
』
で
は
鉄
輪
・
十
信
か
ら
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
宗
師
が
義
に
随

っ
て
経
文
を
転
じ
て
用
い
た
た
め
で
あ
る
と
し
、『
仁
王
般
若
経
』（
以
下
『
仁
王

経
』）
の
解
釈
を
例
に
挙
げ
る
。『
法
華
玄
義
』
巻
五
で
は
『
仁
王
経
』
の
十
四
忍
に



五
一

　
　
　
　
源
信
撰
『
六
即
義
私
記
』
の
思
想
と
源
信
の
思
弁

対
し
て
、
三
十
心
（
住
・
行
・
向
）
を
三
般
若
、
十
地
を
十
般
若
、
等
覚
を
一
般
若

と
し
て
説
い
て
い
る

（
（3
（

が
、
こ
の
配
釈
に
お
い
て
、
原
文
に
は
な
い
等
覚
を
義
に
随
っ

て
配
当
し
て
い
る
こ
と
を
例
証
と
し
て
、『
瓔
珞
経
』
に
は
鉄
輪
十
信
が
無
い
が
、

『
止
觀
輔
行
伝
弘
決
』
に
あ
っ
て
も
、
祖
師
の
転
用
で
あ
る
か
ら
失
は
な
い
、
と
す

る
。

　

ま
た
、
十
二
番
問
答
で
は
、
ど
う
し
て
『
止
觀
輔
行
伝
弘
決
』
で
は
強
い
て
経
意

と
し
て
六
位
を
も
っ
て
六
輪
を
立
て
た
の
か
と
問
い
、『
仁
王
経
』
の
十
四
忍
を
十

四
般
若
と
す
る
整
合
性
の
あ
る
配
当
は
、
六
位
七
輪
と
数
字
が
異
な
る
『
止
觀
輔
行

伝
弘
決
』
の
例
と
は
な
ら
な
い
と
批
判
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
源
信
が
次
の
よ
う

に
助
釈
を
加
え
て
い
る
。

答
。
私
助
釈
云
、
止
云
、
初
破
㆓
一
品
㆒
者
碾
惑
摧
伏
義
。
乃
至
等
覚
無
明
微

薄
智
恵
転
著
者
、
是
従
㆑
浅
至
㆑
深
義
。
此
二
義
妙
覚
位
無
。
然
十
信
後
心
断
㆓

一
品
無
明
㆒。
況
断
㆓
当
分
通
惑
㆒
故
十
信
具
㆓
輪
二
義
㆒。
加
之
云
㆓
乃
至
等
覚
㆒、

不
㆑
云
㆓
妙
覚
㆒、
云
㆓
十
四
日
㆒
不
㆑
云
㆓
十
五
日
㆒。
明
知
、
只
明
㆓
因
位
㆒。
其
十

信
位
、
雖
㆑
非
㆓
十
四
日
㆒
摂
㆓
具
輪
義
㆒、
妙
覚
非
㆓
十
四
日
摂
亦
闕
㆓
輪
二
義
㆒。

故
弘
決
師
見
㆓
止
観
意
㆒、
如
㆑
此
而
唯
約
㆓
因
位
㆒
立
㆑
輪
也
。
其
十
四
般
若
例
善

成
。
謂
仁
王
経
明
㆓
妙
覚
㆒
不
㆑
明
㆓
等
覚
㆒、
今
捨
㆓
妙
覚
㆒
立
㆓
等
覚
㆒。
瓔
珞
明
㆓

妙
覚
㆒
不
㆑
明
㆓
十
信
㆒、
今
捨
㆓
妙
覚
㆒
立
㆓
十
信
㆒、
故
此
例
能
成
。
…
…
決
第
九

文
甚
難
㆑
思
故
、
先
徳
［
釈
㆑
］
可
㆑
然
也
。
但
私
助
釈
云
、
釈
籤
第
二
、
今

雖
㆑
開
㆓
生
死
㆒、
結
㆑
数
依
㆑
経
。
是
故
但
云
㆓
一
百
二
十
㆒
云
々
。
以
㆓
此
文
㆒
可
㆓

例
成
㆒。
又
私
加
㆑
解
云
、
此
鉄
字
剩
也
。
若
如
㆑
此
云
時
文
数
斉
調
㆓
五
々
四
々

㆒
而
不
㆓
雑
乱
㆒、
又
、
無
㆓
重
失
㆒
耳
。
抑
以
上
此
等
義
拾
奪
挙
㆓
経
・
止
観
・
弘

決
等
㆒。
広
正
文
可
㆑
決
㆓
断
之
㆒。（

（3
（

　

　

源
信
は
『
止
觀
輔
行
伝
弘
決
』
巻
一
之
五
の
六
輪
に
関
す
る
記
述
に
対
し
て
「
初

破
㆓
一
品
㆒
」
を
碾
惑
摧
伏
義
、「
等
覚
無
明
微
薄
智
恵
転
著
」
を
従
浅
至
深
義
と
二

義
が
あ
る
と
解
釈
す
る
。
そ
し
て
、
妙
覚
に
は
こ
の
二
義
は
な
く
、
十
信
は
因
位
で

あ
る
か
ら
こ
の
二
義
を
存
す
と
し
、
六
輪
は
因
位
に
つ
い
て
配
当
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
湛
然
の
配
釈
に
も
失
は
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
中
略
部
は
煩
雑
に
過
ぎ
る
の

で
概
略
を
述
べ
る
に
止
め
る
が
、
こ
の
中
で
は
先
の
問
答
に
あ
っ
た
『
仁
王
経
』
十

四
忍
の
配
釈
で
経
文
に
は
な
い
等
覚
が
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
、『
仁
王

経
』
の
十
四
忍
は
因
位
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
経
文
に
な
い
等
覚
を
第
十
四
忍

に
し
第
十
五
忍
を
妙
覚
と
し
た
と
す
る
。
ま
た
、『
瓔
珞
経
』
の
所
説
は
果
位
に
基

づ
い
た
六
瓔
珞
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
経
文
に
十
信
は
な
く
妙
覚
が
説
か
れ
る
の
で
あ

る
が
、
湛
然
は
経
意
に
基
づ
い
て
六
輪
は
因
位
を
表
す
と
し
た
の
で
あ
り
、
十
信
を

加
え
妙
覚
を
除
い
た
こ
と
に
は
失
は
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
数
の
異
同
の
失
に
つ
い

て
は
、『
法
華
玄
義
釈
懺
』（
以
下
『
釈
懺
』』）
の
「
今
雖
㆑
開
㆓
生
死
㆒、
結
㆑
数
依
㆑

経
。
是
故
但
云
㆓
一
百
二
十
㆒
」
と
い
う
文
を
先
例
と
し
て
引
用
す
る
。
こ
の
文
は

こ
れ
だ
け
だ
と
文
意
が
取
れ
な
い
。
原
文
は
『
瓔
珞
経
』
の
十
二
因
縁
釈
に
関
す
る

も
の
で
、
十
二
因
縁
の
中
、
最
初
と
最
後
を
除
く
十
支
に
そ
れ
ぞ
れ
十
二
支
が
あ
り
、

そ
の
数
を
経
文
中
で
は
百
二
十
支
と
説
か
れ
る
が
、『
釈
懺
』
で
は
こ
れ
は
百
二
十

支
に
本
来
の
十
二
支
を
足
し
た
一
三
二
支
で
あ
る
は
ず
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
を
承
け
た
の
が
源
信
の
引
文
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
瓔
珞
経
』
で
も
数
字
の
表

記
に
麁
語
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
源
信
の
姿
勢
か
ら
も
、
経

文
と
湛
然
の
釈
文
の
違
い
を
何
と
か
会
通
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ

は
先
徳
が
湛
然
説
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
に
も
一
因
が
あ
ろ
う
。
湛
然
説
を
先
徳
が

支
持
し
、
源
信
が
助
釈
を
す
る
と
い
う
形
か
ら
、
先
徳
は
少
な
く
と
も
源
信
に
近
い
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人
師
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
源
信
自
身
、
湛
然
の
解
釈
に
は
整
合
性
が
欠
け
る
と
考
え
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
助
釈
の
最
後
に
は
「
此
鉄
字
剩
也
。
若
如
㆑
此
云
時
文
数
斉
調
㆓

五
々
四
㆒々
而
不
㆓
雑
乱
㆒、
又
、
無
㆓
重
失
㆒
耳
」
と
い
い
、
問
題
と
な
っ
た
七
輪
の

内
、
鉄
の
一
字
は
余
剰
で
あ
る
と
し
、
数
字
を
揃
え
れ
ば
乱
れ
も
な
く
な
り
、
重
失

も
無
い
と
、
暗
に
湛
然
説
を
批
判
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
の
一
連
の
問
答
は
源
信
の
独
自
の
思
案
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
当
時
の

論
義
の
場
な
ど
で
問
答
の
や
り
と
り
が
あ
っ
た
も
の
を
採
録
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、
先
徳
の
「
順
㆓
経
正
文
㆒
故
不
㆑
立
㆓
十
信
㆒
」
と
い
う
言
葉
に
対
し
て
問
方

が
具
体
的
な
反
論
を
試
み
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
取
れ
る
。
つ
ま
り
、
源
信
は
こ
の

問
答
の
内
容
を
把
握
し
た
上
で
、
自
身
の
助
釈
を
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

問
方
の
第
二
疑
は
、
金
と
銀
の
順
序
が
逆
と
い
う
失
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
行
の
大
正
大
蔵
経
本
に
は
「
銅
銀
金

（
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（

」
と
あ
り
麁
語
は
認
め
ら

れ
ず
、
ま
た
、「
銅
金
銀
」
と
す
る
異
本
が
あ
る
と
の
註
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

証
真
の
『
止
観
私
記
』
に
は
「
鉄
銅
金
銀
瑠
璃
摩
尼
水
精
者
、
此
有
㆓
七
輪
㆒。
又
不

㆓
次
第
㆒。
応
云
㆓
銅
・
銀
・
金
等
㆒
」（

（4
（

と
い
う
註
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
比
叡
山

に
幾
つ
か
あ
っ
た
諸
本
の
内
、「
銅
金
銀
」
と
し
た
本
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

る
。
つ
ま
り
、
先
徳
や
源
信
が
見
た
『
止
觀
輔
行
伝
弘
決
』
と
証
真
が
見
た
本
は
同

じ
系
統
の
伝
本
と
い
え
よ
う
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
源
信
は
後
代
の
書
写
の
段
階

で
金
銀
の
順
を
誤
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

第
三
の
疑
義
、
摩
尼
と
水
精
の
順
序
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
摩
尼
珠
と
水

精
の
価
値
と
行
位
配
当
が
問
題
で
あ
り
、
一
五
番
問
答
～
一
八
番
問
答
で
議
論
さ
れ

る
。

問
。
摩
尼
勝
如
何
対
㆓
等
覚
㆒、
水
精
劣
如
何
対
㆓
妙
覚
㆒。
答
。
有
云
、
有
㆓
三

釈
㆒。
一
云
、
摩
尼
・
水
精
互
有
㆓
勝
劣
㆒。
謂
天
上
・
人
中
互
相
望
故
、
亦
以
㆓

人
摩
尼
・
天
水
精
㆒、
如
㆑
此
相
対
。
是
即
為
㆑
顕
㆔
天
劣
宝
、
猶
勝
㆓
於
人
妙
宝
㆒

也
。
二
云
、
水
釈
是
諸
水
証澄

歟
清
極
精
。
妙
覚
是
諸
惑
寂
滅
浄
性
。
此
辺
同
故

如
㆑
此
対
也
。
三
云
、
五
色
中
白
色
勝
故
云
㆔
水
精
対
㆓
妙
覚
㆒
也
。
已
上 

私
云
、

彼
経
文
云
、
水
精
瓔
珞
内
外
明
微
妙
覚
常
住
、
湛
然
明
浄
名
㆓
一
切
智
㆒。
メ
故

知
、
以
㆓
明
微
明
浄
辺
㆒
相
対
也
。

　

一
五
番
問
答
で
は
、
摩
尼
珠
と
水
精
の
勝
劣
が
問
題
と
な
る
。
摩
尼
珠
は
濁
水
を

清
水
に
代
え
た
り
、
仏
性
に
喩
え
ら
れ
る
程
に
価
値
の
あ
る
宝
玉
で
あ
る
の
に
対
し
、

水
精
は
地
上
で
見
ら
れ
る
宝
石
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
瓔
珞
経
』
で
摩
尼
珠
を
等
覚
、

水
精
を
妙
覚
に
配
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
議
論
の
対
象
と
な
る
。
つ
ま

り
、
劣
っ
た
水
精
を
妙
覚
に
配
し
、
勝
れ
た
摩
尼
珠
を
等
覚
に
配
す
る
こ
と
へ
の
疑

問
で
あ
る
。
こ
の
摩
尼
珠
を
水
精
に
勝
る
と
す
る
の
は
、
例
え
ば
、
源
信
が
『
一
乗

要
決
』
で
『
入
大
乗
論
』
下
巻
云
く
と
し
て
引
用
す
る
文
に
は
「
其
修
禅
者
、
如
㆓

宝
良
経
説
㆒。
猶
如
㆓
水
精
終
不
㆒㆑
能
㆑
成
㆓
摩
尼
宝
珠
㆒。
声
聞
修
禅
、
亦
復
如
㆑
是
。
終

不
㆑
能
㆑
成
㆓
菩
提
果
㆒
也

（
（4
（

」
と
あ
り
、
声
聞
修
禅
の
果
を
水
精
に
、
菩
提
の
果
を
摩

尼
宝
珠
に
喩
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
判
る
。

　

さ
て
、
源
信
は
先
ず
、「
有
云
」
と
し
て
水
精
を
妙
覚
に
配
す
る
三
義
が
説
か
れ

て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
答
え
と
し
て
い
る
。
第
一
と
し
て
等
覚
の
摩
尼
珠
は
人
中
の

宝
で
あ
り
、
妙
覚
の
水
精
は
天
上
の
宝
と
し
、
天
上
の
劣
宝
は
人
中
の
勝
宝
に
優
る

と
い
う
解
釈
。
第
二
に
は
、
水
に
は
証澄

歟
清
極
精
と
い
う
解
釈
と
妙
覚
の
寂
滅
浄
性

は
同
じ
で
あ
る
と
し
て
水
精
を
妙
覚
に
配
当
し
た
す
る
解
釈
。
こ
こ
で
の
水
に
関
す

る
解
釈
は
典
拠
不
明
で
あ
る
。
第
三
は
五
色
の
中
、
白
が
最
勝
で
あ
る
か
ら
と
す
る
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源
信
撰
『
六
即
義
私
記
』
の
思
想
と
源
信
の
思
弁

も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
義
を
源
信
は
不
十
分
な
解
釈
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
続
く
「
私
云
」
で
は
『
瓔
珞
経
』
を
引
き
、
水
精
が
内
も
外
も
明
微
で
あ
り
、

そ
れ
は
妙
覚
が
常
住
で
湛
然
と
し
て
明
浄
な
の
で
あ
り
こ
れ
を
一
切
智
と
名
づ
け
る

と
い
う
一
文
を
も
っ
て
、
水
精
を
妙
覚
に
配
す
る
答
え
と
し
て
い
る
。

　

源
信
は
経
文
中
の
明
微
・
明
浄
を
も
っ
て
水
精
妙
覚
を
説
く
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
一
六
番
問
答
で
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
注
意
す
べ
き
は
良
賁
の
『
仁
王
経
疏
』

を
見
て
い
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

問
。
瑠
璃
摩
尼
豈
非
㆓
明
微
㆒
乎
。
答
。
白
清
色
是
順
㆓
明
微
㆒
勝
。
又
白
非
㆔
是

反
㆓
異
色
㆒。
故
順
㆓
常
住
湛
然
㆒
［
勝
］
色
也
。
又
、
説
㆓
信
心
㆒
云
、
如
㆔
水
精

珠
能
降
㆓
渇
水
㆒
等
云

々
。
故
依
㆓
此
等
義
㆒
水
精
勝
、
明
微
順
㆓
湛
然
明
浄
之

義
㆒
勝
耳
。

　

こ
こ
で
は
水
精
に
も
渇
水
時
に
雨
を
降
ら
せ
る
特
別
な
力
が
あ
る
こ
と
を
「
説
㆓

信
心
㆒
云
」
と
し
て
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
つ
い
て
は
良
賁
撰
『
仁
王
経
疏
』
で
信
に

関
し
て
「
信
是
心
、
所
㆑
善
十
一
中
最
初
信
也
。
令
㆓
心
心
所
澄
浄
㆒
為
㆑
性
。
如
㆔
水

精
珠
能
清
㆓
濁
水
㆒
」（
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と
い
う
言
及
が
あ
り
、
こ
れ
に
影
響
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

伝
智
顗
の
『
仁
王
経
疏
』
を
使
用
し
て
い
る
の
が
未
再
治
本
の
特
徴
で
、
再
治
本
で

覚
超
は
天
台
の
『
仁
王
経
疏
』
で
は
な
く
、
良
賁
の
『
仁
王
経
疏
』
を
代
用
し
て
い

る
こ
と
が
両
書
の
違
い
と
佐
藤
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（4
（

が
、
源
信
も
良
賁
の

『
仁
王
経
疏
』
を
依
用
し
て
い
た
と
す
る
と
、
覚
超
が
真
偽
未
詳
の
天
台
『
仁
王
経

疏
』
で
は
な
く
良
賁
の
『
仁
王
経
疏
』
を
典
拠
と
し
て
用
い
て
い
た
の
は
源
信
も
見

て
い
た
か
ら
と
い
う
理
由
も
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
源
信
は
四
教
義
説
と
し
て
妙
覚
摩
尼
輪
説
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、

こ
れ
と
妙
覚
水
精
輪
の
会
通
を
試
み
て
い
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
智
顗
説
と
湛
然
説
の

会
通
と
も
い
え
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
一
八
番
・
一
九
番
問
答
に
次
の
よ
う
に

あ
る
。問

。
若
爾
如
何
四
教
義
水
精
対
㆓
等
覚
㆒、
摩
尼
対
㆓
妙
覚
㆒
乎
。
答
。
此
拠
㆓
品

勝
劣
㆒
対
耳
。
問
。
設
雖
㆑
然
如
何
違
㆓
経
文
㆒。
非
㆓
恣
如
㆑
此
対
㆒
乎
。
答
。
経

拠
㆓
明
徹
義
㆒。
今
勝
劣
義
、
彼
仏
意
亦
非
㆑
可
㆑
捨
㆓
勝
劣
義
㆒
故
、
今
宗
為

㆑
顕
㆓
彼
義
㆒
恣
相
対
耳

（
（4
（

。

　

源
信
は
『
四
教
義
』
に
水
精
を
等
覚
と
し
摩
尼
を
妙
覚
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
、

一
つ
は
品
の
勝
劣
、
つ
ま
り
は
水
精
と
摩
尼
珠
の
価
値
判
断
が
あ
っ
た
こ
と
を
上
げ
、

ま
た
、
こ
の
配
当
が
『
瓔
珞
経
』
と
異
な
る
理
由
に
つ
い
て
は
経
文
は
明
徹
の
義
に

よ
っ
た
の
で
あ
り
、
仏
意
は
摩
尼
珠
と
水
精
の
勝
劣
の
義
を
捨
て
て
は
い
な
い
の
で
、

そ
の
意
を
汲
ん
で
『
瓔
珞
経
』
と
入
れ
替
え
た
と
答
え
て
い
る
。
但
し
、『
四
教

義
』
に
は
こ
の
よ
う
な
内
容
の
記
述
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
未
再
治
本
の
記
述
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
の
が
証
真
で
あ
る
。

『
止
観
私
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
摩
尼
・
水
精
の
優
劣
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

問
。
水
精
・
摩
尼
勝
劣
天
地
。
何
以
㆓
経
文
㆒
以
㆓
劣
水
精
㆒
対
㆓
妙
覚
㆒
耶
。
答
。

経
云
、
水
精
瓔
珞
内
外
明
徹
、
妙
覚
常
住
湛
然
明
浄
名
㆓
一
切
智
㆒。
若
㆓
四
教

義
㆒
水
精
為
㆓
等
覚
㆒、
摩
尼
対
㆓
妙
覚
㆒。
経
依
㆓
明
浄
㆒、
釈
依
㆓
勝
劣
㆒。（
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証
真
は
水
精
と
摩
尼
の
勝
劣
に
つ
い
て
源
信
所
引
の
『
瓔
珞
経
』
と
同
箇
所
を
引

き
、
経
に
よ
れ
ば
明
浄
と
い
う
観
点
か
ら
水
精
を
妙
覚
と
配
し
、『
四
教
義
』
の
解

釈
は
水
精
と
摩
尼
珠
の
勝
劣
に
よ
っ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
源
信
所
引
の
四

教
義
説
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
源
信
・
証
真
共
に
四
教
義
に
摩
尼
妙

覚
が
説
か
れ
た
と
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
当
時
、
四
教
義
説
と
し
て
比
叡
山
で
通
行

し
て
い
た
も
の
を
源
信
も
証
真
も
そ
の
ま
ま
依
用
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。



五
四

　
　
　
　
佛

　
教

　
文

　
化

　
研

　
究

　（
五
）
覚
超
説
と
の
相
異

　

最
後
に
覚
超
が
こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
咀
嚼
し
た
か
に
触
れ
て
お
く
。
湛
然
の

鉄
銅
銀
金
瑠
璃
摩
尼
の
六
輪
説
に
つ
い
て
は
「
答
。
輪
是
碾
義
、
摧
伏
義
。
従
㆑
浅

至
㆑
深
義
。
妙
覚
位
無
㆓
伏
義
㆒。
無
㆑
可
㆑
至
㆑
処
。
故
無
㆓
輪
義
㆒。
故
決
九
云
、
六
位

展
転
従
㆑
浅
至
㆑
深
。
故
名
為
㆑
輪
。
又
一
一
位
、
皆
破
㆓
結
惑
㆒。
故
約
㆓
輪
義
㆒
以

明
㆓
摧
碾

（
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（

㆒
」
と
、
輪
の
義
に
関
し
て
源
信
説
を
継
承
す
る
。
ま
た
湛
然
説
の
三
失

の
批
判
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

答
。
先
徳
云
云
不
同
。
今
謂
、
此
鉄
字
剩
。
当
㆑
知
、
此
文
五
五
四
四
五
為
㆑

句
歟
。
金
銀
等
次
第
、
只
随
㆓
義
宜
㆒。
経
云
、
水
精
瑠
璃
内
外
明
徹
、
妙
覚
常

住
湛
然
明
浄
、
名
㆓
一
切
智
地
㆒
矣
。
依
㆓
此
義
㆒
故
、
水
精
為
㆓
妙
覚
㆒。
准
知
、

金
銀
自
為
㆑
勝
歟
。
或
金
銀
次
第
説
歟
。
世
間
聖
教
、
多
云
㆓
金
銀
㆒。
故
失
念

耳
（
（4
（

。

　

覚
超
の
註
は
全
体
と
し
て
未
再
治
本
の
略
抄
の
よ
う
な
形
で
あ
り
、
先
徳
の
義
を

丁
寧
に
記
録
す
る
源
信
の
姿
勢
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
湛
然
が
鉄
輪
を
い
れ
た
こ
と

も
、
余
剰
と
の
み
断
じ
、
水
精
妙
覚
の
問
題
も
源
信
説
を
そ
の
ま
ま
載
せ
る
。
ま
た
、

金
銀
の
順
序
に
つ
い
て
も
聖
教
で
も
入
れ
違
い
は
あ
り
失
念
と
評
す
る
。
再
治
本
と

未
再
治
本
を
比
べ
る
と
、
再
治
本
は
断
惑
論
に
紙
幅
を
割
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
覚

超
再
治
の
当
時
あ
っ
て
は
、
断
惑
論
の
方
に
議
論
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ

せ
る
。

四　

小
結

　

源
信
撰
『
六
即
義
私
記
』
は
未
再
治
と
あ
る
よ
う
に
、
内
容
が
未
整
理
の
と
こ
ろ

も
多
々
有
り
、
源
信
自
身
も
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
自
覚
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら
源
信
の
思
想
を
知
る
上
で
の
価
値
が
な
い
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。

本
書
は
い
わ
ば
草
稿
段
階
で
著
述
を
止
め
て
し
ま
っ
た
と
も
言
え
る
が
、
そ
れ
が
故

に
ど
の
よ
う
に
思
索
を
廻
ら
せ
た
か
辿
る
こ
と
が
で
き
る
所
も
あ
る
。
未
再
治
本
に

は
源
信
独
自
の
議
論
と
そ
れ
ま
で
の
先
徳
達
の
言
説
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
源
信
の
思
弁
が
よ
く
現
れ
た
の
が
六
根
外
境
の
問
題
で
あ
る
。
法
華
で
も
浄
土

教
で
も
見
仏
聞
法
を
説
く
の
で
あ
る
が
、
天
台
教
学
に
依
拠
し
た
場
合
、
ど
の
行
位

で
六
根
が
界
外
を
縁
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
そ
の
背
景
に
あ
る
教
理
ま
で
突
き

詰
め
て
論
証
し
、
天
眼
に
関
す
る
議
論
ま
で
含
め
て
周
到
に
論
理
展
開
し
た
。
こ
こ

か
ら
は
源
信
の
緻
密
な
ま
で
の
教
理
研
究
の
態
度
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
六
輪
説

に
関
す
る
議
論
で
は
、
当
時
の
比
叡
山
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
湛
然
批
判
と
擁
護
の

両
説
を
咀
嚼
し
た
上
で
、
自
身
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
基
本
的
に
祖
師
で
あ
る
湛

然
を
擁
護
す
る
立
場
で
論
は
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
も
湛
然
説
を

検
証
し
た
上
で
の
こ
と
で
あ
り
、
疑
問
が
残
る
点
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
そ
れ
を

述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
も
、
源
信
の
学
問
に
対
す
る
実
直
さ
が
垣
間

見
え
る
の
で
あ
る
。　
　

　
　

註
（
1
）　

佐
藤
哲
英
「
六
即
義
私
記
の
研
究
―
青
蓮
院
蔵
古
鈔
本
（
再
治
本
と
未
再
治
本
）
に

基
き
て
」
龍
谷
学
報
三
一
七
。

（
2
）　

青
蓮
院
本
・
一
二
一
丁
右
。

（
3
）　

大
正
八
四
・
四
五
頁
上
。

（
4
）　

大
正
八
四
・
七
二
頁
中
。

（
5
）　

佐
藤
前
掲
論
文
。『
要
法
文
』
は
仏
全
三
二
・
三
九
四
頁
下
～
三
九
五
頁
上
。

（
6
）　

青
蓮
院
本
・
七
六
丁
右
。

（
7
）　

佐
藤
氏
前
掲
論
文
、
二
六
八
頁
。

（
8
）　

青
蓮
院
本
・
七
三
丁
左
～
七
四
丁
右
。



五
五

　
　
　
　
源
信
撰
『
六
即
義
私
記
』
の
思
想
と
源
信
の
思
弁

（
9
）　

大
正
四
六
・
三
三
三
頁
下
。『
天
台
四
教
儀
』
に
「
次
従
㆓
八
信
㆒
至
㆓
十
信
㆒、
断
㆓
界

内
外
塵
沙
惑
㆒
尽
」（
大
正
四
六
・
七
七
九
頁
下
）
と
あ
る
と
の
佐
藤
氏
の
指
摘
が
あ
る
。

（
10
）　
『
六
即
詮
要
記
』、
仏
全
三
二
・
二
〇
九
頁
上
。

（
11
）　

青
蓮
院
本
・
七
八
丁
右
～
七
九
丁
右
。

（
12
）　

大
正
三
四
・
一
三
九
頁
下
。

（
13
）　

伝
全
三
・
二
五
九
頁
。

（
14
）　

青
蓮
院
本
・
八
一
丁
右
。

（
15
）　

青
蓮
院
本
・
八
一
丁
左
～
八
二
丁
右
。

（
16
）　

大
正
三
四
・
三
四
六
頁
下
。

（
17
）　

青
蓮
院
本
・
八
四
丁
右
左
。

（
18
）　

青
蓮
院
本
・
八
五
丁
右
。

（
19
）　

青
蓮
院
本
・
八
五
丁
左
。

（
20
）　

青
蓮
院
本
・
八
五
丁
左
～
八
六
丁
右
。

（
21
）　

天
全
一
八
・
三
二
〇
頁
下
。

（
22
）　

続
天
全
、
論
草
５
・
四
二
四
頁
下
。

（
23
）　

大
正
七
四
・
五
四
七
頁
中
。

（
24
）　

寛
政
七
年
版
・
巻
六
・
四
二
丁
右
。

（
25
）　

天
全
六
・
三
四
七
頁
上
。

（
26
）　

続
天
全
、
顕
教
七
・
四
二
八
頁
下
。

（
27
）　

続
天
全
、
顕
教
七
・
四
一
〇
頁
上
下
。

（
28
）　

仏
全
三
二
・
二
一
二
頁
上
。

（
29
）　
『
六
即
詮
要
記
』、
仏
全
三
二
・
二
〇
九
頁
下
～
二
一
〇
頁
上
。

（
30
）　

仏
全
三
二
・
二
一
四
頁
～
二
一
五
頁
。

（
31
）　

大
正
二
四
・
一
〇
一
二
頁
下
～
一
〇
一
三
頁
上
。

（
32
）　

大
正
四
六
・
一
八
〇
頁
上
。

（
33
）　
『
法
華
三
百
帖
』
で
は
「
問
。
疏
中
、
若
依
㆓
四
輪
㆒
即
鉄
輪
位
。
文　

爾
者
。
仁

王
・
瓔
珞
中
依
㆓
何
経
㆒
耶
」
と
『
仁
王
経
』
の
四
輪
説
と
『
瓔
珞
経
』
の
六
輪
説
に
つ

い
て
議
論
が
な
さ
れ
る
。
続
天
全
、
顕
教
七
・
四
一
八
頁
下
～
四
二
一
頁
下
。

（
34
）　

青
蓮
院
本
・
九
二
丁
右
～
九
三
丁
右
。
分
真
即
五
番
問
答
。

（
35
）　

青
蓮
院
本
・
九
三
丁
右
左
。
決
九
は
『
止
観
輔
行
法
弘
決
』
巻
九
之
三
、
大
正
四

六
・
四
三
〇
頁
上
。

（
36
）　

青
蓮
院
本
・
九
三
丁
左
～
九
四
丁
右
。
問
の
「
決
云
本
業
瓔
珞
～
」
は
『
止
觀
輔
行

伝
弘
決
』
巻
一
之
五
、
大
正
四
六
・
一
八
〇
頁
上
。
答
の
「
決
云
、
経
意
～
」
は
『
止

觀
輔
行
伝
弘
決
』
巻
一
之
五
、
大
正
四
六
・
一
八
〇
頁
上
。「
玄
義
五
～
」
は
『
法
華
玄

義
』
巻
五
上
、
大
正
三
三
・
七
三
五
頁
上
。

（
37
）　

大
正
三
三
・
七
三
五
頁
上
。

（
38
）　

青
蓮
院
本
・
九
五
丁
右
～
九
六
丁
左
。

（
39
）　

大
正
四
六
・
四
三
〇
頁
上
。

（
40
）　

仏
全
二
二
・
五
七
一
頁
上
。

（
41
）　

大
正
七
四
・
三
五
二
頁
下
。『
入
大
乗
論
』
は
大
正
三
二
・
四
五
頁
下
。

（
42
）　

大
正
三
三
・
四
三
五
頁
下
。

（
43
）　

佐
藤
前
掲
論
文
。

（
44
）　

青
蓮
院
本
・
九
八
丁
左
～
九
九
丁
右
。

（
45
）　

仏
全
二
二
・
二
八
三
頁
上
下
。

（
46
）　

仏
全
三
二
・
二
一
五
頁
下
。

（
47
）　

仏
全
三
二
・
二
一
七
頁
上
下
。





五
七

　
　
　
　
現
代
日
本
の
宗
教
系
大
学
と
「
宗
教
的
資
格
」
に
関
す
る
調
査
報
告

一　

は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
近
年
「
大
学
と
宗
教
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
旧
学
制
下
（
明
治
五
年
か
ら
昭
和
二
二
年
）
を
対
象
に
、
二
冊
の
書
籍
を

刊
行
し
て
き
た

（
（
（

。
現
在
で
は
、
戦
後
の
新
制
大
学
期
を
研
究
対
象
期
間
と
定
め
、
戦

後
史
に
お
け
る
宗
教
系
大
学
の
実
態
に
関
し
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
調
査
の
中
間
報
告
と
し
て
、
平
成
二
八
年
段
階
で
の
宗
教
系
大
学
の
量
的
デ

ー
タ
、
お
よ
び
宗
教
系
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
「
宗
教
的
資
格
」
の
提
供
実
態
に
つ

い
て
報
告
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
本
調
査
を
行
う
に
あ
た
っ
て
宗
教

系
大
学
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

宗
教
系
大
学
…
①
大
学
設
立
の
母
体
が
宗
教
団
体
、
も
し
く
は
特
定
宗
教
に
深
く
関

与
し
て
い
る
、
②
創
立
者
が
特
定
宗
教
に
所
属
す
る
宗
教
者
や
信
者
、

③
建
学
・
教
育
理
念
に
お
い
て
宗
教
的
精
神
を
表
明
し
て
い
る
、
と

い
う
基
準
に
対
し
一
つ
以
上
適
合
す
る
大
学
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
本
稿
の
位
置
づ
け
を
確
認
し
て
お
く
。
日
本
に
お
け
る
宗
教
学
や

教
育
学
、
そ
の
他
研
究
分
野
に
お
い
て
、
宗
教
系
大
学
と
い
う
メ
タ
概
念
を
設
定
し

た
実
証
研
究
は
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
来
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い

（
（
（

。
こ
れ
は
、
個
々

の
宗
教
系
大
学
を
対
象
と
し
た
研
究
が
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
大
正
大

学
や
立
教
大
学
、
皇
學
館
大
学
な
ど
、
各
々
の
宗
教
系
大
学
を
舞
台
と
し
た
研
究
成

果
は
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
宗
教
系
大
学
と
い
う
上
位
カ
テ
ゴ
リ
を
設

定
し
た
上
で
行
う
大
学
横
断
的
な
研
究
成
果
は
非
常
に
少
な
い
。
管
見
の
限
り
で
は
、

キ
リ
ス
ト
教
系
に
つ
い
て
は
齋
藤
崇
德
や
金
英
美
ら
、
神
道
系
に
つ
い
て
は
藤
本
頼

生
ら
に
よ
る
成
果
が
あ
る

（
（
（

。
ま
た
、
大
学
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
宗
教
系
学
校
を

対
象
と
し
た
も
の
と
し
て
は
、
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
に
よ
る
成
果
が
あ
る

（
（
（

。

経
営
学
的
な
知
見
か
ら
の
著
作
と
し
て
橘
木
俊
詔
に
よ
る
宗
教
系
学
校
全
般
に
関
す

る
書
籍
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が

（
（
（

、
こ
れ
は
学
術
的
と
い
う
よ
り
一
般
書
と
し
て
の
性

格
が
強
い
。
現
段
階
に
お
い
て
は
、
戦
後
の
新
制
大
学
制
度
と
い
う
視
座
か
ら
、
宗

教
系
大
学
へ
の
総
体
的
理
解
を
提
供
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
と
言
っ
て
良
い
状

況
な
の
で
あ
る
。
平
成
二
八
年
九
月
段
階
に
お
い
て
、
文
部
科
学
省
が
所
轄
し
て
い

　
現
代
日
本
の
宗
教
系
大
学
と
「
宗
教
的
資
格
」
に
関
す
る
調
査
報
告　　
　

�

江　

島　

尚　

俊　



五
八

　
　
　
　
佛

　
教

　
文

　
化

　
研

　
究

る
大
学
は
、
四
年
制
大
学
七
七
七
（
国
立
八
六
、
公
立
八
六
、
私
立
六
〇
五
、）、
短

期
大
学
三
四
一
（
公
立
一
七
、
私
立
三
二
四
）
で
あ
る

（
（
（

。
そ
の
う
ち
、
上
記
の
定
義

に
適
合
す
る
大
学
は
二
〇
二
（
四
年
制
大
学
一
二
五
、
短
期
大
学
七
七
を
含
む
）
で

あ
っ
た
（
表
一
参
照
）。
こ
の
二
〇
二
校
と
い
う
数
字
は
、
本
調
査
を
経
る
ま
で
周

知
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
数
字
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
宗
教
系
大
学
の
量
的
・

質
的
な
調
査
研
究
は
、
い
ま
だ
研
究
途
上
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現

状
の
な
か
、
宗
教
系
大
学
と
い
う
概
念
定
義
を
明
確
に
し
た
上
で
、
そ
の
内
実
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
る
本
稿
は
先
駆
的
な
研
究
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

二　

調
査
方
法

　

本
章
で
は
、
先
述
の
目
的
を
叶
え
る
た
め
に
行
っ
た
調
査
の
方
法
お
よ
び
内
容
に

つ
い
て
詳
述
す
る
。

　

ま
ず
、
宗
教
系
大
学
の
一
覧
作
成
に
つ
い
て
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
全
大
学

（
短
期
を
含
む
）
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
『
全

国
大
学
一
覧　

平
成
二
八
年
度
』
を
原
資
料
に
収
集
・
整
理
し
た
。
そ
こ
か
ら
宗
教

系
大
学
を
抽
出
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
公
益
財
団
法
人
国
際
宗
教
研
究
所
の
附
置
研

究
機
関
で
あ
る
宗
教
情
報
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
（Religious Inform

ation 

Research Center

、
略
称
Ｒ
Ｉ
Ｒ
Ｃ　

ラ
ー
ク
）
で
公
開
さ
れ
て
い
る
「
宗
教
系

学
校
リ
ン
ク
集
」
を
も
と
に
し
な
が
ら
作
業
を
行
っ
た

（
（
（

。
な
お
、
こ
の
リ
ン
ク
集
は

作
成
よ
り
時
間
が
経
過
し
、
か
つ
、
若
干
の
不
備
も
み
ら
れ
た
た
め
、
そ
れ
を
補
完

す
る
た
め
の
情
報
収
集
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
各
大
学
（
短
期
を
含
む
）

や
学
校
連
合
組
織
が
開
設
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
大
学
予
備
校
や
教
育
関
連
出

版
社
が
刊
行
し
て
い
る
受
験
用
大
学
一
覧
を
参
照
し
な
が
ら
リ
ン
ク
集
の
精
査
を
行

っ
た
。
前
掲
の
定
義
に
基
づ
い
た
宗
教
系
大
学
に
適
合

す
る
か
ど
う
か
判
断
し
に
く
い
場
合
は
、
各
大
学
で
個

別
に
作
成
し
て
い
る
大
学
案
内
を
取
り
寄
せ
、
掲
載
内

容
を
も
と
に
精
査
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
不
明
だ
っ

た
場
合
に
は
各
大
学
の
広
報
へ
電
話
に
て
聞
き
取
り
調

査
を
行
っ
た
。
以
上
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
た
宗
教
系

大
学
の
一
覧
は
、
資
料
一
と
し
て
本
文
末
に
掲
載
し
て

い
る
。

　

二
〇
二
校
の
宗
教
系
大
学
の
抽
出
が
終
え
た
後
、
全

て
の
宗
教
系
大
学
に
対
し
て
二
〇
一
六
年
度
版
大
学
案

内
の
請
求
を
行
っ
た
（
平
成
二
八
年
八
月
～
九
月
に
請

求
）。
そ
の
結
果
、
一
八
〇
大
学
に
つ
い
て
大
学
案
内
を

入
手
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
な
お
、
短
期
大
学
部
が
四

年
制
大
学
の
中
に
存
在
し
て
い
る
場
合
で
も
、
短
期
大
学
一
校
と
し
て
加
算
し
た
。

三　

日
本
の
宗
教
系
大
学

　

図
一
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
も
っ
と
も
多
い
の
が
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
（
三
九

％
）
で
次
に
、
同
短
期
大
学
（
二
一
％
）、
そ
の
後
に
、
仏
教
系
大
学
（
一
九
％
）、

同
短
期
大
学
（
一
六
％
）
と
続
く
。
数
量
的
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
系
が
全
体
の
六
〇

％
を
占
め
、
他
に
比
べ
て
圧
倒
的
多
数
で
あ
り
、
そ
れ
に
仏
教
系
が
続
い
て
い
る
と

い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
系
の
大
学
・
短
期
大
学
を
カ
ト
リ
ッ
ク
と
そ
れ
以
外
に
分
け
て
み
る

と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
は
三
六
大
学
（
内
、
短
期
一
七
）
そ
れ
以
外
は
七
五
（
内
、
短

表一　宗教別一覧
大学 短期大学

仏教系 41 校 32 校

キリスト教系 カトリック 19 校 17 校
プロテスタント 59 校 26 校

神道系 2 校 2 校
新宗教系 3 校 1 校
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現
代
日
本
の
宗
教
系
大
学
と
「
宗
教
的
資
格
」
に
関
す
る
調
査
報
告

期
二
六
）
で
あ
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
系
に
特
徴
的
な
の
が
、
女
子
大
学
が
多
い
と
い

う
点
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
系
三
六
大
学
の
う
ち
、
女
子
大
学
は
二
〇
大
学
（
内
、

短
期
九
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
大
学
設
立
教
団
に
女
子
系
の
修
道
会
が
多
く
、
女

子
教
育
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
理
由
と
し
て
考
え
う
る
。

　

次
に
、
都
道
府
県
別
で
見
て
ゆ
き
た
い
（
表
二
参
照
）。
宗
教
系
大
学
が
最
も
多

く
所
在
し
て
い
る
の
が
東
京
都
（
三
一
）
で
あ
り
、
次
い
で
京
都
（
二
二
）、
大
阪

（
一
五
）
と
続
く
。
一
方
、
宗
教
系
大
学
が
存
在
し
な
い
の
は
山
形
・
石
川
・
富

山
・
鳥
取
・
島
根
・
徳
島
・
高
知
・
宮
崎
の
七
県
で
あ
っ
た
。
な
お
、
日
本
の
全
大

学
の
都
道
府
県
分
布
と
比
較
し
て
み
た
が
、
京
都
府
に
比
較
的
多
く
の
大
学
（
特
に

仏
教
系
）
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
除
け
は
、
全
体
分
布
と
の
大
き
な
差
異
は
存

在
し
な
か
っ
た

（
（
（

。

 

20%

16%

39%

21%

1%

1%

1%

1%

一
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佛

　
教

　
文

　
化

　
研

　
究

四　

宗
教
系
大
学
に
お
け
る
「
宗
教
的
資
格
」

　

本
章
で
は
、
宗
教
系
大
学
の
役
割
の
一
つ
と
し
て
考
え
う
る
「
宗
教
的
資
格
」
の

提
供
に
つ
い
て
、
仏
教
系
、
キ
リ
ス
ト
教
系
、
神
道
系
、
新
宗
教
系
に
分
け
て
考
察

し
て
い
く
。
宗
教
系
大
学
は
特
定
の
宗
教
教
団
と
の
関
連
を
有
す
る
場
合
が
少
な
く

な
い
が
、
そ
れ
ら
教
団
で
規
定
さ
れ
て
い
る
資
格
が
、
宗
教
系
大
学
内
で
提
供
さ
れ

て
い
る
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
経
る
こ
と
で
授
与
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
の

資
格
を
「
宗
教
的
資
格
」
と
定
義
し
た
上
で
、
以
下
で
は
宗
教
別
に
分
け
て
調
査
結

果
を
報
告
す
る
。

表二　都道府県別一覧
仏教系 キリスト教系 神道系 新宗教系 合計

大学 短期�
大学 大学 短期�

大学 大学 短期�
大学 大学 短期�

大学
北海道 2 3 5 1 1 12
青森県 2 2 4
岩手県 1 1 2
宮城県 1 1 4 1 7
秋田県 1 1
山形県 0
福島県 1 1
茨城県 1 1
栃木県 1 1 1 3
群馬県 1 1 2
埼玉県 2 1 3
千葉県 2 1 3
東京都 6 3 16 3 1 1 1 31
神奈川県 1 2 4 5 12
新潟県 1 1
石川県 0
富山県 0
福井県 1 1
山梨県 1 1 2
長野県 1 1 1 3
岐阜県 1 2 1 1 5
静岡県 2 1 3
愛知県 6 2 3 2 13
三重県 1 1 2
滋賀県 1 1
京都府 10 8 3 1 22
大阪府 3 1 5 6 15
兵庫県 1 1 6 5 1 14
奈良県 1 1
和歌山県 1 1 2
鳥取県 0
島根県 0
岡山県 1 1 1 3
広島県 2 2
山口県 1 1
徳島県 0
香川県 1 1
愛媛県 2 2 4
高知県 0
福岡県 1 3 4 4 12
佐賀県 1 1
長崎県 4 1 5
熊本県 1 1
大分県 1 1
宮崎県 0
鹿児島県 1 1 2
沖縄県 1 1 2



六
一

　
　
　
　
現
代
日
本
の
宗
教
系
大
学
と
「
宗
教
的
資
格
」
に
関
す
る
調
査
報
告

【
仏
教
系
】

　

高
野
山
真
言
宗	

高
野
山
大
学

　

浄
土
宗	

佛
教
大
学
、
大
正
大
学

　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派	

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
、
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
短
期
大

学
部
、
九
州
龍
谷
短
期
大
学
、
相
愛
大
学
、
筑
紫
女

学
園
大
学
、
武
蔵
野
大
学
、
龍
谷
大
学
、
龍
谷
大
学

短
期
大
学
部

　

真
言
宗
智
山
派	

大
正
大
学

　

真
言
宗
豊
山
派	

大
正
大
学

　

真
宗
大
谷
派	

大
谷
大
学
、
大
谷
大
学
短
期
大
学
部

	

九
州
大
谷
短
期
大
学
、
同
朋
大
学

　

西
山
浄
土
宗	

京
都
西
山
短
期
大
学

　

曹
洞
宗	

愛
知
学
院
大
学
、
駒
澤
大
学
、
苫
小
牧
駒
澤
大
学

　

天
台
宗	

大
正
大
学

　

東
寺
真
言
宗	

種
智
院
大
学

　

日
蓮
宗	

身
延
山
大
学
、
立
正
大
学

　

臨
済
宗
妙
心
寺
派	

正
眼
短
期
大
学
、
花
園
大
学

　

仏
教
系
七
三
大
学
の
う
ち
、
特
定
教
団
と
の
接
点
が
確
認
で
き
た
の
は
六
五
大
学

で
あ
っ
た
。
そ
の
内
訳
と
し
て
は
、
真
宗
大
谷
派
・
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
一
四
大
学
、

浄
土
宗
一
〇
大
学
、
曹
洞
宗
九
大
学
、
日
蓮
宗
五
大
学
、
高
野
山
真
言
宗
・
真
言
宗

大
覚
寺
派
・
足
利
仏
教
和
合
会
・
臨
済
宗
妙
心
寺
派
・
真
言
宗
豊
山
派
が
二
大
学
、

真
宗
高
田
派
・
西
山
浄
土
宗
・
東
寺
真
言
宗
・
真
言
宗
智
山
派
・
天
台
宗
・
和
宗
が

一
大
学
で
あ
っ
た
（
内
訳
を
合
計
す
る
と
六
八
大
学
と
な
っ
て
し
ま
う
が
、
こ
れ
は

大
正
大
学
が
四
宗
派
［
天
台
宗
・
真
言
宗
豊
山
派
・
真
言
宗
智
山
派
・
浄
土
宗
］
に

関
係
す
る
大
学
だ
か
ら
で
あ
る
）。

　

仏
教
系
大
学
に
お
け
る
「
宗
教
的
資
格
」
と
は
、
僧
侶
資
格
（
も
し
く
は
教
師
資

格
）
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
が
、
所
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
修
了
を
前
提
と
し
僧
侶
資

格
の
提
供
を
明
示
し
て
い
る
の
は
、
上
段
に
記
載
の
一
二
宗
派
・
二
四
大
学
で
あ
っ

た
。
た
と
え
ば
、
高
野
山
大
学
に
お
い
て
は
文
学
部
密
教
学
科
や
別
科
密
教
専
修
コ

ー
ス
、
大
正
大
学
で
は
仏
教
学
部
仏
教
学
科
、
愛
知
学
院
大
学
で
は
文
学
部
宗
教
文

化
学
科
な
ど
で
提
供
さ
れ
て
い
る
僧
侶
資
格
取
得
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
め
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
が
求
め
る
僧
侶
資
格
申
請
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

そ
こ
で
取
得
さ
れ
る
単
位
は
卒
業
要
件
単
位
と
し
て
も
認
定
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多

い
。
一
方
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
と
真
宗
大
谷
派
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
上
段

記
載
大
学
内
の
ど
の
学
部
・
学
科
に
所
属
し
て
も
僧
侶
資
格
（
教
団
規
則
上
で
の
正

式
名
称
は
「
教
師
資
格
」）
を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
資
格
取

得
の
た
め
の
所
定
単
位
が
他
の
仏
教
教
団
に
比
べ
、
格
段
に
少
な
く
設
定
さ
れ
て
い

る
た
め
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
短
期
の
資
格
取
得
課
程
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
く
。
各
大
学
と
も
に
、

専
修
科
や
別
科
と
い
っ
た
単
位
履
修
課
程
を
設
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
四
年
間
の

通
学
で
は
な
く
、
一
年
も
し
く
は
二
年
と
い
っ
た
短
期
履
修
期
間
で
僧
侶
資
格
を
取

得
で
き
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
れ
ら
は
資
格
取
得
を
優

先
し
た
課
程
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
そ
れ
ら
の
課
程
で
は
四
年
制
の
学
部
と
異
な
り
、

僧
侶
資
格
と
し
て
は
下
位
の
資
格
の
み
を
取
得
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
最
後
に
編
入

制
度
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
僧
侶
資
格
取
得
の
専
門
学
部
・
専
門
学
科
以
外
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に
在
籍
、
も
し
く
は
卒
業
し
た
者
を
対
象
に
、
四
年
制
学
部
へ
の
編
入
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
大
学
在
籍
者
・
卒
業
者
と
も
に
三

年
次
編
入
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

各
大
学
と
も
に
共
通
し
て
い
る
事
項
と
し
て
、
学
歴
に
応
じ
た
僧
侶
資
格
の
提
供

が
確
認
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
資
格
取
得
に
指
定
さ
れ
た
学
部
よ
り
も
、
同
様
に
指
定

さ
れ
た
大
学
院
を
卒
業
し
た
ほ
う
が
、
上
位
の
資
格
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
設
定
さ

れ
て
い
る
。
僧
侶
資
格
と
学
歴
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

【
キ
リ
ス
ト
教
系
】

　

イ
エ
ズ
ス
会	

上
智
大
学

　

神
言
修
道
会	

南
山
大
学

　

日
本
パ
プ
テ
ス
ト
同
盟	

西
南
学
院
大
学

　

日
本
基
督
教
団	

東
京
神
学
大
学
、
同
志
社
大
学

関
西
学
院
大
学
、
東
北
学
院
大
学

　

日
本
同
盟
基
督
教
団	

東
京
基
督
教
大
学

　

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会	

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学

　

上
記
の
大
学
の
う
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
的
に
特
化
し
た
教
育
を
提
供
し
て
い
る
の
は

東
京
神
学
大
学
と
東
京
基
督
教
大
学
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
学
は
、
学
校
案
内
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
謳
っ
て
い
る
よ
う
に
、
神
学
専
門
の
単
科
大
学
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
東
京
神
学
大
学
は
神
学
部
神
学
科
の
み
を
有
す
る
大
学
で
あ
る
。
平
成
二
八
年

度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
み
て
も
、
二
年
次
以
降
に
設
定
さ
れ
て
い
る
専
門
教
育
科
目

は
す
べ
て
神
学
や
キ
リ
ス
ト
教
に
関
わ
る
科
目
で
あ
り
、
神
学
お
よ
び
牧
師
養
成
に

特
化
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る

（
（
（

。
一
方
、
東
京
基
督
教
大
学
の

神
学
部
の
中
に
、
二
学
科
（
神
学
科
・
国
際
キ
リ
ス
ト
教
福
祉
学
科
）
を
有
し
て
い

る
。
ま
た
、
東
京
神
学
大
学
は
全
寮
制
を
採
用
し
て
お
り
、
全
学
生
の
内
二
割
～
三

割
が
留
学
生
で
あ
る
。
両
大
学
に
共
通
し
て
い
る
の
が
、
基
本
的
に
教
員
と
学
生
が

洗
礼
を
受
け
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
教
員
採
用
・
入
学
条
件
と
し
て
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
他
の
大
学
で
神
学
部
を
有
し
て
い
る
大
学
は
、
西
南
学
院

大
学
、
同
志
社
大
学
、
関
西
学
院
大
学
で
あ
り
、
東
北
学
院
大
学
と
ル
ー
テ
ル
学
院

大
学
は
学
部
と
し
て
の
神
学
部
は
、
現
在
で
は
設
置
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
学
科

や
専
攻
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
関
連
の
組
織
を
設
置
し
て
い
る
。
東
京
神
学
大
学
と

東
京
基
督
教
大
学
以
外
の
大
学
に
お
い
て
は
、
神
学
・
キ
リ
ス
ト
教
学
関
連
の
組
織

は
他
学
部
・
他
学
科
に
比
べ
て
少
数
派
で
あ
り
、
そ
の
他
学
部
の
学
生
が
在
籍
者
数

の
う
ち
多
数
を
占
め
て
い
る
。

　

一
方
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
で
聖
職
者
養
成
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
南
山
大
学
と
上
智

大
学
で
あ
る
。
南
山
大
学
で
は
人
文
学
部
キ
リ
ス
ト
教
学
科
に
お
い
て
「
司
祭
養
成

課
程
」
に
お
け
る
所
定
科
目
を
履
修
、
上
智
大
学
で
は
神
学
部
神
学
科
に
お
い
て

「
神
学
系
」
の
所
定
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
教
皇
庁
認
可
神
学
部
」
の
卒

業
資
格
と
同
等
の
資
格
を
取
得
で
き
る
。
さ
て
、
こ
こ
で
教
皇
庁
認
可
神
学
部
に
つ

い
て
補
足
説
明
を
し
て
お
き
た
い
。

　

た
と
え
ば
、
南
山
大
学
人
学
部
キ
リ
ス
ト
教
学
科
は
、「
教
皇
庁
認
可
神
学
部
」

に
認
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
教
皇
庁
側
に
と
っ
て
以
下
の
五
つ
の
目
的
を
持
つ

と
さ
れ
る
。
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現
代
日
本
の
宗
教
系
大
学
と
「
宗
教
的
資
格
」
に
関
す
る
調
査
報
告

①
神
学
研
究

②
諸
宗
教
と
の
対
話

③
国
際
的
福
音
宣
教

④
南
山
大
学
の
研
究
・
教
育
活
動
へ
の
参
加

⑤
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
へ
の
貢
献

（
（1
（

　

南
山
大
学
の
キ
リ
ス
ト
教
学
科
は
、
単
に
大
学

の
み
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
下
に
置
か
れ
た
組
織
で
は
な

く
、
そ
れ
を
認
可
神
学
部
と
し
て
認
定
し
て
い
る

教
皇
庁
、
さ
ら
に
は
南
山
大
学
の
設
置
母
体
で
あ

る
神
言
会
と
が
密
接
な
関
係
を
有
し
な
が
ら
運
営

さ
れ
て
い
る
組
織
で
あ
る
。
表
三
に
は
、
二
〇
〇

八
年
時
に
お
け
る
教
皇
庁
認
可
神
学
部
制
度
の
単

位
互
換
に
つ
い
て
の
一
覧
を
掲
載
し
て
い
る

（
（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、「
教
皇
庁
認
可
神
学
部
」
に
お

け
る
指
定
単
位
が
、
南
山
大
学
人
文
学
部
キ
リ
ス

ト
教
学
科
が
提
供
し
て
い
る
単
位
と
互
換
可
能
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

上
智
大
学
に
お
い
て
は
、
昭
和
二
六
年
に
文
学

部
神
学
研
究
科
が
発
足
し
、
同
三
一
年
に
認
可
神

学
部
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
同
三
三
年
に
神
学
部
神
学
科
が
発
足
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
同
大
学
に
お
い
て
興
味
深
い
近
年
の
動
向
と
し
て
、
平
成
二

五
年
に
神
学
部
内
に
「
宣
教
実
務
系
」
が
開
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

「
宣
教
実
務
系
」
と
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
「
主
に
教
会
で
の
宣
教
・
実
務
に
携

わ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
（
社
会
人
）
を
対
象
と
し
て
、
カ
テ
キ
ズ
ム
、
聖
書
、
典
礼

な
ど
基
礎
分
野
を
ゼ
ミ
形
式
で
学
び
ま
す

（
（1
（

。」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
す
で
に
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
で
実
務
を
担
っ
て
い
る
社
会
人
信
徒
向
け
に
開
設
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
今
回
の
調
査
対
象
と
し
て
い
る
「
宗
教
的
資
格
」
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、

宗
教
者
で
は
な
く
信
徒
向
け
に
提
供
し
て
い
る
教
育
課
程
と
し
て
特
筆
す
べ
き
事
例

と
い
え
よ
う
。

【
神
道
系
】

　

神
社
本
庁	

皇
學
館
大
学

　

神
社
本
庁	

國
學
院
大
學

　

神
道
系
に
お
い
て
は
、
神
社
本
庁
か
ら
の
委
託
を
受
け
た
皇
學
館
大
学
と
國
學
院

大
學
に
お
い
て
宗
教
者
養
成
（
神
職
養
成
）
が
行
わ
れ
て
い
る
。
神
職
階
位
は
、
浄

階
・
明
階
・
正
階
・
権
正
階
・
直
階
の
五
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
大
学
お
よ
び
大
学

院
で
取
得
可
能
な
の
は
、
明
階
以
下
の
四
階
位
で
あ
る
。

　

皇
學
館
大
学
に
お
い
て
は
、
文
学
部
の
神
道
学
科
・
国
文
学
科
・
国
史
学
科
が
そ

れ
に
対
応
し
て
い
る
。
い
ず
れ
か
の
学
科
に
お
い
て
神
職
課
程
（
高
等
課
程
）
を
履

修
、
所
定
単
位
を
修
得
し
、
大
学
を
卒
業
す
る
と
神
職
階
位
正
階
が
授
与
さ
れ
、
明

階
検
定
合
格
資
格
を
得
る
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
神
道
学
科
に
の
み
明
階
総
合
課
程

表三　単位互換
教皇庁認可神学部 南山大学

第一期課程 5年間 178単位 人文学部キリスト教学科 4年間 128単位

第二期課程 2年間 40単位 人間文化研究科キリスト教思想専攻
修士課程 2年間 30単位

第三期課程 3年間 12単位
文学研究科神学専攻博士後期課程 3年間 20単位
人間文化研究科宗教思想専攻博士後
期課程 3年間 18単位
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が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
四
年
次
後
半
の
半
年
間
に
履
修
可
能
な
課
程
で
あ

り
、
こ
こ
で
の
所
定
単
位
を
修
得
し
、
神
社
本
庁
の
審
査
を
経
て
る
こ
と
で
、
明
階

と
い
う
神
職
階
位
が
授
与
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
学
院
文
学
研
究
科
（
神
道
学
専
攻
・

国
文
学
専
攻
・
国
史
学
専
攻
）
の
博
士
前
期
課
程
（
修
士
課
程
）
に
お
い
て
、
所
定

単
位
を
習
得
す
る
こ
と
で
明
階
授
与
が
な
さ
れ
る
。
な
お
、
学
内
に
は
専
攻
科
も
設

置
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
の
所
定
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
で
一
年
間
と
い
う
短
期
で

正
階
授
与
・
明
階
検
定
合
格
の
資
格
が
与
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
國
學
院
大
學
に
お
い
て
は
、
以
下
の
課
程
に
お
い
て
神
職
階
位
が
取
得
可

能
と
な
っ
て
い
る

（
（1
（

。

大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
神
道
学
・
宗
教
学
専
攻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

：
明
階
（
明
階
検
定
合
格
）

神
道
文
化
学
部
（
明
階
総
合
課
程
）　
　
　
　

：
明
階
（
明
階
検
定
合
格
）

神
道
文
化
学
部
・
他
学
部
（
神
職
課
程

（
（1
（

）　
　

：
正
階
（
明
階
検
定
合
格
）

神
道
学
専
攻
科　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

：
正
階
（
明
階
検
定
合
格
）

別
科
神
道
専
修
二
類　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

：
正
階
（
正
階
検
定
合
格
）

別
科
神
道
専
修
一
類 　

	

　
　

 　
　
　
　

：
権
正
階
（
権
正
階
検
定
合
格
）

　

別
科
が
設
置
さ
れ
て
い
る
点
が
皇
學
館
大
学
と
の
違
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
外

は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
な
お
、
両
大
学
で
の
神
職
階
位
の
取
得
課
程
に
は
神
社
実
習

が
必
須
と
さ
れ
て
お
り
、
神
社
内
に
お
け
る
一
定
期
間
の
実
習
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
。

【
新
宗
教
系
】

　

天
理
教　
　
　
　
　
　
　

天
理
大
学

　

新
宗
教
系
の
大
学
と
し
て
は
、
天
理
大
学
に
お
い
て
「
よ
ふ
ぼ
く
」
の
育
成
を
目

的
と
し
た
伝
道
課
程
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。『
天
理
教
教
典
』
に
よ
る
と
、「
た
す
け

て
頂
い
た
喜
び
は
、
自
ら
外
に
向
つ
て
、
人
だ
す
け
の
行
為
と
な
り
、
こ
こ
に
、
人

は
、
親
神
の
望
ま
れ
る
陽
気
ぐ
ら
し
へ
の
普
請
の
用
材
と
な
る
。
こ
れ
を 

よ
ふ
ぼ

く
と
仰
せ
ら
れ
る

（
（1
（

。」
と
さ
れ
、
よ
ふ
ぼ
く
は
用
木
の
字
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に

「
陽
気
ぐ
ら
し
」
の
世
界
実
現
の
た
め
、
そ
の
手
足
と
な
っ
て
活
動
す
る
者
を
指
す
。

　

ま
た
、
卒
業
後
、
よ
ふ
ぼ
く
で
あ
る
者
は
「
教
人
資
格
講
習
会
」
修
了
と
み
な
さ

れ
、
申
請
に
基
づ
き
教
人
と
し
て
登
録
さ
れ
る
。
教
人
と
し
て
登
録
さ
れ
た
者
は
、

「
教
会
長
資
格
検
定
講
習
会
」
を
受
講
す
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。

五　

ま
と
め
に
か
え
て
―
本
稿
の
意
義
と
本
研
究
の
位
置
づ
け
―

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
現
代
日
本
に
お
け
る
宗
教
系
大
学
、
お
よ
び
「
宗
教
的
資

格
」
提
供
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
そ
の
目
的
を
叶
え
る
た

め
に
、
基
礎
作
業
と
し
て
宗
教
系
大
学
に
関
す
る
量
的
な
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
そ

こ
で
得
ら
れ
た
統
計
デ
ー
タ
お
よ
び
「
宗
教
的
資
格
」
に
関
す
る
結
果
を
、
簡
単
に

で
は
あ
る
が
整
理
し
報
告
し
て
き
た
。
こ
の
調
査
は
現
在
進
行
形
で
も
あ
る
た
め
、

本
報
告
は
中
間
報
告
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
強
い
。
特
に
、
大
学
内
部
や
各
教
団
側

の
資
料
に
つ
い
て
は
十
分
な
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
充
実
し
た
も
の
に

し
て
い
く
こ
と
を
約
し
て
、
現
状
報
告
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。
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す
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査
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最
後
に
な
る
が
、
本
研
究
が
拠
っ
て
立
っ
て
い
る
研
究
テ
ー
マ
「
大
学
と
宗
教
」

の
学
問
的
意
義
を
述
べ
た
上
で
、
本
稿
の
意
義
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思

う
。
も
と
も
と
本
研
究
は
、
か
つ
て
日
本
の
宗
教
学
分
野
で
流
行
し
た
宗
教
概
念
研

究
へ
の
批
判
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。
一
九
八
〇
～
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
の
時

期
、
日
本
の
宗
教
学
で
は
宗
教
と
い
う
概
念
の
近
代
的
な
歴
史
性
や
政
治
性
に
着
眼

し
た
研
究
、
い
わ
ゆ
る
宗
教
概
念
研
究
が
多
く
の
耳
目
を
集
め
た
。
そ
こ
で
は
、
宗

教
概
念
の
自
明
性
が
再
検
討
さ
れ
る
と
と
も
に
、
宗
教
学
と
い
う
学
問
の
領
域
や
方

法
も
問
い
直
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
成
果
は
、
田
丸
徳
善
『
宗
教
学
の
歴
史
と
課

題
』（
一
九
八
七
）
や
島
薗
進
・
鶴
岡
賀
雄
編
『〈
宗
教
〉
再
考
』（
二
〇
〇
三
）、
近

年
で
は
前
川
理
子
『
近
代
日
本
の
宗
教
論
と
国
家
』（
二
〇
一
五
）
等
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
で
あ
る
。
そ
れ
ら
一
連
の
研
究
で
は
、
日
本
の
大
学
と
い
う
組
織
お
よ

び
制
度
の
歴
史
的
経
緯
や
特
質
に
ほ
と
ん
ど
関
心
を
払
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
も
そ

も
日
本
の
大
学
制
度
は
欧
米
と
異
な
り
、
国
家
主
導
の
も
と
極
め
て
強
い
世
俗
性
を

原
則
に
し
て
創
始
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。
日
本
に
お
け
る
宗
教
関
連
学
問
（
宗
教
学
や
神
学
、

仏
教
学
な
ど
）
は
、
こ
の
特
質
を
有
し
た
大
学
制
度
の
上
で
展
開
し
て
き
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
こ
で
の
成
果
は
学
術
雑
誌
・
書
籍
等
で
頒
布
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は

近
代
的
な
宗
教
概
念
の
形
成
・
流
布
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
大
学
制

度
上
で
も
僧
侶
や
牧
師
、
神
職
な
ど
の
宗
教
者
養
成
が
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う

に
大
学
と
は
、
近
代
日
本
の
宗
教
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
制
度
・
組
織
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
宗
教
概
念
研
究
、
ひ
い
て
は
日
本
の
宗
教
関
連
学
問
は
ほ
と
ん

ど
関
心
を
寄
せ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
二
〇
一
一
年
四
月
、
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究

所
内
に
お
い
て
「
大
学
と
宗
教
」
研
究
会
（
代
表
：
江
島
尚
俊
［
当
時
］、
現
在
は

松
野
智
章
氏
）
が
立
ち
上
っ
た
。
そ
こ
で
は
現
在
に
至
る
六
年
の
間
、
明
治
初
期
か

ら
昭
和
二
〇
年
ま
で
の
時
期
を
対
象
に
、
大
学
制
度
上
で
展
開
さ
れ
て
き
た
〝
宗
教

の
研
究
〟
と
〝
宗
教
者
の
教
育
〟
に
つ
い
て
歴
史
的
・
実
証
的
な
研
究
を
行
っ
て
き

た
。
そ
の
成
果
は
、『
近
代
日
本
の
大
学
と
宗
教
』（
第
一
巻
、
二
〇
一
四
年
二
月
刊

行
）、『
戦
時
日
本
の
大
学
と
宗
教
』（
第
二
巻
、
二
〇
一
七
年
二
月
）
に
お
い
て
報

告
し
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
日
本
は
欧
米
と
異
な
り
、
国
家
主
導
で
大
学
制

度
が
創
始
さ
れ
て
い
る
。
両
書
で
は
、
そ
の
特
質
を
踏
ま
え
た
上
で
、「
大
学
と
宗

教
」
の
関
係
に
つ
い
て
実
態
解
明
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、「
大

学
と
宗
教
」
の
戦
後
史
解
明
の
端
緒
と
し
て
、
本
稿
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

以
上
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
本
研
究
は
大
学
に
着
眼
す
る
こ
と
で
、
従
来
に
は
存

在
し
な
か
っ
た
「
大
学
と
宗
教
」
と
い
う
研
究
領
域
と
研
究
方
法
を
創
出
し
て
い
る
。

近
現
代
日
本
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
国
家
が
独
占
掌
握
す
る
大
学
制
度
上
に
お
い

て
専
門
学
術
領
域
が
展
開
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
王
侯
貴
族
や
民
間
企
業
な
ど
に
よ

っ
て
私
的
な
高
等
教
育
・
研
究
機
関
が
並
存
し
て
き
た
欧
米
と
は
、
全
く
事
情
が
異

な
る
。
日
本
で
は
、
大
学
に
お
い
て
こ
そ
高
度
な
学
術
教
育
・
研
究
が
独
占
展
開
し

て
き
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
専
門
性
の
高
い
宗
教
関
連
学
問
、
お
よ
び
そ
の
学
習

を
必
須
と
定
め
た
大
学
制
度
上
で
の
宗
教
者
養
成
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
国
家
が
掌

握
す
る
大
学
行
政
の
枠
内
で
展
開
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
し
て
来
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
に
鑑
み
る
こ
と
は
、「
国
家
と
宗
教
」、「
宗
教
の
近
代

化
・
世
俗
化
」
と
い
う
宗
教
学
に
と
っ
て
の
重
要
テ
ー
マ
に
関
し
、
大
学
と
い
う
新

し
い
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。
ま
た
、
異
な
る
教
義
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佛

　
教

　
文

　
化

　
研

　
究

や
歴
史
背
景
を
持
つ
諸
宗
教
を
大
学
制
度
と
い
う
同
一
基
盤
上
で
対
象
化
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
も
本
研
究
の
特
徴
と
言
え
る
（
例
：
建
学
理
念
や
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
比
較
な
ど
）。

　

こ
こ
ま
で
論
じ
て
き
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
大
学
に
お
け
る
宗
教
者
養
成
の
構
造

的
拘
束
性
へ
の
関
心
を
よ
り
高
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
筆
者
の

危
機
意
識
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
構
造
的
と
は
国
家
の
大
学
制
度
・
大
学

行
政
の
こ
と
で
あ
り
、
拘
束
性
と
は
そ
れ
ら
構
造
か
ら
受
け
る
制
限
や
限
界
の
こ
と

で
あ
る
。
現
代
日
本
の
大
学
等
で
学
究
生
活
に
営
ん
で
い
る
と
、
大
学
の
自
治
・
学

問
の
自
由
は
安
定
し
て
保
障
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
捉
え
て
し
ま
う
。
し
か
し
、

教
育
史
学
者
ら
が
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ら
は
大
き
な
誤
解
で
あ
り
、
幻
想
で
し
か
な

い
。
近
現
代
の
大
学
と
は
常
に
国
家
の
介
入
や
干
渉
に
晒
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
大

学
で
教
育
・
研
究
さ
れ
て
い
る
宗
教
関
連
学
問
も
例
外
で
は
な
い
。
国
家
が
掌
握
す

る
大
学
と
い
う
制
度
領
域
・
行
政
領
域
に
お
い
て
宗
教
者
を
養
成
し
て
い
く
こ
と
の

利
点
や
限
界
に
つ
い
て
は
、
今
一
度
し
っ
か
り
と
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
こ
の
よ
う
な
関
心
か
ら
も
、「
大
学
と
宗
教
」
と
い
う
研
究
テ
ー
マ
は
大
き

な
意
味
を
持
つ
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

資
料
一　

現
代
日
本
の
宗
教
系
大
学
一
覧

一
―
一　

仏
教
系
（
大
学
）
四
一
大
学

愛
知
学
院
大
学

愛
知
文
教
大
学

足
利
工
業
大
学

大
阪
大
谷
大
学

大
谷
大
学

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学

京
都
華
頂
大
学

京
都
光
華
女
子
大
学

京
都
嵯
峨
芸
術
大
学

京
都
女
子
大
学

京
都
文
教
大
学

く
ら
し
き
作
陽
大
学

高
野
山
大
学

こ
ど
も
教
育
宝
仙
大
学

駒
沢
女
子
大
学

駒
澤
大
学

埼
玉
工
業
大
学

札
幌
大
谷
大
学

四
天
王
寺
大
学

淑
徳
大
学

種
智
院
大
学

相
愛
大
学

大
正
大
学

筑
紫
女
学
園
大
学

中
央
学
院
大
学

鶴
見
大
学

仁
愛
大
学

東
海
学
園
大
学

同
朋
大
学

東
北
福
祉
大
学

苫
小
牧
駒
澤
大
学

名
古
屋
音
楽
大
学

名
古
屋
造
形
芸
術
大
学

花
園
大
学

兵
庫
大
学

佛
教
大
学

文
教
大
学

身
延
山
大
学

武
蔵
野
大
学

立
正
大
学

龍
谷
大
学

　

一
―
二　

仏
教
系
（
短
期
大
学
）
三
二
大
学

飯
田
女
子
短
期
大
学

愛
知
文
教
女
子
短
期
大
学

大
阪
千
代
田
短
期
大
学

帯
広
大
谷
短
期
大
学

九
州
龍
谷
短
期
大
学

九
州
大
谷
短
期
大
学

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
短
期
大
学
部

京
都
文
教
短
期
大
学

京
都
嵯
峨
芸
術
大
学
短
期
大
学
部

筑
紫
女
学
園
大
学
短
期
大
学
部

高
田
短
期
大
学

札
幌
大
谷
大
学
短
期
大
学
部

愛
知
学
院
大
学
短
期
大
学
部

聖
和
学
園
短
期
大
学

東
九
州
短
期
大
学

兵
庫
大
学
短
期
大
学
部

文
教
大
学
女
子
短
期
大
学
部

龍
谷
大
学
短
期
大
学
部

大
谷
大
学
短
期
大
学
部

精
華
女
子
短
期
大
学
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京
都
女
子
大
学
短
期
大
学
部

鶴
見
大
学
短
期
大
学
部

正
眼
短
期
大
学

駒
沢
女
子
短
期
大
学

淑
徳
大
学
短
期
大
学
部

京
都
西
山
短
期
大
学

東
京
立
正
短
期
大
学

作
陽
短
期
大
学

京
都
光
華
女
子
大
学
短
期
大
学
部

華
頂
短
期
大
学

足
利
短
期
大
学

函
館
大
谷
短
期
大
学

二
―
一　

キ
リ
ス
ト
教
系
（
大
学
）
七
八
大
学

青
山
学
院
大
学

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学

桜
美
林
大
学

大
阪
女
学
院
大
学

沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
学
院
大
学

鹿
児
島
純
心
女
子
大
学

活
水
女
子
大
学

関
西
学
院
大
学

関
東
学
院
大
学

九
州
ル
―
テ
ル
学
院
大
学

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学

京
都
ノ
―
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学

金
城
学
院
大
学

恵
泉
女
学
園
大
学

敬
和
学
園
大
学

神
戸
海
星
女
子
学
院
大
学

神
戸
国
際
大
学

神
戸
夙
川
学
院
大
学

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学

神
戸
女
学
院
大
学

国
際
基
督
教
大
学

四
国
学
院
大
学

静
岡
英
和
学
院
大
学

尚
絅
学
院
大
学

上
智
大
学

白
百
合
女
子
大
学

聖
学
院
大
学

聖
カ
タ
リ
ナ
大
学

聖
心
女
子
大
学

清
泉
女
学
院
大
学

清
泉
女
子
大
学

聖
泉
大
学

西
南
学
院
大
学

西
南
女
学
院
大
学

聖
マ
リ
ア
学
院
大
学

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学

聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
―
大
学

聖
路
加
国
際
大
学

仙
台
白
百
合
女
子
大
学

中
部
学
院
大
学

津
田
塾
大
学

天
使
大
学

東
京
基
督
教
大
学

東
京
純
心
女
子
大
学

東
京
女
子
大
学

東
京
神
学
大
学

同
志
社
女
子
大
学

同
志
社
大
学

東
北
学
院
大
学

東
洋
英
和
女
学
院
大
学

長
崎
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
大
学

長
崎
外
国
語
大
学

長
崎
純
心
大
学

名
古
屋
学
院
大
学

南
山
大
学

ノ
―
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

梅
花
女
子
大
学

梅
光
学
院
大
学

八
戸
学
院
大
学

弘
前
学
院
大
学

広
島
女
学
院
大
学

プ
―
ル
学
院
大
学

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学

福
岡
女
学
院
大
学

藤
女
子
大
学

平
安
女
学
院
大
学

北
星
学
園
大
学

松
山
東
雲
女
子
大
学

宮
城
学
院
女
子
大
学

明
治
学
院
大
学

桃
山
学
院
大
学

盛
岡
大
学

山
梨
英
和
大
学

酪
農
学
園
大
学

立
教
大
学
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化

　
研

　
究

ル
―
テ
ル
学
院
大
学

稚
内
北
星
学
園
大
学

二
―
二　

キ
リ
ス
ト
教
系
（
短
期
大
学
）
四
二
大
学

青
森
明
の
星
短
期
大
学

青
山
学
院
女
子
短
期
大
学

和
泉
短
期
大
学

大
阪
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学

大
阪
女
学
院
短
期
大
学

大
阪
信
愛
女
学
院
短
期
大
学

沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学

折
尾
愛
真
短
期
大
学

鹿
児
島
純
心
女
子
短
期
大
学

カ
リ
タ
ス
女
子
短
期
大
学

京
都
聖
母
女
学
院
短
期
大
学

久
留
米
信
愛
女
学
院
短
期
大
学

桜
の
聖
母
短
期
大
学

静
岡
英
和
学
院
大
学
短
期
大
学
部

夙
川
学
院
短
期
大
学

頌
栄
短
期
大
学

尚
絅
学
院
大
学
短
期
大
学
部

上
智
短
期
大
学

聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
短
期
大
学
部

聖
セ
シ
リ
ア
女
子
短
期
大
学

清
泉
女
学
院
短
期
大
学

西
南
女
学
院
大
学
短
期
大
学
部

星
美
学
園
短
期
大
学

聖
霊
女
子
短
期
大
学

聖
和
短
期
大
学

中
部
学
院
大
学
短
期
大
学
部

長
崎
外
国
語
短
期
大
学

名
古
屋
柳
城
短
期
大
学

南
山
大
学　

短
期
大
学
部

新
島
学
園
短
期
大
学

梅
花
女
子
大
学
短
期
大
学
部

八
戸
学
院
短
期
大
学

姫
路
日
ノ
本
短
期
大
学

プ
―
ル
学
院
大
学
短
期
大
学
部

福
岡
女
学
院
大
学
短
期
大
学
部

平
安
女
学
院
大
学
短
期
大
学
部

北
星
学
園
大
学
短
期
大
学
部

松
山
東
雲
短
期
大
学

盛
岡
大
学
短
期
大
学
部

横
浜
女
子
短
期
大
学

立
教
女
学
院
短
期
大
学

和
歌
山
信
愛
女
子
短
期
大
学

三
―
一　

神
道
系
（
大
学
）
二
大
学

皇
學
館
大
学

國
學
院
大
學

三
―
二　

神
道
系
（
短
期
大
学
）
二
大
学

國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学

國
學
院
北
海
道
短
期
大
学

四
―
一　

新
宗
教
系
（
大
学
）　

三
大
学

関
西
福
祉
大
学

創
価
大
学

天
理
大
学

四
―
二　

新
宗
教
系
（
短
期
大
学
）　

一
大
学

創
価
女
子
短
期
大
学

　

註
（
1
）　

江
島
尚
俊
・
三
浦
周
・
松
野
智
章
編
『
シ
リ
ー
ズ
大
学
と
宗
教
Ⅰ　

近
代
日
本
の
大

学
と
宗
教
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
四
）、
同
編
『
シ
リ
ー
ズ
大
学
と
宗
教
Ⅱ　

戦
時
日
本

の
大
学
と
宗
教
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
七
）。

（
2
）　

宗
教
系
大
学
を
直
接
に
扱
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
大
学
設
立
法
人
の
寄
附
行
為
に

つ
い
て
の
研
究
成
果
と
し
て
、
齋
藤
崇
德
「
日
本
に
お
け
る
宗
教
系
大
学
の
比
較
分
析

―
制
度
的
変
数
を
中
心
と
し
て
―
」（『
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
第
五

三
号
、
二
〇
一
三
）
が
あ
る
。

（
3
）　

齋
藤
崇
德
「
戦
後
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
教
師
の
養
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
―
宗
教
団

体
と
高
等
教
育
と
の
制
度
的
関
係
を
中
心
に
―
」（『
宗
教
と
社
会
』
第
一
九
号
、
二
〇

一
三
）、
金
英
美
「
戦
後
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
の
発
展
」（『
法
政
大
学
大



六
九

　
　
　
　
現
代
日
本
の
宗
教
系
大
学
と
「
宗
教
的
資
格
」
に
関
す
る
調
査
報
告

学
院
紀
要
』
第
六
七
号
、
二
〇
一
一
）、
藤
本
頼
生
「
神
職
養
成
と
宗
教
教
育
―
戦
後
六

十
五
年
の
歩
み
か
ら
み
る
現
状
と
課
題
―
」（『
宗
教
研
究
』
第
八
五
巻
第
二
号
、
二
〇

一
一
）
な
ど
。

（
4
）　

國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
『
宗
教
教
育
資
料
集
』（
鈴
木
出
版
、
一
九
九
三
）、

同
編
『
宗
教
と
教
育
―
日
本
の
宗
教
教
育
の
歴
史
と
現
状
―
』（
弘
文
堂
、
一
九
九
七
）。

（
5
）　

橘
木
俊
詔
『
宗
教
と
学
校
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
三
）。

（
6
）　

文
部
科
学
省
『
平
成
二
八
年
度　

学
校
基
本
統
計
速
報
』
よ
り
作
成
。

（
7
）　

宗
教
情
報
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー　

http://w
w
w
.rirc.or.jp/index.htm

l

（
8
）　
『
学
校
基
本
調
査 

平
成
二
八
年
度
』（
文
部
科
学
省
、
二
〇
一
六
）
を
参
考
に
し
た
。

　

http://w
w
w
.e-stat.go.jp/SG1/estat/N

ew
List.do?tid=000001011528

（
9
）　

東
京
神
学
大
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム　

　

http://w
w
w
.tuts.ac.jp/01/inform

ation/2016/12-13.pdf

（
二
〇
一
六
年
一
〇
月

二
〇
日
ア
ク
セ
ス
）

（
10
）　
「
教
皇
庁
認
可
神
学
部
」　

　

http://w
w
w
.ic.nanzan-u.ac.jp/JIN

BU
N
/Christ/facultas/facultas_jp.htm

l

（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
二
日
ア
ク
セ
ス
）

（
11
）　

表
三
は
、
注
一
〇
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
引
用
し
た
。
な
お
、
こ
の
単
位
互
換
は
二

〇
〇
八
年
時
。

（
12
）　
「
上
智
大
学
神
学
部
」　http://w

w
w
.sophia-theology.org/custom

1.htm
l

（
二

〇
一
六
年
一
〇
月
二
〇
日
ア
ク
セ
ス
）

（
13
）　

國
學
院
大
學
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

http://w
w
w
.kokugakuin.ac.jp/qualification/kyoum

u0700010.htm
l

（
二
〇
一

六
年
九
月
三
〇
日
）

（
14
）　

神
道
文
化
学
部
在
籍
の
学
生
は
、
明
階
総
合
課
程
か
神
職
課
程
の
い
ず
れ
か
を
選
択

で
き
る
。
そ
れ
以
外
の
学
部
学
生
は
、
神
職
課
程
の
み
受
講
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

（
15
）　
「
第
九
章　

よ
ふ
ぼ
く
」（
天
理
教
教
会
本
部
編
『
天
理
教
教
典
』〈
天
理
教
道
友
社
、

二
〇
一
二
［
八
三
版
］〉）
八
四
頁
。

（
16
）　

天
理
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
天
理
教
教
人
登
録
資
格
」

　

http://w
w
w
.tenri-u.ac.jp/career/dv457k0000004xzy.htm

l

（
二
〇
一
六
年
一
〇

月
二
〇
日
ア
ク
セ
ス
）

（
17
）　

拙
稿
「
な
ぜ
大
学
で
宗
教
が
学
べ
る
の
か
―
明
治
期
の
教
育
政
策
と
宗
教
系
専
門
学

校
誕
生
の
過
程
か
ら
―
」（『
宗
教
研
究
』
第
八
八
巻
第
三
号
、
二
〇
一
四
）
を
参
照
。





七
一

　
　
　
　
開
宝
蔵
に
つ
い
て

一
、
は
じ
め
に

　

中
国
唐
代
に
お
い
て
木
版
印
刷
の
技
術
が
発
明
さ
れ
、
そ
の
普
及
に
伴
い
経
典
も

写
本
か
ら
印
刷
を
経
て
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
宋
代
に
至
り
、
初
め

て
大
蔵
経
（
衆
経
や
一
切
経
と
も
呼
称
さ
れ
る
）
と
い
う
経
典
の
一
大
叢
書
が
木
版

印
刷
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
志
磐
の
『
仏
祖
統
紀
』
四
三

に
よ
れ
ば
開
宝
四
年
（
九
七
一
（
（
（

）、
北
宋
初
代
皇
帝
の
太
祖
が
四
川
の
成
都
（
蜀
）

で
大
蔵
経
の
開
板
を
命
じ
、
こ
の
勅
命
に
よ
っ
て
太
平
興
国
八
年
（
九
八
三
（
（
（

）
に
開

板
・
刊
行
さ
れ
た
最
初
の
印
刷
漢
文
大
蔵
経
が
開
宝
蔵
（
勅
版
・
蜀
版
）
で
あ
る
。

現
在
、
開
宝
蔵
の
殆
ど
は
散
逸
し
て
い
る
が
、
近
年
、
中
国
北
京
よ
り
出
版
さ
れ
た

『
開
宝
遺
珍
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
に
は
世
界
中
に
残
存
す
る
開
宝
蔵
残

欠
経
典
類
と
し
て
、
以
下
の
一
二
種
の
典
籍
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

①
『
大
般
若
波
羅
密
多
経
』
二
〇
六　

山
西
省
博
物
館
収
蔵

②
『
大
般
若
波
羅
密
多
経
』
五
八
一　

中
国
仏
教
協
会
図
文
館
収
蔵

③
『
大
宝
積
経
』
一
一
一　

中
国
国
家
図
書
館
収
蔵

④
『
大
方
等
大
集
経
』
四
三　

上
海
図
書
館
収
蔵

⑤
『
妙
法
蓮
華
経
』　

山
西
省
高
平
県
文
博
館
収
蔵

⑥
『
阿
惟
越
致
遮
経
』
上　

中
国
国
家
図
書
館
収
蔵

⑦
『
大
雲
経
』
六
四
「
請
雨
品
」　

山
西
省
高
平
県
文
博
館
収
蔵

⑧
『
雑
阿
含
経
・
聖
法
印
経
』　

中
国
国
家
図
書
館
収
蔵

⑨
『
雑
阿
含
経
』　

中
国
国
家
図
書
館
収
蔵

⑩
『
仏
本
行
集
経
』
一
九　

日
本
京
都
南
禅
寺
収
蔵

⑪
『
十
誦
律
』
四
六　

日
本
書
道
博
物
館
収
蔵

⑫
『
御
製
秘
蔵
詮
』
一
三　

美
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
賽
克
勒
博
物
館
収
蔵

　

上
記
の
開
宝
蔵
残
欠
本
に
関
し
て
は
、
す
で
に
佐
々
木
勇
氏
（
（
（

に
よ
っ
て
全
一
二
巻

の
欠
筆
が
報
告
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
周
辺
諸
国
に
い
か
に
伝
播
・
受
容
さ
れ
た
の
か
と

い
う
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
研
究
の
余
地
は
多
く
残
さ
れ
て

い
る
。

　

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
中
国
で
最
初
に
開
板
・
刊
行
さ
れ
た
大
蔵
経
と
し
て
、
さ

ら
に
は
大
蔵
経
研
究
の
始
点
と
し
て
稀
少
価
値
を
有
す
る
開
宝
蔵
残
欠
本
の
う
ち
、

『
開
宝
遺
珍
』
所
収
の
⑫
『
御
製
秘
蔵
詮
』（
以
下
、『
秘
蔵
詮
』
と
略
称
）
に
着
目

し
、
開
宝
蔵
を
底
本
と
し
て
開
板
さ
れ
、
時
代
的
に
も
開
宝
蔵
と
最
も
近
接
す
る
高

麗
版
大
蔵
経
の
初
雕
本
、
お
よ
び
校
訂
の
高
精
度
を
理
由
と
し
て
『
大
正
新
修
大
蔵

経
』（
以
下
、『
大
正
蔵
』
と
略
称
）
の
底
本
に
さ
れ
た
同
版
大
蔵
経
の
再
雕
本
と
の

比
較
を
試
み
、『
秘
蔵
詮
』
か
ら
み
た
大
蔵
経
展
開
の
歴
史
を
考
察
し
た
い
。

　
開
宝
蔵
に
つ
い
て

―
『
開
宝
遺
珍
』
所
収
の
『
御
製
秘
蔵
詮
』
を
中
心
に

―

　
　
　
　

�

杉　

山　

裕　

俊　
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二

　
　
　
　
佛
　
教
　
文
　
化
　
研
　
究

二
、
開
宝
蔵
と
宋
版
大
蔵
経
に
つ
い
て

㈠
開
宝
蔵

　

印
刷
漢
文
大
蔵
経
の
嚆
矢
で
あ
る
開
宝
蔵
は
唐
代
の
智
昇
『
開
元
釈
教
録
』（
以

下
、『
開
元
録
』
と
略
称
）
に
も
と
づ
い
て
編
纂
さ
れ
、
初
版
の
構
成
は
四
八
〇

函
・
五
〇
八
四
巻
か
ら
成
る
。
た
だ
し
、
北
宋
第
二
代
皇
帝
の
太
宗
は
新
た
に
翻
訳

さ
れ
た
経
典
も
続
蔵
と
し
て
随
時
開
宝
蔵
に
加
え
て
ゆ
き
、
開
宝
蔵
の
印
刷
は
そ
の

後
も
幾
度
に
わ
た
り
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

現
在
、
確
認
さ
れ
る
開
宝
蔵
の
最
後
の
印
刷
年
次
は
大
観
二
年
（
一
一
〇
八
）
で

あ
る
。
こ
の
間
、
開
宝
蔵
は
国
内
の
寺
院
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
や
高
麗
な
ど
の
周

辺
諸
国
に
も
た
び
た
び
下
賜
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
名
誉
に
最
初
に
浴
し
た
の
は
日
本

の
奝
然
（
九
三
八
─
一
〇
一
六
）
で
あ
る
。
東
大
寺
か
ら
の
入
宋
僧
で
あ
っ
た
奝
然

は
太
宗
と
の
謁
見
を
許
さ
れ
、
帰
国
の
際
に
開
宝
蔵
（
四
八
一
函
）
な
ら
び
に
新
訳

経
典
四
一
巻
な
ど
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
寛
和
三
年
（
九
八
七
）
に
奝
然
に
よ
っ
て

将
来
さ
れ
た
開
宝
蔵
は
、
後
に
藤
原
道
長
（
九
六
六
─
一
〇
二
七
）
に
献
上
さ
れ
て

法
成
寺
に
納
め
ら
れ
、
天
喜
六
年
（
一
〇
五
八
）
に
焼
失
し
た
と
さ
れ
る
が
、
焼
失

前
に
転
写
さ
れ
た
経
巻
の
い
く
つ
か
は
未
だ
に
残
っ
て
い
る
（
（
（

。

㈡
宋
版
大
蔵
経

　

開
宝
蔵
以
降
、
宋
代
の
中
国
で
は
江
南
地
方
の
有
力
者
や
豪
商
を
庇
護
者
と
し
て
、

福
州
版
（
東
禅
寺
蔵
・
開
元
寺
蔵
）・
湖
州
版
（
前
思
渓
蔵
・
後
思
渓
蔵
）・
蘇
州
版

（
磧
砂
蔵
）
な
ど
、
複
数
の
大
蔵
経
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
わ
ゆ
る
宋

版
大
蔵
経
と
総
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
ひ
と
く
ち
に
宋
版
大
蔵
経
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
複
雑
な
成
立
問
題
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
宋
版
大
蔵
経
を
底
本
と
し
て

白
雲
宗
信
者
に
よ
る
元
版
（
普
寧
蔵
）
や
、
勅
版
で
あ
る
洪
武
南
蔵
・
永
楽
南
蔵
・

永
楽
北
蔵
が
開
板
さ
れ
、
永
楽
北
蔵
を
底
本
と
し
て
方
冊
本
で
あ
る
明
版
（
万
暦

版
・
嘉
興
蔵
）
が
刊
行
さ
れ
て
ゆ
く
た
め
、
こ
こ
に
開
宝
蔵
を
基
盤
と
し
た
刊
本
大

蔵
経
の
一
大
系
統
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
宋
代
お
よ
び
元
代
に
刊
行
さ
れ
た
大
蔵
経
に
関
し
て
は
、
先
学
に
よ
っ
て

個
々
の
成
立
背
景
、
あ
る
い
は
帙
数
や
追
雕
記
録
な
ど
の
特
徴
が
詳
細
に
整
理
さ
れ

て
い
る
（
（
（

。
本
研
究
で
も
便
宜
上
、
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
、
宋
版
大
蔵

経
と
し
て
規
定
さ
れ
る
諸
版
の
概
要
を
ま
と
め
て
お
く
。

ａ
．
福
州
版
（
東
禅
寺
蔵
・
開
元
寺
蔵
）

　

印
刷
業
・
製
紙
業
の
中
心
地
で
あ
り
、
ま
た
仏
教
も
盛
ん
な
地
で
あ
っ
た
福
建
省

福
州
で
は
、
北
宋
期
に
二
つ
の
大
蔵
経
（
東
禅
寺
蔵
・
開
元
寺
蔵
）
が
開
板
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
福
州
版
の
共
通
点
は
折
本
（
折
帖
）
の
形
式
を
採
用
し
た
こ
と
で
あ

る
。

　

ま
ず
東
禅
寺
蔵
は
元
豊
三
年
（
一
〇
八
〇
）
頃
か
ら
福
州
城
外
の
白
馬
山
東
漸
等

覚
院
（
後
の
東
禅
寺
）
に
お
い
て
、
官
僚
や
僧
俗
な
ど
の
支
援
を
受
け
て
雕
造
が
始

ま
り
、
崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）
ま
で
に
は
『
開
元
録
』
入
蔵
分
の
雕
造
が
完
了
し

た
よ
う
で
あ
る
。
翌
年
に
は
北
宋
皇
帝
の
徽
宗
か
ら
「
崇
寧
万
寿
大
蔵
」
の
名
称
を

賜
り
、
勅
版
大
蔵
経
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
頒
布
が
許
さ
れ
た
。

　

次
に
開
元
寺
蔵
は
政
和
二
年
（
一
一
一
二
）
頃
、
福
州
城
内
の
東
芝
山
開
元
寺
に

お
い
て
東
禅
寺
蔵
と
同
様
の
版
式
で
雕
造
さ
れ
、
当
初
か
ら
「
毗
盧
大
蔵
」
と
称
さ

れ
て
い
た
。
開
元
寺
蔵
の
多
く
の
帖
末
に
は
数
行
に
わ
た
る
施
財
記
が
付
さ
れ
て
お
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開
宝
蔵
に
つ
い
て

り
、
施
財
者
の
大
半
は
福
州
城
下
三
県
（
閩
県
・
懐
安
県
・
侯
官
県
）
居
住
の
女
性

信
者
や
尼
僧
で
あ
る
。

ｂ
．
湖
州
版
（
前
思
渓
蔵
・
後
思
渓
蔵
）

　

前
思
渓
蔵
と
は
浙
江
省
湖
州
の
帰
安
県
に
在
住
し
て
い
た
王
永
従
が
、
そ
の
一
族

と
と
も
に
発
願
し
、
同
県
の
思
渓
圓
覚
禅
院
に
お
い
て
私
財
を
投
じ
て
開
板
し
た
も

の
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
確
認
さ
れ
る
刊
記
や
題
記
に
よ
れ
ば
、
靖
康
元
年
（
一
一
二

六
）
に
は
雕
造
が
始
ま
り
、
紹
興
三
年
（
一
一
三
三
）
頃
ま
で
に
は
完
成
し
て
い
た

も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
王
氏
一
族
の
没
落
と
と
も
に
菩
提
寺
で
あ
っ
た
圓
覚

禅
院
も
荒
廃
し
、
前
思
渓
蔵
の
雕
造
も
停
滞
し
た
。

　

後
思
渓
蔵
と
は
淳
祐
年
間
（
一
二
四
一
─
五
二
）
に
新
た
な
檀
越
の
も
と
で
復
興

し
、
法
宝
資
福
寺
と
改
名
し
た
圓
覚
禅
院
に
お
い
て
、
前
思
渓
蔵
の
板
木
を
補
刻
・

修
復
し
て
再
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
あ
わ
せ
て
続
蔵
部
四
五
〇
巻
の
追
雕

も
計
画
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
後
思
渓
蔵
に
は
い
ず
れ
も
続
蔵
部

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

ｃ
．
蘇
州
版
（
磧
砂
蔵
）

　

磧
砂
蔵
と
は
嘉
定
九
年
（
一
二
一
六
）、
江
蘇
省
蘇
州
の
磧
砂
に
あ
る
延
聖
禅
院

に
お
い
て
、『
大
般
若
経
』
の
雕
造
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
宝
祐
六
年
（
一

二
五
八
）
に
延
聖
禅
院
が
大
火
に
遭
い
雕
造
は
一
時
中
断
し
た
が
、
復
興
後
の
大
徳

元
年
（
一
二
九
七
）
に
再
開
さ
れ
、
至
治
年
間
（
一
三
二
一
─
二
三
）
に
は
完
成
し

た
と
さ
れ
る
。

　

以
上
、
開
宝
蔵
か
ら
派
生
し
た
宋
版
大
蔵
経
で
あ
る
が
、
そ
の
基
本
的
な
構
成
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

名　

称

成
立
・
刊
行
年
次

目　

録

基
本
帙
数

版　

式

料　

紙

開
宝
蔵

太
平
興
国
八
年
（
九

八
三
）
～
大
観
二
年

（
一
一
〇
八
）

『
開
元
録
』

四
八
〇
帙

巻
子
本

一
板
一
紙

一
紙
二
三
行

一
行
一
四
字

行
間
無
界

黄
麻
紙

東
禅
寺
蔵

元
豊
三
年
（
一
〇
八

〇
）
～
崇
寧
元
年
（
一

一
〇
二
）

『
開
元
録
』

『
東
漸
大
蔵
経

目
録
』

四
八
〇
帙

折
本

一
板
一
紙

上
下
単
辺

一
紙
三
〇
～
三
六
行

一
行
一
七
字

一
面
六
行
五
～
六
折

竹　

紙

開
元
寺
蔵

政
和
二
年
（
一
一
一

二
）
～
紹
興
二
四
年

（
一
一
五
四
）
頃

『
開
元
録
』

四
八
〇
帙

同　

右

竹　

紙

前
思
渓
蔵

靖
康
元
年
（
一
一
二

六
）
～
紹
興
三
年
（
一

一
三
三
）
頃

『
開
元
録
』	

『
湖
州
思
渓
圓

覚
禅
院
新
雕

大
蔵
経
律
論

等
目
録
』

五
四
八
帙

折
本

一
板
一
紙

上
下
単
辺

一
紙
三
〇
行

一
行
一
七
字

六
行
一
折（
一
紙
五
折
）

竹　

紙

後
思
渓
蔵
淳
祐
年
間
（
一
二
四

一
─
五
二
）

『
開
元
録
』

『
安
吉
州
思
渓

法
宝
資
福
禅

寺
大
蔵
経
目

録
』

五
四
八
帙

同　

右

竹　

紙

磧
砂
蔵

嘉
定
九
年
（
一
二
一

六
）
～
／
大
徳
元
年

（
一
二
九
七
）
～
至
治

年
間
（
一
三
二
一
─

二
三
）

『
開
元
録
』	

『
平
江
府
磧
砂

延
聖
院
新
雕

蔵
経
律
論
等

目
録
』

五
四
八
帙

折
本

一
板
一
紙

上
下
単
辺

一
紙
三
〇
行

一
行
一
七
字

六
行
一
折（
一
紙
五
折
）

竹　

紙

　

右
記
の
よ
う
に
、
宋
版
大
蔵
経
の
基
本
的
な
版
式
は
一
紙
三
〇
行
・
一
行
一
七
字
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佛
　
教
　
文
　
化
　
研
　
究

の
折
本
で
あ
り
、
日
本
で
は
平
安
時
代
末
期
以
降
、
日
宋
・
日
元
貿
易
に
よ
っ
て
こ

れ
ら
の
宋
版
大
蔵
経
が
輸
入
さ
れ
、
多
く
の
寺
社
の
経
蔵
に
納
め
ら
れ
た
。

三
、
高
麗
版
大
蔵
経
に
つ
い
て

　

宋
版
大
蔵
経
と
は
異
な
り
、
開
宝
蔵
を
底
本
と
す
る
も
う
一
つ
の
大
蔵
経
系
統
が

高
麗
版
大
蔵
経
（
初
雕
本
・
再
雕
本
）
で
あ
る
。
宋
の
首
都
開
封
で
開
宝
蔵
が
開
板

さ
れ
る
と
、
高
麗
は
再
三
に
わ
た
り
開
宝
蔵
の
下
賜
を
申
し
出
て
い
る
。『
宋
史
』

二
〇
（
（
（

の
高
麗
伝
に
よ
れ
ば
、
淳
化
二
年
（
九
九
一
）
に
高
麗
の
使
者
で
あ
る
韓
彦
恭

は
、
太
宗
か
ら
大
蔵
経
（
開
宝
蔵
）
な
ら
び
に 

『
御
製
秘
蔵
詮
』『
逍
遙
詠
』『
蓮
華

心
輪
』
を
下
賜
さ
れ
て
お
り
、『
高
麗
史
』
一
（
（
（

に
は
下
賜
さ
れ
た
開
宝
蔵
（
四
八
一

函
・
二
五
〇
〇
巻
）
が
同
年
四
月
に
高
麗
へ
送
り
届
け
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。

　

高
麗
に
お
け
る
最
初
の
大
蔵
経
開
板
は
、
契
丹
が
首
都
開
城
に
侵
攻
し
た
顕
宗
二

年
（
一
〇
一
一
）
で
あ
る
と
さ
れ
、
契
丹
軍
の
退
却
を
祈
願
し
て
大
蔵
経
（
初
雕

本
）
の
雕
造
が
開
始
さ
れ
た
。
な
お
、
初
雕
本
の
完
成
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ

り
、
着
手
よ
り
八
〇
年
近
い
歳
月
が
経
過
し
た
宣
宗
四
年
（
一
〇
八
七
）
と
み
る
説

も
あ
る
が
、
近
年
の
研
究
で
は
着
手
よ
り
一
〇
年
以
内
に
は
完
成
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。
こ
の
初
雕
本
の
板
木
は
大
邱
の
符
仁
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
が
、
一
三
世
紀
前
半
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
侵
攻
の
際
に
焼
失
し
て
い
る
。

　

高
宗
一
九
年
（
一
二
三
二
）
に
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
侵
攻
を
受
け
た
高
麗
で
は
、
顕
宗

時
代
に
契
丹
撃
退
を
祈
念
し
て
雕
造
さ
れ
た
初
雕
本
の
故
事
に
な
ら
い
、
新
た
に
大

蔵
経
（
再
雕
本
）
の
開
板
が
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
高
宗
二
〇
年
（
一
二
三
三
）

か
ら
四
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、
同
二
四
年
（
一
二
三
七
）
か
ら
同
三
五
年
（
一

二
四
八
）
ま
で
の
一
二
年
間
で
作
業
が
完
了
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
再
雕
本

に
関
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
開
板
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
沙
門
守
其
が
著
し
た
『
高

麗
国
新
雕
大
蔵
経
校
正
別
録
』
全
三
〇
巻
で
あ
る
。
こ
れ
は
再
雕
本
を
復
刻
す
る
際

の
校
勘
記
録
で
あ
り
、
守
其
ら
は
初
雕
本
を
底
本
と
し
、
そ
の
う
え
で
開
宝
蔵
や
契

丹
蔵
と
い
っ
た
諸
本
と
の
校
勘
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
後
世
に
お
い
て
再
雕

本
は
最
も
優
れ
た
大
蔵
経
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
大
蔵
経
変
遷
の
歴
史
の
な
か
で

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
完
成
し
た
再
雕
本
の
板
木
（
八
一
二
五
八

枚
）
は
現
在
も
韓
国
の
海
印
寺
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
高
麗

版
大
蔵
経
（
再
雕
本
）
は
明
治
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
『
縮
刷
蔵
経
』『
卍
蔵
経
』『
卍

続
蔵
』、
さ
ら
に
は
小
野
玄
妙
氏
・
高
楠
順
次
郎
氏
・
渡
辺
海
旭
氏
が
中
心
と
な
っ

て
編
纂
し
た
『
大
正
蔵
』
の
底
本
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
開
宝
蔵
を
底
本
と
す
る
宋
版
大
蔵
経
な
ら
び
に
高
麗
版
大
蔵
経
に
つ
い
て

概
説
し
て
き
た
が
、
開
宝
蔵
と
の
関
わ
り
、
あ
る
い
は
開
宝
蔵
そ
の
も
の
の
変
遷
を

考
え
る
う
え
で
重
要
視
す
べ
き
は
や
は
り
高
麗
版
大
蔵
経
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
初
雕

本
は
開
宝
蔵
の
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
太
平
興
国
八
年
（
九
八
三
）
か
ら

わ
ず
か
八
年
後
の
淳
化
二
年
（
九
九
一
）
に
太
宗
よ
り
下
賜
さ
れ
て
お
り
、
開
宝
蔵

系
統
に
属
す
る
大
蔵
経
の
な
か
で
は
最
も
早
期
の
も
の
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
開

宝
蔵
と
高
麗
版
大
蔵
経
に
入
蔵
さ
れ
て
い
る
共
通
の
仏
教
典
籍
を
比
較
検
討
す
る
こ

と
は
、
宋
代
初
期
に
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
大
蔵
経
が
編
纂
さ
れ
て
い
っ
た
の
か

と
い
う
問
題
を
解
明
す
る
一
助
と
な
り
、
ま
た
開
宝
蔵
の
増
補
過
程
を
探
る
と
い
う

意
味
に
お
い
て
も
有
用
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
『
開
宝
遺
珍
』
所
収
の
『
秘
蔵
詮
』
一
三
（
開
宝
蔵
、
大
観
二
年
刊
行
）

と
南
禅
寺
所
蔵
の
高
麗
初
雕
本
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
あ
わ
せ
て
同
再
雕
本
も
参
照



七
五

　
　
　
　
開
宝
蔵
に
つ
い
て

し
つ
つ
、
両
蔵
の
挿
画
や
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。

　
四
、『
秘
蔵
詮
』
に
つ
い
て

　
『
秘
蔵
詮
』
と
は
北
宋
第
二
代
皇
帝
の
太
宗
が
、
世
界
で
最
初
に
開
板
・
刊
行
さ

れ
た
印
刷
漢
文
大
蔵
経
で
あ
る
開
宝
蔵
に
付
し
た
文
章
で
あ
り
、
そ
の
構
成
は
秘
蔵

詮
二
〇
巻
、
仏
賦
・
詮
源
歌
一
巻
、
幽
隠
律
詩
四
巻
、
懐
感
詩
四
巻
、
懐
感
廻
文
詩

一
巻
の
計
三
〇
巻
か
ら
成
る
。『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
二
に
は
、

太
宗
が
四
言
、
五
言
、
七
言
を
以
っ
て
、
佛
教
の
甚
妙
の
理
を
詠
賦
し
た
も
の

で
、
祕
藏
と
は
言
ふ
ま
で
も
無
く
、
佛
の
祕
密
藏
の
謂
で
あ
る
。
卷
一
─
二
〇

に
一
千
首
を
収
め
、
卷
二
一
に
は
、
佛
の
賦
二
首
と
詮
源
歌
と
の
三
篇
、
卷
二

二
─
二
五
に
は
、
幽
隱
律
の
詩
九
十
餘
首
、
卷
二
六
─
三
〇
に
は
、
一
百
韻
の

詩
が
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
中
に
就
き
、
前
二
十
一
卷
は
、
多
く
大
乘
の
諸
經
論

に
現
は
れ
た
言
句
を
以
て
綴
り
、
一
一
の
句
に
付
し
た
註
も
、
亦
經
論
の
文
句

を
引
用
し
て
、
説
示
大
に
努
め
て
ゐ
る
。
之
に
反
し
て
、
卷
二
十
二
以
下
は
、

儒
教
的
色
彩
を
帯
び
た
も
の
が
大
部
分
を
占
め
、
之
が
註
も
、
亦
從
つ
て
外
典

を
以
つ
て
し
て
ゐ
る
の
が
特
に
目
立
つ
て
ゐ
る
。
卷
第
一
の
内
題
下
に
、
總
じ

て
一
千
首
、
共
に
二
十
卷
と
あ
る
か
ら
、
祕
藏
詮
と
し
て
は
、
是
れ
が
主
部
を

成
す
も
の
で
、
卷
二
十
一
以
下
は
、
言
は
ば
附
録
と
も
見
る
べ
く
、
詩
賦
の
内

容
の
異
る
の
も
、
こ
れ
に
基
く
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
（
（
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、
全
体
の
主
部
と
さ
れ
る
秘
蔵
詮
二
〇
巻
は
各
巻
五
言
詩
五
〇
首
ず

つ
で
、
各
句
に
は
広
く
仏
教
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
割
注
の
大
半
は
大
乗
諸
経
論

か
ら
の
引
用
文
で
あ
る
。
ま
た
仏
賦
・
詮
源
歌
一
巻
は
賦
二
首
、
歌
行
一
首
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
仏
教
の
奥
秘
を
讃
歎
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
『
秘
蔵

詮
』
と
は
最
初
の
秘
蔵
詮
二
〇
巻
（
（1
（

を
意
味
し
、
開
宝
蔵
に
付
さ
れ
た
『
秘
蔵
詮
』
の

う
ち
、
残
欠
本
と
し
て
『
開
宝
遺
珍
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
巻
第
一
三
の
み
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
『
秘
蔵
詮
』
の
入
蔵
に
つ
い
て
、
咸
淳
五
年
（
一
二
六
九
）
に
完
成

し
た
『
仏
祖
統
紀
』
四
三
の
太
平
興
国
八
年
（
九
八
三
）
の
条
に
は
、

詔
以
『
御
製
蓮
華
心
回
文
偈
』、『
祕
藏
詮
』、『
逍
遥
詠
』、
宣
示
近
臣
（
（1
（

。

と
あ
り
、
同
じ
く
至
道
二
年
（
九
九
六
）
の
条
に
は
、

詔
以
『
御
製
祕
藏
詮
』
二
十
卷
、『
縁
識
』
五
卷
、『
趙
遥
詠
』
十
卷
、

命
兩
街
箋
注
、
入
大
藏
頒
行
（
（1
（

。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
は
至
道
二
年
（
九
九
六
）
を
も
っ
て
『
秘
蔵
詮
』
入
蔵
の

年
次
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
三
三
年
に
山
西
省
趙
城
県
の
広
勝
寺

で
発
見
さ
れ
た
金
版
大
蔵
経
（
金
蔵
）
の
な
か
に
以
下
の
三
つ
の
経
録
が
確
認
さ
れ
、

宋
代
の
新
訳
仏
典
お
よ
び
中
国
撰
述
の
新
入
蔵
仏
典
に
関
す
る
新
事
実
が
次
々
と
明

ら
か
に
な
っ
た
。

①
楊
億
等
編
『
大
中
祥
符
法
宝
録
』
…
大
中
祥
符
八
年
（
一
〇
一
五
）
成
立
（
（1
（

②
呂
夷
簡
等
撰
『
景
祐
新
修
法
宝
録
』
…
景
祐
四
年
（
一
〇
三
七
）
成
立

③
惟
浄
等
編
『
天
聖
釈
教
総
録
』
…
天
聖
五
年
（
一
〇
二
七
）
成
立

　

こ
の
う
ち
、
現
存
す
る
『
大
中
祥
符
法
宝
録
』
一
八
に
は
『
秘
蔵
詮
』
や
『
蓮
華

心
輪
』
を
は
じ
め
と
す
る
太
宗
御
製
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
『
秘
蔵

詮
』
の
入
蔵
に
関
し
て
は
、

　

秘
蔵
詮
二
十
巻

　
　

第
一
至
第
二
十
巻
共
五
言
一
千
首

　

秘
蔵
詮
仏
賦
歌
行
共
一
巻



七
六

　
　
　
　
佛
　
教
　
文
　
化
　
研
　
究

右
詮
賦
等
、
端
拱
元
年
十
二
月
、
上
遣
中
使
衞
紹
欽
、
論
旨
僧
録
司
、
選
京
城

義
学
文
章
僧
恵
恩
、
継
琳
、
守
巒
、
帰
一
、
知
則
、
玄
儁
、
道
文
、
智
輪
、
行

勤
、
若
虚
、
徳
清
、
自
円
、
義
円
、
契
寧
、
顥
丕
、
可
昕
、
澄
浄
、
道
崇
、
全

海
、
智
英
、
重
皓
、
従
顕
、
子
芳
、
義
巒
、
智
円
、
慶
環
、
文
証
、
懐
古
、
行

清
、
可
朝
、
可
昇
、
徳
遵
、
光
仁
、
継
隆
、
永
光
、
守
能
、
啓
玄
、
重
遷
、
啓

明
、
海
月
、
澄
祐
、
紹
宣
、
玄
宝
、
智
宣
、
守
邦
、
崇
智
、
澄
照
、
恕
雍
、
懐

哲
、
道
満
、
処
円
、
遇
恩
、
省
才
、
常
静
、
守
妟
、
楚
南
等
五
十
六
人
、
同
為

注
解
。
書
成
上
進
、
各
賜
襲
衣
器
幣
。
詔
以
其
文
編
聯
入
蔵
（
（1
（

。

と
あ
り
、
太
宗
は
端
拱
元
年
（
九
八
八
）
に
僧
録
司
を
し
て
五
六
人
の
学
僧
を
選
ば

せ
、
彼
ら
に
秘
蔵
詮
や
仏
賦
・
詮
源
歌
の
注
解
を
加
え
さ
せ
た
後
に
こ
れ
ら
を
入
蔵

し
て
い
る
が
、
そ
の
年
次
は
『
仏
祖
統
紀
』
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
、
江
上
綏
氏
（
（1
（

は
両
書
の
成
立
順
序
を
考
慮
し
、
早
期
の
奉
勅
撰
で
あ
る
『
大

中
祥
符
法
宝
録
』
の
記
事
を
信
頼
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
江
上
氏

は
先
に
秘
蔵
詮
と
仏
賦
・
詮
源
歌
の
注
解
を
命
じ
ら
れ
た
五
六
人
の
学
僧
の
う
ち
、

一
一
人
が
翌
年
の
端
拱
二
年
（
九
八
九
）
に
御
製
の
幽
隠
律
詩
、
懐
感
詩
、
懐
感
廻

文
詩
な
ど
の
注
解
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
『
大
中
祥
符
法
宝
録
』
一
八
に
続
け
て
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
『
秘
蔵
詮
』
の
注
解
は
端
拱
二
年
に
は
終
了

し
、
板
木
も
淳
化
元
年
（
九
九
〇
）
ま
で
に
は
完
成
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
察
し

て
い
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
太
宗
は
淳
化
二
年
（
九
九
一
）
に
は
高
麗
の
使
者
で
あ
る
韓

彦
恭
に
『
秘
蔵
詮
』
を
下
賜
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
す
で
に
『
秘
蔵
詮
』
が
開
宝
蔵

に
追
雕
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
開
宝
蔵
そ
の
も
の
は

太
平
興
国
八
年
（
九
八
三
）
か
ら
最
後
の
刊
記
が
残
る
大
観
二
年
（
一
一
〇
八
）
ま

で
の
約
一
二
五
間
で
何
度
も
改
訂
さ
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
『
秘
蔵
詮
』
は
比
較
的

に
早
い
段
階
で
入
蔵
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
て
開
宝
蔵
に
付
さ
れ
た
『
秘
蔵
詮
』
は
そ
の
後
、
高
麗
版
大
蔵
経
や
金
版

大
蔵
経
、
さ
ら
に
は
湖
州
版
大
蔵
経
な
ど
に
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
開
宝
蔵
以
外
で

秘
蔵
詮
や
仏
賦
・
詮
源
歌
に
木
版
画
の
図
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
は
高

麗
版
大
蔵
経
の
初
雕
本
の
み
で
あ
る
。

五
、
開
宝
蔵
と
高
麗
初
雕
本
に
お
け
る
『
秘
蔵
詮
』
の
比
較

　

南
禅
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
秘
蔵
詮
』
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
蔵
経
研
究
の
結
果
、

高
麗
版
大
蔵
経
の
初
雕
本
で
あ
る
こ
と
が
定
説
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
南
禅
寺
所
蔵

の
『
秘
蔵
詮
』
に
つ
い
て
、
江
上
氏
の
調
査
報
告
で
は
、
本
来
巻
子
本
で
あ
っ
た
も

の
が
茶
の
表
紙
を
つ
け
て
折
帖
に
改
装
さ
れ
て
お
り
、
各
巻
一
帖
で
第
一
七
巻
を
欠

く
計
一
九
帖
か
ら
成
る
（
（1
（

。

　

以
下
、『
開
宝
遺
珍
』
所
収
の
『
秘
蔵
詮
』
一
三
と
南
禅
寺
所
蔵
の
高
麗
初
雕
本

に
加
え
、
同
再
雕
本
と
の
校
合
を
行
い
、
開
宝
蔵
と
高
麗
版
大
蔵
経
と
の
間
に
文
字

の
異
同
や
挿
画
の
違
い
が
み
ら
れ
る
か
否
か
を
検
討
し
て
ゆ
く
。

㈠
文
字
の
異
同

　

開
宝
蔵
と
高
麗
版
大
蔵
経
の
基
本
的
な
版
式
は
同
じ
で
あ
る
が
、
文
字
に
関
し
て

は
次
の
よ
う
な
相
違
が
み
ら
れ
た
。



七
七

　
　
　
　
開
宝
蔵
に
つ
い
て

句

開　

宝　

蔵

高
麗
初
雕
本

高
麗
再
雕
本

六
〇

諸
聖
證
其
功

登
地
諸
聖
親
證
信

如
行
盡
果
成
功
超

十
地
大
乗
密
嚴
經
云
聖
人

自
智
境
依
此

此
入
諸
地
自
利
及
利
他
功

業
悉
成
就

諸
聖
證
其
功

登
地
諸
聖
親
證
信

如
行
盡
果
成
功
超

十
地
大
乗
密
嚴
經
云
聖
人

自
智
境
依
此

此
入
諸
地
自
利
及
利
他
功

業
悉
成
就

諸
聖
證
其
功

登
地
諸
聖
親
證
信

如
行
盡
果
成
功
超

千
地
大
乗
密
嚴
經
云
聖
人
自

智
境
依⊠

此
入
諸
地
自
利
及
利
他
功
業

悉
成
就

八
一

智
願
過
諸
已

謂
佛
智
願
超
諸
十
地
出
過
二

乗
已
證
解
脱
瑜
伽
論
云
如
實

安
立
清
淨
妙
智
爲

利
有
情
起
此
願
故

智
願
過
諸
已

謂
佛
智
願
超
諸
十
地
出
過
二

乗
已
證
解
脱
瑜
伽
論
云
如
實

安
立
清
淨
妙
智
爲

利
有
情
起
此
願
故

皆
願
過
諸
已

謂
佛
智
願
超
諸
十
地
出
過
二

乗
已
證
解
脱
瑜
伽
論
云
如
實

安
立
清
淨
妙
智
爲

利
有
情
起
此
願
故

九
一

無
心
無
事
法

無
心
者
唯
識
論
云
心
及
心
所

由
無
始
来
虚
妄
分
別
都
無
實

體
無
事
法
者
幻
事

假
法
亦
無
所
有

無
心
無
事
法

無
心
者
唯
識
論
云
心
及
心
所

由
無
始
来
虚
妄
分
別
都
無
實

體
無
事
法
者
幻
事

假
法
亦
無
所
有

無
心
無
事
法

無
心
者
唯
識
論
云
心
及
心
所

田
無
始
来
虚
妄
分
別
都
無
實

體
無
事
法
者
幻
事

假
法
亦
無
所
有

一
三
六

達
者
陟
髙
峯

達
人
先
見
如
陟

妙
峯
上
士
忘
機

真
理
自
會
唯
識
論
云
入
見
道

位住
唯
識
性
尋
思
位
極
名
之
為

頂

達
者
陟
髙
峯

達
人
先
見
如
陟

妙
峯
上
士
忘
機

真
理
自
會
唯
識
論
云
入
見
道

位住
唯
識
性
尋
思
位
極
名
之
為

頂

達
者
陟
髙
峯

達
人
先
見
如
陟

妙
峯
上
士
忘
機

真
理
自
會
唯
識
論
云
入
見
道

位住
唯
識
性
尋
悪
位
極
名
之
為

頂

一
九
〇

求
之
情
不
動

瑜伽論
云
有
人
来
求
菩
薩
共
爲
然

盗
等
菩
薩
化
初

不
逆
意
乍
捨
自
百
千
身
不
悩

彼
意
性
海
情
思

湛
寂

無
動

求
之
情
不
動

瑜伽論
云
有
人
来
求
菩
薩
共
爲
然

盗
等
菩
薩
化
初

不
逆
意
乍
捨
自
百
千
身
不
悩

彼
意
性
海
情
田

湛
寂

無
動

求
之
情
不
動

瑜伽論
云
有
人
来
求
菩
薩
共
爲
然

盗
等
菩
薩
化
初

不
逆
意
乍
捨
自
百
千
身
不
悩

彼
意
性
海
情
田

湛
寂

無
動

　

右
表
の
と
お
り
、
ま
ず
六
〇
句
（
開
宝
蔵
・
高
麗
初
雕
本
）
の
「
十
地
」
が
高
麗

再
雕
本
で
は
「
千
地
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
内
容
か
ら
み
て
も
高
麗
再
雕
本
の

誤
刻
で
あ
ろ
う
。
ま
た
八
一
句
の
「
智
」（
開
宝
蔵
・
高
麗
初
雕
本
）
が
高
麗
再
雕

本
で
は
「
皆
」、
九
一
句
の
「
由
」（
開
宝
蔵
・
高
麗
初
雕
本
）
が
高
麗
再
雕
本
で
は

「
田
」、
一
三
六
句
の
「
思
」（
開
宝
蔵
・
高
麗
初
雕
本
）
が
高
麗
再
雕
本
で
は

「
悪
」
と
な
っ
て
い
る
事
例
も
、
同
じ
く
高
麗
再
雕
本
の
誤
刻
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら

の
事
例
は
字
形
か
ら
考
え
る
と
お
そ
ら
く
単
純
な
誤
刻
で
あ
ろ
う
が
、
本
文
全
体
の

割
合
か
ら
い
え
ば
決
し
て
少
な
く
な
い
。
つ
ま
り
、
高
麗
再
雕
本
が
有
し
て
い
た
信

頼
性
の
高
さ
の
担
保
で
あ
る
校
訂
の
精
度
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
『
秘
蔵
詮
』
を

み
る
限
り
で
は
疑
念
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
は
高
麗
再
雕
本

に
関
し
て
も
、
改
め
て
細
微
な
校
訂
作
業
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
一
九
〇
句
の
「
思
」（
開
宝
蔵
）
が
高
麗
初
雕
本
と
高
麗
再
雕
本
で
は

「
田
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
お
そ
ら
く
単
純
な
誤
刻
で
あ
ろ
う
。『
秘
蔵
詮
』

は
完
成
し
た
直
後
に
高
麗
へ
渡
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
言
い
換
え
れ
ば
高
麗
初
雕

本
は
『
秘
蔵
詮
』
に
お
け
る
最
初
の
展
開
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
時
点
で

誤
刻
が
発
生
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
翻
刻
作
業
が
人
為
的
な
も
の
で
あ

る
以
上
、
こ
の
よ
う
な
過
失
は
不
可
避
で
あ
り
、
そ
れ
を
後
世
か
ら
い
た
ず
ら
に
批

判
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
し
か
し
、
原
本
に
よ
り
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
翻
刻
や

校
訂
の
意
図
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
や
は
り
時
間
軸
が
原
本
に
近
い
資
料
の
存
在
は

き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
一
九
〇
句
の
事
例
は
開
宝
蔵

の
資
料
的
価
値
を
再
認
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
（
（1
（

。

　

こ
う
し
た
文
字
の
異
同
を
通
じ
て
、
刊
本
大
蔵
経
は
個
々
の
成
立
背
景
や
成
立
事

情
そ
の
も
の
が
大
蔵
経
展
開
の
歴
史
上
に
位
置
す
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
『
開
宝
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遺
珍
』
所
収
の
『
秘
蔵
詮
』
が
最
も
原
本
に
近
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら

か
と
な
り
、
校
訂
に
際
し
て
は
開
宝
蔵
を
基
準
に
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

㈡
挿
画
に
つ
い
て

　
『
秘
蔵
詮
』
の
各
巻
に
は
五
点
な
い
し
六
点
の
木
版
画
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
現

存
す
る
開
宝
蔵
残
欠
本
の
な
か
で
唯
一
、
画
を
刻
し
た
版
を
交
え
た
典
籍
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
美
術
史
上
に
お
い
て
も
貴
重
な
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
、

非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

筆
者
の
専
門
分
野
が
美
学
や
美
術
史
で
な
い
以
上
、
開
宝
蔵
と
高
麗
初
雕
本
の
挿

画
を
比
較
検
討
す
る
と
い
っ
て
も
、
ま
っ
た
く
専
門
的
知
識
を
有
さ
な
い
主
観
で
し

か
な
い
が
、
次
頁
以
降
の
対
照
表
（
（1
（

を
み
る
と
開
宝
蔵
の
方
が
よ
り
緻
密
で
あ
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
高
麗
初
雕
本
は
開
宝
蔵
を
底
本
と
し
て
翻
刻
さ
れ

て
お
り
、
挿
画
に
つ
い
て
も
開
宝
蔵
を
模
刻
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ

う
。
無
論
、
江
上
氏
が
「
高
麗
初
雕
版
の
秘
蔵
詮
、
仏
賦
・
詮
源
歌
を
見
る
時
、
当

時
の
高
麗
に
お
け
る
版
刻
技
術
の
高
さ
と
洗
練
さ
れ
た
感
覚
に
は
驚
歎
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
む
ら
な
く
全
図
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
、
潤
い
が
あ
り
、
し
か
も
精
緻
な
趣
き

は
、
版
芸
術
と
し
て
最
高
度
の
水
準
を
示
す
（
（1
（

」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
高
麗
初
雕
本

の
美
術
史
的
な
価
値
も
あ
ろ
う
が
、
開
宝
蔵
の
資
料
的
価
値
も
ま
た
同
様
に
高
く
評

価
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
江
上
氏
は
開
宝
蔵
と
高
麗
初
雕
本
の
『
秘
蔵
詮
』
一
三
に
使
用
さ
れ
る
挿
画

が
異
な
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、「
こ
れ
ら
の
図
は
本
文
の
筋
を
追
っ
て
説
明
す
る

性
質
を
有
し
な
い
か
ら
、
錯
簡
の
問
題
は
、
図
の
解
釈
や
鑑
賞
に
と
っ
て
は
大
き
な

問
題
で
は
な
い
（
（2
（

」
と
述
べ
な
が
ら
も
、
高
麗
初
雕
本
に
は
然
る
べ
き
紙
序
の
標
記
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
開
宝
蔵
の
方
が
錯
簡
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

江
上
氏
の
主
張
は
そ
の
他
に
明
確
な
根
拠
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
加
え
て
太
宗

が
付
し
た
文
章
と
挿
画
の
関
連
性
が
希
薄
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も

開
宝
蔵
に
お
け
る
本
文
と
挿
画
の
内
容
を
照
合
す
る
限
り
、
両
者
は
決
し
て
無
関
係

と
は
言
い
得
な
い
。
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【開宝蔵と高麗版初雕本における挿画対照表】

『秘蔵詮』第13巻　第１図　開宝蔵

『秘蔵詮』第８巻　第５図　初雕本
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『秘蔵詮』第13巻　第２図　開宝蔵

『秘蔵詮』第10巻　第４図　初雕本
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蔵
に
つ
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『秘蔵詮』第13巻　第３図　開宝蔵

『秘蔵詮』第９巻　第４図　初雕本
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『秘蔵詮』第13巻　第４図　開宝蔵

『秘蔵詮』第５巻　第３図　初雕本
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第
一
図
は
「
因
地
従
於
果
、
果
円
宗
自
通
、
無
因
復
無
果
、
因
果
亦
帰
空
」
と
い

う
本
文
の
直
後
に
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
文
か
ら
第
一
図
を
勘
案
す
る
と
、
ま
ず

右
側
の
海
と
左
側
の
山
は
右
斜
め
で
対
照
的
に
描
か
れ
て
お
り
、
因
果
の
相
互
関
係

を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
次
に
右
手
前
の
小
島
と
樹
木
は
海
な
く
し
て
存

在
せ
ず
、
同
時
に
左
手
の
湾
は
山
な
く
し
て
存
在
し
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
海
な
く
し

て
山
な
く
、
山
な
く
し
て
海
な
き
こ
と
も
ま
た
、
因
果
の
相
互
関
係
を
指
示
し
て
い

る
。
そ
し
て
中
央
奥
か
ら
右
奥
に
か
け
て
雲
と
空
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
海

と
山
に
よ
っ
て
空
に
雲
が
生
成
す
る
こ
と
、
ひ
い
て
は
万
物
は
虚
空
で
あ
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
図
は
「
中
道
得
安
心
、
忙
中
減
妄
逸
、
如
香
積
施
飯
、
福
種
因
無
失
」
と
い

う
本
文
の
直
後
に
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
文
を
第
二
図
と
合
わ
せ
て
解
釈
す
る
と
、

両
方
に
聳
え
る
山
々
の
中
間
に
広
が
る
空
間
が
中
道
を
意
味
し
、
左
下
に
描
か
れ
る

僧
侶
と
教
え
を
受
け
て
い
る
人
の
存
在
が
仏
道
へ
の
帰
依
を
示
唆
し
、
中
央
で
座
し

て
い
る
僧
侶
に
対
し
て
正
面
の
二
人
が
布
施
を
す
る
姿
が
「
施
飯
」
を
意
図
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

第
三
図
は
「
求
之
不
可
得
、
俄
然
有
自
逢
、
迷
情
与
実
相
、
蓮
開
業
水
中
」
と
い

う
本
文
の
直
後
に
付
さ
れ
て
い
る
。「
求
之
不
可
得
」
は
左
手
前
の
竿
を
持
っ
た
人

物
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
俄
然
有
自
逢
」
は
右
手
中
央
の
僧
侶
と
そ
の
会
座
の
こ
と

を
、「
迷
情
与
実
相
、
蓮
開
業
水
中
」
は
こ
の
第
三
図
全
体
が
、
海
・
山
・
岩
・
樹

木
・
建
物
・
雲
・
空
な
ど
が
渾
然
一
体
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

　

第
四
図
は
「
陽
化
上
天
堂
、
迷
情
皆
出
没
、
人
心
有
罪
福
、
多
少
較
量
得
」
と
い

う
本
文
の
直
後
に
付
さ
れ
て
い
る
。
中
央
に
は
椅
子
に
座
す
僧
侶
に
対
し
て
合
掌
礼

拝
す
る
人
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
様
子
は
「
陽
化
上
天
堂
」
を
意
図
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。「
迷
情
皆
出
没
、
人
心
有
罪
福
、
多
少
較
量
得
」
は
右
下
の
橋
上
の
僧

侶
と
そ
れ
を
迎
え
る
人
、
さ
ら
に
左
下
の
天
秤
棒
を
担
ぐ
人
を
示
唆
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
開
宝
蔵
に
付
さ
れ
た
四
つ
の
挿
画
は
す
べ
て
太
宗
の
文
章

を
当
時
の
山
水
画
の
技
法
を
駆
使
し
て
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
開
宝
蔵
の
錯
簡
と

捉
え
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
上
述
の
文
字
情
報
と
同
様
に
、
高
麗
初
雕
本
が
何
ら
か
の

理
由
で
、
あ
る
い
は
高
麗
初
雕
本
編
纂
時
に
何
ら
か
の
意
図
に
よ
っ
て
改
変
さ
れ
た

も
の
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
開
宝
蔵
と
高
麗
初
雕
本
お
よ
び
再
雕
本
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
従
来
は
高

麗
初
雕
本
の
資
料
的
価
値
が
大
き
く
評
価
さ
れ
て
い
た
が
、
少
な
く
と
も
『
秘
蔵

詮
』
に
関
し
て
は
開
宝
蔵
の
内
容
を
評
価
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
こ
に
『
秘
蔵
詮
』
を

介
し
て
開
宝
蔵
の
存
在
意
義
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
お
わ
り
に

　

本
研
究
で
は
「
開
宝
蔵
に
つ
い
て
─
『
開
宝
遺
珍
』
所
収
の 

『
御
製
秘
蔵
詮
』
を

中
心
に
─
」
と
題
し
、『
開
宝
遺
珍
』
所
収
の
『
秘
蔵
詮
』
を
中
心
に
大
蔵
経
展
開

の
歴
史
を
考
察
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
も
開
宝
蔵
の
資
料
的
価
値
と
存
在
意
義
は

認
識
さ
れ
て
い
た
が
、
残
巻
数
の
稀
少
性
か
ら
個
々
の
資
料
の
内
容
に
ま
で
踏
み
込

ん
だ
議
論
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
仏
教
の
世
界
観
を
山
水
画
で
表

現
し
た
『
秘
蔵
詮
』
に
関
し
て
も
、
仏
教
美
術
と
し
て
の
注
目
度
は
高
か
っ
た
が
、

仏
教
学
の
視
点
か
ら
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
『
秘
蔵

詮
』
を
取
り
上
げ
、
部
分
的
で
は
あ
る
も
の
の
高
麗
初
雕
本
お
よ
び
再
雕
本
と
の
比
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較
を
通
じ
て
、
第
一
に
開
宝
蔵
の
重
要
性
と
貴
重
性
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
二
に
高
麗
初
雕
本
の
段
階
で
す
で
に
何
ら
か
の
編
集
作
業
が
加
え
ら
れ
て
い
る
可

能
性
を
示
唆
し
、
第
三
に
高
麗
再
雕
本
を
再
検
討
す
る
必
要
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

同
時
に
、
こ
れ
ま
で
高
麗
再
雕
本
を
底
本
と
す
る
『
大
正
蔵
』
を
用
い
て
研
究
が

進
め
ら
れ
て
き
た
近
現
代
の
仏
教
学
に
対
し
て
、
日
本
古
写
経
や
敦
煌
文
献
の
整
理

が
な
さ
れ
、
な
お
か
つ
種
々
の
刊
本
大
蔵
経
が
公
開
さ
れ
た
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
今

一
度
、
写
本
研
究
と
大
蔵
経
研
究
を
統
合
し
た
新
た
な
仏
教
文
献
学
の
構
築
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
は
本
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
、
高
麗
初
雕
本
の
『
秘
蔵
詮
』
に
関
し
て
も
本

文
と
挿
画
の
内
容
を
照
合
し
、
開
宝
蔵
と
比
べ
て
ど
ち
ら
の
方
が
よ
り
整
合
性
が
と

れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
開
宝
蔵
の
巻
末
に
記
さ
れ
て
い
る
荘
主

僧
福
滋
、
管
居
養
院
僧
福
海
、
庫
頭
僧
福
深
、
供
養
主
僧
福
住
、
都
化
縁
報
願
住
持

沙
門
鍳
巒
な
ど
の
周
辺
人
物
も
含
め
、
仏
賦
・
詮
源
歌
と
あ
わ
せ
て
研
究
を
進
め
て

ゆ
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
『
開
宝
遺
珍
』
に
収
録
さ
れ
る
他
の
文
献
の
調

査
も
行
い
つ
つ
、
開
宝
蔵
と
高
麗
初
雕
本
な
ら
び
に
高
麗
再
雕
本
と
の
関
係
、
さ
ら

に
は
開
宝
蔵
と
宋
版
一
切
経
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
を
試
み
た
い
。

　
註

（
1
）『
大
正
蔵
』
四
九
、
三
九
六
頁
上
。

（
2
）『
大
正
蔵
』
四
九
、
三
九
八
頁
下
。

（
3
）
佐
々
木
勇
「
北
宋
版
一
切
経
開
寶
蔵
の
欠
筆
と
そ
の
伝
播
・
受
容
に
つ
い
て
」（『
広

島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
六
二
、
二
〇
一
三
年
）。

（
4
）
野
沢
佳
美
『
シ
リ
ー
ズ
・
ア
タ
ラ
ク
シ
ア
』
三
「
印
刷
漢
文
大
蔵
経
の
歴
史
─
中

国
・
高
麗
篇
」（
立
正
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
五
年
）
二
九
～
三
四
頁

を
参
照
。

（
5
）
大
塚
紀
弘
「
宋
版
一
切
経
の
輸
入
と
受
容
」（『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
二
五
、
二
〇
一
〇

年
）。

（
6
）『
宋
史
』
二
〇
の
高
麗
伝
に
は
「〔
淳
化
〕
二
年
、
遣
使
韓
彦
恭
来
貢
。
彦
恭
表
述
治

意
求
印
仏
経
。
詔
以
蔵
経
幷
御
製
秘
蔵
銓
、
逍
遙
詠
、
蓮
華
心
輪
賜
之
」（
中
華
書
局
、

一
九
八
五
年
、
一
四
〇
四
〇
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）『
高
麗
史
』
一
に
は
「〔
十
年
〕
夏
四
月
庚
寅
、
韓
彦
恭
還
自
宋
、
献
大
蔵
経
」（
国
書

刊
行
会
、
一
九
〇
八
年
、
四
四
四
頁
上
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）
前
掲
「
印
刷
漢
文
大
蔵
経
の
歴
史
─
中
国
・
高
麗
篇
」
八
六
～
八
七
頁
を
参
照
。

（
9
）『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
二
（
大
東
出
版
社
、
一
九
三
三
年
）
二
五
七
頁
。

（
10
）
日
本
に
現
存
す
る
宋
代
の
目
録
を
確
認
す
る
と
、『
秘
蔵
詮
』
は
次
の
よ
う
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

・『
湖
州
思
渓
圓
覚
禅
院
新
雕
大
蔵
経
律
論
等
目
録
』
…
記
録
な
し

・『
福
州
東
禅
大
蔵
経
目
録
』
…
（
佐
）
御
製
秘
蔵
詮
一
十
巻

・『
唐
本
一
切
経
目
録
』
…
（
尹
）
秘
蔵
詮
十
巻
自
第
一
至
十 

（
佐
）
御
製
秘
蔵
詮
十
巻

自
十
一
至
二
十

・『
紀
州
天
野
山
丹
生
社
宋
本
大
蔵
録
』
…
（
尹
）
御
製
秘
蔵
詮
十
巻 （
佐
）
同
十
巻

・『
豊
山
勧
学
院
宋
本
大
蔵
目
録
』
…
（
纓
）
御
製
秘
蔵
詮
二
十
巻
内
従
一
至
十 

（
世
）

同
本
従
十
一
至
二
十

　
　

こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
、
お
そ
ら
く
秘
蔵
詮
二
〇
巻
は
前
後
一
〇
巻
ず
つ
で
分
か
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
11
）『
大
正
蔵
』
四
九
、
三
九
九
頁
上
。

（
12
）『
大
正
蔵
』
四
九
、
四
〇
一
頁
中
。

（
13
）『
大
中
祥
符
法
宝
録
』
の
成
立
に
関
し
て
、『
同
法
録
』
二
〇
に
は
「
大
宋
大
中
祥
符

法
宝
録
二
十
一
巻
幷
惣
録
一
巻　

右
起
大
中
祥
符
四
年
十
一
月
終
八
年　

月
準
詔
編

脩
」（『
中
華
大
蔵
経
』
七
三
、
五
二
三
頁
下
）
と
あ
り
、
大
中
祥
符
四
年
（
一
〇
一

一
）
に
編
纂
が
始
ま
り
、
同
八
年
（
一
〇
一
五
）
に
完
成
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
14
）『
中
華
大
蔵
経
』
七
三
、
五
一
五
頁
中
～
下
。
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開
宝
蔵
に
つ
い
て

（
15
）
江
上
綏
・
小
林
宏
光
『
南
禅
寺
所
蔵
『
秘
蔵
詮
』
の
木
版
画
』（
山
川
出
版
社
、
一
九

九
四
年
）
六
～
七
頁
を
参
照
。

（
16
）
前
掲
『
南
禅
寺
所
蔵
『
秘
蔵
詮
』
の
木
版
画
』
三
頁
を
参
照
。

（
17
）
な
お
、
高
麗
初
雕
本
な
ら
び
に
再
雕
本
に
発
生
し
た
誤
刻
に
関
し
て
は
、
い
ず
れ
も

金
版
大
蔵
経
（
金
蔵
）
を
底
本
と
す
る
『
中
華
大
蔵
経
』
七
三
（
中
華
書
局
、
一
九
九

四
）
所
収
の
『
秘
蔵
詮
』
に
お
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
18
）『
開
宝
遺
珍
』
所
収
の
『
秘
蔵
詮
』
一
三
に
は
第
一
図
が
欠
落
し
て
い
る
た
め
、
本
対

照
表
に
関
し
て
は
同
じ
く
開
宝
蔵
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
サ
ッ
ク

ラ
ー
美
術
館
所
蔵
本
の
挿
画
を
採
用
し
た
（
前
掲
『
南
禅
寺
所
蔵
『
秘
蔵
詮
』
の
木
版

画
』
七
～
一
〇
頁
）。

（
19
）
前
掲
『
南
禅
寺
所
蔵
『
秘
蔵
詮
』
の
木
版
画
』
一
九
頁
。

（
20
）
前
掲
『
南
禅
寺
所
蔵
『
秘
蔵
詮
』
の
木
版
画
』
一
七
頁
。
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法
然
上
人
「
十
七
条
御
法
語
」
の
成
立
と
伝
承
に
つ
い
て

　

本
研
究
は
法
然
上
人
（
以
下
、
敬
称
を
省
略
）
の
御
法
語
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の

詞
や
内
容
が
、
ど
の
よ
う
な
背
景
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
を
、
人
物
関

係
に
着
目
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
研
究
で
は
法
然
の
御
法
語

中
、
特
に
『
西
方
指
南
抄
』
に
所
収
さ
れ
る
「
十
七
条
御
法
語
」
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
こ
の
遺
文
に
関
わ
る
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
こ
の
遺
文
の
み
で
は
な

く
、
他
の
多
く
の
遺
文
に
も
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
法
然
御
法
語
研
究
に
と
っ
て
重

要
な
視
点
を
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

従
来
の
法
然
御
法
語
研
究
は
、
法
然
の
思
想
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
証
左
と
し

て
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
や
、
法
然
の
教
義
書
・
遺
文
集
・
伝
記
類
の
な
か
で
の
比

較
検
討
に
よ
る
書
誌
的
研
究
、
思
想
研
究
等
が
中
心
で
あ
り
、『
選
択
集
』
や
『
黒

谷
上
人
語
灯
録
』（
以
下
、『
語
灯
録
』
と
す
る
）
等
に
説
か
れ
て
い
な
い
内
容
や
、

疑
わ
し
い
内
容
は
偽
撰
と
判
断
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
田
村
圓
澄
氏
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
先
学
が
用
い
る
御
法
語
の
真
偽
判
断
基
準
で
あ
る

（
（
（

。

　

書
誌
的
研
究
に
お
い
て
は
、
中
野
正
明
氏
に
よ
り
遺
文
が
原
型
か
ら
ど
の
よ
う
に

踏
襲
、
改
変
さ
れ
な
が
ら
伝
記
類
へ
と
伝
わ
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
意
識
の
も

と
、
諸
本
や
遺
文
集
・
伝
記
類
と
の
比
較
に
よ
っ
て
詳
細
に
考
察
さ
れ
、
遺
文
集
の

書
誌
学
に
一
定
の
基
準
が
設
け
ら
れ
た

（
（
（

。
本
研
究
も
中
野
説
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

し
か
し
、
氏
の
研
究
の
よ
う
に
遺
文
集
全
体
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
一
つ
の

遺
文
に
絞
っ
て
思
想
を
ふ
ま
え
て
み
て
い
く
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と

考
え
る
。

　

御
法
語
の
真
偽
も
本
研
究
に
お
い
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
田
村
氏
の
よ
う
に
御

法
語
と
教
義
書
の
思
想
を
比
較
す
る
の
み
で
真
偽
を
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
一
つ

一
つ
の
御
法
語
に
は
『
選
択
集
』
等
と
は
異
な
っ
た
、
複
雑
な
背
景
が
あ
る
こ
と
に

注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
御
法
語
の
伝
承
に
関
す
る
研
究
で
は
、
法
然
門
下
や
さ
ま
ざ
ま
な
諸
師
の

著
作
ま
で
範
囲
を
広
げ
、
そ
こ
に
説
か
れ
る
人
物
関
係
等
の
背
景
を
ふ
ま
え
た
う
え

で
考
察
さ
れ
た
研
究
は
少
な
く
、
藤
堂
恭
俊
氏
、
永
井
隆
正
氏
の
研
究
が
あ
る
の
み

で
あ
る

（
（
（

。
両
氏
の
研
究
は
何
れ
も
詳
細
な
研
究
で
は
あ
る
が
、
個
々
の
御
法
語
を
扱

う
も
の
で
あ
っ
て
、
遺
文
全
体
を
考
察
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
つ

の
遺
文
を
全
体
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
つ
の
御
法
語
だ
け
で
は
み
え
て
こ

　
法
然
上
人
「
十
七
条
御
法
語
」
の
成
立
と
伝
承
に
つ
い
て　　
　

�

長　

尾　

隆　

寛　



八
八

　
　
　
　
佛

　
教

　
文

　
化

　
研

　
究

な
い
伝
承
背
景
が
明
確
に
な
り
、
従
来
の
個
々
の
御
法
語
の
み
に
よ
る
研
究
成
果
は
、

大
幅
な
見
直
し
が
必
要
と
な
る
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、「
十
七
条
御
法
語
」
に
説
か
れ
る
十
七
条
各

条
に
つ
い
て
、
は
じ
め
に
内
容
解
釈
と
問
題
提
起
を
行
い
、
法
然
教
学
と
の
比
較
に

よ
っ
て
「
十
七
条
御
法
語
」
伝
承
の
正
統
性
や
法
然
の
思
想
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

そ
の
う
え
で
、
法
然
門
下
の
著
作
や
『
語
灯
録
』、『
四
十
八
巻
伝
』
や
『
明
義
進
行

集
』・『
広
疑
瑞
決
集
』
等
と
の
比
較
に
よ
っ
て
判
明
す
る
成
立
背
景
を
も
と
に
伝
承

に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

　

本
題
に
入
る
前
に
「
十
七
条
御
法
語
」
に
関
わ
る
基
本
的
な
三
つ
の
問
題
点
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。「
題
名
」・「
説
示
順
序
」・「
内
容
」
の
三
点
で
あ
る
。「
題
名
」

に
つ
い
て
は
、
親
鸞
真
筆
本
や
版
本
、『
昭
法
全
』
を
比
較
し
、
そ
れ
ら
と
は
異
な

る
筆
者
の
見
解
を
提
示
し
た
う
え
で
、
全
部
で
十
七
条
に
な
る
こ
と
を
示
し
、
題
名

は
「
十
七
条
御
法
語
」
と
し
て
間
違
い
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（【
資
料

①
】
参
照
）。
次
に
そ
の
段
落
分
け
に
基
づ
い
て
各
条
を
概
観
し
、
説
示
内
容
が
起

行
論
・
教
判
論
・
安
心
論
・
作
業
論
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
こ
と
や
、
十
七
条
の
う

ち
、
大
半
の
御
法
語
が
信
瑞
の
『
明
義
進
行
集
』・『
広
疑
瑞
決
集
』
と
深
い
関
わ
り

を
も
つ
こ
と
が
分
か
っ
た
（【
資
料
②
】
参
照
）。
そ
の
結
果
と
し
て
、
こ
の
『
明
義

進
行
集
』
と
『
広
疑
瑞
決
集
』
と
に
分
け
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
「
十
七
条
御
法

語
」
の
特
徴
を
よ
く
捉
え
ら
れ
る
と
考
え
る
。
以
下
、
そ
の
二
系
統
に
分
け
て
進
め

て
い
く
（「
十
七
条
御
法
語
」
の
本
文
は
註
に
記
載

（
（
（

）。
な
お
、
説
示
順
序
に
つ
い
て

は
、
概
観
し
た
の
み
で
は
不
明
な
た
め
、
個
々
の
内
容
を
詳
細
に
考
察
し
た
う
え
で

再
度
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

は
じ
め
に
先
の
二
系
統
の
う
ち
、『
明
義
進
行
集
』
の
伝
承
系
統
に
属
す
る
御
法

語
で
あ
る
「
十
七
条
②
・
④
・
⑤
・
⑧
・
⑩
・
⑫
・
⑬
・
⑯
・
⑰
」
に
つ
い
て
検
討

す
る
（
以
下
、
第
一
条
か
ら
第
十
七
条
を
①
か
ら
⑰
と
す
る
）。
こ
れ
ら
の
御
法
語

の
内
容
に
は
一
見
統
一
性
が
み
ら
れ
な
い
が
、
伝
承
と
い
う
視
点
で
み
た
時
、
各
御

法
語
に
共
通
点
が
み
ら
れ
る
。「
十
七
条
②
・
⑰
」
に
は
、
釈
尊
出
世
本
懐
や
宗
義

各
別
と
い
っ
た
教
判
論
が
説
か
れ
て
い
る
。
法
然
遺
文
中
、
唯
一
同
内
容
が
説
か
れ

る
「
一
期
物
語
」
に
、

或
云
、
上
人
在
生
ノ

時
、
三
井
寺
貫
首
大
弐
僧
正
公
胤
、
作
㆓
三
巻
書
ヲ㆒

、
破
㆓

選
択
集
㆒
名
㆓
浄
土
決
疑
抄
ト㆒

。
其
書
ニ

曰
ク

、
法
花
ニ

有
㆓
即
往
安
楽
ノ

文
㆒、
観
経
ニ

有
㆓
読
誦
大
乗
句
㆒。
転
㆓
読
法
花

ヲ㆒
生
㆓
極
楽
㆒、
有
㆓
何
妨

カ㆒
。
然
ニ

廃
㆓
読
誦
大

乗
㆒、
唯
付
㆓
属
念
仏

ヲ㆒
。｛
云
云
｝
是
大
ナ
ル

錯
也
｛
取
意
｝。
上
人
見
㆑
之
、
不
㆓

見
終

ラ㆒
指
置
云
。
此
僧
正
ハ

此
程
之
人
ト
ハ

不
㆑
思
、
無
下
ノ

分
際
哉
。
聞
レカ
ハ

言
ト㆓

浄
土
宗
義

ヲ㆒
者
、
可
㆑
思

フ㆔
定
判
㆓ム
ト

教
ノ

権
実

ヲ㆒
者
可
㆑
思
㆘
廃
㆑
権
立
㆑
実
義
ヲ

費
ト㆖

。

乍
㆑
聞
㆑
立
㆓
宗
義
㆒、
枉

テ㆑
理
ヲ

以
㆓
法
花
㆒
望

ム㆑
入

ト㆓
観
経
往
生
ノ

行
ノ

中
ニ㆒

事
、
似
レタ
リ

忘
㆓ル
ニ

宗
義
廃
立
㆒
若
シ

能
ア
リ

学
道
者
テ
ハ

、
可
㆑
謂
㆘
観
経
ハ

是
爾
前
教
也
、
彼
教
ノ

中
不
㆖
レ

可
㆑
摂
㆓
法
花
㆒。
今
浄
土
宗
ノ

意
者
、
取
㆓
観
経
前
後
之
諸
大
乗
経

ヲ㆒
、
皆

悉
ク

摂
㆓
往
生
行
ノ

内
㆒、
何
ソ

法
花
独
残
㆑
之
哉
。
事
新
ク

不
㆑
可
㆑
望
㆑
入
㆓
観
経
ノ

内
ニ㆒

、
普
ク

摂
意
者
、
教
ノ

為
㆘
対
㆓
念
仏

ニ㆒
廃

カ㆗
之

ヲ㆖
也
｛
云
々
｝。
使
者
学
仏
房

還
語
㆓
此
由
㆒、
僧
正
閉
口
不
㆓
言
説
㆒。
彼
僧
正
来
テ

説
法
之
次
、
被
㆑
語
㆓
於
前
ノ

浄
土
決
疑
抄
之
由
来

ヲ㆒
、
我
今
日
臨
㆓
此
砌
㆒
事
、
偏
ニ

為
㆑
懺
㆓
悔
此
事
㆒
也

｛
云
々
｝。
聴
聞
ノ

道
俗
貴
賤
莫
㆑
不
㆓
随
喜
㆒、
其
後
僧
正
同
ク

遂
㆓
往
生
ノ

素
懐

ヲ㆒

畢
ヌ

、
瑞
相
非
奇
特
旁
多
シ

｛
云
々
｝。（
中
略
）
此
僧
正
ハ

此
程
之
人
ト
ハ

不
㆑
思
、

無
下
ノ

分
際
哉
。
聞
レカ
ハ

言
ト㆓

浄
土
宗
義

ヲ㆒
者
、
可
㆑
思

フ㆔
定
判
㆓ム
ト

教
ノ

権
実

ヲ㆒
者
可
㆑

思
㆘
廃
㆑
権
立
㆑
実
義
ヲ

費
ト㆖

。
乍
㆑
聞
㆑
立
㆓
宗
義
㆒、
枉

テ㆑
理
ヲ

以
㆓
法
花
㆒
望

ム㆑
入

ト㆓



八
九

　
　
　
　
法
然
上
人
「
十
七
条
御
法
語
」
の
成
立
と
伝
承
に
つ
い
て

【
資
料
①
】

親
鸞
真
筆
本
（
真
蹟
集
成
）

万
治
版
・
元
禄
版

昭
法
全

本
論
で
の
分
類

題
名　
　
　
　

な
し

な
し

「
十
七
条
御
法
語
」

「
十
七
条
御
法
語
」

⑴或
人
念
仏
之
不
審 
ヲ
、
故
聖
人
ニ
奉

レ
問
曰
、
第
二
十
願
ハ
、
大
網
ノ
願
ナ

リ
。
係
念
ト
イ
フ
ハ
、
三
生
ノ
内
ニ
カ

ナ
ラ
ス
果
遂
ス
ヘ
シ
。
仮
令
通
計
ス
ル

ニ
、
百
年
ノ
内
ニ
往
生
ス
ヘ
キ
也
。
云

云
。（
省
略
）

⑴或
人
念
仏
之
不
審 

ヲ
、
故
聖
人
ニ
奉

レ
問
曰
、
第
二
十
願
ハ
、
大
網
ノ
願
ナ

リ
。
係
念
ト
イ
フ
ハ
、
三
生
ノ
内
ニ
カ

ナ
ラ
ス
果
遂
ス
ヘ
シ
。
仮
令
通
計
ス
ル

ニ
、
百
年
ノ
内
ニ
往
生
ス
ヘ
キ
也
。
云

云
。（
省
略
）

⑴或
人
念
仏
之
不
審
ヲ
、
故
聖
人
ニ
奉
レ

問
曰
、
第
二
十
願
ハ
、
大
網
ノ
願
ナ
リ
。

係
念
ト
イ
フ
ハ
、
三
生
ノ
内
ニ
カ
ナ
ラ

ス
果
遂
ス
ヘ
シ
。
仮
令
通
計
ス
ル
ニ
、

百
年
ノ
内
ニ
往
生
ス
ヘ
キ
也
。
云
云
。

（
省
略
）

①或
人
念
仏
之
不
審
ヲ
、
故
聖
人
ニ
奉
レ
問
曰
、

第
二
十
願
ハ
、
大
網
ノ
願
ナ
リ
。
係
念
ト
イ
フ

ハ
、
三
生
ノ
内
ニ
カ
ナ
ラ
ス
果
遂
ス
ヘ
シ
。
仮

令
通
計
ス
ル
ニ
、
百
年
ノ
内
ニ
往
生
ス
ヘ
キ
也
。

云
云
。（
中
略
）

又
阿
弥
陀
経
ノ
已
発
願
等
ハ
、
コ
レ
三
生
之
証

也
ト
。

⑵又
阿
弥
陀
経
ノ
已
発
願
等
ハ
、
コ
レ
三

生
之
証
也
ト
。

⑵又
阿
弥
陀
経
ノ
已
発
願
等
ハ
、
コ
レ
三

生
之
証
也
ト
。

又
云
、
阿
弥
陀
経
等
ハ
浄
土
門
ノ
出
世

ノ
本
懐
ナ
リ
。（
省
略
）

⑵又
阿
弥
陀
経
ノ
已
発
願
等
ハ
、
コ
レ
三

生
之
証
也
ト
。

又
云
、
阿
弥
陀
経
等
ハ
浄
土
門
ノ
出
世

ノ
本
懐
ナ
リ
。（
省
略
）。

②又
云
、
阿
弥
陀
経
等
ハ
浄
土
門
ノ
出
世
ノ
本
懐

ナ
リ
。
法
華
経
者
聖
道
門
ノ
出
世
ノ
本
懐
ナ
リ
。

（
中
略
）

又
云
、
我
安
置
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
一
切
経
律
論
ハ
、

コ
レ
観
経
所
摂
ノ
法
也
。

⑶又
云
、
阿
弥
陀
経
等
ハ
浄
土
門
ノ
出
世

ノ
本
懐
ナ
リ
。
法
華
経
者
聖
道
門
ノ
出

世
ノ
本
懐
ナ
リ
。
云
云
。
望
ト
コ
ロ
ハ

コ
ト
ナ
リ
、
疑
ニ
足
サ
ル
者
也
。

⑷又
云
、
我
安
置
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
一
切
経

律
論
ハ
、
コ
レ
観
経
所
摂
ノ
法
也
。

⑶又
云
、
我
安
置
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
一
切
経

律
論
ハ
、
コ
レ
観
経
所
摂
ノ
法
也
。

⑶又
云
、
我
安
置
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
一
切
経

律
論
ハ
、
コ
レ
観
経
所
摂
ノ
法
也
。

又
云
、
地
蔵
等
ノ
諸
菩
薩
ヲ
蔑
如
ス
ヘ

カ
ラ
ス

③又
云
、
地
蔵
等
ノ
諸
菩
薩
ヲ
蔑
如
ス
ヘ
カ
ラ
ス
、

往
生
以
後
、
伴
侶

⑸又
云
、
地
蔵
等
ノ
諸
菩
薩
ヲ
蔑
如
ス
ヘ

カ
ラ
ス

⑷又
云
、
地
蔵
等
ノ
諸
菩
薩
ヲ
蔑
如
ス
ヘ

カ
ラ
ス
、



九
〇

　
　
　
　
佛

　
教

　
文

　
化

　
研

　
究

親
鸞
真
筆
本

万
治
版
・
元
禄
版

昭
法
全

本
論
で
の
分
類

⑹又
云
、
近
代
ノ
行
人
、
観
法
ヲ
モ
チ
ヰ

ル
ニ
ア
タ
ハ
ス
。
モ
シ
仏
像
等
ヲ
観
セ

ム
ハ
、
運
慶
康
慶
カ
所
造
ニ
ス
キ
シ
。

（
省
略
）

⑸又
云
、
近
代
ノ
行
人
、
観
法
ヲ
モ
チ
ヰ

ル
ニ
ア
タ
ハ
ス
。
モ
シ
仏
像
等
ヲ
観
セ

ム
ハ
、
運
慶
康
慶
カ
所
造
ニ
ス
キ
シ
。

（
省
略
）

⑷又
云
、
近
代
ノ
行
人
、
観
法
ヲ
モ
チ
ヰ

ル
ニ
ア
タ
ハ
ス
。
モ
シ
仏
像
等
ヲ
観
セ

ム
ハ
、
運
慶
康
慶
カ
所
造
ニ
ス
キ
シ
。

（
省
略
）

④又
云
、
近
代
ノ
行
人
、
観
法
ヲ
モ
チ
ヰ

ル
ニ
ア
タ
ハ
ス
。
モ
シ
仏
像
等
ヲ
観
セ

ム
ハ
、
運
慶
康
慶
カ
所
造
ニ
ス
キ
シ
。

（
省
略
） 

⑺又
云
、
念
仏
ハ
ヤ
ウ
ナ
キ
ヲ
モ
テ
ナ
リ
。

（
省
略
）

⑹又
云
、
念
仏
ハ
ヤ
ウ
ナ
キ
ヲ
モ
テ
ナ
リ
。

（
省
略
）

⑸又
云
、
念
仏
ハ
ヤ
ウ
ナ
キ
ヲ
モ
テ
ナ
リ
。

（
省
略
）

⑤又
云
、
念
仏
ハ
ヤ
ウ
ナ
キ
ヲ
モ
テ
ナ
リ
。

（
省
略
）

⑻又
云
、
諸
経
ノ
中
ニ
ト
ク
ト
コ
ロ
ノ
極

楽
ノ
荘
厳
等
ハ
、
ミ
ナ
コ
レ
四
十
八
願

成
就
ノ
文
也
。
念
仏
ヲ
勧
進
ス
ル
ト
コ

ロ
ハ
、
第
十
八
ノ
願
成
就
ノ
文
ナ
リ
。

観
経
ノ
三
心
、
小
経
ノ
一
心
不
乱
、
大

経
ノ
願
成
就
ノ
文
ノ
信
心
歓
喜
ト
、
同

流
通
ノ
歓
喜
踊
躍
ト
、
ミ
ナ
コ
レ
至
心

信
楽
之
心
也
ト
云
リ
。
コ
レ
ラ
ノ
心
ヲ

モ
テ
、
念
仏
ノ
三
心
ヲ
釈
シ
タ
マ
ヘ
ル

也
ト
云
々
。 

⑺又
云
、
諸
経
ノ
中
ニ
ト
ク
ト
コ
ロ
ノ
極

楽
ノ
荘
厳
等
ハ
、
ミ
ナ
コ
レ
四
十
八
願

成
就
ノ
文
也
。
念
仏
ヲ
勧
進
ス
ル
ト
コ

ロ
ハ
、
第
十
八
ノ
願
成
就
ノ
文
ナ
リ
。

観
経
ノ
三
心
、
小
経
ノ
一
心
不
乱
、
大

経
ノ
願
成
就
ノ
文
ノ
信
心
歓
喜
ト
、
同

流
通
ノ
歓
喜
踊
躍
ト
、
ミ
ナ
コ
レ
至
心

信
楽
之
心
也
ト
云
リ
。
コ
レ
ラ
ノ
心
ヲ

モ
テ
、
念
仏
ノ
三
心
ヲ
釈
シ
タ
マ
ヘ
ル

也
ト
云
々
。

⑹又
云
、
諸
経
ノ
中
ニ
ト
ク
ト
コ
ロ
ノ
極

楽
ノ
荘
厳
等
ハ
、
ミ
ナ
コ
レ
四
十
八
願

成
就
ノ
文
也
。
念
仏
ヲ
勧
進
ス
ル
ト
コ

ロ
ハ
、
第
十
八
ノ
願
成
就
ノ
文
ナ
リ
。

⑥又
云
、
諸
経
ノ
中
ニ
ト
ク
ト
コ
ロ
ノ
極

楽
ノ
荘
厳
等
ハ
、
ミ
ナ
コ
レ
四
十
八
願

成
就
ノ
文
也
。
念
仏
ヲ
勧
進
ス
ル
ト
コ

ロ
ハ
、
第
十
八
ノ
願
成
就
ノ
文
ナ
リ
。

⑺観
経
ノ
三
心
、
小
経
ノ
一
心
不
乱
、
大

経
ノ
願
成
就
ノ
文
ノ
信
心
歓
喜
ト
、
同

流
通
ノ
歓
喜
踊
躍
ト
、
ミ
ナ
コ
レ
至
心

信
楽
之
心
也
ト
云
リ
。
コ
レ
ラ
ノ
心
ヲ

モ
テ
、
念
仏
ノ
三
心
ヲ
釈
シ
タ
マ
ヘ
ル

也
ト
云
々
。

⑦観
経
ノ
三
心
、
小
経
ノ
一
心
不
乱
、
大

経
ノ
願
成
就
ノ
文
ノ
信
心
歓
喜
ト
、
同

流
通
ノ
歓
喜
踊
躍
ト
、
ミ
ナ
コ
レ
至
心

信
楽
之
心
也
ト
云
リ
。
コ
レ
ラ
ノ
心
ヲ

モ
テ
、
念
仏
ノ
三
心
ヲ
釈
シ
タ
マ
ヘ
ル

也
ト
云
々
。

⑼又
云
、
玄
義
ニ
云
ク
釈
迦
（
省
略
）

⑻又
云
、
玄
義
云
、
釈
迦
（
省
略
）

⑻又
云
、
玄
義
釈
迦
（
省
略
）

⑧又
云
、
玄
義
釈
迦
（
省
略
）

⑽又
云
、
導
和
尚
深
心
（
省
略
）

⑼又
云
、
導
和
尚
深
心
（
省
略
）

⑼又
云
、
導
和
尚
深
心
（
省
略
）

⑨又
云
、
導
和
尚
深
心
（
省
略
）

⑾又
云
、
往
生
ノ
業
成
（
省
略
）

⑽又
云
、
往
生
ノ
業
成
（
省
略
）

⑽又
云
、
往
生
ノ
業
成
（
省
略
）

⑩又
云
、
往
生
ノ
業
成
（
省
略
）

⑿又
云
、
往
生
ノ
業
成
ハ
、
念
ヲ
モ
テ
本

ト
ス
。（
省
略
）

⑾又
云
、
往
生
ノ
業
成
ハ
、
念
ヲ
モ
テ
本

ト
ス
。（
省
略
）

⑾又
云
、
往
生
ノ
業
成
ハ
、
念
ヲ
モ
テ
本

ト
ス
。（
省
略
）

⑪又
云
、
往
生
ノ
業
成
ハ
、
念
ヲ
モ
テ
本

ト
ス
。（
省
略
）



九
一

　
　
　
　
法
然
上
人
「
十
七
条
御
法
語
」
の
成
立
と
伝
承
に
つ
い
て

親
鸞
真
筆
本

万
治
版
・
元
禄
版

昭
法
全

本
論
で
の
分
類

⒀又
云
、
称
名
ノ
行
者
常
途
念
仏
ノ
ト
キ
、

不
浄
ヲ
ハ
ハ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
相
続
ヲ

要
ト
ス
ル
カ
ユ
ヘ
ニ
。（
省
略
）

⑿又
云
、
称
名
ノ
行
者
常
途
念
仏
ノ
ト
キ
、

不
浄
ヲ
ハ
ハ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
相
続
ヲ

要
ト
ス
ル
カ
ユ
ヘ
ニ
。（
省
略
）

⑿又
云
、
称
名
ノ
行
者
常
途
念
仏
ノ
ト
キ
、

不
浄
ヲ
ハ
ハ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
相
続
ヲ

要
ト
ス
ル
カ
ユ
ヘ
ニ
。（
省
略
）

⑫又
云
、
称
名
ノ
行
者
常
途
念
仏
ノ
ト
キ
、

不
浄
ヲ
ハ
ハ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
相
続
ヲ

要
ト
ス
ル
カ
ユ
ヘ
ニ
。（
省
略
）

⒁又
云
、
善
導
ハ
第
十
八
ノ
願
（
省
略
）

⒀又
云
、
善
導
ハ
第
十
八
ノ
願
（
省
略
）

⒀又
云
、
善
導
ハ
第
十
八
ノ
願
（
省
略
）

⑬又
云
、
善
導
ハ
第
十
八
ノ
願
（
省
略
）

⒂又
云
、
第
十
九
ノ
願
（
省
略
）

⒁又
云
、
第
十
九
ノ
願
（
省
略
）

⒁又
云
、
第
十
九
ノ
願
（
省
略
）

⑭又
云
、
第
十
九
ノ
願
（
省
略
）

⒃又
云
、
真
実
心
（
省
略
）

⒂又
云
、
真
実
心
（
省
略
）

⒂又
云
、
真
実
心
（
省
略
）

⑮又
云
、
真
実
心
（
省
略
）

⒄又
云
、
善
導
与
㆓
恵
心
㆒
相
違
義
事
。 

善

導
ハ
色
相
等
ノ
観
法
オ
ハ
、
観
仏
三
昧

ト
云
ヘ
リ
。
称
名
念
仏
オ
ハ
、
念
仏
三

昧
ト
云
ヘ
リ
。
恵
心
ハ
称
名
観
法
合
シ

テ
念
仏
三
昧
ト
云
ヘ
リ
。

⒃又
云
、
善
導
与
㆓
恵
心
㆒
相
違
義
事
。 

善

導
ハ
色
相
等
ノ
観
法
ヲ
ハ
、
観
仏
三
昧

ト
云
ヘ
リ
。
称
名
念
仏
ヲ
ハ
、
念
仏
三

昧
ト
云
ヘ
リ
。
恵
心
ハ
称
名
観
法
合
シ

テ
念
仏
三
昧
ト
云
ヘ
リ
。

⒃又
云
、
善
導
与
㆓
恵
心
㆒
相
違
義
事
。 

善

導
ハ
色
相
等
ノ
観
法
オ
ハ
、
観
仏
三
昧

ト
云
ヘ
リ
。
称
名
念
仏
オ
ハ
、
念
仏
三

昧
ト
云
ヘ
リ
。
恵
心
ハ
称
名
観
法
合
シ

テ
念
仏
三
昧
ト
云
ヘ
リ
。

⑯又
云
、
善
導
与
㆓
恵
心
㆒
相
違
義
事
。 

善

導
ハ
色
相
等
ノ
観
法
オ
ハ
、
観
仏
三
昧

ト
云
ヘ
リ
。
称
名
念
仏
オ
ハ
、
念
仏
三

昧
ト
云
ヘ
リ
。
恵
心
ハ
称
名
観
法
合
シ

テ
念
仏
三
昧
ト
云
ヘ
リ
。

又
云
、
余
宗
ノ
人
浄
土
門
ニ
ソ
ノ
志
ア

ラ
ム
ニ
ハ
、
先
ツ
往
生
要
集
ヲ
モ
テ
、

コ
レ
ヲ
オ
シ
フ
ヘ
シ
。（
省
略
）

⒅又
云
、
余
宗
ノ
人
浄
土
門
ニ
ソ
ノ
志
ア

ラ
ム
ニ
ハ
、
先
ツ
往
生
要
集
ヲ
モ
テ
、

コ
レ
ヲ
オ
シ
フ
ヘ
シ
。（
省
略
）

⒄又
云
、
余
宗
ノ
人
浄
土
門
ニ
ソ
ノ
志
ア

ラ
ム
ニ
ハ
、
先
ツ
往
生
要
集
ヲ
モ
テ
、

コ
レ
ヲ
オ
シ
フ
ヘ
シ
。（
省
略
）

⒄又
云
、
余
宗
ノ
人
浄
土
門
ニ
ソ
ノ
志
ア

ラ
ム
ニ
ハ
、
先
ツ
往
生
要
集
ヲ
モ
テ
、

コ
レ
ヲ
オ
シ
フ
ヘ
シ
。（
省
略
）

⒆又
云
、
余
宗
ノ
人
、
浄
土
宗
ニ
ソ
ノ
コ

コ
ロ
サ
シ
ア
ラ
ム
モ
ノ
ハ
、
カ
ナ
ラ
ス

本
宗
ノ
意
ヲ
棄
ヘ
キ
也
。（
省
略
）

⒅又
云
、
余
宗
ノ
人
、
浄
土
宗
ニ
ソ
ノ
コ

コ
ロ
サ
シ
ア
ラ
ム
モ
ノ
ハ
、
カ
ナ
ラ
ス

本
宗
ノ
意
ヲ
棄
ヘ
キ
也
。（
省
略
）

⒅又
云
、
余
宗
ノ
人
、
浄
土
宗
ニ
ソ
ノ
コ

コ
ロ
サ
シ
ア
ラ
ム
モ
ノ
ハ
、
カ
ナ
ラ
ス

本
宗
ノ
意
ヲ
棄
ヘ
キ
也
。（
省
略
）

⑰又
云
、
余
宗
ノ
人
、
浄
土
宗
ニ
ソ
ノ
コ

コ
ロ
サ
シ
ア
ラ
ム
モ
ノ
ハ
、
カ
ナ
ラ
ス

本
宗
ノ
意
ヲ
棄
ヘ
キ
也
。（
省
略
）
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【
資
料
②】

南
都

・
天

台
と

の
関

係
（

批
判

や
質

問
）

関
連

人
物

関
連

文
献

南
都

天
台

公
胤

明
恵

『
興

福
寺

奏
状

』
聖

覚
覚

愉
隆

寛
良

遍
明

遍
信

空
『

広
疑

瑞
決

集
』

『
明

義
進

行
集

』
作

業
安

心
教

判
念

仏
と

諸
行

内
容

　

○
　

　
　

○
　

　
　

○
○

○
○

　
　

　
　

○
第

二
十

願
1

○
○

○
○

○
　

　
　

　
○

　
　

○
　

　
○

　
出

世
本

懐
宗

義
各

別
2

○
　

　
○

○
　

　
　

○
　

　
○

　
　

　
　

　
伴

侶
と

し
て

の
地

蔵
3

○
○

　
　

○
　

○
　

　
○

○
　

○
　

　
　

○
運

慶
・

康
慶

観
法

と
称

念
4

　
○

　
　

　
　

○
　

　
○

○
○

○
○

　
　

○
念

仏
の

心
構

え
5

○
　

　
　

　
　

　
　

○
　

　
　

　
　

　
　

○
願

成
就

文
6

○
　

　
○

　
　

　
　

○
　

　
　

　
　

○
　

　
三

心
至

心
信

楽
欲

生
7

○
○

　
○

　
　

　
　

○
△

○
　

○
　

　
　

○
要

門
・

弘
願

8

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

○
　

　
深

心
重

視
9

○
　

　
　

　
　

　
　

○
　

　
　

○
○

　
　

　
臨

終
と

平
生

10

○
　

　
○

○
　

　
　

○
○

　
　

　
　

　
　

○
念

声
是

一
11

○
○

雅
成

　
　

　
○

　
○

○
○

○
○

○
○

　
浄

・
不

浄
平

生
と

別
時

12

○
○

　
○

○
　

　
　

○
　

○
　

○
　

　
　

○
第

十
八

願
13

○
　

　
○

○
　

　
○

○
○

○
○

　
　

　
　

○
第

十
九

願
14

○
　

　
　

　
　

　
　

○
○

　
　

　
　

○
　

　
三

心
（

長
文

）
15

○
○

○
○

　
　

　
○

　
○

　
○

　
　

　
○

観
仏

三
昧

と
念

仏
三

昧
16

○
○

○
○

○
　

　
　

　
○

　
　

○
　

　
○

△
宗

義
各

別
廃

す
る

こ
と

17



九
三

　
　
　
　
法
然
上
人
「
十
七
条
御
法
語
」
の
成
立
と
伝
承
に
つ
い
て

観
経
往
生
ノ

行
ノ

中
ニ㆒

事
、
似
レタ
リ

忘
㆓ル
ニ

宗
義
廃
立
㆒
若
シ

能
ア
リ

学
道
者
テ
ハ

、
可
㆑

謂
㆘
観
経
ハ

是
爾
前
教
也
、
彼
教
ノ

中
不
㆖
レ

可
㆑
摂
㆓
法
花

（
（
（

㆒。 

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
内
容
は
、
天
台
僧
で
あ
る
公
胤
か
ら
の
法
然
に
対
す
る
非

難
が
発
端
と
な
っ
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
当
時
公
胤
以

外
に
も
、
他
宗
か
ら
法
然
に
対
す
る
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
法
然

は
そ
れ
ら
に
対
し
て
積
極
的
に
反
論
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
「
十
七
条
⑬
・
⑯
」
に
は
、
称
念
と
観
念
と
い
っ
た
念
仏
論
が
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の
御
法
語
で
は
、「
信
空
伝
説
の
詞
」
に
、

信
空
上
人
の
い
は
く
、
あ
る
時
上
人
の
給
は
く
、
浄
土
の
人
師
お
ほ
し
と
い
へ

と
も
、
み
な
菩
提
心
を
す
ゝ
め
て
、
観
察
を
正
と
す
。
た
ゝ
善
導
一
師
の
み
、

菩
提
心
な
く
し
て
、
観
察
を
も
て
称
名
の
助
業
と
判
す
。
当
世
の
人
善
導
の
心

に
よ
ら
す
は
、
た
や
す
く
往
生
を
う
へ
か
ら
す

（
（
（

。

と
あ
り
、『
明
義
進
行
集
』
の
信
空
の
項
に
は
、

観
法
ナ
ト
ヲ
シ
テ
申
ス
事
ニ
テ
ハ
候
ハ
ス
、
只
口
ハ
カ
リ
ニ
テ
申
ス
事
ニ
テ
候

ナ
リ
、
サ
テ
コ
レ
ヲ
ハ
無
観
称
名
ト
イ
ヒ
、
観
法
セ
ス
シ
テ
、
只
口
ハ
カ
リ
ニ

ミ
ナ
ヲ
ト
ナ
フ
ル
ヲ
ハ
、
別
門
ニ
タ
テ
ヽ
、
念
仏
三
昧
ト
説
ケ
リ
、
観
仏
三
昧
、

念
仏
三
昧
ト
テ
、
別
段
ノ
事
ニ
テ
候
ナ
リ
、
名
モ
カ
ハ
リ
、
コ
ヽ
ロ
モ
カ
ハ
レ

リ
、
シ
ラ
ヌ
モ
ノ
、
コ
レ
ヲ
シ
ト
ケ
ナ
ク
ト
リ
タ
カ
ウ
ヘ
カ
ラ
ス

（
（
（

と
あ
り
、
同
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
御
法
語
の
な
か
で
は
、
源
信
と
善
導
が

比
較
さ
れ
て
お
り
、
法
然
は
源
信
の
説
示
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
宗
、
特
に

天
台
宗
に
対
し
て
説
得
力
を
も
た
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
信
空
は
他
宗
か
ら
の

弾
圧
処
理
に
当
た
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

（
（
（

や
、
円
頓
戒
の
戒
師
と
し
て
天
台
宗
に
対

し
て
発
言
力
や
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と

（
（
（

を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
こ
の
法
然
の

説
示
を
も
っ
て
他
宗
か
ら
の
疑
問
や
批
判
に
対
し
て
信
空
が
答
え
た
と
い
う
背
景
が

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

　
「
十
七
条
⑤
」
に
は
、
念
仏
の
修
し
方
と
称
え
る
際
の
心
構
え
が
説
か
れ
て
い
る
。

関
連
文
献
と
し
て
、『
明
義
進
行
集
』
に
は
、

先
師
法
然
上
人
の
あ
さ
ゆ
ふ
ひ
お
と
に
お
し
へ
ら
れ
し
こ
と
な
り
、
念
仏
に
は

全
く
様
な
し
、
た
ゝ
申
せ
は
極
楽
へ
詣
る
事
と
し
り
て
、
こ
こ
ろ
を
い
た
し
て
、

只
申
せ
は
ま
い
る
こ
と
な
り
、
も
の
を
し
ら
ぬ
う
ゑ
に
、
道
心
も
無
く
、
い
た

つ
ら
に
そ
へ
な
き
物
の
い
う
事
な
り
、
さ
い
は
ん
口
に
て
、
阿
弥
陀
仏
を
一
念

も
十
念
に
て
も
申
せ
か
し
と
候
し
事
な
り

（
（1
（

。 

と
あ
り
、「
信
空
伝
説
の
詞
」
に
は
、

信
空
上
人
又
い
は
く
、
先
師
法
然
上
人
あ
さ
ゆ
ふ
お
し
へ
ら
れ
し
事
也
。
念
仏

申
に
は
ま
た
く
様
も
な
し
。
た
ゝ
申
せ
は
極
楽
へ
む
ま
る
と
し
り
て
、
心
を
い

た
し
て
申
せ
は
ま
い
る
事
也
。
も
の
を
し
ら
ぬ
う
ゑ
に
、
道
心
も
な
く
い
た
つ

ら
に
所
へ
な
き
物
の
い
ら
事
也
。
さ
い
は
ん
口
に
て
、
阿
弥
陀
仏
を
一
念
十
念

に
て
も
申
せ
か
し
と
候
ひ
し
事
也
。
又
御
往
生
の
ゝ
ち
、
三
井
寺
の
住
心
房
と

申
す
学
生
、
ひ
し
り
に
ゆ
め
の
う
ち
に
問
れ
て
も
、
阿
弥
陀
仏
は
ま
た
く
風
情

も
な
く
た
ゝ
申
す
事
也
と
答
へ
ら
れ
た
り
と
。
大
谷
の
月
忌
の
導
師
せ
ら
る
と

て
、
お
ほ
く
の
人
の
中
に
て
説
法
に
せ
ら
れ
候
ひ
き
と
。｛
白
河
消
息
よ
り
い

て
た
り

（
（1
（

｝  
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
比
較
か
ら
、
こ
の
御
法
語
は
信
空
の
「
白
河
消
息
」
が
原
本
で

あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
、『
明
義
進
行
集
』
や
「
十
七
条
⑤
」
へ
と
伝
わ
っ
て
い
く

と
い
う
伝
承
過
程
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
十
七
条
④
・
⑧
」
に
は
、
念
仏
と
諸
行
と
い
っ
た
念
仏
論
が
説
か
れ
て
い
る
。
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こ
こ
で
は
、「
信
空
伝
説
の
詞
」
に

あ
る
人
問
て
い
は
く
、
つ
ね
に
廃
悪
修
善
の
む
ね
を
存
し
て
念
仏
す
る
と
、
つ

ね
に
本
願
の
む
ね
を
お
も
ひ
て
念
仏
す
る
と
、
い
つ
れ
か
す
く
れ
て
候
。
答
て

の
給
は
く
廃
悪
修
善
は
、
こ
れ
諸
仏
の
通
誡
な
り
と
い
へ
と
も
、
当
世
の
わ
れ

ら
こ
と
ゝ
ゝ
く
違
背
せ
り
。
も
し
別
意
の
弘
願
に
乗
せ
す
は
、
生
死
を
は
な
れ

か
た
き
も
の
か
。
あ
る
人
問
て
い
は
く
、
称
名
の
時
心
を
ほ
と
け
の
相
好
に
か

け
ん
事
、
い
か
や
う
に
か
候
へ
き
。
答
て
の
給
は
く
、
し
か
ら
す
、
た
ゝ
若
我

成
仏
、
十
方
衆
生
、
称
我
名
号
、
下
至
十
声
、
若
不
生
者
、
不
取
正
覚
、
彼
仏

今
現
在
世
成
仏
、
当
知
、
本
誓
重
願
不
虚
、
衆
生
称
念
、
必
得
往
生
と
お
も
ふ

は
か
り
也
。
わ
れ
ら
か
分
斉
を
も
て
、
仏
の
相
好
を
観
す
と
も
、
さ
ら
に
如
説

の
観
に
は
あ
ら
し
。
た
ゝ
ふ
か
く
本
願
を
た
の
み
み
て
、
口
に
名
号
を
と
な
ふ

る
、
こ
の
一
事
の
み
仮
令
な
ら
さ
る
行
也
。
あ
る
人
問
て
い
は
く
、
善
導
本
願

の
文
を
釈
し
給
ふ
に
、
至
心
信
楽
欲
生
我
国
の
安
心
を
略
し
給
ふ
事
、
な
に
心

か
あ
る
や
。
答
て
の
給
は
く
、
衆
生
称
念
必
得
往
生
と
し
り
ぬ
れ
は
、
自
然
に

三
心
を
具
足
す
る
ゆ
へ
に
、
こ
の
こ
と
は
り
を
あ
ら
は
さ
ん
か
た
め
に
略
し
給

へ
る
也

（
（1
（

。 

と
あ
り
、「
十
七
条
御
法
語
」
と
信
空
の
関
わ
り
が
よ
り
明
確
に
な
る
。
ま
た
、「
信

空
伝
説
の
詞
」
に
説
か
れ
る
「
あ
る
人
」
に
つ
い
て
、『
大
原
談
義
聞
書
鈔

（
（1
（

』
に
は

次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

永
弁
問
曰
ク

罪
業
妄
念
ハ

任
佗
自
ラ

専
ラ

称
念
必
ス
レ
ハ

許
レサ
ハ

可
㆓シ
ト

往
生
㆒ス
者
人
皆

住
㆓シ
悪
見
㆒ニ
不
㆑
恐
㆓
悪
業
㆒ヲ
好
ヲ

作
㆓リ
衆
罪

ヲ㆒
起

シ㆓
妄
念

ヲ㆒
還
テ

可
㆑
堕
㆓
悪
趣

ニ㆒
也
然
㆒レ

ハ
往
先
ツ

以
㆓
制
悪
息
妄

ヲ㆒
為

シ㆓
安
心
ノ

之
面

ト㆒
可
㆑
令
㆑
恐
㆓
麤
強
之
罪

ヲ㆒
如
何
ン

上
人

答
曰
ク

諸
悪
莫
作
諸
善
奉
行
ハ

諸
仏
ノ

通
誡
也
然
ル
ニ

造
罪
ノ

凡
夫
念
仏
往
生
ト

云
フ

義
ハ

全
ク

非
㆑
云
下ニ
ハ

好
テ

造
リ㆓

悪
業

ヲ㆒
起
中セ
ト

妄
念

ヲ㆖
今
恐
二
悪
趣
ノ

苦
果

ヲ㆒
願
㆓
浄
土
ノ

快
楽

ヲ㆒
之
者
専
ラ

制
㆓
断
シ

三
業
ノ

罪
ヲ㆒

可
㆑
奉
㆓
行
ス

三
業
ノ

善
ヲ㆒

雖
㆑
知
㆓ル
ト

此
ノ

道

理
ヲ㆒

愚
痴
ノ

凡
夫
更
ニ

難
㆑
制
㆓
止
シ

妄
念
悪
業

ヲ㆒
此
ノ

事
歎
テ
モ

而
有
㆑
余
リ

可
㆑
恐
可

㆑
恐
爰
ニ

弥
陀
ノ

本
願
ハ

為
ニ㆑

救
㆓ン
カ

如
ノ㆑

此
凡
愚

ヲ㆒
以
㆓
易
行
易
修
ノ

名
号

ヲ㆒
令
㆑
点

セ㆓

犯
罪
ノ

咎
ヲ㆒

得
㆓ル
ノ

此
ノ

意
ヲ㆒

之
輩
何
ソ

寄
テ㆓

事
ヲ

於
他
力
本
願

ニ㆒
好
テ

可
レン
ヤ

造
㆓
大
罪

ヲ㆒

哉
（
（1
（

 

　

こ
こ
で
は
、
法
然
と
永
弁
と
の
問
答
が
示
さ
れ
、
廃
悪
修
善
は
諸
仏
の
通
誡
で
あ

る
が
、
こ
の
道
理
を
知
っ
て
い
て
も
我
ら
愚
痴
の
凡
夫
は
悪
業
を
止
め
が
た
く
、
そ

の
よ
う
な
凡
夫
を
救
う
た
め
に
阿
弥
陀
仏
の
本
願
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
て

い
る
。
こ
こ
に
「
永
弁
」
と
い
う
人
物
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
永
弁
は
『
九
巻

伝
』・『
法
然
上
人
伝
（
十
巻
伝
）』・『
四
十
八
巻
伝
』
等
多
く
の
法
然
伝
に
、
大
原

問
答
が
開
か
れ
る
発
端
と
な
っ
た
人
物
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
天
台
宗
檀
那
流

に
属
し
、
後
に
法
然
義
に
帰
依
し
た
人
物
と
さ
れ
、
同
じ
く
大
原
問
答
に
参
加
し
た

明
遍
や
、
信
空
と
同
時
期
の
人
物
と
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
「
十
七
条
⑩
・
⑫
」
は
、
三
種
行
儀
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
。『
明
義

進
行
集
』
に
は
、
雅
成
親
王
が
隆
寛
・
明
禅
・
聖
覚
と
、
念
仏
往
生
に
関
す
る
質
問

を
書
簡
に
て
や
り
と
り
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
、
そ
の
質
疑
応
答
の
な
か
に
「
十

七
条
⑩
・
⑫
」
の
内
容
が
説
か
れ
て
い
る

（
（1
（

。
雅
成
親
王
は
天
台
教
団
と
深
い
関
わ
り

を
も
つ
人
物
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
天
台
の
立
場
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
隆
寛
等
が
法

然
の
教
え
を
も
っ
て
答
え
る
と
い
う
背
景
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
以
上
、

各
条
を
検
討
し
た
結
果
み
え
て
く
る
共
通
点
と
は
、
公
胤
・
源
信
・
雅
成
親
王
と
い

う
天
台
宗
と
の
関
係
が
深
い
人
物
が
関
連
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
天

台
の
思
想
を
も
つ
者
か
ら
の
質
問
や
批
判
に
対
し
て
、
信
空
や
明
遍
、
隆
寛
等
が
、



九
五

　
　
　
　
法
然
上
人
「
十
七
条
御
法
語
」
の
成
立
と
伝
承
に
つ
い
て

法
然
の
教
え
を
も
っ
て
対
処
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
論
争
に
法
然
自
身
は
関
わ
っ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

　

次
に
先
に
示
し
た
二
系
統
の
う
ち
、『
広
疑
瑞
決
集
』
の
伝
承
系
統
に
属
す
る
御

法
語
で
あ
る
「
十
七
条
①
・
③
・
⑭
」
の
三
条
に
つ
い
て
検
討
す
る
。「
十
七
条

①
」
は
、
第
二
十
願
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
問
題
と
な
る
の
が
、
こ
の
説

示
の
真
偽
で
あ
る
。
法
然
は
他
の
文
献
で
第
二
十
願
解
釈
を
述
べ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
よ
う
な
、
三
生
、
百
年
の
内
に
往
生
が
か
な
う

と
い
う
内
容
は
ど
こ
に
も
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
田
村
圓
澄
氏
に
よ
る
真
偽
判
断

に
よ
れ
ば
、
偽
撰
と
さ
れ
る
べ
き
内
容
で
あ
る
。
そ
こ
で
法
然
門
下
の
文
献
か
ら
関

連
内
容
を
検
索
す
る
と
、『
広
疑
瑞
決
集
』
に
同
様
の
内
容
が
説
か
れ
て
い
た
。『
広

疑
瑞
決
集
』
に
は
、

二
十
の
願
は
、
念
仏
の
行
人
、
も
し
順
次
往
生
を
と
げ
ず
と
い
へ
ど
も
、
二
生

三
生
に
も
、
つ
い
に
往
生
を
と
ぐ
る
也
。
慈
恵
釈
㆓
此
願
㆒
云
、
若
於
㆓
此
界
㆒、

有
㆓
決
定
業
不
㆑
可
㆑
転
者
㆒、
雖
㆑
無
㆔
順
次
生
㆓
我
国
土
㆒、
而
令
㆓
順
後
業
定
得
一レ

生
矣
、
又
あ
る
人
、
空
上
人
に
問
云
、
順
次
往
生
せ
ざ
ら
ん
念
仏
者
、
い
づ
れ

の
生
に
か
其
志
を
と
ぐ
べ
き
と
。
上
人
答
云
、
い
ざ
し
ら
ず
。
但
し
二
十
願
の

意
に
よ
ら
ば
、
極
楽
に
心
を
か
け
て
、
弥
陀
に
帰
し
た
ら
ん
も
の
は
、
つ
い
に

空
し
か
ら
ず
、
往
生
を
と
ぐ
べ
し
。
其
往
生
を
と
げ
ん
時
刻
い
つ
と
さ
ゝ
ず
。

然
れ
ど
も
、
の
い
て
是
を
案
る
に
、
普
賢
の
行
者
を
説
に
、
極
大
遅
者
不
出
三

生
と
い
へ
り
。
是
に
な
ず
ら
へ
ば
、
弥
陀
の
行
者
も
亦
た
然
る
べ
き
歟
。
若
然

者
、
そ
の
三
生
の
時
刻
百
歳
が
う
ち
に
は
、
念
仏
衆
生
は
み
な
以
往
生
す
べ
き

な
り
。｛
已
上
相
伝
一
義
也

（
（1
（

｝ 

と
あ
り
、
こ
の
内
容
が
信
空
か
ら
の
「
相
伝
」
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
点

に
注
目
す
る
と
、
原
本
か
ら
『
広
疑
瑞
決
集
』
や
「
十
七
条
御
法
語
」
に
伝
承
さ
れ

る
と
い
う
背
景
が
明
ら
か
に
な
る
。
真
偽
に
関
し
て
は
、
良
栄
『
東
宗
要
見
聞
』
に

は
、「
至
㆓
第
二
生

ニ㆒
行
㆓シ
テ

念
仏

ヲ㆒
往
生
ス
ル

者
可
㆑
云
㆑
乗
㆓ス
ト

十
八
願

ニ㆒
乎

（
（1
（

」
と
あ
り
、

こ
こ
で
は
、
念
仏
を
称
え
て
順
次
往
生
を
遂
げ
た
者
で
は
な
く
、
不
如
法
な
者
・
唯

願
無
行
の
者
・
心
行
具
足
し
な
い
者
・
安
心
を
退
失
し
た
者
・
念
仏
と
諸
行
併
修
の

者
等
を
対
象
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
生
の
な
か
で
第
二
生
に
お
い
て
念
仏
を
称

え
た
者
は
、
三
願
の
内
、
第
何
願
に
よ
っ
て
往
生
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
の
解
決
に
は
、
第
十
八
願
・
第
十
九
願
・
第
二
十
願
の
三
願

解
釈
が
重
要
と
な
る
。「
十
七
条
①
」
や
『
広
疑
瑞
決
集
』
に
お
け
る
質
問
者
が
問

題
と
し
て
い
た
「
念
仏
之
不
審
」
と
は
、
念
仏
を
修
し
た
者
が
往
生
で
き
な
い
と
い

う
意
味
で
の
質
問
で
は
な
く
、
念
仏
を
修
さ
ず
順
次
往
生
で
き
な
か
っ
た
者
が
来
世

で
念
仏
を
修
し
た
場
合
、
そ
の
往
生
は
何
願
に
基
づ
く
も
の
か
と
い
う
質
問
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
念
仏
に
関
す
る
疑
問
に
対
す
る
答
え
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
法
然
が
第
二
十
願
を
も
っ
て
説
明
す
る
意
図
が
理
解
で
き
る
。
同
様
の
問

答
は
、
良
暁
『
浄
土
述
聞
鈔

（
（1
（

』、
尊
観
『
浄
土
十
六
箇
条
疑
問
答

（
（1
（

』
等
に
も
み
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
良
栄
等
の
時
代
や
そ
れ
以
前
に
お
い
て
、
多
く
の
諸
師
の
間
で
こ
の

問
題
が
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

し
か
し
、
法
然
に
と
っ
て
そ
の
よ
う
な
問
題
は
、
第
二
十
願
解
釈
の
本
質
と
は
全

く
関
係
が
無
い
こ
と
で
あ
る
。
法
然
に
と
っ
て
第
二
十
願
は
、
阿
弥
陀
仏
と
の
強
い

縁
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
少
し
で
も
阿
弥
陀
仏
と
結
縁
し
た
以
上
、
必
ず
い
つ
か
は

往
生
と
い
う
目
的
が
果
た
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
本
来
、
二
生
・
三

生
、
順
次
・
順
後
と
い
っ
た
概
念
は
関
係
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
『
広
疑
瑞
決

集
』
で
は
、
一
端
「
い
ざ
し
ら
ず
」
と
し
て
解
答
す
る
こ
と
を
さ
け
て
い
る
。
そ
の
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佛

　
教

　
文

　
化

　
研

　
究

う
え
で
質
問
に
答
え
る
た
め
に
、「
の
い
て
是
を
案
」
じ
、
自
身
の
教
学
の
枠
内
で

答
え
た
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
示
さ
れ
る
第
二
十
願
解
釈
は
、

法
然
教
学
の
枠
内
に
お
い
て
他
者
か
ら
の
問
い
に
答
え
た
も
の
で
あ
り
、
法
然
自
身

が
積
極
的
に
主
張
し
た
か
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
法
然
の
思
想
か
ら
は
ず

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
本
願
の
一
つ
一
つ
を
仏
説
と
し
て
軽
視
す
る
こ
と
な
く
受
け

止
め
る
法
然
の
思
想
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
十
七
条
⑭
」
に
は
、
第
十
九
願
が
諸
行
の
人
を
第
十
八
願
に
ひ
き
こ
む
と
い
う
、

法
然
教
学
に
は
み
ら
れ
な
い
内
容
が
説
か
れ
て
い
る
。
門
下
の
文
献
の
な
か
で
も
同

内
容
が
み
ら
れ
る
の
は
『
広
疑
瑞
決
集
』
の
み
で
あ
る
。『
広
疑
瑞
決
集
』
の
該
当

箇
所
に
は
、

問
、
十
九
、
二
十
の
両
願
、
諸
行
を
廃
す
る
条
、
釈
義
の
お
も
む
き
可
㆑
然
。

但
し
、
彼
両
願
の
料
簡
を
き
か
ん
と
思
ふ
。
答
、
十
九
の
願
は
、
本
善
あ
る
聖

道
門
の
学
者
の
、
後
に
浄
土
に
帰
し
た
る
人
の
相
な
り
。
発
菩
提
心
、
修
諸
功

徳
者
、
本
所
修
の
業
を
挙
げ
、
至
心
発
願
、
欲
生
我
国
者
、
浄
土
門
に
入
る
相

也
。
此
れ
即
ち
今
の
世
の
法
相
、
三
論
、
華
厳
、
天
台
、
真
言
等
の
学
者
の
、

自
宗
の
菩
提
心
を
お
こ
し
て
、
諸
の
行
業
を
つ
と
む
る
の
人
、
正
像
末
の
教
行

証
の
い
は
れ
を
案
じ
つ
ゞ
け
て
、
聖
道
門
を
出
で
ゝ
、
浄
土
門
に
入
れ
る
是
也
。

先
師
律
師
つ
ね
に
の
玉
は
く
、
隆
寛
こ
そ
十
九
の
願
の
機
よ
。
其
故
は
、
本
と

円
宗
の
菩
提
心
を
発
し
て
、
聖
道
の
出
離
を
期
せ
し
ほ
ど
に
、
末
法
に
生
を
う

け
た
る
身
、
涯
分
を
し
る
故
に
、
聖
道
の
出
離
の
叶
ふ
ま
じ
き
い
は
れ
を
心
得

て
、
浄
土
門
に
入
れ
る
な
り
。｛
云
云
｝。（
中
略
）
二
十
の
願
ま
た
以
て
殊
勝

也
。
我
等
が
ふ
か
く
頼
む
所
、
只
こ
の
願
也
。（
中
略
）
お
ほ
よ
そ
、
三
種
の

願
、
利
益
い
づ
れ
も
ゝ
ゝ
お
ろ
か
な
ら
ず
、
皆
以
殊
勝
也
。｛
此
義
又
相
伝
義

大
同

（
（2
（

｝ 

と
あ
り
、
第
二
十
願
と
同
様
に
「
相
伝
」
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
点
や
、
そ

の
直
前
に
示
さ
れ
る
信
瑞
の
詞
に
注
目
す
る
と
、
そ
こ
に
は
、
信
瑞
の
他
宗
か
ら
の

批
判
に
対
す
る
強
い
対
抗
意
識
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
分

か
る
こ
と
は
、
信
瑞
に
は
対
他
宗
と
い
う
意
識
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
信
空
や
隆
寛

と
い
っ
た
師
か
ら
「
相
伝
」
さ
れ
た
法
然
の
解
釈
を
も
っ
て
他
宗
に
対
抗
し
よ
う
と

す
る
構
図
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
批
判
は
、『
興
福
寺
奏
状
』

に
示
さ
れ
る
内
容
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら

（
（2
（

、
南
都
か
ら
の
批
判
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。

　
「
十
七
条
③
」
に
は
、
往
生
以
後
、
地
蔵
菩
薩
等
が
覚
り
を
目
指
す
仲
間
と
な
る

と
い
う
内
容
が
説
か
れ
る
が
、
こ
れ
も
法
然
教
学
に
は
み
ら
れ
な
い
内
容
で
あ
る
。

そ
し
て
『
広
疑
瑞
決
集
』
の
み
に
、

弥
陀
の
名
号
を
唱
へ
て
、
極
楽
に
往
生
し
ぬ
れ
ば
、
苦
を
は
な
れ
、
楽
を
き
は

め
て
、
普
賢
、
文
殊
、
弥
勒
、
地
蔵
、
観
音
、
勢
至
等
の
徳
行
不
可
思
議
な
る

菩
薩
と
ゝ
も
に
、
一
処
に
遊
び
、
互
に
言
語
を
ま
じ
へ
て
、
問
訊
恭
敬
す

（
（2
（

。

と
あ
り
、
同
様
の
説
が
説
か
れ
る
点
も
先
の
二
つ
の
御
法
語
と
同
様
で
あ
る
。
こ
こ

で
注
目
す
べ
き
点
は
、『
興
福
寺
奏
状
』
を
起
草
し
た
貞
慶
や
、
そ
の
教
え
を
引
き

継
ぐ
良
遍
等
、
南
都
の
間
に
は
強
い
地
蔵
信
仰
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

最
後
に
、「
十
七
条
御
法
語
」
の
な
か
で
、『
明
義
進
行
集
』
系
統
に
も
『
広
疑
瑞

決
集
』
系
統
に
も
属
さ
な
い
五
つ
の
御
法
語
に
つ
い
て
検
討
す
る
。「
十
七
条
⑥
・

⑦
・
⑨
・
⑪
・
⑮
」
が
該
当
す
る
。
こ
の
う
ち
、「
十
七
条
⑪
・
⑮
」
に
は
、
念
声

是
一
論
と
三
心
論
が
説
か
れ
て
い
る
。
良
忠
が
「
念
声
是
一
論
」
に
関
し
て
は
、

「
蓮
華
谷
ノ

云
、
念
在
レハ
レ

内
ニ

、
言
彰

ル㆑
外
ニ

。
行
者
信
レシ
テ

仏
ヲ

欣
心
深
カ

故
ニ

、
出
レシ
テ



九
七

　
　
　
　
法
然
上
人
「
十
七
条
御
法
語
」
の
成
立
と
伝
承
に
つ
い
て

声
ヲ

而
唱

ル㆓
仏
救
玉
ヘ
ト

一レ　

我
ヲ

也
（
（2
（

。」、「
勝
願
院
ノ

云
、
凡
夫
ノ

行
ノ

中
ニ

称
名
最
勝
ナ
リ

。

所
二
以
然

ル㆒
者
凡
夫
ハ

雖
㆑
修
㆓ス
ト

自
余
ノ

妙
行

ヲ㆒
、
其
ノ

心
散
漫
ニ
シ
テ

而
不
㆓レ
ハ

相
続
㆒、
其
ノ

行
難

シ㆑
成
シ

。
唯
称
名
ノ

行
ノ
ミ

常
ニ

不
㆑
忘
㆑
仏
ヲ

。
不

カ㆑
忘
㆑
仏
ヲ

故
ニ

、
成

ス㆓
決
定
業

ヲ㆒
。

謂
ク

、
心
ニ

忘
ル㆑

仏
ヲ

時
口
ニ

称
㆓レ
ハ

仏
名

ヲ㆒
、
其
ノ

声
入

テ㆓
我
カ

耳
ニ㆒

引
㆓
起
ス

我
カ

心
念

ヲ㆒
。

心
念
若
起
レ
ハ

此
ノ

念
亦
勧

テ㆑
声
ヲ

令
㆑
唱
㆓
仏
名

ヲ㆒
。
是
故
ニ

念
ハ

勧
レシ
テ

声
ヲ

、
声
ハ

起
レシ
テ

念
ヲ

常
ニ

不
㆑
忘
㆑
仏
ヲ

。
有
㆓
此
ノ

益
㆒
故
ニ

法
蔵
比
丘
立
㆓玉
フ

称
名
ノ

願
（
（2
（

ヲ㆒
。」 

と
し
、
自
身

の
詞
で
は
な
く
、
明
遍
・
良
遍
の
詞
を
も
っ
て
解
釈
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

こ
の
二
つ
の
御
法
語
の
伝
承
に
は
、
と
も
に
明
遍
と
良
遍
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
た
、『
興
福
寺
奏
状
』
や
明
恵
か
ら
の
批
判
が
意
識
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。「
十
七
条
⑥
・
⑦
・
⑨
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
願
成
就

文
、
第
十
八
願
の
「
至
心
信
楽
欲
生
我
国
」、
就
行
立
信
釈
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
御
法
語
に
関
し
て
、
特
定
の
人
物
や
伝
承
背
景
を
確
定
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
教
義
的
に
は
問
題
が
な
い
内
容
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

結
論

　
「
十
七
条
御
法
語
」
が
現
存
す
る
形
に
至
る
ま
で
を
三
段
階
に
分
け
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
⑴
各
御
法
語
説
示
時
、
⑵
『
明
義
進
行
集
』・『
広
疑
瑞
決
集
』
へ
の

伝
承
と
「
十
七
条
御
法
語
」
の
成
立
、
⑶
『
西
方
指
南
抄
』
へ
の
伝
承
と
そ
の
後
の

展
開
の
三
段
階
で
あ
る
。
第
一
段
階
は
法
然
に
よ
っ
て
「
十
七
条
御
法
語
」
に
説
か

れ
る
内
容
が
語
ら
れ
た
際
の
背
景
で
あ
る
。『
興
福
寺
奏
状
』
や
明
恵
の
批
判
と

「
十
七
条
御
法
語
」
と
の
対
応
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
十
七
条
中
、
十
五
条
が
こ
れ

ら
に
対
応
す
る
結
果
と
な
っ
た
（【
資
料
②
】
参
照
）。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
南
都
と
の

関
係
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
る
と
、
伝
承
不
明
の
三
つ

の
御
法
語
の
う
ち
、
結
局
「
十
七
条
⑥
」
と
「
十
七
条
⑦
」
の
二
つ
も
南
都
で
問
題

と
な
っ
て
い
た
教
義
内
容
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
天
台
宗
と
の
関
係
を
加

え
、
十
七
条
中
十
六
条
が
他
宗
と
の
関
係
を
有
す
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

　

第
二
段
階
は
信
瑞
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
内
容
が
採
用
さ
れ
た
際
の
背
景
で
あ
る
。

信
瑞
は
師
か
ら
の
「
相
伝
」
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
、
原
本
に
手
を
加
え
る
こ
と
な

く
、
そ
の
相
伝
を
も
っ
て
他
宗
か
ら
の
批
判
に
対
抗
し
て
い
る
。「
十
七
条
御
法

語
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
に
説
示
順
か
ら
編
者
の
意
図
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
説
示
順
に
は
教
義
的
な
基
準
で
規
則
性
を
見
出
す
こ
と
が
難
し
い

が
、
こ
の
遺
文
が
特
定
の
対
象
者
を
想
定
し
て
い
た
と
考
え
、
前
半
部
分
は
そ
の
対

象
者
が
目
を
引
く
よ
う
な
導
入
で
あ
り
、
そ
の
後
に
教
義
的
な
内
容
へ
と
導
い
て
い

く
と
い
う
編
者
の
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
説
く

対
象
者
や
目
的
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
教
義
の
本
質
が
説
か
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
の
み
で
「
十
七
条
御
法
語
」
が
法
然
の
も
の
で
は
な
い
と
は
い

え
な
く
な
る
。
そ
し
て
、「
十
七
条
御
法
語
」
の
編
者
に
つ
い
て
は
、
本
論
で
考
察

し
て
き
た
結
果
を
ふ
ま
え
、
信
瑞
等
が
対
他
宗
と
し
て
残
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
す
べ
て
の
説
明
が
つ
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

御
法
語
が
説
か
れ
る
対
象
者
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
清
水
澄
氏
の
注
目
す
べ
き

論
考
が
あ
る
。
清
水
氏
は
、「
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
」
に
お
け
る
法
然
の
解
答
態

度
か
ら
、
法
然
の
人
間
観
が
そ
の
時
代
に
い
か
な
る
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
に

つ
い
て
考
察
し
、
御
法
語
が
説
か
れ
る
背
景
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
要
点
を
整
理

す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

法
然
は
多
様
な
人
々
と
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
か
か
わ
り
方
を
通
し
て
、
人
々
の
悩
み
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を
解
決
し
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
法
然
の
化
他
活
動
の
充
実
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
「
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
」
に
関
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
態
度
が
み
え
な
い
。

半
数
の
内
容
が
質
問
者
に
対
し
て
積
極
的
に
解
答
を
示
さ
れ
ず
、
法
然
に
す
が
っ
て

き
た
民
衆
を
突
き
放
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
こ
の
点
で
他
の
御
法
語
と
は
異

質
な
も
の
で
あ
る
。
清
水
氏
は
こ
の
よ
う
な
態
度
が
み
ら
れ
る
理
由
を
解
明
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
、
そ
も
そ
も
「
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
」
に

示
さ
れ
る
よ
う
な
民
衆
か
ら
の
質
問
、
す
な
わ
ち
、
日
常
生
活
に
お
け
る
具
体
的
な

宗
教
的
行
為
や
慣
習
と
い
っ
た
、
行
為
に
関
す
る
疑
問
や
不
安
と
、
法
然
が
示
そ
う

と
す
る
念
仏
に
よ
る
阿
弥
陀
仏
の
救
い
を
目
的
と
す
る
教
義
と
の
間
に
大
き
な
質
的

相
違
が
あ
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
質
問
を
し
た
者
は
、
実
際
の
生
活
の

な
か
に
お
け
る
不
安
の
解
消
を
法
然
に
求
め
、
そ
れ
ら
の
問
題
解
決
を
従
来
の
呪
術

的
、
神
仏
混
淆
的
祭
祀
の
な
か
に
見
出
そ
う
と
し
、
現
実
の
世
界
の
な
か
で
対
処
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
法
然
と
質
問
す
る
民
衆
の
間
に
は
、
問
題
意
識
に
も
、

そ
の
解
決
方
法
に
も
根
本
的
な
差
異
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

し
か
し
法
然
は
、
民
衆
が
こ
の
よ
う
な
本
質
的
で
は
な
い
問
題
に
心
か
ら
悩
ま
さ

れ
て
助
け
を
求
め
て
き
て
い
る
こ
と
や
、
そ
う
い
っ
た
本
質
か
ら
ず
れ
た
質
問
を
す

る
こ
と
が
、
凡
夫
の
現
実
の
姿
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
は
じ
め
か
ら
お
り
こ
み
済

み
で
あ
り
、
こ
こ
に
法
然
の
人
間
観
が
み
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
法
然
が
こ
の
よ

う
な
質
問
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
か
と
い
う
と
、
そ
の
よ
う
な
行
為
に
関
す
る
悩

み
は
重
要
な
問
題
で
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
で
よ
い
と
し
た
う
え
で
、
と
に
か
く
凡
夫

の
自
覚
を
し
、
念
仏
を
称
え
な
さ
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
見
、
何
と

か
答
え
を
求
め
よ
う
と
す
る
民
衆
に
対
し
て
、
突
き
放
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
法
然
は
た
だ
自
ら
の
教
義
と
関
係
が
な
い
質
問
に
は
答
え

ず
に
突
き
放
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
各
々
の
解
答
の
後
に
は
「
た
だ
念
仏
を
称
え

な
さ
い
」
と
い
う
教
示
が
続
き
、
し
っ
か
り
と
念
仏
に
よ
る
救
い
の
道
が
示
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る

（
（2
（

。「
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
」
を
み
る
際
に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景

が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
法
然
は
こ
の
よ
う
な
人
間
の
現
実
を
計

算
ず
み
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
人
間
が
最
終
的
に
救
わ
れ
る
道
は
、
各
々
の
質
問
者
が

求
め
て
い
る
よ
う
な
、
現
世
に
お
け
る
そ
の
場
凌
ぎ
の
答
え
を
示
す
こ
と
で
は
な
く
、

そ
の
質
疑
応
答
を
通
し
て
念
仏
の
教
え
に
導
く
こ
と
の
み
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
清
水
氏
の
指
摘
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
そ
の
御
法
語
が
説
か
れ
た
対
象

者
や
そ
れ
に
対
す
る
法
然
の
意
志
を
ふ
ま
え
ず
に
御
法
語
を
み
れ
ば
、
誤
解
が
生
じ

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
法
然
の
御
法
語
に
は
「
Ａ
、
教
義
体

系
を
示
し
、
教
義
の
本
質
を
説
く
類
の
も
の
」
と
、「
Ｂ
、
聞
か
れ
た
か
ら
答
え
た

と
い
う
類
の
も
の
」
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は
、
Ｂ
の
部
分
の
み
を
み
て
、
非
法
然
的

な
内
容
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。「
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
」
を
例
に
す

る
と
、
表
面
上
の
質
疑
だ
け
を
み
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
法
然
は
質
問
者
の
質
問
に
答
え

ず
、
突
き
放
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
（
こ
れ
は
Ｂ
に
該
当
す
る
）。
そ
の
よ
う
な

態
度
か
ら
、
人
間
の
凡
夫
性
を
重
視
す
る
従
来
の
法
然
像
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
と

し
て
、「
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
」
自
体
が
偽
撰
と
判
断
さ
れ
か
ね
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
背
景
に
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
念
仏
へ
と
導
い
て
い
く
（
こ
れ
は
Ａ
に
該
当
す

る
）
と
い
う
一
連
の
流
れ
が
あ
り
、
法
然
の
化
他
を
目
的
と
し
た
意
志
が
あ
る
の
で

あ
る
。
こ
の
流
れ
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
さ
れ
て
い
れ
ば
、
法
然
の
詞
と
し
て
問
題

が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
一
部
分
の
み
が
御
法
語
と
し
て
残
さ
れ
、
そ

の
部
分
の
み
で
判
断
す
る
た
め
に
誤
解
が
生
じ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
先
ほ
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法
然
上
人
「
十
七
条
御
法
語
」
の
成
立
と
伝
承
に
つ
い
て

ど
挙
げ
た
Ａ
と
Ｂ
と
は
、
質
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
同
じ
土
俵
で
並
列
し
て
み

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
田
村
氏
等
が
、『
選
択
集
』
の
思
想
と
異
な
る
御
法
語
は
偽

撰
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
こ
の
Ａ
と
Ｂ
を
同
じ
も
の
さ
し
で
み
た
結
果
で
あ
る
と
い

え
る
が
、
そ
れ
は
正
し
い
見
方
で
は
な
い
と
考
え
る
。
Ａ
と
Ｂ
は
質
的
に
は
異
な
る

が
、
ど
ち
ら
も
法
然
の
説
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
十
七
条
御
法
語
」
に
関
し
て
も
、
御
法
語
に
示
さ
れ
る
文
面
の
み
か
ら
判
断
す

る
の
で
は
な
く
、
聞
か
れ
た
か
ら
答
え
た
も
の
、
ま
た
は
他
宗
か
ら
の
批
判
に
対
す

る
た
め
に
説
か
れ
た
も
の
（
Ｂ
に
該
当
）
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
と
、
こ
れ
を

法
然
の
詞
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
御
法
語
の
背
景
を

み
る
こ
と
は
こ
れ
だ
け
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　

続
い
て
第
三
段
階
は
、
最
終
的
に
『
西
方
指
南
抄
』
に
採
用
さ
れ
る
際
と
、
そ
の

後
に
展
開
す
る
際
の
背
景
で
あ
る
。「
十
七
条
御
法
語
」
に
か
ぎ
っ
て
み
れ
ば
、
こ

こ
に
親
鸞
に
よ
る
意
図
的
な
加
筆
や
編
集
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
原
本
が
存

在
し
、
親
鸞
は
そ
れ
を
書
写
し
た
と
い
う
こ
と
を
論
証
で
き
る
。
し
か
し
、「
十
七

条
御
法
語
」
に
示
さ
れ
る
三
願
解
釈
や
要
門
・
弘
願
と
い
う
よ
う
な
理
解
が
親
鸞
に

影
響
を
与
え
た
可
能
性
は
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
後
に
『
和
語
灯
録
』
や
『
四
十

八
巻
伝
』
へ
と
展
開
す
る
背
景
に
つ
い
て
、「
十
七
条
御
法
語
」
が
特
殊
な
背
景
の

な
か
で
成
立
し
、
伝
統
的
な
法
然
教
学
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
道

光
や
舜
昌
等
が
注
意
し
、
誤
解
を
恐
れ
て
削
除
や
改
変
を
加
え
、
問
題
の
な
い
形
で

採
用
し
た
と
推
察
さ
れ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
以
上
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、「
十

七
条
御
法
語
」
に
説
か
れ
る
法
然
御
法
語
の
伝
承
過
程
に
つ
い
て
、
図
示
し
て
ま
と

め
た
も
の
が
、【
資
料
③
】
の
図
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
然
か
ら
信
空
や
明
遍
等

に
伝
え
ら
れ
た
御
法
語
が
、
原
本
又
は
口
伝
と
し
て
残
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

確
か
に
、「
十
七
条
御
法
語
」
は
法
然
の
詞
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
も
の
で
は
な

さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
信
瑞
に
よ
る
し
っ
か
り
と
し
た
「
相
伝
」
に
よ
っ
て
、

法
然
の
思
想
が
確
実
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
完
全
な
真
撰
と
は
い
え
な
く
て

も
、
法
然
の
詞
が
伝
え
ら
れ
た
と
と
ら
え
ら
れ
る
、
こ
の
よ
う
な
種
類
の
御
法
語
も

あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
単
に
法
然
が
対
他
宗
と
い
う
こ
と
で
述
べ
た
も

の
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
伝
承
過
程
に
信
空
や
明
遍
等
の
多
く
の

諸
師
が
関
係
し
、
信
瑞
に
よ
っ
て
相
伝
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
何

者
か
の
批
判
に
対
す
る
た
め
に
、『
選
択
集
』
等
と
は
異
な
る
内
容
が
説
か
れ
る
こ

と
は
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
筆
者
は
、
法
然
の
御

法
語
に
、
教
義
の
本
質
を
説
く
も
の
と
、
聞
か
れ
た
か
ら
答
え
た
と
い
う
二
種
類
の

説
き
方
が
あ
る
と
指
摘
し
、
質
的
に
は
異
な
る
が
、
両
者
と
も
法
然
の
詞
と
し
て
受

け
と
め
て
も
よ
い
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
考
慮

す
る
こ
と
な
く
、
内
容
の
み
で
真
偽
を
判
断
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
御
法
語
研
究
に

は
問
題
が
あ
り
、「
十
七
条
御
法
語
」
は
法
然
の
思
想
が
伝
え
ら
れ
た
遺
文
と
し
て

受
け
取
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
い
。
法
然
の
思
想
を
正
確
に
と
ら
え

る
た
め
に
偽
撰
と
判
断
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
し
っ
か
り
と
背
景
を

ふ
ま
え
た
う
え
で
、
法
然
の
思
想
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
い
え

る
な
ら
ば
、
法
然
御
法
語
研
究
、
法
然
研
究
の
幅
が
大
き
く
広
が
る
こ
と
に
な
る
と

考
え
る
。
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『
明

義
進

行
集

』

④
・
⑤

・
⑧

①
①

～
⑰

①
・
③

・
⑭

②
・
④

・
⑤

・
⑧

・
⑩

・
⑫

・
⑬

・
⑯

・
⑰

⑤
（
直

接
）

⑮
（
後

半
部

の
み

）
編

集
（
取

意
）

※
順

序
は

本
論

の
考

察
順

『
一

期
物

語
』

②
・
⑰

可
能

性
が

低
い

法
然

※
南

―
南

都
か

ら
の
批

判

※
天

―
天

台
か

ら
の
批

判

⑬
・
⑯

南
天

（
信

空
・
源

信
）
②

・
⑰

南
天

（
公

胤
）

原
本

又
は

口
伝

（
欠

）

⑩
・
⑫

南
天

（
雅

成
と
の
書

簡
）

④
・
⑧

南
天

（
信

空
・
明

遍
）

⑤
天

（
信

空
、
白

河
消

息
）

※

※
丸

番
号

は
条

数

親
鸞

書
写

⑨
（
不

明
）

⑥
・
⑦

南
（
良

遍
）

⑭
南

（
隆

寛
相

伝
）

①
南

（
信

空
相

伝
）

⑪
・
⑮

南
（
明

遍
・
良

遍
）

③
南

（
良

遍
）

≒

（
①
）

「
十

七
条

御
法

語
」
（
原

本
）

「
つ
ね

に
仰

せ
ら
れ

け
る
御

詞
」

『
和

語
灯

録
』

④
・
⑧

・
⑩

（
④

・
⑧

は
一

部
削

除
）

湛
空

自
筆

記

『
東

宗
要

』

『
広

疑
瑞

決
集

』

⑤

『
西
方
指
南
抄

』
所
収

「
十

七
条

御
法

語
」

【
資
料
③
】



一
〇
一

　
　
　
　
法
然
上
人
「
十
七
条
御
法
語
」
の
成
立
と
伝
承
に
つ
い
て

　

註
（
1
）　

田
村
圓
澄
氏
『
法
然
上
人
伝
の
研
究
』（
法
蔵
館
、
一
九
七
二
年
）
参
照
。

（
2
）　

中
野
正
明
氏
『
法
然
遺
文
の
基
礎
的
研
究
』（
法
蔵
館
、
初
出
一
九
九
四
年
／
増
補

改
訂
版
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
3
）　

藤
堂
恭
俊
氏
『
法
然
上
人
研
究
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
八
三
年
）、
永
井
隆
正
氏

「『
西
方
指
南
抄
』
所
収
「
法
語
十
八
条
に
つ
い
て
」（『
印
仏
研
』
四
二
―
二
、
一
九
九

四
年
）
参
照
。

（
4
）

　

①
第
一
条

或
人
念
仏
之
不
審
ヲ
、
故
聖
人
ニ
奉
㆑
問
曰
、
第
二
十
願
ハ
、
大
網
ノ
願
ナ
リ
。
係

念
ト
イ
フ
ハ
、
三
生
ノ
内
ニ
カ
ナ
ラ
ス
果
遂
ス
ヘ
シ
。
仮
令
通
計
ス
ル
ニ
、
百
年
ノ

内
ニ
往
生
ス
ヘ
キ
也
。｛
云
云
｝。
コ
レ
九
品
往
生
ノ
義
、
意
釈
ナ
リ
。
極
大
遅
者
ヲ

モ
テ
、
三
生
ニ
出
サ
ル
コ
コ
ロ
、
カ
ク
ノ
コ
ト
ク
釈
セ
リ
。
又
阿
弥
陀
経
ノ
已
発
願

等
ハ
、
コ
レ
三
生
之
証
也
ト
。（
昭
法
全
四
六
八
）

　

②
第
二
条

又
云
、
阿
弥
陀
経
等
ハ
浄
土
門
ノ
出
世
ノ
本
懐
ナ
リ
。
法
華
経
者
聖
道
門
ノ
出
世
ノ

本
懐
ナ
リ
。｛
云
云
｝。
望
ト
コ
ロ
ハ
コ
ト
ナ
リ
、
疑
ニ
足
サ
ル
者
也
。
又
云
、
我
安

置
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
一
切
経
律
論
ハ
、
コ
レ
観
経
所
摂
ノ
法
也
。

　

③
第
三
条

又
云
、
地
蔵
等
ノ
諸
菩
薩
ヲ
蔑
如
ス
ヘ
カ
ラ
ス
、
往
生
以
後
、
伴
侶
タ
ル
ヘ
キ
カ
ユ

ヘ
ナ
リ
ト
。

　

④
第
四
条

又
云
、
近
代
ノ
行
人
、
観
法
ヲ
モ
チ
ヰ
ル
ニ
ア
タ
ハ
ス
。
モ
シ
仏
像
等
ヲ
観
セ
ム
ハ
、

運
慶
康
慶
カ
所
造
ニ
ス
キ
シ
。
モ
シ
宝
樹
等
ヲ
観
セ
ハ
、
桜
梅
桃
李
之
花
菓
等
ニ
ス

キ
シ
。
シ
カ
ル
ニ
彼
仏
今
現
在
成
仏
等
ノ
釈
ヲ
信
シ
テ
、
一
向
ニ
名
号
ヲ
称
ス
ヘ
キ

也
ト
云
。
タ
タ
名
号
ヲ
ト
ナ
フ
ル
、
三
心
オ
ノ
ツ
カ
ラ
具
足
ス
ル
也
ト
云
リ
。

　

本
文
は
『
昭
法
全
』
に
よ
っ
た
が
、『
親
鸞
全
集
』
で
は
「
一
向
ニ
名
号
ヲ
称
ス
ヘ
キ

也
ト
云
リ
。
タ
タ
名
号
ヲ
ト
ナ
フ
ル
（
ニ
）、
三
心
オ
ノ
ツ
カ
ラ
具
足
ス
ル
也
ト
云
リ
。」

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
（　

）
は
、『
真
蹟
集
成
』
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

⑤
第
五
条

又
云
、
念
仏
ハ
ヤ
ウ
ナ
キ
ヲ
モ
テ
ナ
リ
。
名
号
ヲ
ト
ナ
フ
ル
ホ
カ
、
一
切
ヤ
ウ
ナ
キ

事
也
ト
云
リ
。

　

⑥
第
六
条

又
云
、
諸
経
ノ
中
ニ
ト
ク
ト
コ
ロ
ノ
極
楽
ノ
荘
厳
等
ハ
、
ミ
ナ
コ
レ
四
十
八
願
成
就

ノ
文
也
。
念
仏
ヲ
勧
進
ス
ル
ト
コ
ロ
ハ
、
第
十
八
ノ
願
成
就
ノ
文
ナ
リ
。

　

⑦
第
七
条

観
経
ノ
三
心
、
小
経
ノ
一
心
不
乱
、
大
経
ノ
願
成
就
ノ
文
ノ
信
心
歓
喜
ト
、
同
流
通

ノ
歓
喜
踊
躍
ト
、
ミ
ナ
コ
レ
至
心
信
楽
之
心
也
ト
云
リ
。
コ
レ
ラ
ノ
心
ヲ
モ
テ
、
念

仏
ノ
三
心
ヲ
釈
シ
タ
マ
ヘ
ル
也
ト
云
々
。

　

⑧
第
八
条

又
云
、
玄
義
ニ
釈
迦
ノ
要
門
ハ
、
定
散
二
善
ナ
リ
。
定
者
息
慮
凝
心
ナ
リ
、
散
者
廃

悪
修
善
ナ
リ
。
弘
願
者
如
大
経
説
、
一
切
善
悪
凡
夫
得
生
ト
イ
ヘ
リ
。
予
コ
ト
キ
ハ
、

サ
キ
ノ
要
門
ニ
タ
エ
ス
、
ヨ
テ
ヒ
ト
ヘ
ニ
弘
願
ヲ
憑
也
ト
云
リ
。

　

⑨
第
九
条

又
云
、
導
和
尚
深
心
ヲ
釈
セ
ム
カ
タ
メ
ニ
、
余
ノ
二
心
ヲ
釈
シ
タ
マ
フ
也
。
経
ノ
文

ノ
三
心
ヲ
ミ
ル
ニ
一
切
行
ナ
シ
、
深
心
ノ
釈
ニ
イ
タ
リ
テ
、
ハ
シ
メ
テ
念
仏
行
ヲ
ア

カ
ス
ト
コ
ロ
也
。

　

本
文
は
『
昭
法
全
』
に
よ
っ
た
が
、『
親
鸞
全
集
』
で
は
「
ハ
シ
メ
テ
念
仏
ノ
行
ヲ
ア

カ
ス
ト
コ
ロ
也
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

⑩
第
十
条

又
云
、
往
生
ノ
業
成
就
、
臨
終
平
生
ニ
ワ
タ
ル
ヘ
シ
。
本
願
ノ
文
ニ
別
ニ
エ
ラ
ハ
サ

ル
カ
ユ
ヘ
ニ
ト
云
リ
。
恵
心
ノ
コ
コ
ロ
平
生
ノ
見
ニ
ワ
タ
ル
也
ト
云
リ
。

　

⑪
第
十
一
条

又
云
、
往
生
ノ
業
成
ハ
、
念
ヲ
モ
テ
本
ト
ス
。
名
号
ヲ
称
ス
ル
ハ
、
念
ヲ
成
セ
ム
カ

タ
メ
也
。
モ
シ
声
ヲ
ハ
ナ
ル
ル
ト
キ
、
念
ス
ナ
ワ
チ
懈
怠
ス
ル
カ
ユ
ヘ
ニ
、
常
恒
ニ

称
唱
ス
レ
ハ
ス
ナ
ハ
チ
念
相
続
ス
。
心
念
ノ
業
、
生
ヲ
ヒ
ク
カ
ユ
ヘ
也
。

　

⑫
第
十
二
条

又
云
、
称
名
ノ
行
者
常
途
念
仏
ノ
ト
キ
、
不
浄
ヲ
ハ
ハ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
相
続
ヲ
要
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ト
ス
ル
カ
ユ
ヘ
ニ
。
如
意
輪
ノ
法
ハ
、
不
浄
ヲ
ハ
ハ
カ
ラ
ス
、
弥
陀
観
音
一
体
不
二

也
。
コ
レ
ヲ
オ
モ
フ
ニ
、
善
導
ノ
別
時
ノ
行
ニ
ハ
、
清
浄
潔
斉
ヲ
モ
チ
ヰ
ル
。
尋
常

ノ
行
、
コ
レ
ニ
コ
ト
ナ
ル
ヘ
キ
歟
。
恵
心
ノ
不
論
時
処
諸
縁
之
釈
、
永
観
ノ
不
論
身

浄
不
浄
之
釈
、
サ
タ
メ
テ
存
ス
ル
ト
コ
ロ
ア
ル
歟
ト
云
。

　

⑬
第
十
三
条

又
云
、
善
導
ハ
第
十
八
ノ
願
、
一
向
ニ
仏
号
ヲ
称
念
シ
テ
往
生
ス
ト
云
リ
。
恵
心
ノ

コ
コ
ロ
、
観
念
称
念
等
、
ミ
ナ
コ
レ
ヲ
摂
ス
ト
云
リ
。
モ
シ
要
集
ノ
コ
コ
ロ
ニ
ヨ
ラ

ハ
、
行
者
ニ
オ
イ
テ
ハ
、
コ
ノ
名
ヲ
ア
ヤ
マ
チ
テ
ム
歟
ト
。

　
『
親
鸞
全
集
』
一
二
四　

こ
こ
で
は
、『
昭
法
全
』
で
は
な
く
、『
親
鸞
全
集
』
に
よ
る

こ
と
と
す
る
。『
昭
法
全
』
で
は
、
最
後
の
「
ア
ヤ
マ
チ
テ
ム
歟
ト
」
と
い
う
と
こ
ろ
が

「
ア
ヤ
マ
テ
ラ
ム
歟
ト
」
と
な
っ
て
お
り
、『
昭
法
全
』
の
読
み
方
で
は
古
典
文
法
的
に
合

わ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、『
親
鸞
全
集
』
に
よ
る
こ
と
と
し
た
。『
真
蹟
集
成
』
を
み

る
と
、「
チ
テ
」
と
「
テ
ラ
」
は
非
常
に
区
分
が
つ
き
に
く
く
書
か
れ
て
お
り
、『
昭
法

全
』
は
こ
れ
を
誤
っ
た
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

⑭
第
十
四
条

又
云
、
第
十
九
ノ
願
ハ
、
諸
行
之
人
ヲ
引
入
シ
テ
、
念
仏
之
願
ニ
帰
セ
シ
メ
ム
ト
也
。

　

⑮
第
十
五
条

又
云
、
真
実
心
ト
イ
フ
ハ
、
行
者
願
往
生
ノ
心
ナ
リ
。
矯
飾
ナ
ク
、
裏
表
ナ
キ
相
応

ノ
心
也
。
雑
毒
虚
仮
等
ハ
、
名
聞
利
養
ノ
心
也
。
大
品
経
云
、
捨
㆓
利
養
名
聞
㆒

｛
文
｝。
大
論

ニ
述
㆓
此
文
㆒
之
下

ニ
云
、
当
三
業
捨
㆓
雑
毒
㆒
者
、
一
声
一
念
猶
具
㆑
之
、

無
㆓
実
心
之
相
㆒
也
、
翻
㆑
内
矯

ル㆑
外
者
、
仮
令
外
相
不
法

ナ
レ
ト
モ

、
内
心
真
実
願
㆓
往

生
㆒
者
、
可
㆑
遂
㆓
往
生
㆒
也
｛
云
云
｝。
深
心
ト
イ
フ
ハ
、
疑
慮
ナ
キ
心
也
。
利
他
真

実
者
、
得
生
之
後
利
他
門
之
相
也
。
ヨ
テ
ク
ハ
シ
ク
釈
セ
ス
ト
。

観
無
量
寿
経
ニ
、
若
有
㆓
衆
生
㆒、
願
㆑
生
㆓
彼
国
㆒
者
、
発
㆓
三
種
心
㆒
即
便
往
生
、
何

等
為
㆑
三
、
一
者
至
誠
心
、
二
者
深
心
、
三
者
廻
向
発
願
心

ナ
リ

。
具
㆓
三
心
㆒
者
必
生

㆓
彼
国
㆒
ト
イ
ヘ
リ
。
往
生
礼
讃
ニ
釈
㆓
三
心
㆒
畢
云
、
具
㆓
此
三
心
㆒、
必
得
㆓
往
生
㆒
也
。

若
少
㆓
一
心
㆒、
即
不
㆑
得
㆑
生
。
然
則
最
可
㆑
具
㆓
三
心
㆒
也
。
一
至
誠
心
者
、
真
実
心

也
。
身
行
㆓
礼
拝
㆒、
口
唱
㆓
名
号
㆒、
意
想
㆓
相
好
㆒、
皆
用
㆓
実
心
㆒。
惣
而
言
㆑
之
、
厭
離

穢
土
、
欣
求
浄
土
、
修
諸
行
業
、
皆
以
㆓
真
実
心
㆒
可
㆑
勤
㆓
修
之
㆒。
外
現
㆓
賢
善
精
進

之
相
㆒、
内
懐
㆓ケ

リ
愚
悪
懈
怠
之
心
㆒、
所
修
行
業
、
日
夜
十
二
時
無
レ
間
行
レス

ト
モ

之
、
不

㆑
得
㆓
往
生
㆒。
外
顕
㆓
愚
悪
懈
怠
之
形
㆒、
内
住
㆓
賢
善
精
進
之
念
㆒、
修
㆓
行
之
㆒
者
、
雖
㆓

一
時
一
念
㆒、
其
行
㆑
不
虚
、
必
得
㆓
往
生
㆒。
是
名
㆓
至
誠
心
㆒。
二
深
心
者
、
深
信
之
心

也
。
付
㆑
之
有
㆑
二
。
一
者
信
㆘
我
是
罪
悪
不
善
之
身
、
無
始
已
来
輪
㆓
廻
六
道
㆒、
無
㆗

往
生
縁
㆖。
二
信
㆘
雖
㆓
罪
人
㆒、
以
㆓
仏
願
力
㆒
為
㆓レ

ハ
強
縁
㆒、
得
㆗
往
生
㆖、
無
㆑
疑
無
㆑
慮
。

付
㆑
此
亦
有
㆑
二
。
一
就
㆑
人
立
㆑
信
、
二
就
㆑
行
立
㆑
信
。
就
㆑
人
立
㆑
信
者
、
出
離
生

死
道
雖
㆑
多
、
大
分
有
㆑
二
。
一
聖
道
門
、
二
浄
土
門
。
聖
道
門
者
、
於
㆓
此
娑
婆
世

界
㆒、
断
㆓
煩
悩
㆒
証
㆓
菩
提
㆒
道
也
。
浄
土
門
者
、
厭
㆓
此
娑
婆
世
界
㆒、
欣
㆓
極
楽
㆒
修
㆓

善
根
㆒
門
也
。
雖
㆑
有
㆓
二
門
㆒、
閤
㆓
聖
道
門
㆒
帰
㆓
浄
土
門
㆒。
然
若
有
㆑
人
多
引
㆓
経

論
㆒、
善
悪
凡
夫
、
不
㆑
得
㆓
往
生
㆒、
雖
㆑
聞
㆓
此
語
㆒、
不
㆑
生
㆓
退
心
㆒、
弥
増
㆓
信
心
㆒。
所

以
者
何
、
罪
障
凡
夫
、
往
㆓
生

ス
ル
ハ

浄
土
㆒、
釈
尊
誠
言
、
非
㆓
凡
夫
妄
説
㆒。
我
已
信
㆓

仏
言
㆒、
深
欣
㆓
求
浄
土
㆒、
設
諸
仏
菩
薩
来
、
罪
障
凡
夫
言
㆑
不
㆑
生
㆓
浄
土
㆒、
不
㆑
可
㆑

信
㆑
之
。
何
以
故
、
菩
薩
仏
弟
子
、
若
実
是
菩
薩
者
、
不
㆑
可
㆑
乖
㆓
仏
説
㆒。
然
已
違
㆓

仏
説
㆒、
言
㆑
不
㆑
得
㆓
往
生
㆒、
知
非
㆓
真
菩
薩
㆒。
是
故
不
㆑
可
㆑
信
。
マ
タ
仏
ハ
是
同
体

大
悲
、
実

ニ
是
仏
者
、
不
㆑
可
㆑
違
㆓
釈
迦
説
㆒。
然
則
阿
弥
陀
経
説
、
一
彼
七
日
念
㆓
阿

弥
陀
名
号
㆒、
必
得
㆓
往
生
㆒
者
、
六
方
恒
沙
諸
仏
、
同
㆓
釈
迦
仏
㆒、
不

ト㆑
虚
証
㆓
誠
之
㆒。

然
今
背
㆓
釈
迦
説
㆒、
云
㆑
不
㆑
得
㆓
往
生
㆒、
故
知
非
㆓
真
仏
㆒。
是
天
魔
変
化
。
以
㆓
是
義
㆒

故
、
不
㆑
可
㆓
依
信
㆒。
仏
菩
薩
説
尚
以
㆑
不
㆑
可
㆑
信
、
何
況
余
説
哉
。
汝
等
所
㆑
執
雖
㆓

大
小
異
㆒、
同
期
㆓
仏
果
㆒、
穢
土
修
行
聖
道
意
。
我
等
所
㆑
修
正
雑
不
レト

モ
同
、
共
欣
㆓
極

楽
㆒
往
生
行
業

ハ
浄
土
門
意
。
聖
道
者
是
汝
有
縁
行
、
浄
土
門
者
我
有
縁
行
。
不
㆑
可

㆓
以
㆑
此
難
㆒レ

彼
、
不
㆑
可
㆓
以
㆑
彼
難
㆒レ

此
。
如
㆑
是
信
、
是
名
㆓
就
㆑
人
立
㆒レ

信
、
次
就
㆑

行
立
㆑
信
者
、
往
生
極
楽
行
雖
㆑
区
不
㆑
出
㆓
二
種
㆒。
一
者
正
行
、
二
者
雑
行
。
正
行

者
於
㆓
阿
弥
陀
仏
㆒
之
親
行
也
、
雑
行
者
於
㆓
阿
弥
陀
仏
㆒
之
疎
行
也
。
先
正
行
者
、
付

㆑
之
有
㆑
五
。
一
謂
読
誦
、
謂
読
㆓
三
部
経
㆒
也
。
二
謂
、
観
㆓
極
楽
依
正
㆒
也
。
三
礼

拝
、
謂
礼
㆓
弥
陀
仏
㆒
也
。
四
称
名
、
謂
称
㆓
弥
陀
名
号
㆒
也
。
五
讃
嘆
供
養
、
謂
讃
㆓

嘆
供
三
養
阿
弥
陀
仏
㆒
也
。
以
㆓
此
五
㆒、
合
為
㆑
二
。
一
者
一
心
専
㆓
念
弥
陀
名
号
㆒、
行

住
座
臥
不
㆑
問
㆓
時
節
久
近
㆒、
念
念
不
㆑
捨
者
、
是
名
㆓
正
定
之
業
㆒、
順
㆓
彼
仏
願
㆒
故
。

二
者
先
五
中
、
除
㆓
称
名
㆒
已
外
礼
拝
読
誦
等
、
皆
名
㆓
助
業
㆒。
次
雑
行
者
、
除
㆓
先

五
種
正
助
二
行
㆒
已
外
諸
読
誦
大
乗
発
菩
提
心
持
戒
勧
進
行
等
一
切
行
也
。
付
㆓
此
正



一
〇
三

　
　
　
　
法
然
上
人
「
十
七
条
御
法
語
」
の
成
立
と
伝
承
に
つ
い
て

雑
二
行
㆒、
有
㆓
五
種
得
失
㆒。
一
親
疎
対
、
謂
正
行
親
㆓
阿
弥
陀
仏
㆒、
雑
行
疎
㆓
阿
弥
陀

仏
㆒。
二
近
遠
対
、
謂
正
行
近
㆓
阿
弥
陀
仏
㆒、
雑
行
遠
㆓
阿
弥
陀
仏
㆒。
三
有
間
無
間
対
、

謂
正
行
係
念
無
㆑
間
、
雑
行
係
念
間
断
。
四
廻
向
不
廻
向
対
、
謂
正
行
不
レル

ニ
用
㆓
廻

向
㆒、
自
為
㆓
往
生
業
㆒、
雑
行
不
㆓
廻
向
㆒
時
、
不
㆑
為
㆓
往
生
業
㆒。
五
純
雑
対
、
謂
正
行

純
往
生
極
楽
業
也
、
雑
行
不
㆑
爾
、
通
㆓
十
方
浄
土
乃
至
人
天
業
㆒
也
。
如
㆑
此
信
者
、

名
㆓
就
レ

行
㆒レ

立
信
、
是
名
㆓
深
心
㆒。
三
廻
向
発
願
心
者
、
過
去
及
今
生
身
口
意
業
所
㆑

修
一
切
善
根
、
以
㆓
真
実
心
㆒、
廻
㆓
向
極
楽
㆒、
欣
㆓
求
往
生
㆒
也
。

　

本
文
は
『
昭
法
全
』
に
よ
っ
た
が
、『
親
鸞
全
集
』
で
は
、「
又
云
、
真
実
心
ト
イ
フ
ハ
、

（
中
略
）
発
三
種
心
即
便
往
生
ス
、
何
等
為
三
、（
中
略
）
釈
尊
誠
言
ナ
リ
、
非
凡
夫
妄
説
。

（
中
略
）
同
期
仏
果
ナ
リ
、
穢
土
修
行
聖
道
意
。
我
等
所
修
正
雑
不
同
、
共
欣
極
楽
往
生

ノ
行
業
浄
土
門
意
。
聖
道
（
門
）
者
是
汝
有
縁
行
ナ
リ
、
浄
土
門
者
我
有
縁
行
。」
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
（　

）
は
、『
真
蹟
集
成
』
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

⑯
第
十
六
条

又
云
、
善
導
与
㆓
恵
心
㆒
相
違
義
事
。 

善
導
ハ
色
相
等
ノ
観
法
オ
ハ
、
観
仏
三
昧
ト

云
ヘ
リ
。
称
名
念
仏
オ
ハ
、
念
仏
三
昧
ト
云
ヘ
リ
。
恵
心
ハ
称
名
観
法
合
シ
テ
念
仏

三
昧
ト
云
ヘ
リ
。
又
云
、
余
宗
ノ
人
浄
土
門
ニ
ソ
ノ
志
ア
ラ
ム
ニ
ハ
、
先
ツ
往
生
要

集
ヲ
モ
テ
、
コ
レ
ヲ
オ
シ
フ
ヘ
シ
。
ソ
ノ
ユ
ヘ
ハ
、
コ
ノ
書
ハ
モ
ノ
ニ
コ
コ
ロ
エ
テ
、

難
ナ
キ
ヤ
ウ
ニ
ソ
ノ
面
ヲ
ミ
エ
テ
、
初
心
ノ
人
ノ
タ
メ
ニ
ヨ
キ
也
。
雖

レ
然
真
実
ノ

底
ノ
本
意
ハ
、
称
名
念
仏
ヲ
モ
テ
、
専
修
専
念
ヲ
勧
進
シ
タ
マ
ヘ
リ
。
善
導
ト
一
同

也
。

　

⑰
第
十
七
条

又
云
、
余
宗
ノ
人
、
浄
土
宗
ニ
ソ
ノ
コ
コ
ロ
サ
シ
ア
ラ
ム
モ
ノ
ハ
、
カ
ナ
ラ
ス
本
宗

ノ
意
ヲ
棄
ヘ
キ
也
。
ソ
ノ
ユ
ヘ
ハ
、
聖
道
浄
土
ノ
宗
義
各
別
ナ
ル
ユ
ヘ
也
ト
ノ
タ
マ

ヘ
リ
。

（
5
）　
『
昭
法
全
』
四
四
五
―
四
四
六

（
6
）　
『
昭
法
全
』
六
六
九

（
7
）　
『
明
義
進
行
集　

影
印
・
翻
刻
』
一
四
五
―
六

（
8
）　

鈴
木
成
元
氏
「
法
然
門
下
に
お
け
る
信
空
と
聖
光
」、「
浄
土
宗
白
旗
派
の
正
統
性
」

（『
印
仏
研
』
一
四
―
一
、
一
九
六
五
年
）
参
照
。

（
9
）　

塚
本
善
隆
氏
・
三
谷
光
順
氏
「
法
蓮
房
信
空
上
人
の
研
究
」
参
照
。

（
10
）　
『
明
義
進
行
集　

影
印
・
翻
刻
』
一
四
六

（
11
）　
『
昭
法
全
』
六
七
二

（
12
）　
『
昭
法
全
』
六
七
〇
―
一

（
13
）　
『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』
は
聖
覚
の
名
を
借
り
、
聖
冏
の
作
で
あ
る
と
い
う
説
が
あ
る
。

（
戸
松
啓
真
氏
「
三
部
経
の
註
釈
お
よ
び
大
原
談
義
に
関
す
る
著
作
」、『
浄
土
宗
典
籍
研

究
』、
一
九
七
五
年
参
照
）。

（
14
）　
『
浄
全
』
一
四
・
七
六
六
上

（
15
）　

隆
寛
…
『
明
義
進
行
集　

影
印
・
翻
刻
』
一
二
三
―
八
頁
、
明
禅
…
『
明
義
進
行
集

影
印
・
翻
刻
』
一
四
〇
―
一
頁
、
一
六
九
頁
、
聖
覚
…『
明
義
進
行
集　

影
印
・
翻
刻
』

一
六
四
―
五
頁

（
16
）　
『
国
文
東
方
仏
教
叢
書
』
第
二
輯
・
第
一
巻
、
二
八
―
九

（
17
）　
『
浄
全
』
一
一
・
三
八
八
下

（
18
）　
『
浄
全
』
一
一
・
五
四
九
上
―
下

（
19
）　
『
浄
全
』
一
一
・
六
七
二
上

（
20
）　
『
国
文
東
方
仏
教
叢
書
』
第
二
輯
・
第
一
巻
、
二
八
―
三
〇

（
21
）　
『
日
仏
全
』
一
二
四
（
興
福
寺
叢
書
第
二
）
一
〇
五

（
22
）　
『
国
文
東
方
仏
教
叢
書
』
第
二
輯
・
第
一
巻
、
八
八

（
23
）　
『
浄
全
』
二
・
四
二
二
下

（
24
）　
『
浄
全
』
二
・
四
二
三
上

（
25
）　

清
水
澄
氏
「
法
然
上
人
の
人
間
観
―
護
教
論
的
試
論
―
」（
浄
土
宗
開
宗
八
百
年
記

念
『
法
然
上
人
研
究
』、
一
九
七
五
年
）
参
照
。





一
〇
五

　
　
　
　
自
死
予
防
活
動
に
従
事
す
る
僧
侶
の
セ
ル
フ
ケ
ア
と
変
容

　
1
、
は
じ
め
に

　

自
死
者
の
増
加
が
社
会
問
題
に
な
っ
た
2
0
0
0
年
代
後
半
か
ら
、
僧
侶
に
よ

る
自
死
予
防
活
動
・
自
死
遺
族
支
援
活
動
が
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

活
動
で
は
、「
死
」
を
扱
う
こ
と
か
ら
、
相
談
者
の
死
生
観
・
宗
教
観
に
深
く
関
わ

る
相
談
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
一
般
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
扱
い
き
れ
な
い
部

分
も
あ
り
、
僧
侶
な
ら
で
は
の
活
動
と
言
え
る

（
（
（

。

　

ま
た
、
お
り
し
も
、
宗
教
の
社
会
貢
献
の
必
要
性
が
宗
教
界
、
宗
教
学
界
で
議
論

さ
れ
る
時
期
と
も
重
な
り

（
（
（

、
一
般
社
会
か
ら
も
、
僧
侶
の
自
死
へ
の
取
り
組
み
は
肯

定
的
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う

（
（
（

。
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
機
会
も
あ
る
せ
い
か
、
次
第
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
２
０
１
２
年
に
庭

野
平
和
財
団
が
お
こ
な
っ
た
「
宗
教
団
体
の
社
会
貢
献
活
動
に
関
す
る
調
査

（
（
（

」
で
は
、

「
知
っ
て
い
る
宗
教
団
体
の
社
会
貢
献
活
動
は
？
」
と
い
う
質
問
に
、「
自
殺
防
止
に

関
わ
る
活
動
」
を
選
ん
だ
回
答
が
11
．
2
％
に
の
ぼ
っ
た
。
決
し
て
高
い
パ
ー
セ
ン

テ
ー
ジ
と
は
言
え
な
い
が
、
２
０
０
８
年
の
調
査
か
ら
は
3
．
7
％
の
上
昇
、
そ
の

他
に
上
昇
し
た
項
目
は
「
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
の
み
で
あ
っ
た

（
（
（

こ
と
か

ら
も
、
認
知
が
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

自
死
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
曹
洞
宗
の
宇
野
全
智
、
浄
土
真
宗
の
野
呂
靖
は
、

「
自
死
対
策
に
お
け
る
宗
教
者
の
役
割
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

人
々
の
苦
悩
に
向
き
合
い
、
死
別
の
問
題
に
携
わ
っ
て
き
た
宗
教
者
が
こ
の
問

題
に
関
わ
る
責
務
は
大
き
い

（
（
（　

貧
困
や
差
別
、
暴
力
と
い
っ
た
時
代
時
代
の
人
び
と
の
苦
し
み
を
寺
院
が
受
け

止
め
、
癒
や
し
、
救
い
を
与
え
て
き
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

（
中
略
）
仏
教
が
大
切
に
し
て
き
た
「
目
の
前
の
苦
し
み
を
持
つ
人
に
向
き
合

い
、
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
る
と
い
う
救
済
の
歴
史
、
ま
た
、
苦
悩
す
る
人
び

と
と
真
剣
に
向
き
合
う
、
寄
り
添
う
な
か
か
ら
、
深
い
宗
教
性
に
基
づ
く
救
い

を
与
え
つ
つ
、
僧
侶
の
側
自
身
も
そ
の
宗
教
性
を
救
済
の
行
為
の
な
か
で
高
め

て
き
た
、
と
い
う
菩
�
思
想
の
実
現
こ
そ
が
、
こ
の
活
動
を
行
う
意
味
で
あ
ろ

う
（
（
（

。

　
自
死
予
防
活
動
に
従
事
す
る
僧
侶
の
セ
ル
フ
ケ
ア
と
変
容　　
　

　�
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川　

有　

閑　



一
〇
六

　
　
　
　
佛

　
教

　
文

　
化

　
研

　
究

　

た
し
か
に
、
仏
教
は
苦
を
対
象
と
し
た
教
え
・
実
践
で
あ
り
、
悩
み
苦
し
む
人
に

救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
る
利
他
精
神
は
大
乗
仏
教
、
菩
�
思
想
の
核
を
な
す
も
の
だ

ろ
う
。
ゆ
え
に
、
僧
侶
が
自
死
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
図
式
と
し
て
し
っ
く
り

く
る
。
一
般
社
会
も
そ
の
構
図
は
受
け
取
り
や
す
い
だ
ろ
う
。

　

筆
者
自
身
、
２
０
０
８
年
に
「
自
殺
対
策
に
取
り
組
む
僧
侶
の
会
」（
現
在
、「
自

死
・
自
殺
に
向
き
合
う
僧
侶
の
会
」
に
改
称
、
以
下
、「
僧
侶
の
会
」）
に
入
会
し
、

活
動
に
た
ず
さ
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
な
か
で
、
上
述
の
社
会
か
ら
の

評
価
や
構
図
に
ズ
レ
や
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
も
な
っ
た
。
僧
侶
が
人
助
け
を
す
る
と

い
う
い
か
に
も
善
行
イ
メ
ー
ジ
が
作
ら
れ
や
す
い
活
動
だ
が
、
実
際
に
は
、
何
の
役

に
も
立
た
な
い
と
い
う
無
力
感
を
味
わ
う
こ
と
の
方
が
多
く
、
僧
侶
当
事
者
に
は
、

「
私
は
社
会
貢
献
し
て
い
る
」
と
い
う
自
負
心
は
あ
ま
り
な
い
と
感
じ
る
。
同
時
に
、

僧
侶
・
宗
教
者
で
は
な
く
、
自
死
予
防
・
自
死
遺
族
支
援
に
尽
力
す
る
人
に
多
く
接

す
る
中
で
、「
僧
侶
に
よ
る
自
死
対
策
」
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
担
い
手
が
た
ま
た

ま
僧
侶
だ
っ
た
だ
け
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
も
な
っ
た
。
自
死
対
策
は
、

僧
侶
で
な
く
て
も
や
っ
て
い
る
。
苦
悩
す
る
人
び
と
と
向
き
合
い
、
寄
り
添
っ
て
い

る
人
は
、
僧
侶
以
外
に
も
た
く
さ
ん
い
る
。
形
だ
け
み
れ
ば
、
僧
侶
で
あ
ろ
う
と
、

僧
侶
で
な
か
ろ
う
と
、
同
じ
こ
と
を
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
こ
に
「
僧
侶
の
」

と
限
定
で
き
る
特
殊
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
言
で
い
え
ば
、「
僧
侶
に

よ
る
自
死
対
策
」
を
「
僧
侶
に
よ
る
自
死
対
策
」
た
ら
し
め
る
も
の
は
何
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
筆
者
が
抱
い
た
ズ
レ
、
疑
問
で
あ
っ
た
。
寺
院
で
の
自
死
遺
族
の
集
い
や

自
死
者
の
追
悼
法
要
な
ど
、
僧
侶
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
も
の
だ
が
、
あ
く
ま
で
形

式
の
特
殊
性
で
あ
る
。
本
論
冒
頭
に
書
い
た
よ
う
に
、
死
生
観
・
宗
教
観
に
触
れ
る

相
談
で
あ
れ
ば
、
僧
侶
な
ら
で
は
の
活
動
と
言
え
る
が
、
相
談
内
容
を
ど
こ
ま
で
調

査
す
る
こ
と
が
可
能
か
、
倫
理
的
問
題
も
含
み
、
検
証
は
難
し
い
。

　

そ
こ
で
、
本
論
で
は
、
活
動
の
当
事
者
で
あ
る
僧
侶
の
内
面
に
焦
点
を
当
て
て
、

こ
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

　

た
と
え
ば
、「
相
手
の
痛
み
や
経
験
を
理
解
す
る
た
め
に
、
十
分
に
相
手
と
か
か

わ
る
こ
と
な
く
し
て
、
ど
う
や
っ
て
、
共
に
在
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

私
た
ち
が
深
く
感
情
移
入
す
る
と
き
こ
そ
、
重
大
な
リ
ス
ク
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
（
（
（

」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
医
療
や
福
祉
、
教
育
の
現
場
な
ど
、
感
情
労
働

と
い
わ
れ
る
、
他
者
の
感
情
と
密
接
に
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
い
職
業
に
お
い
て
は
、

共
感
し
過
ぎ
る
こ
と
に
よ
る
精
神
的
疲
労
や
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
（
燃
え
尽
き
症
候
群
）

が
起
こ
り
や
す
い
。
こ
れ
は
、
相
談
活
動
に
お
い
て
も
十
分
に
あ
り
得
る
こ
と
で
、

僧
侶
自
身
に
も
疲
労
・
ス
ト
レ
ス
等
の
悪
影
響
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
逆
に
、

感
情
移
入
が
で
き
な
い
時
や
多
忙
な
ど
を
理
由
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
え
な
い
時
、

理
想
と
か
け
は
な
れ
た
自
分
自
身
に
落
胆
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
に

お
い
て
も
、
自
分
自
身
を
い
か
に
守
る
か
と
い
う
セ
ル
フ
ケ
ア
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
。
そ
こ
に
、
僧
侶
ら
し
さ
が
あ
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
可
能
性

を
宗
教
社
会
学
者
の
櫻
井
義
秀
も
指
摘
し
て
い
る
。
や
や
長
く
な
る
が
、
示
唆
に
富

む
も
の
な
の
で
、
紹
介
し
た
い
。

現
代
の
宗
教
者
に
も
、
責
任
を
持
っ
て
い
る
宗
教
施
設
や
信
徒
組
織
、
お
よ
び

社
会
の
様
々
な
事
柄
に
対
処
し
き
れ
な
い
時
に
、
宗
教
の
専
門
家
と
し
て
の
非

力
さ
を
痛
感
す
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
教
派
や
宗
派
の
枠
、
ま
た
は
宗
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自
死
予
防
活
動
に
従
事
す
る
僧
侶
の
セ
ル
フ
ケ
ア
と
変
容

教
者
と
し
て
の
枠
を
超
え
て
活
動
の
幅
を
広
げ
れ
ば
広
げ
る
ほ
ど
、
自
身
が
頼

み
と
し
て
い
る
宗
教
的
信
念
や
組
織
が
相
対
化
さ
れ
て
く
る
。
為
す
す
べ
も
な

く
た
た
ず
む
経
験
な
ど
誰
で
も
し
た
く
な
い
も
の
だ
。
自
分
は
何
か
を
で
き
る
、

何
か
の
役
に
立
つ
と
思
う
こ
と
で
自
身
の
存
在
意
義
を
確
認
し
て
き
た
人
に
と

っ
て
、
無
力
さ
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
は
怖
い
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
、
何
も

で
き
な
い
こ
と
に
ど
れ
だ
け
人
が
耐
え
ら
れ
る
か
を
試
さ
れ
た
時
に
、
宗
教
的

理
念
や
宗
教
的
感
覚
が
果
た
す
役
割
は
少
な
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

宗
教
の
社
会
貢
献
と
い
う
議
論
を
す
る
際
に
、
こ
の
よ
う
な
感
覚
を
宗
教
者
が

持
ち
え
な
い
こ
と
の
怖
さ
は
指
摘
し
て
お
い
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
宗
教
者
が
、

信
徒
や
一
般
市
民
よ
り
も
徳
や
知
恵
に
お
い
て
優
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
指
導
し
、

宗
教
的
儀
礼
の
執
行
に
お
い
て
は
専
門
家
と
し
て
ふ
る
ま
う
と
い
う
非
対
称
的

な
関
係
の
ま
ま
で
は
、
寄
り
添
う
と
い
う
意
味
で
の
共
生
の
空
間
は
成
立
し
な

い
。

社
会
貢
献
で
あ
れ
、
社
会
的
実
践
で
あ
れ
、
現
場
で
考
え
て
き
た
宗
教
者
は
で

き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
を
峻
別
し
、
で
き
な
い
時
に
こ
そ
、
そ
の
宗
教
的

意
味
を
考
え
、
必
要
な
人
に
は
寄
り
添
う
構
え
を
持
ち
続
け
て
き
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か

（
（
（

。（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

　

活
動
の
中
で
、
う
ま
く
い
か
な
い
時
、
自
分
自
身
が
困
難
や
無
力
さ
に
直
面
し
た

時
に
こ
そ
、「
宗
教
的
理
念
や
宗
教
的
感
覚
」
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
、
つ
ま
り

セ
ル
フ
ケ
ア
と
し
て
機
能
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
立
て
て
み
た
い
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
点
、
僧
侶
の
内
面
に
関
す
る
問
題
関
心
と
し
て
提
示
し
た
い
も

の
は
、
活
動
を
通
じ
て
の
変
容
で
あ
る
。
も
し
僧
侶
自
身
が
困
難
に
直
面
し
た
時
、

そ
の
宗
教
的
理
念
・
感
覚
が
機
能
す
る
と
す
る
な
ら
、
そ
の
前
後
で
僧
侶
と
し
て
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
変
化
が
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。「
深
い
宗
教
性

に
基
づ
く
救
い
を
与
え
つ
つ
、
僧
侶
の
側
自
身
も
そ
の
宗
教
性
を
救
済
の
行
為
の
な

か
で
高
め
て
き
た
」
と
宇
野
・
野
呂
が
論
じ
る
と
こ
ろ
の
、
僧
侶
が
高
め
て
き
た
宗

教
性
と
い
う
部
分
は
、
救
い
を
与
え
る
中
で
高
め
る
の
で
は
な
く
、
困
難
に
直
面
し

た
時
に
こ
そ
高
め
ら
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

他
者
の
苦
し
み
を
癒
す
こ
と
に
注
目
が
行
き
が
ち
だ
が
、
自
身
の
苦
し
み
に
仏
教

は
機
能
す
る
の
か
。
そ
し
て
、
僧
侶
と
し
て
の
自
己
変
容
は
あ
る
の
か
。
結
果
と
し

て
、
そ
こ
に
僧
侶
が
相
談
活
動
に
従
事
す
る
意
味
、「
僧
侶
の
」
と
す
る
特
殊
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

2
、
自
死
・
自
殺
に
向
き
合
う
僧
侶
の
会

　

前
項
に
記
し
た
問
題
関
心
か
ら
、「
自
死
・
自
殺
に
向
き
合
う
僧
侶
の
会
」
の
会

員
僧
侶
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
24
名
か
ら
回
答
を
得
た

（
（1
（

。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

答
を
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
、
こ
こ
で
僧
侶
の
会
の
活
動
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め

紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

僧
侶
の
会
は
、
２
０
０
７
年
5
月
、
自
死
者
が
年
間
3
万
人
を
超
す
時
代
に
、
た

だ
研
鑽
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
な
ん
ら
か
の
行
動
を
す
る
こ
と
を
目
的
に

超
宗
派
の
僧
侶
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
。
発
足
時
は
10
人
に
満
た
な
い
人
数
で
あ
っ

た
が
、
現
在
は
約
40
名
の
僧
侶
が
参
加
し
て
い
る
。
僧
侶
の
会
の
活
動
の
柱
は
、
手

紙
相
談
、
自
死
遺
族
の
集
い
、
自
死
者
追
悼
法
要
の
三
本
で
あ
る
。

　

手
紙
相
談
は
「
自
死
の
問
い
～
お
坊
さ
ん
と
の
往
復
書
簡
」
と
題
し
て
、
２
０
０

８
年
1
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
自
死
予
防
の
相
談
事
業
と
し
て
は
、
い
の
ち
の
電
話
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年
代
・
性
別　

　

男
性
が
20
名
、
内
訳
は
30
代
3
名
、
40
代
11
名
、
50
代
4
名
、
60
代
2
名
、
女
性

が
4
名
、
内
訳
は
30
代
1
名
、
50
代
2
名
、
60
代
1
名
と
な
っ
て
い
る
。

　　
　
　
　

30 , 
3

40 , 1150 , 4

60 , 2

30 , 1

50 , 2
60 , 1

や
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
電
話
相
談
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
面
接
相
談
が
一
般

的
で
あ
る
が
、
僧
侶
の
会
で
は
手
紙
相
談
と
い
う
手
法
を
採
用
し
た
。
電
話
相
談
で

あ
れ
ば
、
決
ま
っ
た
時
間
、
決
ま
っ
た
場
所
に
必
ず
誰
か
が
待
機
し
、
電
話
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
僧
侶
は
葬
儀
、
法
要
等
が
不
規
則
に
入
る
職
業
で
あ
り
、

電
話
相
談
は
難
し
い
。
か
と
い
っ
て
、
面
接
相
談
も
一
定
の
訓
練
を
受
け
た
僧
侶
が

行
う
の
で
あ
れ
ば
、
不
適
当
な
応
答
を
避
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
僧
侶

ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
あ
る
程
度
、
時
間
の
融
通
が
つ
き
、
清
書
に
い
た
る

過
程
で
チ
ェ
ッ
ク
が
可
能
と
な
る
手
紙
相
談
を
行
う
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
手
紙
相
談

は
僧
侶
3
人
で
1
班
を
形
成
し
、
担
当
す
る
。
事
務
局
と
な
っ
た
寺
院
が
手
紙
を
受

け
取
り
、
そ
れ
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
パ
ス
ワ
ー
ド
を
付
し
た
P
D
F
に
し
た
も
の
を
、

担
当
者
を
決
め
て
、
そ
の
担
当
者
の
い
る
班
に
メ
ー
ル
で
送
付
。
担
当
者
と
な
っ
た

僧
侶
は
返
信
文
案
を
作
成
し
、
他
の
班
員
2
名
に
送
信
。
班
員
は
相
談
者
か
ら
の
手

紙
と
返
信
文
案
を
読
み
、
過
不
足
が
な
い
か
、
主
訴
を
く
み
取
っ
て
い
る
か
な
ど
を

検
討
し
、
修
正
案
や
コ
メ
ン
ト
を
提
示
す
る
。
最
終
的
に
班
員
2
名
か
ら
了
承
が
出

る
と
、
担
当
者
は
清
書
を
し
て
、
投
函
す
る
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
受
付
か
ら
投
函

ま
で
1
週
間
か
ら
10
日
を
目
途
に
行
っ
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
相
談

に
不
慣
れ
な
僧
侶
も
、
2
名
の
班
員
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、
推
敲
を
す
る
こ
と
で
、

不
適
切
な
返
答
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
電
話
や
面
接
の
よ
う
な
即
答
性
は
求

め
ら
れ
な
い
と
は
い
え
、
返
信
ま
で
の
日
数
は
決
し
て
長
く
は
な
い
。
相
談
手
紙
は

便
箋
10
枚
を
超
え
る
こ
と
も
あ
り
、
返
信
案
を
作
成
す
る
た
め
に
1
時
間
以
上
要
す

る
こ
と
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
チ
ェ
ッ
ク
す
る
側
に
も
責
任
が
求
め
ら
れ
、
相

談
手
紙
と
返
信
案
を
精
読
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
時
間
的
余
裕
の
な
い

時
な
ど
は
、
負
担
感
を
持
つ
こ
と
も
あ
り
え
る
。
２
０
１
６
年
9
月
末
日
時
点
で
、

30
名
の
僧
侶
が
手
紙
相
談
に
従
事
し
て
お
り
、
総
数
7
，
6
9
4
通
、
1
，
2
5
4

人
か
ら
の
相
談
を
受
け
て
い
る
。

　

自
死
遺
族
の
集
い
「
い
の
ち
の
集
い
」
は
、
毎
月
第
4
木
曜
日
に
築
地
本
願
寺
を

会
場
と
し
て
、
開
催
し
て
い
る
。
自
死
遺
族
の
悲
し
み
が
「
沈
黙
の
悲
し
み
」
と
称

さ
れ
る
よ
う
に
、
家
族
を
「
自
死
」
で
亡
く
し
た
こ
と
を
語
れ
な
い
遺
族
は
非
常
に

多
い
。
自
死
へ
の
偏
見
や
無
関
心
が
家
族
を
孤
立
に
お
い
や
っ
て
い
る
現
状
が
あ
る

の
だ
。
喪
失
体
験
に
よ
る
悲
嘆
（
グ
リ
ー
フ
）
を
受
け
入
れ
、
日
常
生
活
に
戻
っ
て

い
く
過
程
を
グ
リ
ー
フ
ワ
ー
ク
と
呼
ぶ
が

（
（1
（

、
そ
の
過
程
で
は
、
悲
嘆
の
感
情
を
あ
り

の
ま
ま
に
表
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
言
わ
れ
る
。
悲

嘆
感
情
を
押
し
殺
し
、
感
情
の
苦
痛
を
否
認
し
た
り
、
思
考
を
止
め
た
り
す
る
こ
と

は
、
グ
リ
ー
フ
ワ
ー
ク
を
長
引
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
自
分
の
気
持
ち
を

あ
り
の
ま
ま
に
語
れ
ず
、
感
情
を
抑
え
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
は
、
自
死
遺
族
を
い
つ

ま
で
も
悲
し
み
の
淵
に
た
た
ず
ま
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
自
死
遺
族
支
援
の

具
体
策
と
し
て
、
自
死
遺
族
が
安
心
し
て
気
持
ち
を
語
れ
る
場
、
分
か
ち
合
い
の
集

い
が
各
地
で
開
か
れ
て
い
る
。
行
政
主
催
の
自
死
対
策
の
一
環
と
し
て
の
も
の
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
が
主
催
す
る
も
の
、
自
死
遺
族
が
主
催
す
る
自
助
グ
ル
ー
プ
的
な
も
の
な
ど

様
々
あ
る
が
、
僧
侶
の
会
で
は
、
２
０
０
９
年
6
月
か
ら
「
い
の
ち
の
集
い
」
を
開

始
、
２
０
１
５
年
10
月
か
ら
２
０
１
６
年
9
月
ま
で
の
平
均
参
加
者
は
25
名
と
な
っ

て
い
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
こ
の
数
字
は
、
首
都
圏
の
自
死
遺
族
の
集
い
で
は
最

も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
僧
侶
主
催
で
あ
る
こ
と
、
会
場
が
寺
院
で
あ
る
こ
と
を
活
か

し
、
最
初
の
10
分
ほ
ど
は
会
員
僧
侶
に
よ
る
法
話
、
閉
式
の
際
に
は
短
い
法
要
を
行

い
、
参
加
者
は
焼
香
を
し
て
、
会
場
を
後
に
す
る
。
他
の
分
か
ち
合
い
の
会
で
は
、

ス
タ
ッ
フ
は
数
人
と
い
う
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
で
あ
る
な
か
、
僧
侶
の
会
で
は
毎
回
10



一
〇
九

　
　
　
　
自
死
予
防
活
動
に
従
事
す
る
僧
侶
の
セ
ル
フ
ケ
ア
と
変
容

人
以
上
が
関
わ
る
。
参
加
者
は
4
～
6
人
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
2
時
間
近

く
、
気
持
ち
を
分
か
ち
合
う
。
こ
れ
も
、
ス
タ
ッ
フ
が
揃
っ
て
い
る
が
故
に
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
高
い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
も
参
加
者
の
多
さ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

も
う
一
つ
の
活
動
の
柱
は
、
自
死
者
追
悼
法
要
「
い
の
ち
の
日
い
の
ち
の
時
間
」

で
あ
る
。
僧
侶
の
会
が
発
足
後
、
最
初
に
取
り
組
ん
だ
も
の
が
追
悼
法
要
の
開
催
だ

っ
た
。
厚
生
労
働
省
が
自
死
予
防
活
動
の
一
環
と
し
て
、
心
の
健
康
に
つ
い
て
の
普

及
啓
発
の
た
め
に
設
け
た
記
念
日
が
12
月
1
日
、「
い
の
ち
の
日
」
で
あ
る
。
２
０

０
７
年
の
い
の
ち
の
日
に
、
自
死
遺
族
の
み
に
参
加
者
を
限
定
し
た
自
死
者
追
悼
法

要
を
初
開
催
し
た
。
開
催
の
背
景
と
し
て
は
、
先
述
の
よ
う
に
悲
し
み
を
な
か
な
か

表
に
出
せ
な
い
自
死
遺
族
の
現
状
が
あ
る
の
だ
が
、
ほ
か
に
も
、
葬
儀
を
行
え
な
っ

た
、
親
族
が
集
う
法
要
で
は
気
を
遣
う
こ
と
が
多
く
、
心
か
ら
死
者
を
偲
べ
な
い
、

成
仏
で
き
て
い
る
か
不
安
と
い
っ
た
、
供
養
に
関
す
る
懸
念
を
持
つ
遺
族
が
多
数
存

在
す
る
こ
と
も
大
き
な
動
機
で
あ
る
。
参
加
者
の
推
移
は
、
２
０
０
７
年
：
8
名
、

２
０
０
８
年
：
127
名
、
２
０
０
９
年
：
107
名
、
２
０
１
０
年
：
153
名
、
２
０
１
１

年
：
171
名
、
２
０
１
２
年
：
145
名
、
２
０
１
３
年
：
155
名
、
２
０
１
４
年
：
150
名
、

２
０
１
５
年
：
133
名
と
、
初
年
度
は
口
コ
ミ
で
募
っ
た
の
で
8
名
と
少
人
数
で
あ
っ

た
が
、
翌
年
度
以
降
は
毎
回
100
名
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
数
字
か
ら
も
、
必
要
と
す

る
遺
族
の
存
在
が
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。

3
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
概
要

　

本
項
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
属
性
等
に
つ
い
て
示
す
。

年
代
・
性
別　

　

男
性
が
20
名
、
内
訳
は
30
代
3
名
、
40
代
11
名
、
50
代
4
名
、
60
代
2
名
、
女
性

が
4
名
、
内
訳
は
30
代
1
名
、
50
代
2
名
、
60
代
1
名
と
な
っ
て
い
る
。

　　
　
　
　

30 , 
3

40 , 1150 , 4

60 , 2

30 , 1

50 , 2
60 , 1
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僧
侶
歴　

　

僧
籍
取
得
か
ら
の
年
月
は
、
10
年
未
満
が
3
名
、
10
年
以
上
～
20
年
未
満
が
7
名
、

20
年
以
上
～
30
年
未
満
が
10
名
、
30
年
以
上
が
4
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

10 , 3

10 20
, 720 30

, 10

30 , 4

活
動
歴

　

平
成
10
年
以
前
か
ら
活
動
し
て
い
る
僧
侶
が
2
名
、
平
成
11
年
か
ら
20
年
に
活
動

を
始
め
た
僧
侶
が
7
名
、
平
成
21
年
以
降
が
15
名
で
あ
る
。

　
　
　
　

10 , 2

11
20 , 7

21 , 15



一
一
一

　
　
　
　
自
死
予
防
活
動
に
従
事
す
る
僧
侶
の
セ
ル
フ
ケ
ア
と
変
容

宗
派
の
割
合　

　

浄
土
宗
と
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
が
5
名
、
曹
洞
宗
と
真
言
宗
豊
山
派
が
4
名
、
日

蓮
宗
2
名
、
真
宗
高
田
派
・
臨
済
宗
・
融
通
念
仏
宗
・
真
宗
興
正
派
が
各
1
名
と
な

っ
て
い
る
。

　
　
　
　

, 5

,5

, 4

, 4

, 2

, 1

, 1 ,1 , 1

活
動
の
種
類

　

自
死
予
防
や
自
死
遺
族
支
援
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
、
複
数

回
答
可
で
質
問
を
し
た
。
手
紙
相
談
と
分
か
ち
合
い
に
従
事
す
る
僧
侶
が
各
20
名
と

最
も
多
く
、
そ
の
次
に
面
談
、
電
話
が
11
名
、
メ
ー
ル
7
名
と
な
っ
て
い
る
。
面
談

や
電
話
相
談
、
メ
ー
ル
相
談
は
僧
侶
の
会
で
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
他
団
体
や
自
坊
な

ど
で
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　

1

20

7

20

11

11
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活
動
に
か
け
る
時
間

　

1
週
間
で
だ
い
た
い
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
を
活
動
に
か
け
て
い
る
か
と
い
う
質
問

に
対
し
て
は
、
1
～
7
時
間
が
15
名
、
8
～
14
時
間
が
7
名
、
15
～
21
時
間
が
5
名
、

22
時
間
以
上
が
4
名
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、「
そ
の
週
の
忙
し
さ
の
度
合
い
に
よ
っ

て
、
多
い
と
き
と
少
な
い
と
き
の
差
が
結
構
あ
る
」、「
週
に
手
紙
が
4
～
5
通
あ
れ

ば
、
や
り
取
り
の
メ
ー
ル
も
含
め
て
、
そ
れ
だ
け
で
10
～
15
時
間
近
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
」、「
往
復
書
簡
が
自
分
を
含
め
班
員
に
多
く
届
け
ば
、
10
時
間
以
上
か
か
る

週
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
電
話
や
面
談
が
あ
れ
ば
、
1
回
に
2
時
間
ほ
ど
か
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
」
と
い
う
回
答
も
見
ら
れ
、
必
ず
し
も
正
確
な
数
字
が
割
り
出
せ
る

と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
僧
侶
側
の
都
合
で
は
ど
う
に
も
な
ら
ず
、
手
紙
や
面
談
な

ど
相
談
者
に
応
じ
て
、
や
り
く
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
実
態
も
見
え
て
く
る
。

　
　
　
　

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

　

自
由
回
答
を
分
類
す
る
と
、「
年
間
3
万
人
以
上
の
自
死
者
が
い
る
現
実
に
対
し
、

何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
」、「
人
の
相
談
（
苦
し
み
）
を
聴
く
こ
と
が

僧
侶
の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
た
」
な
ど
相
談
活
動
は
僧
侶
と
し
て
の
役
割
と
思
っ
た

か
ら
と
い
う
回
答
が
9
件
と
多
く
、
次
い
で
、
先
に
活
動
を
し
て
い
た
知
人
等
か
ら

の
紹
介
・
勧
誘
（「
知
り
合
い
僧
侶
か
ら
の
誘
い
」、「
先
に
活
動
し
て
い
た
同
僚
か

ら
の
紹
介
が
き
っ
か
け
で
す
」
な
ど
）、
自
分
の
成
長
の
た
め
（「
自
己
研
鑽
と
僧
侶

と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
立
と
い
う
の
が
活
動
を
始
め
た
い
と
思
っ
た

そ
も
そ
も
の
動
機
で
す
」、「
自
身
も
活

動
を
通
じ
て
成
長
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
期
待
か
ら
で
す
」
な
ど
）
と

い
う
回
答
が
続
い
た
。
僧
侶
が
や
る
べ

き
こ
と
と
い
う
強
い
信
念
よ
り
も
、
身

近
な
存
在
の
自
死
や
知
り
合
い
か
ら
の

誘
い
な
ど
、
外
的
要
因
か
ら
活
動
に
参

加
す
る
傾
向
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

4
、
活
動
に
お
け
る
疲
労
や
ス
ト
レ
ス

　

本
論
冒
頭
で
、
困
難
や
無
力
さ
に
直

面
し
た
時
に
こ
そ
、「
宗
教
的
理
念
や

宗
教
的
感
覚
」
が
セ
ル
フ
ケ
ア
と
し
て

機
能
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説

を
立
て
た
が
、
活
動
に
従
事
す
る
僧
侶

1

2

2

2

4

6

7

9
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自
死
予
防
活
動
に
従
事
す
る
僧
侶
の
セ
ル
フ
ケ
ア
と
変
容

は
ど
の
よ
う
な
困
難
に
直
面
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
活
動
で
疲
労
や
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
の
か
を
ま
ず
尋
ね
る
と
、
24
名
中
22
名
が
「
は
い
」
と

回
答
し
た
。「
い
い
え
」
と
回
答
し
た
僧
侶
は
「
全
く
無
い
と
は
言
え
な
い
が
、
許

容
範
囲
で
す
」
と
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
と
回
答
し
た
僧
侶
は
「
相
談
活
動

は
対
話
の
格
闘
技
み
た
い
な
も
の
で
す
か
ら
、
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
い
は
ず

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
は
当
り
前
の
こ
と
と
整
理
で
き
て
い
ま
す
の
で
大

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
記
述
し
て
い
る
。
多
か
れ
少
な
か
れ
、
全
回
答
者

が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　

　

そ
れ
で
は
、「
は
い
」
と
回
答
し
た
僧
侶
は
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
疲
労
や
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。
自
由
回
答
を
分
類
し
て
み
る
と
、「
時
間
的
余
裕
の

な
さ
、
生
活
ペ
ー
ス
の
乱
れ
」
と
「
相
談
相
手
と
の
信
頼
関
係
が
築
け
な
い
、
共
感

で
き
な
い
」
が
各
17
名
と
最
も
多
か
っ
た
。
前
者
で
は
、「
睡
眠
時
間
が
減
っ
た
。」、

「
相
談
活
動
と
相
談
活
動
以
外
の
仕
事
が
幾
つ
も
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
は
、
疲
労

や
焦
り
か
ら
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
ま
す
」、「
1
回
当
た
り
の
時
間
枠
な
ど
を
設
け
て
い

な
い
の
で
、
長
時
間
の
相
談
に
な
る
こ
と
も
あ
り
疲
労
感
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
」、

「
時
間
的
余
裕
の
な
さ
か
ら
来
る
心
の
余
裕
の
な
さ
」
な
ど
の
記
述
、
後
者
で
は
、

「
な
か
な
か
信
頼
関
係
が
築
け
ず
、
相
談
内
容
が
進
展
し
な
い
と
き
」、「
上
手
く
い

か
な
い
時
は
疲
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
手
紙
相
談
を
始
め
た
時
は
自
分
が
手
紙
を
出

し
た
い
と
思
う
程
、
し
ん
ど
い
こ
と
も
あ
っ
た
」、「
ど
う
し
て
も
自
分
の
尺
度
を
基

準
と
し
て
考
え
が
ち
な
の
で
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、
相
談
者
に
対
し
て
共
感
で
き
な

い
と
き
も
あ
る
」、「
相
談
者
の
変
化
が
見
ら
れ
な
い
と
き
」、「
相
談
者
の
気
持
ち
を

中
々
汲
み
取
れ
な
い
時
に
自
己
嫌
悪
に
陥
り
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
ま
す
」、「
時
間
の
短

長
に
か
か
わ
ら
ず
、
相
手
と
言
葉
や
思
い
が
通
じ
な
か
っ
た
時
。
長
時
間
で
あ
っ
て

も
、
納
得
も
し
く
は
何
ら
か
の
合
意
が
あ
り
相
談
を
終
え
た
時
は
疲
労
は
感
じ
な

い
」
な
ど
の
記
述
が
み
ら
れ
た
。

　
「
無
力
感
、
不
安
」
に
分
類
し
た
回
答
に
は
、「
自
分
の
い
た
ら
な
さ
を
痛
感
す
る

こ
と
が
一
番
で
し
ょ
う
か
」、「
ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
良
い
の
か
迷
う
こ
と
は
、

多
々
あ
る
。
こ
の
方
法
で
上
手
く
い
っ
て
い
る
の
か
の
不
安
な
時
」、「
相
談
者
の
気

持
ち
を
中
々
汲
み
取
れ
な
い
時
に
自
己
嫌
悪
に
陥
り
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
ま
す
」、「
共

感
は
で
き
て
も
即
座
に
解
決
で
き
な
い
無
力
感
を
痛
感
し
ま
す
」
と
い
っ
た
記
述
も

あ
り
、「
相
談
者
と
の
信
頼
関
係
が
築
け
な
い
」
と
重
な
る
部
分
も
あ
る
。
よ
り
大
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6

2

3

3

3

4

5

7

8

15

別
す
る
と
、
自
分
自
身
の
余
裕
の
無
さ
か
ら
く
る
ス
ト
レ
ス
と
相
談
者
と
の
関
係
構

築
が
良
好
で
な
い
た
め
に
生
じ
る
ス
ト
レ
ス
に
二
分
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　

2

1

2

2

3

4

4

6

17

17

　

続
い
て
、
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
時
の
セ
ル
フ
ケ
ア
を
質
問
し
た
。「
同
じ

活
動
を
し
て
い
る
仲
間
に
相
談
す
る
」、「
仲
間
で
共
有
す
る
」
と
い
っ
た
「
仲
間
に

話
を
聞
い
て
も
ら
う
」
方
法
を
取
る
僧
侶
が
最
も
多
か
っ
た
。
次
い
で
、「
一
時
保

留
し
て
、
個
人
的
な
懸
案
事
項
を
処
理
し
て
か
ら
、
相
談
に
向
き
あ
う
」、「
活
動
時

間
を
は
っ
き
り
区
切
る
」
と
い
っ
た
オ
ン
と
オ
フ
の
切
り
替
え
を
上
げ
る
回
答
、
3

位
に
は
「
趣
味
の
時
間
を
持
つ
」
が
続
く
。
セ
ル
フ
ケ
ア
の
方
向
性
も
、
大
別
す
る

と
、
自
分
自
身
の
気
持
ち
を
表
出
す
る
方
向
と
、
相
談
活
動
の
時
間
を
区
切
り
、
メ

リ
ハ
リ
を
つ
け
る
と
い
う
方
向
に
二
分
で
き
る
だ
ろ
う
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
ら
に
よ
る
心

理
士
の
専
門
的
お
よ
び
個
人
的
セ
ル
フ
ケ
ア
の
調
査

（
（1
（

で
は
、
上
位
5
位
に
、「
休
暇

を
取
っ
た
」、「
人
と
親
し
く
交
わ
っ
た
」、「
同
僚
か
ら
の
心
理
的
支
援
」、「
娯
楽
で

の
読
書
」、「
難
し
い
ケ
ー
ス
に
対
し
て
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
」
が
並
ん

で
お
り
、
僧
侶
の
セ
ル
フ
ケ
ア
の
上
位
と
ほ
ぼ
変
わ
り
は
な
い
が
、
仏
教
実
践

（
（1
（

は
、

や
は
り
僧
侶
に
特
徴
的
な
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
本
調
査
で
は
5
名
が
仏
教
実
践

を
挙
げ
て
い
る
が
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
ら
に
よ
る
調
査
で
は
、「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
こ

と
に
関
す
る
実
践
」、「
瞑
想
」、「
ヨ
ガ
」
の
順
位
は
き
わ
め
て
低
い
結
果
が
出
て
い

る
（
（1
（

。
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6

2

3

3

3

4

5

7

8

15

5
、
僧
侶
自
身
が
救
わ
れ
た
経
験

　

活
動
の
な
か
で
、
仏
教
の
教
え
や
実
践
、
仏
教
者
の
存
在
な
ど
に
よ
っ
て
、
救
わ

れ
た
、
癒
さ
れ
た
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
等
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
か
と
い
う
質
問
に

は
、「
仏
教
、
宗
義
、
信
仰
に
よ
る
救
い
」
に
分
類
さ
れ
る
回
答
記
入
者
が
16
名
、

仲
間
の
存
在
と
い
う
回
答
が
8
名
、
仏
教
実
践
を
挙
げ
た
僧
侶
は
4
名
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
、「
仏
教
、
宗
義
、
信
仰
に
よ
る
救
い
」
に
分
類
し
た
回
答
を
紹
介
す
る
。

「
仏
教
の
教
え
や
実
践
や
仏
教
者
の
存
在
そ
の
も
の
が
相
談
者
へ
の
対
応
と
な
る
の

で
、
安
心
を
得
ら
れ
て
い
ま
す
」

「
阿
弥
陀
さ
ま
は
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
と
い
う
安
心
感
」

「
宗
祖
の
人
間
観
に
慰
め
ら
れ
た
（
ど
う
に
も
な
ら
な
い
状
況
に
わ
が
計
ら
い
を
止

め
、
本
願
の
力
に
ゆ
だ
ね
る　

南
無
阿
弥
陀
仏
）」

「
宗
祖
の
思
想
や
活
動
な
ど
を
よ
く
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
す
ご
い
な
ぁ
と
思
う
（
自

分
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
！
）」

「
ベ
ー
ス
が
僧
侶
で
な
か
っ
た
ら
、
立
ち
位
置
が
存
在
し
え
な
い
と
思
う
」

「〈
私
〉
に
は
他
力
念
仏
往
生
し
か
な
い
こ
と
。
そ
し
て
、
今
、
本
願
力
に
出
遇
え

た
事
を
心
か
ら
慶
ぶ
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
僧
侶
は
救
う
側
で
は
な
く
、
同

じ
く
一
人
の
凡
夫
と
し
て
と
も
に
救
わ
れ
て
い
く
同
朋
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
喜
び

で
あ
り
、
救
い
で
あ
る
」

「『
ス
タ
ニ
パ
ー
タ
』
な
ど
の
お
釈
�
様
の
声
に
近
い
も
の
が
心
に
強
く
響
く
よ
う

に
な
っ
た
」

「
常
懐
悲
感　

心
遂
醒
悟
（
法
華
経
如
来
寿
量
品
）、
泥
水
を
く
ぐ
り
て
清
き
蓮
の

花
、
弥
陀
の
光
明
は
遍
く
十
方
世
界
を
照
ら
し
念
仏
の
衆
生
を
摂
取
し
て
捨
て
給
わ

ず
な
ど
の
言
葉
に
癒
さ
れ
ま
し
た
」
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「
御
仏
の
慈
悲
や
仏
教
の
寛
容
さ
に
触
れ
、
日
々
の
安
心
が
得
ら
れ
た
」

「
諸
行
無
常
と
い
う
考
え
方
が
3
年
前
よ
り
ほ
ん
の
少
し
身
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
」

「
全
て
を
阿
弥
陀
様
に
お
任
せ
で
き
る
浄
土
の
教
え
に
、
安
心
す
る
」

「
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
へ
の
ケ
ア
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
過
度
に
敵
と
せ
ず
時
間
に
ま
か

せ
る
と
い
う
態
度
は
仏
教
の
縁
起
的
世
界
観
か
ら
導
か
れ
た
も
の
」

「
仏
教
の
説
く
欲
望
の
捉
え
方
、
殊
に
〈
我
欲
〉〈
執
着
〉
の
考
え
方
に
は
実
生
活

の
上
で
の
〈
安
心
〉
を
い
た
だ
い
て
い
る
」

「
道
元
禅
師
の
『
正
法
眼
蔵
』
を
読
む
こ
と
で
い
の
ち
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

生
き
る
活
力
が
頂
け
ま
す
」

「
浄
土
真
宗
の
他
力
、
凡
夫
の
思
想
は
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
」

「
現
門
主
の
一
言
を
し
っ
か
り
抱
い
て
続
け
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
」

　
　
　
　

4
1
1

2
4

8
16
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6
、
仏
教
観
の
変
化
、
変
容

　

活
動
を
通
じ
て
、
信
仰
や
仏
教
理
解
、
僧
侶
観
に
変
化
を
感
じ
る
か
と
い
う
問
い

に
対
し
て
は
、
23
人
が
「
は
い
」
と
回
答
し
た
。
ち
な
み
に
、「
い
い
え
」
と
回
答

し
た
僧
侶
は
、「
年
月
を
経
る
に
つ
れ
、
プ
ラ
ス
の
方
向
へ
変
化
し
て
い
る
と
感
じ

て
は
い
る
が
、
こ
の
活
動
の
中
で
変
わ
っ
た
と
い
う
実
感
は
あ
ま
り
な
い
」
と
い
う

記
述
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

　
「
は
い
」
と
回
答
し
た
僧
侶
に
、
ど
の
よ
う
な
変
化
か
を
質
問
し
た
結
果
は
、「
仏

教
や
宗
義
へ
の
理
解
の
深
ま
り
」
が
18
名
と
高
い
割
合
を
見
せ
た
。
2
位
は
「
僧
侶

の
存
在
意
義
、
役
割
に
つ
い
て
」
が
11
名
、「
死
・
い
の
ち
の
捉
え
方
」
が
4
名
、

「
仏
教
を
学
ぶ
必
要
性
」、「
自
死
へ
の
理
解
」
が
3
名
と
続
く
。「
仏
教
・
宗
義
へ
の

理
解
」、「
僧
侶
の
存
在
意
義
」
が
他
を
大
き
く
引
き
離
し
た
結
果
だ
っ
た
。
こ
こ
で

は
、
具
体
的
な
変
化
を
知
る
た
め
、
自
由
記
述
回
答
を
詳
し
く
紹
介
し
た
い
。
ま
ず
、

「
仏
教
や
宗
義
へ
の
理
解
の
深
ま
り
」
に
分
類
し
た
回
答
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

「
仏
教
理
解
に
つ
い
て
は
、
一
定
で
は
無
い
人
の
情
動
を
鑑
み
た
捉
え
方
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」

「
浄
土
宗
で
良
か
っ
た
と
実
感
し
た
。
極
楽
で
の
再
会
が
と
て
も
有
り
難
く
感
じ
た
」

「
諸
行
無
常
・
諸
法
無
我
等
縁
起
の
理
を
実
感
と
し
て
感
じ
ま
し
た
。」

「
お
念
仏
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
る
」

「
苦
し
み
の
原
因
が
我
執
で
あ
る
事
、
そ
こ
か
ら
離
れ
る
に
は
仏
の
智
慧
し
か
無
い

事
。
智
慧
に
出
遇
う
に
は
縁
が
必
要
な
こ
と
。
僧
侶
は
そ
の
縁
を
結
ぶ
為
に
、
た
だ

存
在
し
て
い
る
だ
け
で
意
味
が
あ
る
事
。
な
ぜ
な
ら
、
苦
悩
し
て
い
る
人
を
救
う
の

は
、
僧
侶
で
は
な
く
、「
智
慧
」
そ
の
も
の
働
き
だ
か
ら
」

「
遺
族
が
求
め
て
い
る
の
は
故
人
が
今
現
在
も
見
守
っ
て
い
て
く
れ
て
、
や
が
て
再

会
す
る
場
で
も
あ
る
具
体
的
な
極
楽
世
界
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
自
覚
す
べ
き

で
あ
る
こ
と
を
実
感
で
き
た
。
宗
派
の
教
え
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
説
く
こ
と
に
何

の
疑
念
も
躊
躇
も
無
く
な
っ
た
。
葬
儀
に
於
い
て
も
、
た
だ
の
〈
お
別
れ
会
〉
で
は

な
く
、
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
行
く
か
け
が
え
の
無
い
存
在
（
故
人
）
と
の
関
係
を
再

構
築
し
て
行
く
出
発
の
儀
式
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
一
言
で
言
え
ば
祖
師
や
先
人
の
教
え
が
実
感
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
昔
は
今

で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
悲
惨
な
生
活
も
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
そ
の
時
代
に
心
の
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6

1

1

1

1

2

3

3

4

11

18

支
え
と
な
っ
た
経
典
は
現
代
で
も
十
分
に
通
用
す
る
も
の
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
死

者
を
弔
う
呪
文
の
よ
う
な
扱
い
し
か
受
け
て
な
い
こ
と
が
も
っ
た
い
な
い
な
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

「
他
宗
派
の
方
々
と
知
り
合
え
て
、
あ
る
い
は
、
相
談
者
か
ら
質
問
を
さ
れ
て
、
こ

れ
ま
で
知
識
と
し
て
し
か
な
か
っ
た
仏
教
の
教
義
に
、
力
を
感
じ
た
」

「
法
華
経
の
〈
十
界
互
具
〉〈
一
念
三
千
〉
が
、
様
々
な
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
そ
の

通
り
な
の
だ
と
思
え
た
」

「
現
実
は
ま
さ
に
お
釈
�
様
の
〈
人
生
は
苦
で
あ
る
〉
と
い
う
教
え
の
通
り
な
の
だ

と
思
う
」

「
信
仰
の
意
味
が
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い

壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
た
時
に
初
め
て
わ
き
上
が
る
も
の
が
信
仰
な
の
だ
と
活
動
を
通
し

て
感
じ
ま
し
た
」

「
仏
教
と
は
苦
に
対
す
る
答
え
だ
と
思
っ
て
い
て
、
そ
の
部
分
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
の

で
す
が
、
何
よ
り
も
苦
に
寄
り
添
う
こ
と
が
仏
教
の
真
髄
な
の
だ
と
、
そ
ん
な
理
解

が
生
ま
れ
ま
し
た
」

「
超
宗
派
の
活
動
を
す
る
中
で
、
自
宗
派
の
依
っ
て
立
つ
所
が
明
確
に
な
る
。」

「
仏
陀
の
教
え
が
、
よ
り
好
き
に
な
っ
た
」

「
浄
土
宗
の
僧
侶
で
よ
か
っ
た
と
心
底
思
え
る
様
に
な
っ
た
」

「
仏
教
と
い
う
の
は
誠
に
実
用
的
な
教
え
で
あ
る
と
の
確
信
を
強
め
た
」

「
苦
し
み
を
み
つ
め
る
こ
と
で
、
道
元
禅
師
の
『
正
法
眼
蔵
』
を
い
の
ち
の
視
点
か

ら
読
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。『
正
法
眼
蔵
』
っ
て
い
い
な
あ
と
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」

「〈
苦
悩
の
有
情
を
捨
て
ず
〉
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
に
深
い
胸
を

え
ぐ
る
よ
う
な
苦
悩
に
直
面
さ
れ
て
い
る
方
も
あ
る
の
か
と
受
け
止
め
る
と
き
、
ほ

と
け
さ
ま
の
大
い
な
る
救
い
の
は
た
ら
き
が
よ
り
一
層
必
要
と
さ
れ
、
こ
の
方
に
こ

そ
、
救
い
の
光
は
届
い
て
い
る
と
教
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
活
動
に
参
加
さ
せ
て
も
ら

い
「
摂
取
の
心
光
は
常
に
照
し
護
る
」
の
言
葉
が
、
通
り
一
遍
で
は
な
く
真
実
味
を

増
し
て
迫
っ
て
き
ま
し
た
」

「
ブ
ッ
ダ
の
言
葉
の
意
味
（
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
背
景
）
が
深
く
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
自
身
の
無
力
さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
仏
さ
ま
に
ま
か
せ
る
と
い
う
気

持
ち
が
強
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」

　

2
位
の
「
僧
侶
の
存
在
意
義
、
役
割
に
つ
い
て
」
は
以
下
の
よ
う
な
回
答
で
あ
る
。

「
活
動
前
に
は
〈
寺
は
相
談
活
動
を
す
べ
き
だ
〉
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
よ

う
な
偏
見
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
寺
や
僧
侶
が
信
頼
を
回
復
す
れ
ば
、
衆
生
は
必
ず

寺
や
僧
侶
を
頼
る
は
ず
で
あ
る
と
思
い
ま
す
」

「
僧
侶
と
し
て
話
す
こ
と
で
情
報
提
供
な
ど
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
話
を
聴

く
方
が
大
切
な
の
で
は
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
る
。
そ
の
考
え
が
よ
り
強
く
な
っ

た
よ
う
に
思
う
」

「
仏
教
の
教
義
を
、
僧
侶
だ
か
ら
こ
そ
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
う
。
し

か
し
、
そ
の
知
識
を
必
要
と
す
る
機
会
が
今
な
の
か
の
見
極
め
は
必
要
で
あ
り
、

段
々
と
分
か
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
」

「
自
身
も
ま
た
、
苦
悩
を
抱
え
な
が
ら
生
き
て
い
る
事
に
気
づ
か
さ
れ
る
」

「
手
紙
相
談
だ
け
の
人
に
は
、
結
局
話
を
聞
く
こ
と
、
寄
り
添
う
こ
と
ま
で
し
か
で

き
な
い
と
思
う
。
で
も
、
そ
れ
が
一
番
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
手
紙
相
談

の
限
界
を
感
じ
つ
つ
も
、
聞
く
こ
と
・
寄
り
添
う
こ
と
が
一
番
大
事
だ
と
思
っ
て
続
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け
て
い
る
」

「
ダ
イ
レ
ク
ト
に
〈
苦
〉
と
向
き
合
う
こ
と
で
、
以
前
よ
り
、
僧
侶
の
存
在
意
義
と

い
う
も
の
が
明
確
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」

「
僧
侶
は
、
も
っ
と
お
寺
の
外
に
出
て
活
動
す
べ
き
で
あ
る
」

「
活
動
を
共
に
し
て
い
る
僧
侶
が
魅
力
的
な
方
が
多
い
の
で
、
僧
侶
と
い
う
お
役
目

が
好
き
に
な
っ
た
、（
以
前
よ
り
）
誇
れ
る
様
に
な
っ
た
」

「
僧
侶
だ
か
ら
話
し
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
く
、
話
し
を
聴
き
続
け
る
こ

と
で
僧
侶
に
な
っ
て
い
る
気
が
致
し
ま
す
」

「
こ
の
活
動
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
〈
摂
取
の
心
光
は
常
に
照
し
護
る
〉
の
言
葉
が
、

通
り
一
遍
で
は
な
く
真
実
味
を
増
し
て
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
地
味
で
切
な
く
存
在
感

の
小
さ
な
こ
の
活
動
の
方
が
僧
侶
と
し
て
ず
っ
と
意
義
の
あ
る
活
動
と
思
っ
て
い
ま

す
」

「
僧
侶
観
は
、〝
救
う
存
在
”
か
ら
“
と
も
に
も
が
く
存
在
”
へ
と
変
化
し
ま
し
た
」

　
　
　
　

6

1

1

1

1

2

3

3

4

11

18
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7
、
お
わ
り
に

　

以
上
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
概
観
し
て
き
た
が
、
冒
頭
に
設
定
し
た
問
題
関
心

に
従
っ
て
、
考
察
を
し
た
い
。

セ
ル
フ
ケ
ア
と
し
て
の
仏
教

　

ほ
と
ん
ど
の
僧
侶
が
、
活
動
の
中
で
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
要
因
に
は
、
自
分
自
身
の
余
裕
の
無
さ
と
相
談
者
と
の
関
係

構
築
不
良
と
い
う
2
つ
の
課
題
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

た
時
の
セ
ル
フ
ケ
ア
と
い
う
質
問
に
対
す
る
回
答
は
、
仏
教
実
践
を
挙
げ
た
僧
侶
が

い
た
以
外
は
、
他
の
感
情
労
働
従
事
者
の
セ
ル
フ
ケ
ア
の
パ
タ
ー
ン
と
ほ
ぼ
同
一
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、「
活
動
の
な
か
で
、
仏
教
の
教
え
や
実
践
、
仏
教
者
の
存
在
な

ど
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
自
身
が
救
わ
れ
た
、
癒
さ
れ
た
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
等
を
感

じ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、
仏
教
信
仰
に

よ
り
救
わ
れ
た
経
験
が
あ
る
と
回
答
し
た
僧
侶
が
3
分
の
2
に
の
ぼ
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
、
即
時
的
・
短
期
的
な
セ
ル
フ
ケ
ア
と
は
異
な
る
次
元
で
、
仏
教
信
仰
が
活
動

に
携
わ
る
僧
侶
に
と
っ
て
の
セ
ル
フ
ケ
ア
と
な
り
得
て
い
る
こ
と
の
証
左
と
言
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

活
動
を
通
じ
て
「
仏
教
や
宗
義
へ
の
理
解
の
深
ま
り
」
が
あ
っ
た
と
回
答
し
た
僧

侶
の
記
述
を
読
め
ば
、「
確
信
を
強
め
た
」、「
よ
り
好
き
に
な
っ
た
」、「
あ
り
が
た

さ
を
感
じ
る
」
な
ど
、
ど
の
回
答
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
評
価
を
し
て
い
る
。
他
者
の
苦

悩
と
向
き
合
う
苦
し
さ
や
、
な
に
も
で
き
ず
無
力
感
に
苛
ま
れ
る
時
、
無
意
識
に
仏

教
信
仰
に
癒
さ
れ
、
仏
教
観
を
深
め
、
充
足
感
を
得
る
に
至
っ
て
い
る
と
推
察
さ
れ

る
。

活
動
を
通
し
て
の
僧
侶
と
し
て
の
変
容

　

仏
教
理
解
の
深
ま
り
と
と
も
に
僧
侶
に
も
た
ら
さ
れ
る
変
化
と
し
て
、「
僧
侶
の

存
在
意
義
・
役
割
」
に
つ
い
て
の
意
識
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、「
僧
侶
観
は
、

〝
救
う
存
在
”
か
ら
〝
と
も
に
も
が
く
存
在
”
へ
と
変
化
し
ま
し
た
」
と
い
う
回
答

は
、
他
者
の
苦
と
向
き
合
い
、
僧
侶
自
身
も
も
が
く
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
で
あ

ろ
う
。
す
で
に
述
べ
て
き
た
が
、
僧
侶
自
身
が
困
難
に
直
面
し
、
自
己
を
顧
み
、
仏

教
に
救
わ
れ
る
こ
と
で
、
僧
侶
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
も
変
化
が
生
じ
て

い
る
の
だ
。
自
ら
仏
教
に
救
わ
れ
、
癒
や
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
信
心
は
増
す
で
あ
ろ

う
し
、
お
の
ず
と
僧
侶
と
し
て
の
自
覚
も
深
ま
る
は
ず
で
あ
る
。

自
死
予
防
活
動
と
浄
土
教
の
親
和
性

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
か
ら
は
、「
阿
弥
陀
さ
ま
は
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
と
い
う
安

心
感
」、「〈
私
〉
に
は
他
力
念
仏
往
生
し
か
な
い
こ
と
。
そ
し
て
、
今
、
本
願
力
に

出
遇
え
た
事
を
心
か
ら
慶
ぶ
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
お
念
仏
の
あ
り
が
た

さ
を
感
じ
る
」、「
浄
土
宗
の
僧
侶
で
よ
か
っ
た
と
心
底
思
え
る
様
に
な
っ
た
」
な
ど
、

は
っ
き
り
と
浄
土
系
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
記
述
が
目
立
つ
。
た
し
か
に
回
答
者
の

5
割
が
浄
土
宗
・
浄
土
真
宗
系
の
僧
侶
で
あ
る
が
、
他
の
回
答
に
は
あ
ま
り
宗
派
色

が
表
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
際
立
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
本
論
の
ま
え
が
き
で
紹
介
し
た
櫻
井
の
論
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
。

「
何
も
で
き
な
い
こ
と
に
ど
れ
だ
け
人
が
耐
え
ら
れ
る
か
を
試
さ
れ
た
時
に
宗
教
的

理
念
や
宗
教
的
感
覚
が
果
た
す
役
割
は
少
な
く
な
い
」
と
あ
っ
た
。
活
動
の
な
か
で

直
面
せ
ざ
る
を
得
な
い
自
身
の
非
力
さ
、
無
力
さ
へ
の
処
方
薬
と
し
て
、
浄
土
教
の

凡
夫
観
、
愚
者
観
は
、
実
に
よ
く
効
く
の
で
あ
ろ
う
。
い
や
、
困
難
こ
そ
が
、
浄
土
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自
死
予
防
活
動
に
従
事
す
る
僧
侶
の
セ
ル
フ
ケ
ア
と
変
容

教
を
身
を
も
っ
て
理
解
す
る
縁
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
浄
土
系
宗
派
に
属
す

る
僧
侶
は
、
浄
土
の
教
え
に
出
会
え
た
喜
び
を
記
し
て
い
る
の
だ
。

　

超
宗
派
の
活
動
で
あ
り
な
が
ら
、
各
僧
侶
は
、
自
身
の
宗
派
の
教
義
に
し
っ
か
り

と
立
脚
し
、
そ
の
信
仰
を
深
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
傍
か
ら
見
れ
ば

宗
派
色
が
薄
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
活
動
で
は
あ
る
が
、
個
々
人
が
活
動
の
中

で
困
難
に
直
面
し
た
時
、
帰
る
と
こ
ろ
は
、
己
が
依
っ
て
立
つ
教
え
な
の
で
あ
る
。

　
　

註
（
1
）　

拙
稿
「
自
死
者
の
ゆ
く
え
―
僧
侶
な
り
の
自
死
遺
族
支
援
の
形
―
」（
国
際
宗
教
研

究
所
編
『
現
代
宗
教
2
0
1
1
』
所
収
、
2
0
1
1
年
、
秋
山
書
店
）、
同
「
自
死
者

と
遺
族
の
対
話
―
宗
教
的
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
へ
の
一
視
座
―
」（『
死
生
学
研
究
所
死
生
学

年
報
2
0
1
2
』
所
収
、
リ
ト
ン
、
2
0
1
2
年
）
参
照
。

（
2
）　

櫻
井
義
秀
・
稲
場
圭
信
編
『
社
会
貢
献
す
る
宗
教
』（
世
界
思
想
社
、
2
0
0
9
年
）、

臨
床
仏
教
研
究
所
編
『
社
会
貢
献
す
る
仏
教
者
た
ち
』（
2
0
1
2
年
、
白
馬
社
）、
臨

床
仏
教
研
究
所
編
『「
臨
床
仏
教
」
入
門
』（
2
0
1
3
年
、
白
馬
社
）

（
3
）　

た
と
え
ば
、
磯
村
健
太
郎
『
ル
ポ 

仏
教
、
貧
困
・
自
殺
に
挑
む
』（
岩
波
書
店
、

2
0
1
1
年
）、
北
川
順
也
『
お
寺
が
救
う
無
縁
社
会
』（
幻
冬
舎
、
2
0
1
1
年
）
な

ど
。

（
4
）　http://w

w
w
.npf.or.jp/prom

ote_peace/pdf/2012_research.pdf

（
5
）　

児
童
福
祉
や
高
齢
者
福
祉
、
教
育
活
動
な
ど
の
選
択
肢
が
あ
げ
ら
れ
、
複
数
回
答
と

な
っ
て
い
る
。「
自
殺
防
止
に
関
わ
る
活
動
」
は
7
．
5
％
か
ら
11
．
2
％
、「
災
害
時

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
は
18
．
7
％
か
ら
21
．
0
％
に
上
昇
し
て
い
る
。

（
6
）　
『
ケ
ア
と
し
て
の
宗
教
』（
明
石
書
店
、
2
0
1
3
年
）
103

－

104
頁

（
7
）　

前
掲
書
、
135
頁

（
8
）　

B
・
H
・
ス
タ
ム
編
『
二
次
的
外
傷
性
ス
ト
レ
ス
―
臨
床
家
、
研
究
者
、
教
育
者
の

た
め
の
セ
ル
フ
ケ
ア
の
問
題
』（
誠
信
書
房
、
2
0
0
3
年
）「
初
版
へ
の
序
」
よ
り

（
9
）　

櫻
井
義
秀
「
現
代
社
会
に
社
会
貢
献
を
問
う
」（
前
掲
『
社
会
貢
献
す
る
宗
教
』
所

収
、
16
頁
）

（
10
）　

な
お
、
同
様
の
調
査
を
2
0
1
3
年
に
も
行
い
、
同
年
の
日
本
宗
教
学
会
に
て
報

告
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
回
、
再
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
お
よ
び
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、

経
過
観
察
も
兼
ね
て
検
証
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

（
11
）　

J
・
W
・
ウ
ォ
ー
デ
ン
『
悲
嘆
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
―
臨
床
実
践
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

（
山
本
力
監
訳
、
誠
信
書
房
、
2
0
1
1
年
）
な
ど
。

（
12
）　

前
掲
『
二
次
的
外
傷
性
ス
ト
レ
ス
』
49

－

54
頁
。
こ
の
6
か
月
で
役
立
っ
た
活
動
を

点
数
化
（
１
＝
役
に
立
た
な
か
っ
た
、
６
＝
大
変
役
に
立
っ
た
）
し
、
上
位
5
位
の
平

均
得
点
は
4
．60
、
4
．43
、
4
．21
、
4
，10
、
4
．06
で
あ
っ
た
。

（
13
）　

な
お
、
仏
教
実
践
を
あ
げ
た
回
答
の
内
訳
は
、
仏
教
実
践
と
の
み
書
か
れ
た
回
答
の

他
、
聞
法
、
別
時
念
佛
、
坐
禅
、
本
堂
に
一
人
座
る
と
な
っ
て
い
る
。

（
14
）　
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
こ
と
に
関
す
る
実
践
」
の
平
均
得
点
は
1
，29
、「
瞑
想
」
が

0
．88
、「
ヨ
ガ
」
が
0
．52
で
あ
る
。
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（
設
置
）

第
1
条　

浄
土
宗
教
学
院
に
『
佛
教
文
化
研
究
』
編
集
査
読
委
員
会
（
以
下
、
編
集

委
員
会
と
す
る
）
を
設
置
す
る
。

（
目
的
）

第
2
条　

編
集
委
員
会
は
会
員
の
論
文
原
稿
を
編
集
査
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

『
佛
教
文
化
研
究
』
の
学
術
的
価
値
の
向
上
を
計
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
構
成
）

第
3
条　

編
集
委
員
会
は
、
委
員
長
と
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

　

二　
　

委
員
は
理
事
の
中
よ
り
、
理
事
長
が
任
命
す
る
。

　

三　
　

委
員
長
は
委
員
の
互
選
と
し
、
理
事
長
が
任
命
す
る
。

（
任
務
）

第
4
条　

各
委
員
は
委
員
長
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
、
論
文
原
稿
を
査
読
し
、
採
否

等
を
判
定
し
て
委
員
長
に
報
告
す
る
。

　

二　
　

各
委
員
は
そ
の
責
任
に
お
い
て
、
適
切
と
判
断
す
れ
ば
、
委
員
以
外
の
者

に
査
読
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
場
合
、
委
員
は
依
頼
し
た
旨

お
よ
び
査
読
結
果
（
採
否
等
の
判
定
）
を
委
員
長
に
報
告
す
る
も
の
と
す

る
。

　

三　
　

委
員
長
は
各
委
員
か
ら
の
報
告
を
受
け
て
、『
佛
教
文
化
研
究
』
掲
載
論

文
全
体
に
つ
い
て
最
終
的
な
編
集
を
お
こ
な
う
。
重
大
な
問
題
が
あ
る
場

合
に
は
、
関
係
す
る
各
委
員
と
協
議
し
、
あ
る
い
は
委
員
会
を
開
催
し
て

協
議
の
う
え
決
定
す
る
。

　

四　
　

採
否
等
の
最
終
決
定
は
委
員
長
が
な
す
も
の
と
す
る
。

（
任
期
）

第
5
条　

委
員
の
任
期
は
四
年
と
す
る
。
た
だ
し
再
任
は
妨
げ
な
い
。

（
改
廃
）

第
6
条　

こ
の
規
程
の
改
廃
は
、
理
事
会
の
議
を
経
て
決
定
す
る
。

附
則　
　

こ
の
規
程
は
2
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）
１
月
23
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

編
集
査
読
規
程
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編
集
後
記

　

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
に
恵
心
僧
都
源
信
一
千
年
御
遠
忌
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
本
号
は
一
千
年
御
遠
忌
記

念
恵
心
僧
都
源
信
特
集
号
と
し
た
。

　

本
宗
に
お
け
る
源
信
研
究
の
泰
斗
で
あ
る
大
本
山
知
恩
院
御
法
主
福
原
隆
善
台
下
に
は
、
ご
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
寄
稿

い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
宗
内
外
か
ら
、
川
内
教
彰
先
生
、
伊
藤
真
宏
先
生
、
柳
澤
正
志
先
生
に

も
ご
寄
稿
を
い
た
だ
い
た
。
併
せ
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
江
島
尚
俊
先
生
の
論
文
は
教
学
院
研
究
助
成
報
告
、
杉
山
裕
俊
先
生
、
長
尾
隆
寛
先
生
、
小
川
有
閑
先
生
の
論
文
は

浄
土
宗
研
究
生
の
研
究
報
告
論
文
を
、
浄
土
宗
の
依
頼
に
よ
り
掲
載
し
た
も
の
で
す
。
更
に
、
投
稿
応
募
の
な
か
よ
り
査
読
を

経
て
掲
載
を
許
可
さ
れ
た
、
清
水
俊
史
先
生
の
論
文
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
伝
統
あ
る
『
佛
教
文
化
研
究
』
を
、
浄
土
宗
門
に
お
け
る
宗
学
を
基
調
と
し
た
学
術
研
究
を
先
導
す
る
専
門
誌
と

し
て
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
教
学
院
の
会
員
諸
氏
の
ご
寄
稿
と
ご
支
援
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

�

（
Ｋ
・
Ｈ
）

○
編
集
委
員　

小
此
木
輝
之　

林
田
康
順　

藤
堂
俊
英　

森
山
清
徹
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長野 宗安寺 山極　伸之
長野 瑠璃光寺 關　恒明
静岡 宝台院 野上　智徳
三河 普仙寺 加藤　良光
三河 弘誓院 秋田　文雄
三河 無能寺 近藤　辰巳
尾張 建中寺 村上　真瑞
尾張 梅香院 吉水　英喜
尾張 長福寺 服部　正穏
伊賀 西光寺 服部　純雄
岐阜 本誓寺 淺野　義光
石川 天德寺 水元　明法
滋賀 弘誓寺 加藤　善也
京都 大光寺 南　宏信
京都 見性寺 野田　隆生
京都 顕岑院 白嵜　顕成
京都 上徳寺 塩竈　義明
京都 隆彦院 梅辻　昭音
京都 淨土院 秦　秀晃
京都 常念寺 澤田　謙照
京都 安心院 本庄　良文
京都 浄音寺 法澤　賢祐
京都 善照寺 池見　澄隆
京都 淨土院 神居　文彰
京都 善法寺 成田　勝美
奈良 極楽寺 吉原　寛樹
奈良 奥院 川中　光教
奈良 白雲庵極樂寺 清水　澄
和歌山 阿弥陀寺 榎本　正明

和歌山 常行寺 谷上　昌賢
和歌山 龍泉寺 田中　芳道
大阪 見性寺 伊藤　真宏
大阪 圓通寺 安達　俊英
大阪 菩提寺 川内　教彰
大阪 慶恩院 中山　正則
大阪 大道寺 永田　真隆
大阪 圓通寺 中御門　敬教
大阪 法樂寺 清水　秀浩
大阪 阿弥陀寺 丹農　秀彦
大阪 西光寺 寺尾　昌治
兵庫 願生寺 髙橋　徹真
兵庫 薬師寺 曽和　義宏
岡山 誕生寺 安田　勇哲
山口 称光寺 大成　善雄
福岡 西念寺 椙原　俊彰
福岡 調圓寺 柴田　宗山
佐賀 安養寺 善　裕昭
大分 長昌寺 今井　英之
大分 龍音寺 髙橋　昌彦
北米 北米開教本院 後根　定璽

（以上、敬称略）
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埼玉 蓮馨寺 粂原　恒久
埼玉 天然寺 新井　俊定
埼玉 實相寺 落合　崇志
東京 長松寺 西村　實則
東京 香蓮寺 勝崎　裕彦
東京 本誓寺 福田　行慈
千葉 湊済寺 大南　龍昇
千葉 大巖寺 長谷川　匡俊
千葉 法界寺 小林　尚英
神奈川 慶岸寺 林田　康順
神奈川 西福寺 宮澤　正順
山梨 瑞泉寺 粂原　勇慈
新潟 西照寺 小嶋　知善
静岡 願成寺 魚尾　孝久
福井 眞福寺 中野　正明
京都 長香寺 中井　眞孝
京都 海德寺 平　祐史
京都 福泉寺 成田　俊治
大阪 孝恩寺 田中　典彦
兵庫 甘露寺 三枝樹　隆善

【講師】
福島 善導寺 中村　隆敏
東京 常照院 野村　恒道
東京 観智院 土屋　光道
東京 来迎寺 林　純教
東京 淨土寺 阿川　正貫
東京 浄心寺 佐藤　雅彦
東京 龍泉寺 武田　道生
千葉 松翁院 吉田　淳雄
山梨 円通寺 曾根　宣雄
長野 西方寺 金子　英一
岐阜 圓心寺 松濤　基道
京都 見性寺 野田　秀雄
京都 帰白院 藤堂　俊英
京都 喜運寺 佐藤　健
京都 清凉寺 鵜飼　光昌
大阪 母恩寺 近藤　徹稱
大阪 薬師寺 森山　清徹
兵庫 光堂寺 小野田　俊蔵
福岡 弘善寺 柴田　泰山

【嗣講】
青森 来迎寺 遠藤　聡明
青森 大照寺 大屋　正順

山形 浄土院 日野　崇雄
山形 稱念寺 井澤　隆明
宮城 雲上寺 東海林　良昌
茨城 蔵福寺 吉水　成正
茨城 宝輪寺 田中　勝道
埼玉 西福寺 稲岡　了順
埼玉 圓心寺 小川　慈祐
東京 妙定院 小林　正道
東京 光福寺 生野　善應
東京 大信寺 中村　孝之
東京 法藏寺 飯田　元紀
東京 清岸寺 原口　弘之
東京 龍泉寺 加藤　光哉
東京 慈眼院 遠田　憲弘
東京 慈眼院 遠田　弘賢
東京 天然寺 後藤　尚孝
東京 天然寺 後藤　史孝
東京 正光寺 髙橋　寿光
東京 玄信寺 倉　信法
東京 龍光院 熊井　康雄
東京 大雲寺 西城　宗隆
東京 誠心寺 荒木　良道
東京 清光寺 岡本　圭示
東京 迎接院 藤木　随尊
東京 光照院 吉水　岳彦
東京 祐天寺 巖谷　勝正
東京 浄桂院 伊藤　弘道
東京 行善寺 渡辺　俊雄
東京 光照寺 市川　隆士
東京 稱往院 松永　知海
東京 月影寺 藤井　正史
千葉 医王寺 八木　宣諦
千葉 常行院 郡嶋　昭示
神奈川 西林寺 大橋　俊史
神奈川 梅雲寺 鷲見　宗信
神奈川 高徳院 佐藤　孝雄
神奈川 大宝寺 佐々木　洋之
神奈川 春光院 石川　琢道
富山 西願寺 長谷川　善政
長野 鏡善坊 若麻績　修英
長野 延命庵 袖山　榮輝
長野 正満寺 和田　典善
長野 安養寺 服部　淳一
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【勧学】

東京 興昭院 榊　泰純

東京 願行寺 佐藤　成順

東京 光圓寺 佐藤　良純

東京 月影寺 藤井　正雄

東京 極楽寺 小澤　憲珠

神奈川 善教寺 金子　寛哉

神奈川 大長寺 石上　善應

新潟 長善寺 廣川　堯敏

山口 西蓮寺 藤本　淨彦

【已講】
北一 称名寺 須藤　隆仙
宮城 愚鈍院 小林　良信
茨城 西光寺 春本　秀雄
埼玉 十連寺 宇高　良哲

役員名簿
【総裁】　　　浄土門主　伊藤唯眞猊下

【院長】　　　浄土宗宗務総長　豊岡鐐尓

【顧問】　　　金子寛哉　廣川堯敏　石上善應　佐藤成順　佐藤良純　藤井正雄　榊　泰純　

【理事長】　　田中典彦

【副理事長】　小澤憲珠

【理事】　　　小此木輝之　落合崇志　勝崎裕彦　田中祥雄　藤堂俊英　中井眞孝　中野正明

　 　　　　　西村實則　長谷川匡俊　林田康順　藤本淨彦　森山淸徹　山極伸之

【監事】　　　小嶋知善　松永知海　

会員名簿（平成 29 年 1 月 25 日現在）

　現在の教学院のルーツは、1944 年（昭和 19 年）4月 1日（達示第 8号）に遡ります。正式

発足を迎えたこの日午後 1時から宗務所で最初の役員会が行われ、里見達雄教学院院長、椎尾

辨匡顧問、真野正順研究所長、江藤澂英常任理事、大村桂巌、石橋誡道、前田聴瑞、長谷川良

信、藤本了泰、恵谷隆戒の各理事、浄土宗関係役職者等が出席し、会員の選考、事業内容、予

算、研究課題等が協議され、教学院の第一歩が踏み出されました。このとき、嗣講 69 名が会

員に推薦されています。

　その後、教学院は本宗の学問研究の中枢として、機関誌『佛教文化研究』の発刊、研究会・

公開講座の開催、総合学術大会の運営、学問業績に関する各種審査などを行って参りました。

時代の推移とともに門戸を広げ、教学院の趣旨に賛同する浄土宗教師も会員として迎えるよう

になりましたが（「教学院規程（宗規第 31 号）」第 3条第 2号）、特に嗣講以上の学階を有する

方々（同条第 1号）によって、教学院の活動が物心両面にわたり支えられてきた点は変わりあ

りません。

　嗣講以上の学階を有する方の本院への貢献に感謝申し上げ、ここに名簿を掲載させていただ

きます。今後ともご支援のほど、よろしくお願いいたします。

※会員資格が停止されている方は含まれません。
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DhsAṬ. Dhammasaṅgaṇī-Anuṭīkā - Dhammagiri-Pāli-ganthamālā edition, vol. 130, 

Abhidhammapiṭake Dhammasaṅgaṇī-Anuṭīkā, Igatapurī: Vipaśyanā Viśodhana 

Vinyāsa, 1998.

DhsMṬ. Dhammasaṅgaṇī-Mūlaṭīkā - Dhammagiri-Pāli-ganthamālā edition, vol. 130, 

Abhidhammapiṭake Dhammasaṅgaṇī-Mūlaṭīkā, Igatapurī: Vipaśyanā Viśodhana 

Vinyāsa, 1998.
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MN. Majjhima-Nikāya - Vilhelm Trenckner (ed.), The Majjhima-Nikāya, 3 vols., London: 
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PTS Pali Text Society.

VRI Vipassana Research Institute - Chaṭṭha Saṅgāyana Tipiṭaka, based on Dhammagiri-

Pāli-ganthamālā edition.
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「仏弟子の言葉」を「仏説」化させる三要素
要素（α） 要素（β） 要素（γ）

仏陀による論母 一切智性智に適った分別 随喜による承認
『法集論註』説 ○ ○ ○
『法集論復註』説 ○ ○ ―

このような『論事』を巡る仏説論を有部の阿毘達磨仏説論と比較するとき、次のような

類似点と相違点が確認される。説一切有部では「法性」に適っているという点さえ主張しき

れれば、隠没経や了義／未了義の理論に基づいて、極端に言えば、新たに提示された解釈を

阿毘達磨として仏説化させることが可能である 30。これと同様の理論は、『論事』の仏説論に

おいても（β）「一切智性智に適った分別」の条件として確認される。

ところが『論事』を仏説化する場合には「上座部では一切智性智に適っている」と主張

するだけでは不十分であると見做されていて、（α）本書が仏陀直説の論母に基づいたもの

であり、（γ）さらに仏陀自身による承認を受けたという二点が要求されている。仏説化の

条件として、「仏陀自身が『論事』の原作者であり、その出現を予言して承認していた」と

いう伝承を求める姿勢は、有部の阿毘達磨仏説論には見られないものである。

このような仏陀との直接的関係性を仏説化の条件として求める姿勢は、新説の仏説化を

困難にするものであるから、上座部三蔵の排他性・固定性との密接な関係が予想される 31。

加えてこの姿勢は、上座部が経蔵中の仏弟子説を仏説化させる姿勢とも、興味深い対照をな

している。なぜなら、経蔵中の仏弟子説の場合には、仏陀自身による承認がなくとも、仏陀

の教えに適合していることさえ認められれば仏説として容認される事例があるからである

（清水俊史 [2015e] を参照）。この理由は、『論事』に説かれる内容が、あまりにも経蔵・律

蔵に説かれる仏陀の金口からかけ離れた内容であったためにその正統性をより力強く主張す

る必要が求められたからであろう。

ABBREVIATIONS

Dhs. Dhammasaṅgaṇī - E. Müller (ed.), Dhammasaṅgaṇī, London: Pali Text Society, 

1885; Reprint, London: Pali Text Society, 1978.

DhsA. Dhammasaṅgaṇī-Aṭṭhakathā (Atthasālinī) - E. Müller (ed.), Atthasālinī: 

Buddhaghosa’s Commentary, London: Pali Text Society, 1897; Revised edition, L.S. 

Cousins (ed.), London: Pali Text Society, 1979.

30）本庄良文[1989: p. 406.13–22]を参照。ただし注意しなければならないが、理論としては際限なく

仏説を拡大させることが可能であっても、決して有部は七論（六足発智）以外の論書を、次々と

仏説化して阿毘達磨蔵を肥大させることはなかった。この点が、際限なく “仏陀の肉声” を製作

していった大乗仏説論とは大きく異なると言える。

31）Collins, S.[1990] (= [2005])、Norman, K.R.[1997: pp. 131–148]、馬場紀寿[2008]
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‘‘evaṃ satthārā…pe… nāma jātan’’ ti vuttan ti.

「随喜されてから以後、経全体が “仏陀の所説” と呼ばれるものになった」とは、この

随喜が仏説となることの根拠であることを説いているかのように示されている。そし

て、そのようであれば、〔『論事』は〕随喜されていないので、『論事』が仏説ではなく

なってしまうだろう。ここでは次のように意味が理解されるべきである。「“このよう

にマハーカッチャーナは分別するだろう” とみて、世尊は論母を置いて精舎に入った。

そして〔これと〕全く同じように長老は、世尊によって与えられた仕方で置かれた論

母の〔意味を〕分別したので、“仏陀の所説” と呼ばれるものになった。そして、それ

を随喜によって示された」というこの意味について「このように師によって随喜され

てから以後、経全体が “仏陀の所説” と呼ばれるものになった」と言ったのである。

すなわち、『法集論註』では、仏陀の随喜によって事後承認された後に仏説化されるとし

て「仏陀の随喜→仏説化」というプロセスが説かれているが、これでは仏滅後の著された『論

事』が仏説たり得ない。そこで『法集論復註』では随喜を仏説化の条件から外し、仏説化し

たことに対する随喜として、「仏説化→仏陀の随喜」というプロセスで理解している。この

ように理解すれば、仏陀の随喜による事後承認がなくとも『論事』を仏説化できることにな

る。

結論

以上、『法集論註』に説かれる『論事』を巡っての仏説論を考察した。この『論事』が仏

説としての権威を得るためには、（α）仏陀が論母を置いていること、（β）その論母の分別

が一切智性智に適っていること、（γ）分別の後に仏陀が随喜することで承認を得ること、

の三点が重要であると考えられる。このうちの（β）（γ）の二つはそれぞれ、経蔵中の仏

弟子説が仏説化される際の要件、（A）仏陀の教えに適合していること、（B）仏陀によって

事後承認を受けていることの二つに対応すると考えられる 29。

しかし『論事』は仏滅後の著作であるため、（α）と（γ）の両条件を、そのままでは満

たすことが出来ない。そこで上座部では、『論事』の論母は仏陀自身が在世時に置いたもの

であるという因縁を附すことによって（α）の条件を達成している。そして、（γ）仏陀の

随喜による事後承認は、仏滅後には達成不可能であるため、「随喜によって仏説化した」と

いうプロセスを「仏説化したことに随喜した」と再解釈することによって、随喜による事後

承認が仏説化の必須条件から外れている点が注目される。註釈書ごとの仏説化の条件をまと

めれば次のようになろう。

29）経蔵中の仏弟子説が仏説化される二要件については、清水俊史[2015e]を参照。
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（γ）仏陀による随喜（事後承諾）が得られている

このうち（α）「仏陀の提示した論母に基づいている」については、前項で挙げた『論事註』

に説かれる因縁において、仏陀が『論事』の論母だけを天界に置いて、その論母を忠実に踏

まえてモッガリプッタティッサが分別したという筋書きから、この条件が満たされているこ

とが解る。すなわち、『論事註』に付された『論事』の因縁は、この『論事』を仏説として

権威付ける重要な役割を担っている。

そして（β）「一切智性智に適っている」と（γ）「仏陀による随喜が得られている」の

二要素については、清水俊史 [2015e] において指摘した、経蔵中の仏弟子説が仏説化される

際の二要件、（A）「仏陀の教えに適合している」と（B）「仏陀によって事後承認を受けてい

る」に対応する。このうちの（β）「一切智性智に適っている」については、北伝資料で説

かれているところの「法性に適っている」と実質的に同一趣旨のものであると考えられる 25。

説一切有部において法性は一切智者によってしか覚り得ず、説き得ないと理解されているか

らである 26。

最後の（γ）「仏陀による随喜が得られている」は、仏弟子説を仏説化する上で最も重要

な根拠である 27。なぜなら仏陀から事後承認が得られることは、そのまま（β）「一切智性智

に適っている」ことを証明することになるからである。しかしながら当然ここで、『論事』

は仏滅二百余年後の著作であるから仏陀の事後承認が得られるはずがない、という問題が起

こる。実際に、『論事』の因縁にも事後承認に関する記述は見られないので、『法集論註』に

説かれる阿毘達磨仏説論は『論事』の仏説化に必ずしも効果的とは言い難い。この問題点は

『法集論復註』でも取り上げられており、註釈家アーナンダは次のように再解釈することで

難点を回避している 28。

DhsMṬ. (VRI: p. 16.10–15):

anumoditakālato paṭṭhāya …pe… buddhabhāsitaṃ nāma jātan ti etena anumodanā 

buddhabhāsitabhāvassa kāraṇan ti ayam attho vutto viya dissati, evañ ca sati kathāvatthussa 

buddhabhāsitabhāvo na siyā ananumoditattā, tasmā evam ettha attho daṭṭhabbo: 

‘‘mahākaccāyano evaṃ vibhajissatī’’ ti disvā bhagavā mātikaṃ nikkhipitvā vihāraṃ 

paviṭṭho, tath' eva ca thero bhagavatā dinnanayena ṭhapitamātikāya vibhajī ti 

buddhabhāsitaṃ nāma jātaṃ, taṃ pana anumodanāya pākaṭaṃ jātan ti etam atthaṃ sandhāya 

25）上座部および説一切有部における一切智については、川崎信定[1992: pp. 59–99]を参照。一切智

の概念は、部派によって多少異なるものの、阿羅漢の智慧よりも勝れ、あらゆるものを知り得る

如来にのみ具わる智慧とする点は同じである。

26）本庄良文[2011b: p. 184.9–12]

27）清水俊史[2015e]を参照。

28）この箇所に対してダンマパーラ復註（DhsAṬ.）は無言である。
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sakalaṃ suttaṃ22 buddhabhāsitaṃ nāma jātaṃ. ānandattherādīhi vitthāritasuttesu pi es' eva 

nayo. 

【問】どのようにしてか。23【答】「蜜玉経」（MN. 18）などにおけるようにである。蜜玉

経において世尊は「比丘よ、妄執想の諸部分が人に起こる原因があるとき、もしここ

に歓喜すべきもの、よく話されるべきもの、固執すべきものがなければ、これこそが

貪随眠の終極です」と論母を置き、坐から立ち上がり精舎に入った。法を受け取った

比丘たちは、マハーカッチャーナ長老のもとへ近づき、十力者によって置かれた論母

の意味を尋ねた。…中略…。何度も長老たちに請われた〔マハーカッチャーナ長老〕は、

師（世尊）によって置かれた論母の意味を分別してから「しかし、あなた方尊者たち

が望むのであれば、世尊のもとを訪ねて、この意味を尋ねるべきです。もし、一切智

性智（sabbaññutaññāṇa）と一致しているようならば受持し、そうでないならば受持し

てはならない」と、この密意によって「世尊が我々に説明するように、それを受持せよ」

と述べて去った。その彼らは世尊に近づいて尋ねた。師は「カッチャーナによって悪

しく語られた」と言わず、黄金の鼓を持ち上げるように首を起こして、満開のサタパ

ッタ花 24 のように偉大なる口を満たして、梵音を発して「その通りです、その通りです」

と長老に賛辞を与えて、「比丘らよ、マハーカチャーナは賢者です。比丘らよ、大智慧

者です。比丘らよ、もしあなたたちが私にこの意味を尋ねても、それをマハーカッチ

ャーナが説明したのと同じように、私もそれを説明したでしょう」と言った。このよ

うに師によって随喜されてから以後、経全体が “仏陀の所説” と呼ばれるものになった。

長老アーナンダなどが広説した諸経についても同様である。

『論事』の仏説性を証明するために引用される『中部』第 18 経「蜜玉経」は、仏陀が比

丘たちに教えを説き、それを理解できなかった比丘たちがマハーカッチャーナにその真意を

問い、その真意についてマハーカッチャーナが答え、その後に仏陀がそのマハーカッチャー

ナの答えを随喜によって承認するというあらすじである。

ここでの『法集論註』の理解に従えば、仏弟子の言葉が「仏説」として認められるため

には、次の三要素を踏まえている必要がある。

（α）仏陀の提示した論母に基づいている

（β）一切智性智（sabbaññutaññāṇa）に適っている

22）PTS: suttantam, VRI: suttaṃ

23）DhsMṬ. (VRI: p. 15.13–14):

yathā kin ti yena pakārena buddhabhāsitaṃ nāma jātaṃ, taṃ nidassanaṃ kin ti attho.

「どのようにしてか」とは、「ある方法によって “仏陀の所説” と呼ばれるものになるが、その実

例は何か」という意味である。

24）「百弁の蓮華」のこと。
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中に坐して、自派の五百の経と、他派の五〔百の経〕とを合せて千経を結び付けて長

部ほどの分量の『論事』を解説するだろう」と。モッガリプッタティッサ長老も、こ

の論を説示するにあたり、自らの智によって説かず、師によって与えられた仕方で置

かれた論母に従い説示した。以上のように、師によって与えられた仕方で置かれた論

母に従い説かれたので、この論全体が “仏陀の所説” そのものと呼ばれるようになった。

ここでは、モッガリプッタティッサ長老が自らの智によってではなく仏陀自身の遺した

論母を基にして説示しているから『論事』も仏説である、としている点が重要である。この

ような『法集論註』の記述から、本項冒頭部で挙げた『論事註』で説かれる阿毘達磨の因縁

が、『論事』を仏説化させるための伏線であることが解る。

第二項 「蜜玉経」に基づく理論

続いて本項では、初期経典を引用して『論事』の仏説性を主張する理論を考察する。『法

集論註』では、『中部』第 18 経「蜜玉経」の事例と、『論事』の事例とを比較しつつ、次の

ように仏説論を展開する。

DhsA. (pp. 4.34–5.34):

yathā kiṃ? yathā madhupiṇḍikasuttantādīni. madhupiṇḍikasuttantasmiñ hi bhagavā: 

yatonidānaṃ bhikkhu purisaṃ papañcasaññāsaṅkhā samudācaranti, ettha ce n' atthi 

abhinanditabbaṃ abhivaditabbaṃ ajjhositabbaṃ, es' ev' anto rāgānusayānan ti mātikaṃ 

ṭhapetvā uṭṭhāyāsanā vihāraṃ pāvisi. dhammappaṭiggāhakā bhikkhū mahākaccānattheraṃ 

upasaṅkamitvā dasabalena ṭhapitamātikāya atthaṃ pucchiṃsu. … 中 略 …. punappunaṃ18 

therehi yācito satthārā ṭhapitamātikāya atthaṃ vibhajitvā ākaṅkhamānā ca19 pana tumhe 

āyasmanto bhagavantaṃ yeva upasaṅkamitvā etam atthaṃ paṭipuccheyyātha: sace 

sabbaññutaññāṇena saddhiṃ saṃsandiyamānaṃ sameti gaṇheyyātha, no ce mā gaṇhitthā ti 

iminā adhippāyena yathā vo20 bhagavā byākaroti tathā naṃ dhāreyyāthā ti vatvā uyyojesi. te 

satthāraṃ upasaṅkamitvā pucchiṃsu. satthā dukkathitaṃ kaccānenā ti avatvā 

suvaṇṇāliṅgaṃ ussāpento viya gīvaṃ unnāmetvā supupphitasatapattasassirikaṃ 

mahāmukhaṃ pūrento brahmassaraṃ nicchāretvā sādhu sādhū ti therassa sādhukāraṃ 

datvā: paṇḍito, bhikkhave, mahākaccāno, mahāpañño bhikkhave mahākaccāno, maṃ ce pi 

tumhe, bhikkhave, etam atthaṃ paṭipuccheyyātha, aham pi taṃ evam evaṃ21 byākareyyaṃ 

yathā taṃ mahākaccānena byākatan ti āha. evaṃ satthārā anumoditakālato paṭṭhāya ca pana 

18）PTS: punappuna, VRI: punappuna

19）PTS: va, VRI: ca

20）PTS: no, VRI: vo

21）PTS: eva, VRI: evaṃ
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物とされる 15。このような伝承を受けて『法集論註』では、『論事』を阿毘達磨から外すべき

と主張する対論者が登場する。

DhsA. (p. 3.25–29):

vitaṇḍavādī16 pan' āha: kathāvatthu kasmā gahitaṃ? nanu sammāsambuddhassa 

parinibbānato aṭṭhārasavassādhikāni dve vassasatāni atikkamitvā moggaliputtatissattheren' 

etaṃ ṭhapitaṃ? tasmā sāvakabhāsitattā chaḍḍetha nan ti. 

しかしながらヴィタンダ論者は、「どうして『論事』が加えられるのか。正等覚者の般

涅槃から二百十八年を過ぎて、モッガリプッタティッサ長老によってこれが置かれた

のではないか。したがって、“声聞の所説” であるから、それを〔あなた達は〕除くべ

きである」と主張する。

この論難をうけて上座部は、『論事』が阿毘達磨蔵に含まれる所以を次のように説明する。

DhsA. (p. 4.24–34):

taṃ pan'  etaṃ mātikaṃ ṭhapento imaṃ disvā ṭhapesi:  mama parinibbānato 

aṭṭhārasavassādhikānaṃ dvinnaṃ vassasatānaṃ matthake moggaliputtatissatthero nāma 

bhikkhu bhikkhusahassamajjhe nisinno sakavāde pañca suttasatāni paravāde pañcā ti 

suttasahassaṃ samodhānetvā dīghanikāyappamāṇaṃ kathāvatthuppakaraṇaṃ bhājessatī ti. 

moggaliputtatissatthero pi idaṃ17 pakaraṇaṃ desento na attano ñāṇena desesi, satthārā pana 

dinnanayena ṭhapitamātikāya desesi. iti satthārā dinnanayena ṭhapitamātikāya desitattā 

sakalam p' etaṃ pakaraṇaṃ buddhabhāsitam eva nāma jātaṃ. 

また、この論母は次のことを見て〔世尊が〕置いたのである。「私の般涅槃から

二百十八年後にモッガリプッタティッサ長老という名前の比丘が、千人の比丘たちの

15）このように上座部において伝えられる第三結集の歴史的信憑性については議論がある。この『論

事』の著者モッガリプッタティッサは、スリランカやインドの各地に伝道師を派遣した高僧とし

ても知られ、この人物と関連する考古学的発見が報告されている。アンデール第二塔（前三世

紀）から出土した舎利容器からMogalīputaと記された碑文が（塚本啓祥[1996–2003 i: p. 545/Ander 

4]）、サーンチー第二塔（前二世紀）から出土した舎利容器からもMogaliputaと記された碑文が回

収されている（塚本啓祥[1996–2003 i: p. 847/Sanc 688]）。

山崎元一[1979: pp. 110–128] [1982: pp. 146–158]は、モッガリプッタティッサなる人物につい

て、西インドの高僧でありスリランカに伝道師を派遣したという史実性を認めるが、第三結集の

主宰者、および『論事』の著者としての役割は、後代の付託であると指摘している。また、塚本

啓祥[1973: pp. 310–321] [2003: pp. 156–158]は、モッガリプッタティッサ主宰による結集の可能

性を認めるものの、大筋で山崎元一説に同意している。

16）PTS: vidaḍḍhavādī, VRI: vitaṇḍavādī

17）PTS: imaṃ, VRI: idaṃ
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書が仏陀在世時に成立したという因縁が次のように記されている。

KvA. (pp. 1.15–2.5):

yamakapāṭihīrāvasānasmiñ hi bhagavā tidasapure pāricchattakamūle paṇḍukambalasilāyaṃ 

vassaṃ upagantvā mātaraṃ kāyasakkhiṃ katvā devaparisāya abhidhammakathaṃ kathento 

dhammasaṅgaṇīvibhaṅgadhātukathāpuggalapaññat t ippakaraṇāni  desayi tvā 

k a t h ā v a t t h u d e s a n ā ya  v ā r e  s a m p a t t e:  a n ā ga t e  m a m a  s ā v a ko  m a h ā p a ñ ñ o 

moggaliputtatissatthero nāma uppannaṃ sāsanamalaṃ sodhetvā tatiyasaṅgītiṃ karonto 

bhikkhusaṅghassa majjhe nisinno sakavāde pañca suttasatāni paravāde pañcā ti 

suttasahassaṃ samodhānetvā imaṃ pakaraṇaṃ bhājessatī ti tass' okāsaṃ karonto yā c'12 esā 

puggalavāde tāva catūsu pañhesu dvinnaṃ pañcakānaṃ vasena aṭṭhamukhā vādayutti, taṃ 

ādiṃ katvā sabbakathāmaggesu asampuṇṇabhāṇavāramattāya tantiyā mātikaṃ ṭhapesi. 

一双の神変を示し終わって、世尊は三十三〔天の〕都にあるパーリチャッタ樹 13 の根元

にあるパンドゥカンバラ岩の上で安居にはいり、母を身証にして、天衆に阿毘達磨論

を説き示し、『法集論』『分別論』『界論』『人施設論』の諸論を説き終わって、『論事』

を説示する順になった時、「未来において、我が声聞であり大智慧者であるモッガリプ

ッタティッサという名の長老が現れて、教説の垢を浄化し、第三結集をなし、比丘僧

伽の中に坐して、自派の五百の経と、他派の五〔百の経〕とを合せて千経を結び付けて、

この論を解説するだろう」と、彼に機会を与えて、そして、補特伽羅説においてまず

四問における二通りの五者一具による八面論理をはじめとして、一切の論道について

一誦分にも満たない量の聖文（tanti）として論母を置いた。

このうち、『論事』を除く六書は、仏陀の金口直説とされる 14。残る『論事』については、

その論母（すなわち論書のコアとなる議題）は仏陀によって説かれたものであるが、それを

基にして現行の形に論書を纏めたのは、モッガリプッタティッサという仏滅二百余年後の人

12）PTS: omit, VRI: add c'

13）学名: Erthirina Indica, 和名: デイコ

14）後述するように、この六書と雖も、そのすべてが仏陀による金口直説であるとは考えられておら

ず、サーリプッタが成立に携わったと理解されている。
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タティッサなる人物による著作であるとされる。この『論事』が、どうして「仏陀の

所説」すなわち「仏説」として上座部において受容されているのか、という点につい

ては馬場紀寿 [2008] も検討をしておらず、未だ明らかではない 10。

本稿の目的

このような問題点を受け本稿では、上座部における阿毘達磨仏説論、とりわけ『法集論註』

（Dhammasaṅgaṇī-Aṭṭhakathā, DhsA.）に説かれる議論を中心に検討を加え、仏滅二百年後に

仏弟子によって著述された『論事』を仏説化させるプロセスの解明を目的とする。

また、本稿に先立って筆者は、経蔵のうちに収載される「仏弟子たちによる教説」を取

り上げ、後代の註釈文献の理解に基づきながら、それらがどの様に権威付けられているのか

を考察した（清水俊史 [2015e]）。そして結論として、声聞や在家者によって教示されてい

る仏弟子説にも仏説としての権威性が付与される場合に、上座部では、（A）仏陀の教えに

適合していること、（B）仏陀によって事後承認を受けていること二点が重視されている点

を指摘した。このうち、とりわけ（B）仏陀による事後承認を受けることは、同時に（A）

仏陀の教えに適合していることを端的に示すものであるから、仏弟子説を仏説化する上で最

も有力な根拠となる。

この成果を引き継ぎながら本稿では、阿毘達磨論書の一つ『論事』がどの様に仏説化さ

れているのかを検討する。この『論事』は仏滅二百余年後に現れた学僧モッガリプッタティ

ッサ（Moggaliputtatissa）によって著された破邪顕正の教理問答書であり、上座部にとって

本書が仏説たることを証明することは上座部の正統性を保証することに繫がる。しかし『論

事』は仏滅後の著作であるから、当然、（B）仏陀による事後承認を得ることが出来ない。

また、説かれる内容も発達した教理問答が中心となっているため、「仏陀の金口たる経蔵や

律蔵のなかに同文、同教理が確認できる」という点から本書が（A）「仏陀の教えに適合し

ている」と単純に主張することも困難である。このような事情のため、上座部資料中には『論

事』の仏説性に対して疑義のあったことが伝えられている 11。

第一項 『論事』編纂の因縁

まず本項では、『論事』が阿毘達磨論書として編纂された因縁について考察する。上座部

の阿毘達磨には『法集論』『分別論』『界論』『人施設論』『論事』『双論』『発趣論』の七書が

ある。これら七書は、いずれも上座部独自の教理が説かれることから、文献学的には部派分

裂の後に成立したものであると考えられる。その根拠に、成立が古いとされる初期経典や律

文献がこれら七書に言及することはない。しかしながら上座部註釈文献においては、この七

10）概論的言及については、Norman, K.R.[1997: p. 135.21-29]を参照。。

11）Norman, K.R.[1997: p. 135.21–29]は、この問題について触れて、『法集論註』に説かれる仏説論を

概説的に紹介している。本研究は『法集論註』に説かれる議論の全体像を提示しながら、さらに

アーナンダによる復註と、ダンマパーラによる復々註も加えて考察する。
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を立証しているという点からも注目されなければならない 5。

続いて馬場紀寿 [2008] は、上座部経蔵中の小部（Khuddaka-Nikāya）の編纂事情を考察

することで、１）ブッダゴーサによって現行の上座部三蔵の範囲が決定されたこと、２）ブ

ッダゴーサは仏陀の言葉に関する様々な範疇を「全ての仏陀の言葉＝一味＝法と律＝初・中・

後＝三蔵＝五部＝九分教＝八万四千法蘊」という等式にまとめたこと、３）この等式に基づ

くと、三蔵外部に「仏陀の言葉」は存在しえなくなり、パーリ三蔵は「正典」（Canon）と

もいうべき性格を備えることになったこと、という点を指摘した 6。さらに、以上のように「仏

陀の言葉」の範囲を「パーリ三蔵＝すべての仏陀の言葉」と排他的に固定したことで、その

後に、その他の仏陀の言葉を新たに三蔵に編入することが不可能となったために、ブッダゴ

ーサが仏説の判定基準に「法性」を加える必要がなかったと述べている 7。この馬場紀寿によ

る研究は、従来、一般論として漠然と言及されてきた上座部三蔵の閉鎖性・固定性・排他性

を 8、実証的に立証しようとした先駆的な試みである 9。

これらの研究成果より、次のような問題点が考えられる。

（1）　仏説論の研究は、大乗仏教の起源を明らかにするという関心から、大乗仏教および説

一切有部といった北伝の資料を中心になされてきたが、上座部の仏説論ついてはあま

り注目されてこなかった。

（2）　上座部の仏説論に関しては馬場紀寿 [2008] が唯一の体系的な研究であるが、本庄良

文らによる北伝資料を対象とした仏説論研究とは興味関心がやや異なっている。馬場

紀寿が考察対象とするのはパーリ三蔵の範囲論であるが、一方で本庄良文らが問題と

するのは「仏滅後の仏弟子たちによる著作や教理を如何にして仏説化するか」という

仏説化の理論である。

（3）　さらに研究対象としている資料についても、馬場紀寿が研究対象とする小部

（Khuddaka-Nikāya）の諸経典の大半は、文献学的には認められないにしても、付託

される著者は仏陀自身か、もしくは仏陀在世時の仏弟子たちである。したがって対象

としている文献の状況・性質が異なる。

（4）　馬場紀寿の指摘に基づけば、上座部において確認できる最も古い三蔵の範囲は、律蔵

（経分別・犍度部・付随）・経蔵（四部）・阿毘達磨蔵（七論）である。したがって現

行の阿毘達磨蔵に属する七論すべてが、ブッダゴーサ以前の古い段階から三蔵から既

に含められていたことになる。

（5）　この論蔵（阿毘達磨）のうち『論事』（Kathāvatthu, Kv.）を除く六書については仏陀

直説であると伝承されているが、『論事』については仏滅二百余年後のモッガリプッ

5）　佐々木閑[2011c: p. 90.8–16]

6）　馬場紀寿[2008: pp. 217.16–219.15]

7）　馬場紀寿[2008: p. 213.12–18]

8）　Collins, S.[1990] (= [2005]); Norman, K.R.[1997: pp. 131–148]

9）　ただし、以上の馬場研究の妥当性には疑義がある。清水俊史[2016]を参照。
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パーリ上座部所伝『論事』（Kathāvatthu）を巡る仏説論
──論母、一切智性智、随喜──

清　水　俊　史

問題の所在
研究の背景

何をもって仏説として認められるのか、という仏説論の研究は、単なる思想解明にとど

まらず、インド仏教の歴史的解明、そのなかでも特にインド大乗仏教の起源と成立をも明ら

かにし得るという点で非常に重要性の高い研究であると認識されている。とりわけ、日本で

は古来より大乗仏教が栄えていること、ならびに明治時代以降において村上専精の『仏教統

一論』『大乗仏説論批判』に端を発する大乗仏説 / 非仏説論争があること等から、これまで

に数多くの研究が積み重ねられてきた。

この仏説論に関する注目すべき先行研究として、本庄良文、藤田祥道、馬場紀寿、堀内

俊郎らによる業績が挙げられる 1�。このうち本稿とかかわりの深い本庄良文と馬場紀寿によ

る成果を概観し、問題の所在と本研究の意義とを明らかにする。

まず、本庄良文 [1989] [1991] [2010] [2011a] [2011b] は、説一切有部において、その著者

が仏滅よりはるか後の仏弟子に付託されている阿毘達磨文献にも「仏説」としての権威が付

託される理論を考察し、１）たとえ釈迦の金口直説でなくとも、「法性」に適えば仏説とし

て認められること、２）仏説の多くは既に失われてしまっているが、阿羅漢は願智

（praṇidhijñāna）によってそれを回復することが可能であること、３）経には字義通りに受

け取ってよい了義と、受け取ってはならない未了義との二種類があるとされること、という

三点を指摘した。すなわち、これら三つの理論を組み合わせて「現在する聖典に見られない

理論であっても法性に適うから仏説であり、隠没した経の中に説かれていた。自説と矛盾し

た聖典の語は、裏の意味のある説である」2 と押し切って自己の信じる新説（すなわち阿毘達

磨）を仏説として正当化させている点を明らかしたのである 3。またさらに本研究は、このよ

うな有部における阿毘達磨仏説論の理論が『大乗荘厳経論』『釈軌論』『中観心論思択炎』な

どに説かれる大乗仏説論に転用されていることから 4、阿毘達磨仏教から大乗仏教への連続性

1）　Bibliography参照

2）　本庄良文[2011b: p. 183.13–14]

3）　本庄良文[2011b: p. 183.15]

4）　阿毘達磨仏説論は、三訳現存する〈婆沙論〉のうち、最も古い三八三年訳出の『鞞婆沙論』にお

いて既に説かれている。本庄良文[2011b: p. 181.1]を参照。




